


は　じ　め　に

　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は，自閉症教育研究の成果として，「自閉症
教育実践ガイドブック－今の充実と明日への展望－」「自閉症教育実践ケースブック－よ
り確かな指導の追究－」を刊行するとともに，平成15年度～17年度のプロジェクト研究「養
護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支援に関する研
究－知的障害養護学校における指導内容，指導法，環境整備を中心に－」において研究報
告書をまとめました。本研究報告書は，これらを引き継いで実施した平成18年度・19年度
のプロジェクト研究「特別支援学校における自閉症の特性に応じた指導パッケージの開発
研究－総合的アセスメント方法及びキーポイントとなる指導内容の特定を中心に－」の成
果をとりまとめたものです。
　この５年間に自閉症教育を推進するための重要な法律が成立し，施行されました。これ
らの法律とは，平成17年４月に施行された発達障害者支援法（法律第167号）と平成19年
４月に施行された特別支援教育を推進するための学校教育法等の一部改正（法律第80号）
などです。この新たな障害者施策においては，従来の障害に加え，発達障害の児童生徒へ
の支援を充実させてきているところです。
　特別支援教育における「発達障害」には，自閉症，アスペルガー症候群その他の広汎性
発達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害などが含まれます。特に自閉症のある児童生徒
の学校教育における支援の充実は，中央教育審議会等の報告においても指摘があり，緊急
の課題となっています。
　このような状況において，本プロジェクト研究は，自閉症教育に関して学校における取組
の平均的な基準，スタンダードの確立をめざすものです。報告書の構成は，研究の概要，研
究組織，第一章から第六章，授業の実践演習を取り入れた自閉症教育研修の開発，自閉症
のある子どもの教育課程研究となっています。なお，報告書の第一章から六章については，
「自閉症教育実践マスターブック」として平成20年２月に刊行したものを再掲しています。
　ここにまとめた自閉症教育のエッセンス及びその活用例は，小・中学校等においても応
用できるものであり，自閉症教育に携わっている方々，関心のある方々に読んでいただき，
より確かな実践に役立てていただければ幸いです。この報告書を手がかりに，各地で様々
な実践が積み重ねられ，自閉症の児童生徒の充実した学び，実りの多い学校教育，そして
豊かな未来が切りひらかれることを期待するとともに，皆様の忌憚のないご意見をいただ
き，研究をさらに深化させたいと考えています。

プロジェクト研究「特別支援学校における自閉症の特性に応じた　　　
指導パッケージの開発研究－総合的アセスメント方法及びキーポイント
となる指導内容の特定を中心に－」　　　　　　　　　　　　　　　　

研究代表者　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　企画部・総括研究員　　　　　　 徳　永　　　豊
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Ⅰ　研究の概要と研究組織

１．研究の趣旨及び目的
　平成17年度まで，３年計画で行ったプロジェクト研究では，主として知的障害養護学校等にお
ける自閉症を併せ有する幼児児童生徒に焦点を当て，盲・聾・養護学校に在籍する幼児児童生徒
の４人に１人が自閉症を併せ有することを明らかにし，自閉症の特性に応じた指導の在り方につ
いて，ガイドブックやケースブックの編集，自閉症教育実践セミナーの開催などにより「わが国
における自閉症教育のスタンダード」を提案したところである。
　自閉症のある幼児児童生徒の数の多さや，様々な，特異な困難さから，今後の特別支援学校に
おいて自閉症に特化した学級や教育部門の設置を求める意見がある。そうした学級や教育部門に
おける特別の教育課程や指導法，学校生活等の在り方についての検討が緊急の課題である。
　本プロジェクト研究は，この課題に応えるべく，総合的なアセスメント方法と自閉症教育にお
いてキーポイントとなる指導内容の特定を中心に，自閉症の特性に応じた指導パッケージ開発研
究に取り組むものである。この開発研究を通じて，小・中学校等における広汎性発達障害への対
応に資する成果も期待できる。

２．研究全体の概要
　現場のニーズの高い総合的なアセスメント及び自閉症教育においてキーポイントとなる指導内
容の開発に焦点化して取り組む。
　①自閉症教育においてキーポイントとなる指導内容の提案
　②�総合的なアセスメントのうち，年度当初の実態把握及び具体的な教育内容や教育方法の選択
のためのチェックリストの作成

　③�授業シート等，キーポイントの具体的内容，指導方法及び教材教具を開発し，VTRをとお
して具体的に提案

　④自閉症に特化した教育課程のあり方に関する考察比較分析

　以上を行っていく予定である。またこの研究開発を通じて，小・中学校等における広汎性発達
障害への対応に資することが期待できる。
　なお，キーポイントについては，平成15年度から17年度に行った「養護学校等における自閉症
を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支援に関する研究－知的障害養護学校における
指導内容，指導法，環境整備を中心に－」において，「自閉症教育指導パッケージ（試作）」とし
て，研究所主催の平成17年度国立特殊教育総合研究所セミナーⅡなどで公表したところである。
　よって，本研究はこの試作を充実発展させる継続研究に位置づけられる。

３．期待する成果
　平成18年度
　・本研究所研究紀要　特集担当
　・自閉症教育推進指導者研修への協力
　・自閉症教育指導パッケージ（試案）作成
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　平成19年度
　・自閉症教育マスターブック（仮称）（報告書兼）の印刷，発刊
　・自閉症教育推進指導者研修への協力
　・研究成果報告会の開催

４．研究活動
　平成18年度
　本年度は，総合的なアセスメント方法と自閉症教育においてキーポイントとなる指導内容を中
心に，以下のように自閉症の特性に応じた指導パッケージ開発研究に取り組んだ。
（１）研究協議会（６月，12月）：６月には研究概要と実施計画について説明し，「指導パッケー
ジ」の概要について提案し，研究協力者等から意見をもらった。12月には，研究協力校と研究パー
トナー校（２校）から，キーポイントを活用した自閉症教育の取組を報告してもらい，意見交換
を行った。また，「自閉症教育のキーポイントによる実態把握のチェックリスト」「授業評価・改
善シート」「自閉症教育チェックリスト」を提案した。
（２）研究協力校と研究パートナー校の訪問調査：研究協力校と研究パートナー校に，研究分担
者が訪問し，キーポイントを活用した自閉症教育の取組や授業の評価・改善シートを活用した授
業を観察し，意見交換を行った。協議を踏まえて，その取組を改善するように依頼した。
（３）その他：①研究所研究紀要に企画された「特集：自閉症のある子どもの教育課程研究」に
執筆し，これまでの研究成果に加えて新たな考察を行った。②自閉症教育指導パッケージ（試案）
の一部として，「自閉症教育のキーポイントによる実態把握のチェックリスト」等を検討し試案
を作成した。③自閉症教育推進指導者研修に関して，プログラム立案等の事前準備，研修の運営
実施，まとめを行い，自閉症教育の知見を蓄積した。

　平成19年度
　本年度は，総合的なアセスメント方法として，①学校全体で自閉症教育に取り組むための
チェックリスト，②学びを促進するための特性の理解と活用を検討した。また，特性に応じた指
導内容・方法として，③自閉症教育のキーポイント及び④それを活用した授業の評価・改善シー
ト，⑤特性に応じた教育課程について検討し，それらをまとめた指導パッケージの開発研究に取
り組んだ。
（１）研究協議会（５月，12月）：５月には研究のまとめ（マスターブック）の方針と学校全体
で自閉症教育に取り組むためのチェックリストを提案し協議した。また，協力校などからキーポ
イントや授業の評価・改善シートを活用した取組が報告され，その課題について協議した。12月
には，マスターブックに含まれる上記の①から⑤の項目について提案し，研究協力者及び研究協
力校などからの意見をもとに，まとめの概要について協議した。
（２）学校全体で自閉症教育に取り組むためのチェックリストの開発とデータ収集：チェックリ
ストとして授業内容・方法に関するシートＡと学校マネジメントに関するシートBを開発し，研
究協力校において試行的に実施し，修正バージョンを作成した。それを20校（700名）の特別支
援学校（知的障害）で実施し，各学校の特徴とチェックリストの妥当性を検討した。
（３）その他：①研究協力校と研究パートナー校の訪問調査を実施し，キーポイントを活用した
自閉症教育の取組や授業の評価・改善シートを活用した授業をまとめた。②授業の評価・改善
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シート活用事例を収集し，マスターブックに掲載した。③自閉症教育推進指導者研修に関して，
プログラム立案等の事前準備，研修の運営実施，まとめを行い，自閉症教育の知見を提供し協議
した。

５．研究の成果
　平成18年度
（１）研究紀要第34巻については，「自閉症のある子どもの教育課程研究」のテーマで，自閉症の
特性と指導内容，教育課程について検討した。外国の動向を含め，自閉症教育のキーポイントを
基礎とした指導内容の意義が確認された。
（２）自閉症教育指導パッケージ（試案）の構成要素として，①自閉症教育のキーポイントによ
る実態把握のチェックリスト，②特性の理解と活用のチェックリスト，③授業の評価・改善シー
ト，④自閉症教育チェックリストを開発し試案を示した。今後，この有効性について検討する予
定である。
（３）自閉症教育推進指導者研修において，研修プログラムを企画し運営した。その中で，筑波
大学附属久里浜養護学校における授業実践・授業改善では，本研究が提案している授業の評価・
改善シートを活用して取り組んだ。また，研修については，研修者に事後レポートを依頼し，そ
のレポート集が作成された。数多くの学校において，授業の評価・改善シートを活用しているこ
とが報告されている。

１）研究成果報告書等の刊行物　　特になし

２）研究発表
１）齊藤宇開・内田俊行：自閉症教育のキーポイントとなる指導内容－７つのキーポイント抽出
の経緯と内容を中心に－（国立特殊教育総合研究所研究紀要第34巻　平成19年３月）

２）佐藤克敏・涌井恵・小澤至賢：自閉症教育における指導のポイント－海外の４つの自閉症指
導プログラムの比較検討から－（国立特殊教育総合研究研研究紀要第34巻　平成19年３月）

３）徳永豊・木村宣孝：自閉症の特性に応じた教育課程の在り方に関する考察－我が国における
知的障害養護学校の実践とイギリスにおける取組からの考察－（国立特殊教育総合研究所研究
紀要第34巻　平成19年３月）　　　　　　　

４）木村宣孝他：養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支
援に関する研究①－自閉症の特性に応じた教育課程の改善・充実を図るために－（日本特殊教
育学会，平成18年９月）

５）齊藤宇開他：養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支
援に関する研究②－自閉症教育のキーポイント作成の試み－（日本特殊教育学会，平成18年９
月）

６）内田俊行他：養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支
援に関する研究③－NISE自閉症教育実践セミナーの実施と今後の課題－（日本特殊教育学会，
平成18年９月）　
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３）研究所の研修での活用
１）「これからの自閉症教育のために」（自閉症教育推進指導者研修，平成18年10月）
２）「自閉症教育におけるアセスメントと個別の指導計画」（自閉症教育推進指導者研修，平成18
年10月）

３）「社会性の発達と障害」（短期研修，知的障害教育コース，平成19年２月）
４）「自閉症教育における指導」（短期研修，自閉症・情緒障害教育コース，平成18年５月）
５）「知的障害教育と応用行動分析」（長期研修，平成18年９月）　等

４）その他（他機関の研修・講習会での発表等）
１）「教育課程部会特別支援教育専門部会第５回」（中央教育審議会初等中等教育分科会，平成18
年５月）

２）「全知長代表者研究協議会」（全国知的障害養護学校長会，平成18年５月）
３）「東京都自閉症教育課程検討委員会」（東京都，平成18年９月）
４）「北海道知的障害教育研究大会」（北海道知的障害教育研究会，平成18年７月）　等

　平成19年度
（１）平成20年２月に「自閉症教育実践マスターブック」を刊行した。本研究の成果として，①
学校全体で自閉症教育に取り組むためのチェックリスト，②学びを促進するための特性の理解
と活用を検討した。また，特性に応じた指導内容・方法として，③自閉症教育のキーポイント
及び④それを活用した授業の評価・改善シート，⑤特性に応じた教育課程についての成果を公
表した。

（２）上記の内容に加えて，研究の概要，研究所研究紀要第34巻の特集の論文及び３年間実施し
てきた自閉症教育推進指導者研修の概要をまとめた研究成果報告書を作成した。

（３）自閉症教育推進指導者研修において，研修プログラムを企画し運営した。その中で，筑波
大学附属久里浜特別支援学校における授業実践・授業改善では，本研究が提案している授業の
評価・改善シートを活用して取り組んだ。また，研修については，研修者に事後レポートを依
頼し，そのレポート集が作成された。数多くの学校において，授業評価・改善シートを活用し
ていることが報告されている。

１）研究成果報告書等の刊行物
１）自閉症教育実践マスターブック―キーポイントが未来をひらく―
・ジアース教育新社　　　　　Webサイト上の掲載アドレス：
・平成20年２月　　　　　　　http://www.nise.go.jp/blog/2008/01/post_729.html.
２）プロジェクト研究報告書（平成18年・19年度）「特別支援学校における自閉症の特性に応じた指
導パッケージの開発研究」報告書
・Webサイト上の掲載アドレス：
・平成20年３月（予定）�

２）学会発表
１）齊藤宇開・徳永豊：特別支援学校における授業改善の試みⅡ－自閉症教育の７つのキーポイ
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ントを活用した「ねらい」の明確化－　日本特殊教育学会　自主シンポジウム13　平成19年９
月22日

２）木村宣孝：プロジェクト研究「特別支援学校における自閉症の特性に応じた指導パッケージ
の開発研究－総合的アセスメント方法及びキーポイントとなる指導内容の特定を中心に－」　
教育と医学　No.651，86-87．�平成19年９月

３）徳永豊：イギリスにおける自閉症教育－青年期の取り組みとその課題－　教育と医学　
No.645，86-93．�平成19年３月
４）齊藤宇開・徳永豊：これからの自閉症教育のために―自閉症教育の７つのキーポイントの開
発プロセスを中心に―　はじめての自閉症学級小学１年生　編著　東京都立青鳥養護学校久我
山分校他　200-246　ジアース教育新社　平成20年１月

５）齊藤宇開・内田俊行：特別支援教育の実践情報　特集連載（６回）　自閉症指導最前線　明治
図書　平成19年２月から平成20年２月掲載分まで

３）研究所の研修での活用
１）平成19年度自閉症教育推進指導者研修講義　小塩允護　「これからの自閉症教育のために」
平成19年11月19日

２）平成19年度自閉症教育推進指導者研修講義・演習　徳永豊　「自閉症教育における教育課程」
平成19年11月20日

３）平成19年度自閉症教育推進指導者研修講義　齊藤宇開　「自閉症教育におけるアセスメント
と授業改善」�平成19年11月22日
４）平成19年度第２期特別支援教育専門研修　齊藤宇開　「発達障害のアセスメントの理論と実
際」　平成20年２月４日
５）平成19年度第２期特別支援教育専門研修　齊藤宇開　「社会性の発達と障害」�平成20年２月
18日
６）平成19年度第１期特別支援教育専門研修　内田俊行　「自閉症教育における指導」�平成19年
５月23日

４）その他（他機関の研修・講習会での発表等）
１）平成19年度東京都立青鳥養護学校・久我山分校・梅が丘分教室全国研究発表会　徳永豊　シ
ンポジスト　「自閉症の指導パッケージ開発プロジェクトの立場からの発言」　平成20年２月
15日

６．研究期間全体の成果と課題
１）研究の成果
　平成18年度の計画に従って研究を展開できた。紀要へ執筆し，「自閉症教育のキーポイントに
よる実態把握のチェックリスト」等を提案することができた。平成19年度は，計画で掲げていた
総合的なアセスメントの要素である①自閉症教育におけるキーポイントの提案，②特性の理解と
活用のチェックリストの提案と活用例の紹介，③授業評価・改善シートの提案とその活用例につ
いて，④自閉症の特性に応じた教育課程の提案の４点については達成できた。これらを実践に活
用することで，自閉症教育の改善が期待される。
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　加えて，自閉症教育を推進する上では，学校組織としての「立ち位置」を確認し，改善に向け
ての取組が重要であると考えた。そこで，新たに自閉症教育のチェックリストについても提案し，
研究協力校等からデータをまとめた。
　このチェックリストは学校マネジメント及び授業内容・方法のシートにより構成される。この
ような書式は，自閉症教育に限らず，他の障害にも幅広く活用できると考えられる。特に，学校
組織としての専門性の向上が求められる現状では，有用な視点であろう。
　自閉症教育実践マスターブック及び研究成果報告書をまとめ，当初の計画以上の成果であっ
た。プロジェクト研究としては，平成15年度から３年間の研究を引き継ぎ，２年間でこれまでの
研究を総合的にまとめたことになる。
　「自閉症教育実践ガイドブック」「自閉症教育実践ケースブック」及び平成17年度までの研究報
告書を踏まえて，平成18年度には研究所研究紀要に特集として３本の論文をまとめ，それがこの
２年間の研究の基礎になっている。平成19年度には，これらの基礎に内容と具体的な実践や活用
例をまとめ，「自閉症教育実践マスターブック」を刊行した。
　研究成果等の発表については数多くの物があるが，その集大成は「自閉症教育実践マスター
ブック」である。研究所として自閉症教育におけるアセスメント及び教育のスタンダードを提案
できたと考えている。

２）今後の課題
　プロジェクト研究をまとめるにあたり，次のような点が今後の課題と考えられる。
　第１に自閉症教育のチェックリストに関しては，修正バージョンにより研究協力校及び協力校
でない特別支援学校で実施したデータを掲載することができなかった。これらのデータをまとめ
ると共に，チェックリストそのものの更新と、専門性の指標になり得るのか妥当性の検証が今後
の課題であろう。
　第２としては，自閉症教育のキーポイントの妥当性の検証及びアセスメントのツールとしての
活用事例を整理することである。アセスメントのツールとして実態把握を行い，指導後の変化を
再度，アセスメントして，児童生徒の学びを評価する研究が求められる。
　第３には，授業の評価・改善シートが真に授業の改善に有効なのか，どの側面で有効的なのか
を含めた検証が必要となろう。これらについても活用事例を詳細に分析しつつ，評価・改善シー
トの更新が課題となる。
　本プロジェクト研究は，特別支援学校における自閉症のある児童生徒の指導内容・方法に関す
る研究であった。研究の趣旨から離れて，自閉症教育全体を見れは，早急に検討する必要のある
課題も多い。
　まずは，本研究の成果を小・中学校の特別支援教室や通級による指導で，どのように活用する
かという課題がある。自閉症の特性に応じた指導内容・方法を追求した研究であり，有効と考え
られるが，活用する上でどのような課題が生じるのかの分析が必要であろう。
　また，中学部や高等部で学んでいる生徒は，その後の生活への移行や就労等が課題となる。本
プロジェクト研究では取り上げられなかった点であるが，職業教育における自閉症教育のキーポ
イントの有効性についても残された課題であろう。
� （徳永　豊）
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研　究　組　織

研究代表者：　小塩允護（教育支援研究部上席総括研究員）　平成18年度
　　　　　　　徳永　豊（企画部総括研究員）　平成19年度
研究分担者：　徳永　豊（企画部総括研究員）　平成18年度
　　　　　　　内田俊行（企画部研究員）
　　　　　　　木村宣孝（教育支援研究部総括研究員）
　　　　　　　佐藤克敏（教育支援研究部主任研究員）　平成18年度
　　　　　　　齊藤宇開（教育支援研究部主任研究員）
　　　　　　　涌井　恵（教育支援研究部研究員）　平成18年度
　　　　　　　小澤至賢（教育相談部主任研究員）
　　　　　　　柳澤亜希子（教育研修情報部研究員）　平成19年度
研究協力者：　園山繁樹（国立大学法人筑波大学，教授）
　　　　　　　肥後祥治（国立大学法人熊本大学，准教授）
　　　　　　　熊谷高幸（国立大学法人福井大学，教授）　平成18年度
　　　　　　　河島淳子（トモニ療育センター，所長）
　　　　　　　諏訪利明（海老名市立わかば学園，園長）
　　　　　　　関水　実（よこはま自閉症支援室，室長）　平成18年度
　　　　　　　三苫由紀雄（東京都立高島養護学校，校長）
　　　　　　　西川公司（国立大学法人筑波大学附属久里浜特別支援学校，校長）
　　　　　　　氏田照子（日本発達支援ネットワーク，副代表）
　　　　　　　石塚謙二（文部科学省，特別支援教育調査官）
　　　　　　　佐藤克敏（京都教育大学，准教授）　平成19年度
特任研究員：　小塩允護（愛知淑徳大学，教授）　平成19年度
研究研修員：　三浦貴徳（北海道札幌養護学校，教諭）　平成19年度
　　　　　　　白井博子（和歌山県立紀伊コスモス養護学校，教諭）　平成19年度
　　　　　　　佐々木千尋（島根県立出雲養護学校，教諭）　平成19年度
研究協力機関：国立大学法人筑波大学附属久里浜特別支援学校
　　　　　　　徳島県立国府養護学校
　　　　　　　北海道七飯養護学校おしま学園分校
　　　　　　　東京都立青鳥養護学校久我山分校
　　　　　　　北九州市立八幡特別支援学校
研究パートナー校：
　　　　　　　国立大学法人北海道教育大学附属特別支援学校
　　　　　　　岐阜県立大垣特別支援学校
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第一章 

自閉症の特性に応じた教育

　本書は，自閉症教育のスタンダードを確立するための提案です。自閉症
の特性を理解して，その特性に応じた指導を充実させるためには，学校が
組織として，これに取り組むことが必要です。
　そこで，学校組織及び一人一人の教員が，自閉症教育を改善していくた
めのツールとして，「自閉症教育のチェックリスト」「自閉症教育のキーポ
イント」「授業の評価・改善シート」「個人別の課題学習」等を開発しました。
　第一章では，まず自閉症の特性と学ぶことの困難さの本質を取り上げま
す。そして，自閉症と知的障害の特性の違いを理解して，自閉症を軸とし
た教育が必要になることを示します。また自閉症のある児童生徒について，
その学習の構造を考えた場合の４つの視点を提案します。さらに，自閉症
教育の「キーポイント」と「個人別の課題学習」の意義について紹介します。
　自閉症の特性を踏まえて，７つのキーポイントを鍵としながら，「個人別
の課題学習」を展開することが，質の高い自閉症教育の実践につながると
考えます。
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第一章

第一章　自閉症の特性に応じた教育

　自閉症の特性を踏まえて，その教育を充実させていくことが求められています。ここでは，
自閉症の特性やその学びの困難さをどう理解するか，授業を展開するための適切な教育環境
や指導の工夫とは何かについて取り上げます。さらに，より重要な教育内容をどのように選
択するのか，また効果的な指導の形態の工夫は何か等について紹介します。

１．自閉症の特性と学ぶことの難しさの本質
（１）自閉症の特性とは
　自閉症とは，下の特徴をもつ症候群であり，これらの３つの特性に加えて，感覚知覚の過
敏性・鈍感性，特異な認知特性（シングルフォーカス，セントラルコヒーレンス等）を示す
場合があります。これらの特性の詳細については，「自閉症教育実践ガイドブック」「自閉症
教育実践ケースブック」で解説しています。

ＤＳＭ-Ⅳにおいて自閉症とは，（1）対人的相互反応における質的な障害，（2）意
志伝達の質的な障害，（3）行動，興味および活動の制限され，反復的で常同的な様
式，の３つの行動特徴を併せもつ症候群と定義される。

（２）学ぶことの難しさの本質
  自閉症のある児童生徒の場合，学習活
動，学校生活において，これらの特性が
学習の困難さにつながります。周囲が困
る行動でなく，児童生徒が難しい点を重
視する必要があります。学校や地域生活
での支援としては，児童生徒の体験する
困難さを少なくすることが大切です。さらに，学校教育の目的である「生きる力を身につけ
る」上で避けなければならない困難さがあり，指導上の要点となります。それを「学ぶこと
の難しさの本質」としました。自閉症の特性のすべてが，「学ぶことの難しさ」につながる
わけでなく，経験を積み重ね，確かな力を構築する上で特異な困難さがあると考えます。学
校だけでなく，地域社会で学習し生活していく上で，これらの困難さに対応していくことは
重要であり，自閉症教育の本質につながるものです。

２．知的障害とは異なる自閉症の位置づけ
　自閉症のある児童生徒の教育を考える際に，自閉症の特性及び学ぶことの難しさの本質が
あることを前提とすると，自閉症を伴う知的障害のある児童生徒の教育は，従来の知的障害

自閉症の特性に応じた教育

学ぶことの難しさの本質

①　曖昧な状況から意味を理解する困難さ
②　注意の調整と他者との協働の困難さ
③　 意図，感情（他者・自分）の理解や共

有の困難さ
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教育の教育内容や方法で適切なのか，という疑問が生じてきます。この点について，国立特
殊教育総合研究所（2007）は到達したポイントとして報告書で次のようにまとめています。
　研究課題の一つに，「自閉症への対応は，知的障害教育で培ってきた実践をベースに，個
別化をさらに進めることでよいか」という問題を指摘し，その検討結果について下記のよう
に述べています。

　この問題を考える上で第一に重要なことが，知的障害と自閉症とは全く異なる障
害であると認識することである。知的障害は，知的機能と適応行動の遅れがそれぞ
れの測定尺度上で約２標準偏差以上低い状態であり，定量的に規定される障害であ
る。一方，自閉症は，①対人的相互反応における質的な障害，②意志伝達の質的障
害，③行動，興味および活動の制限され，反復的で常同的な様式，という三つ組み
の症状を特徴とする状態であり，定性的に規定される障害である。定義そのものも
定義の仕方も全く異なっている。
　第二に，「知的障害と自閉症を併せ有する」ことは「知的発達の遅れを伴う自閉
症」を意味すると考えるべきであろう。「バランスのとれた全体的な発達の遅れ」
を特徴とする知的障害と，「アンバランスな発達」を特徴とする自閉症が共存する
ことは論理的に矛盾しているからである。
　第三に，「知的発達の遅れを伴う自閉症」は，「アンバランスは認知的発達」と三
つ組みの症状や感覚・知覚の過敏性，シングルフォーカスなどの「特異な困難さ」，
「知的発達の遅れ」という特徴を併せ有し，なおかつそれらの特徴が混在して一人
一人の状態像を造り出しているため，高い認知的能力を活用するための教科指導
と，特異な困難さを改善するための自立活動の指導，未分化な発達段階を考慮して
従来の知的障害養護学校で行われてきた生活経験重視の指導を同時並行的に行う必
要がある。したがって，知的障害養護学校で今まで培われてきた実践と共通する部
分や参考になる部分は多いと思われるが，「自閉を伴う知的障害」という知的障害
のバリエーションとして自閉症に対応すべきではないというのが我々が現在到達し
た考え方である。

　要約すると，次のように考えられます。特に，知的障害を伴う自閉症の指導内容・方法を
考える場合には，自閉症であることを軸に，知的障害の程度に応じることが重要です。

１．知的障害と自閉症とは全く異なる障害である。
２． 知的障害を伴う自閉症の児童生徒とは，「知的発達の遅れを伴う自閉症」であ

る。
３． 教科の指導と自立活動の指導，未分化な発達段階を考慮した生活経験を重視す

る指導を同時並行的に行う必要がある。
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第一章　自閉症の特性に応じた教育

３．自閉症教育における学習の基本構造
― 学びの内容と方法の整理―
　自閉症の特性を踏まえ，その教育内容・方法・環境整
備を検討する際に，図１に示す「自閉症教育における学
習の基本構造」で指導・支援を考えることを提案します。
　第１に，「一般的な学習内容」があります。ことばや文
字，数，お手伝いをするなどの学習の内容です。
　第２に，「学習を支える学び」の内容です。「一定の時
間，机上で作業をする」「渡されたプリントをみる」「先生
の指示に注意を向ける」「友人の行動を模倣する」など，
すべての学習活動が成立するための前提となる活動があります。
　視覚障害の多くの場合は，視覚的な情報の活用は難しいけれども，「机上で課題に取り組む」
などの学習の前提となる行動に困難は生じません。自閉症のある児童生徒にとっては，この学習
に取り組むために必要な行動を形成することが困難であるため，本来の学習にいたらない場合
があります。したがって「学習が成立すること」と「内容を学習すること」を区別することが大
切です。本書の第四章の「自閉症教育の７つのキーポイント」に提案している目標・内容です。
　第３が，自閉症の特性に応じた関わり方の工夫です。本書の第三章「学びを促進するための
特性の理解と活用」で取り上げている内容に該当します。これは，自閉症のある児童生徒に関
わる基本ルール，エチケットと考えられるものです。見通しがわかりやすいようにスケジュー
ルを提示する，指示はわかりやすく視覚的な手がかりを活用するなどがあげられます。
　第４が，学校・教育環境です。掲示物など刺激を少なくした環境の工夫や活動及び時間の見
通しが持ちやすい教室環境の工夫などが含まれます。さらに，学校組織や教員の自閉症に対す
る理解や特性に応じた指導計画の作成等が含まれます。
　国立特殊教育総合研究所（2006）は研究報告書で，指導法及び教育環境整備として，次のよう
に述べています。

　自閉症の特性に応じた指導法や教育環境整備については，既におよそのことは分
かっており，普及段階にあると思われる。指導法でいえば，自閉症の強い認知特性
を活用した指導法や苦手なところを補う支援法が見つかっている。たとえば，動作
性知能の優位性から動作を伴う学習が，視覚的情報処理の優位性から視覚的支援の
ある学習，機械的記憶の優位性から一定のパターンを持つ学習が有効である。また，
さまざまな感覚過敏性や言語理解の弱さから，整理された環境で口うるさく指示し
ない静かな指導（ジェントル・ティーチング）や，時間や聴覚的処理など情報処理
の苦手さから見えないものを顕在化する教材・教具も有効である。学習集団につい
ても，個別学習が必要かつ効果的なことから集団ありきではなく，個別学習を起点
に集団での学習のバランスをとることが求められる。さらに，自閉症の児童生徒に

学校・教育環境

特性に応じた工夫

学習を支える学び

一般的な
学習内容

図１　自閉症教育における学習の基本構造
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限らないことではあるが，環境も含めた総合的なアセスメントに基づく指導，個別
の指導計画を核にＰ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルの徹底，好む活動・物・関わりなど強化
の手法や課題分析，ＡＢＣ分析，できる状況づくりとしての先行手がかりの調整手
続きなどの応用行動分析の活用も必要である。
　教育環境整備については，自閉症へのエチケットであると言われるまで一般的に
なりつつある。その代表が「構造化」という手法である。見通しを持って活動する
ことは誰にでも必要なことであるが，自閉症の児童生徒は普通の環境では見通しが
持ちにくく，そのために，場や時間，手順などについて自閉症の児童生徒にわかり
やすい構造を作り，見通しを持って自立的に行動できるようにするのである。個々
の児童生徒にわかりやすくするため，個に応じた構造化，実態により変化する構造
化が必要となる。

　自閉症の特性に応じた指導を展開していく際には，この構造に基づき指導内容や方法を検
討します。この学習の基本構造を前提に，自閉症の特性に応じた教育内容・方法を検討する
場合の要点は次のことです。

教育内容・方法の検討するための要点
↓

「どのようにすれば学習内容をより効果的に学ぶことができるのか」に
加えて，「自閉症の特性を踏まえた学ぶ内容についての適切さ」を検討
することが必要である。

４．教育課程の課題 －特別支援学校（知的障害）における取組から－
　特別支援学校（知的障害）では，自閉症の特性に応じた教育環境及び指導内容・方法の工夫
が早急に求められています。知的障害を伴う自閉症のある児童生徒の多くは，特別支援学校
（知的障害）で教育を受けているからです。

（１）特別支援学校における自閉症のある児童生徒の現状
　国立特殊教育総合研究所（2005）の全国の盲・聾・養護学校を対象に自閉症教育に関するア
ンケート調査結果からは，自閉症のある幼児児童生徒が在籍する全国の盲・聾・養護学校で
自閉症の「診断あり」の割合は全体の約15％程度，「疑い含む」の割合は推計で約25％程度
であるとされています。また，全国の知的障害養護学校で，「診断のあり」の割合は23％程
度，「疑い含む」の割合は推計で35％程度であり，高い割合となっています。

診断あり 疑い含む

盲・聾・養護学校 １５％ ２５％

知的障害養護学校 ２３％ ３５％
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（２）知的障害教育における指導内容・方法
　このように特別支援学校では，自閉症のある児童生徒の割合は高く，従来の知的障害に対
応した指導内容・方法の見直しが求められています。
　つまり，知的発達の遅れに対応し，児童生徒が主体的に生活活動を経験することをねらい，
領域・教科を合わせた指導としての「遊びの指導」「生活単元学習」などが実施されていま
す。これらの指導は，児童生徒の自発性，創造性，主体性を重視した指導方法といえます。
しかしながら，自閉症のある児童生徒の場合，その特性を踏まえると，児童生徒が主体に生
活活動を繰り返すことで，本当に学習の積み重ねになるのかを検討することが必要です。も
ちろん自発性，創造性はすべての児童生徒にとって重要な視点ですが，そのような曖昧な状
況は，自閉症の特性からすると多くの困難さが生じる状況と考えられるからです。

５．自閉症の特性に応じた指導内容として
　障害特性に応じた指導内容を考えた場合に，障害に基づく種々の困難さを扱う領域に「自
立活動」があります。自閉症のある児童生徒の学ぶことの難しさを踏まえると，この自立活
動の内容を検討することは不可欠なことです。さらに，自立活動の内容を指導する上では，
「自閉症教育のキーポイント」が重要な目標及び内容に位置づけられると考えます。

（１）自立活動の新たな位置づけ
　教育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ（案）（平成19年11月7日中央教育審議会初等
中等教育分科会教育課程部会）が示されました。そこでは，従来の自立活動の５区分に加え
て，新たな区分として「人間関係の形成（仮称）」を設けることが提案されています。この自
立活動の内容として，表１示すように「他者とのかかわり」「他者の意図や感情の理解」「自
己理解と行動の調整」「集団への参加」「感覚や認知の特性への対応」などに関することを内
容の項目に盛り込むこととされています。これは，すべての障害に対応した項目として考え
られていますが，自閉症，ＬＤ（学習障害） ，ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）の場合におい
ては，これらの項目が指導を一層充実させるために重要になると考えられます。

表１　「人間関係の形成（仮称）」の内容項目

　　　　　　　　①　他者とのかかわりの基礎
　　　　　　　　②　他者の意図や感情の理解
　　　　　　　　③　自己理解と行動の調整
　　　　　　　　④　集団への参加の基礎

　　　　　　　　　　＊「感覚や認知の特性への対応」の項目が「環境の把握」に追加される。

　今後は自閉症の特性に応じた自立活動の指導内容を踏まえ，それを実際の指導でいかに位
置づけ，指導実践を積み重ねていくかが求められます。
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（２）自立活動の内容のエッセンスとしての「キーポイント」
　プロジェクト研究では，自閉症教育の指導内容のエッセンスとして「キーポイント」を提
案しています。これは，自閉症のある児童生徒にとって，①指導者が適切に教えることがな
ければ，自然に習得することがない内容，②習得することで自立と社会参加など全般に広範
な利益をもたらす諸行動と位置づけています。具体的には，「学習態勢」「自己管理」等の項
目で整理されています（齊藤・内田，2007）。
　これは，「学習の基本構造」（図１）でみると，「学習を支える学び」の部分に該当します。
学習内容を適切に学ぶための基本となる行動であり，「学習することを学ぶ」こと，「学習す
ることを可能とする」ためのスキルの習得と考えられます（徳永・木村，2007）。このよう
な視点で，学校で展開されているすべての授業を検討し直すことが重要と考えられます。
　これらの行動は，通常であれば経験を積み重ねる中で自然に身につくものであり，自閉症
の場合にはその障害特性が原因となり，積み重ねが難しい行動です。その意味では，障害に
起因する困難さであり，自立活動で指導する内容に位置づけられます。なお，自立活動の内
容については「他者とのかかわり」「集団への参加」など幅広い内容が含まれます。これら
の内容の指導においても「学習を支える学び」が根底にあることで，学習が展開されます。
　つまり，キーポイントは自閉症のある児童生徒にとって欠かすことのできない自立活動の
指導内容であり，さらに，それらの指導の根底にあるエッセンスとして位置づけられると考
えます。

（３）幅広い活用の可能性のあるキーポイント
　自閉症教育の７つのキーポイントは，指導内容・方法の鍵となる概念です。このキーポイ
ントについては，第四章で改めて取り上げますが，自閉症教育の在り方を検討していく上で
より広がりのあるものと考えています。
　第１にキーポイントは，自立活動の目標，内容と重なる概念です。
　また視点を変えると，第２にキーポイントは，自閉症のある児童生徒の実態等に即した指
導内容を適切に選択・組織する際の中核的概念として位置づけられると考えられます。
　第３に，キーポイントは第四章の表「自閉症教育の７つのキーポイントと目標」にあるよ
うにアセスメントの視点にも活用可能です。
　さらに，キーポイントは，「授業の評価・改善シート」などを活用して，授業実践の成果
を検証していく際にも，重要な観点として用いることができると考えられます。
　つまり，キーポイントは，自閉症の特性に応じた質の高い授業を展開していく上では，重
要な視点になると考えています。

６．「個人別の課題学習」
　自閉症の特性に応じた指導を展開していく際には，自立活動の内容，特にキーポイントが
重要な内容であると考えます。ここではキーポイントの内容をどのような指導形態で取り扱
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うと効果的であるのかについて検討しました。
　その結果として，国立特殊教育総合研究所（2006）は自立活動の内容，つまりキーポイント
の目標・内容を前面に出した「個人別の課題学習」を提案しています。これは，「自立活動
を『核』とした領域・教科を合わせた指導」の形態の総称であり，従来の「遊びの指導」「生
活単元学習」とは，根本的に発想が異なるものです。
　この「個人別の課題学習」の意義及び必要性としては次の２点が挙げられます。この「個
人別の課題学習」において，自閉症の特性に応じているのはキーポイントであり，その指導
内容は各教科や領域の内容です。つまり，学習したことを他の場面や異なる活動で生かすこ
とを目指して，領域・教科を合わせた指導で展開することを想定しています。

「個人別の課題学習」の意義及び必要性

１ ．自閉症のある児童生徒の指導においては，各教科等の内容の指導を行うに当
たって偏ったコミュニケーション，特異な社会性の発達，感覚の過敏性や特異な
認知特性等の自閉症の特性に配慮する必要がある。
２ ．教科の指導，特異な困難さを改善するための自立活動の指導及び生活経験を重
視した指導を同時並行的に行う必要がある。現行法令上の領域・教科を合わせた
指導に該当する。
３ ．自閉症のある児童生徒の特性は個々に様々であり，配慮すべき点も一人一人異
なる。このため，キーポイントを手がかりに個々に具体化した指導を行うために
は，集団活動を前提とした学習場面において個別化を図る方法よりは，一人一人
の特性に対応した目標を明確にした個別学習が前提となる。
４ ．そしてこれを前提とし，ここで培われる力を集団での活動に生かす学習方法が
効果的である。「個人別の課題学習」は，このようにキーポイントから導き出さ
れる個別の目標，課題に対応する授業であり，個別学習を中心としながらも，小
グループによる授業形態，さらには比較的人数の多い集団活動をも含む学習方法
が必要になる。

　自立活動の指導は，学習の基本構造の「教育環境」「特性に応じた工夫」を前提として，
教科等の内容と自立活動の内容を関連づけながら指導することができます。しかしながら，
取り上げた学習内容に自閉症のある児童生徒が適切に取り組むためには，自閉症教育におけ
る学習の基本構造（図１）に示している「学習を支える学び」の内容が重要になります。これ
は本研究で提案しているキーポイントにあたりますが，ここをより重視するのであれば，
「各教科等の目標を達成する内容に自立活動の指導内容を関連づけ」た形態では不十分であ
ると考えられます。したがって，自立活動の内容，キーポイントの目標・内容を前面に出し
た「個人別の課題学習」が必要になります。「個人別の課題学習」の例としては，各学校が
取り組み示される「個別課題」「課題学習（調理活動）」「体育活動・音楽活動」「社会性の学習」
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などの名称の授業が該当すると考えられます。
　なお，「個人別の課題学習」は，個々の障害の状態や発達の程度に応じて課題設定をする
ことを前提としていますが，実際の指導場面では，「個別での学習」「小グループでの学習」
「集団での学習」などのいくつかのタイプがあると考えます。

７．まとめとして
　本書では，自閉症教育の「キーポイント」を提案し，自閉症の特性に応じた教育の確立，
特性に応じた授業の改善に向けた手だてを提案しています。本章では，自閉症の特性に応じ
た指導内容・方法を検討する要点として，①自閉症の特性と学ぶことの難しさの本質，②知
的障害の特性との違い，③自閉症教育における学びの基本構造，④教育課程の課題，⑤特性
に応じた自立活動とその内容及びキーポイント，⑥個人別の課題学習について述べ，自閉症
の特性に応じた指導内容，方法について検討しました。
　その結果，質の高い自閉症教育を実現するためには，自閉症の特性を踏まえ，キーポイン
トを鍵とした「個人別の課題学習」を展開することが重要であると考えます。
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第二章 

学校全体で自閉症教育に取り組むためのチェックリスト

　第二章は，学校全体で自閉症教育に取り組むことを実現するためのチェッ
クリストです。
　自閉症教育のチェックリストは，確認すべき事項を取り上げ，現状の分
析に活用したり，継続的な取組状況のモニターに活用したりするなど，自
閉症教育改善のために使用することを目的としています。
　チェックリストを活用する際には，単体で利用するのではなく，自閉症
教育実践ガイドブックや自閉症教育実践ケースブック，さらにこのマスター
ブックで紹介する「特性の理解と活用のための11項目」や「自閉症教育の
キーポイント」「個人別の課題学習」などと合わせて活用してください。
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第二章　学校全体で自閉症教育に取り組むためのチェックリスト

１．はじめに
　国立特別支援教育総合研究所（2005）では，平成16年度に全国の盲・聾・養護学校における
自閉症の在籍状況等を調査しました。その結果，少なくとも盲・聾・養護学校で４人に１人
は自閉症の疑いのある児童生徒が在籍していることが分りました。とりわけ，知的障害養護
学校では，自閉症の診断を受けている，またはその疑いのある児童生徒の割合は小学部で約
半数，中学部は約４割でした。また，知的障害養護学校において学校全体で取り組んでいる
学校であるほど，自閉症のある児童生徒に対する授業や進路指導，実習において，その特性
やニーズに応じた対応が実施される傾向がありました。
　自閉症のある児童生徒の在籍率から考えれば，特別支援学校（特に知的障害）においては，
知的障害教育の中で自閉症をとらえるのではなく，知的発達の遅れの有無にかかわらず，自
閉症教育を学校の取組の柱の一つとする必要があります。またそのためには，教育環境，指
導内容・方法の統一やつながり，教育課程の編成，研修の充実，外部機関との連携など，学
部全体，さらには学校全体で取り組まなければ解決できない事項が多くあります。調査結果
からも明らかなように，自閉症のある児童生徒本人や保護者のニーズに十分対応できるよう
に，学校全体で自閉症教育に取り組むことが非常に重要です。本リストは学校全体でこれら
の課題に取り組むための第一歩です。

２．学校全体で自閉症教育に取り組むために
　学校全体で自閉症教育に取り組むためには，まず，各学校が現状ではどのようなことがで
きているのか，どのようなことが課題となるのか，いわゆる「立ち位置」がわかることが前
提です。その上で，自閉症教育の推進にはどのようなことに重点をおいて取り組めばよいの
か整理する必要があります。また何より，学校全体での組織的な取組が重要であることを，
教職員間で共通理解を図っていくことが大切です。
　一人一人の教員にとっての取組として，まずは，担当する児童生徒への日々の授業が重要
です。学校全体で取り組むことは，その日々の授業の改善・充実と別ではなく，連続しつな
がったものとしてとらえることが大切です。例えば，担任する自閉症のある児童生徒が始業
式や運動会など全校行事で見通しが持ちにくい場合，その児童生徒への支援を検討すると同
時に，全校行事そのものの持ち方や目標について議論する必要があり，そのことは学校全体
での環境整備や教育課程の編成の見直しにもつながっていきます。
　この「学校全体で自閉症教育に取り組むためのチェックリスト」は，確認すべき事項を取
り上げ，現状の分析や継続的な取組状況をモニターするために活用したり，研修に活用した
りするなど，自閉症教育の改善のために使用することを目的としました。さらに，本リスト
は，単体で機能するのではなく，これまでに刊行している，「自閉症教育実践ガイドブック」

学校全体で自閉症教育に取り組むためのチェックリスト

－20－



自閉症教育実践マスターブック

や「自閉症教育実践ケースブック」，また本マスターブックで紹介している他の章の内容と
併せて活用するものと考えています。

３．リストの構成と内容
　本リストはシートＡ「指導内容・方法」とシートＢ「学校マネジメント」の２枚のシート
から構成されています。自閉症教育の推進については，すでに全国で多くの教員が，担任す
る児童生徒に対し，さまざまな取組や工夫を行っています。まずシートＡではそれらの取組
や工夫を整理して記載しました。また，そのうえで，１学級や１学年・学部での取組だけで
は解決しない，学校全体での取組が必要な事項について，シートＢに記載しました。
　両シートとも，自閉症の障害特性や自閉症教育のキーポイントをもとに，各４つの項目で整
理しています。中には自閉症のある児童生徒に限らない事項もありますが，自閉症の障害特性
を考慮した取組が他の児童生徒にとっても有効であったり，逆に，すべての児童生徒への質
の高い教育が当然自閉症のある児童生徒にとっても有効な取組になる場合があります。
  
○シートＡ「授業内容・方法」
　「授業づくり」では，評価・改善を常に行える授業づくりを目指すことが最も重要です。
特に自閉症のある児童生徒の場合，自ら取り組めるように動機づけを高める手だてが大切で
す。また「指導内容」を考える上では，自閉症教育のキーポイントの理解が必要であり，教
科や領域の内容とともに，自閉症の障害特性に応じた指導内容を明らかにすることで指導が
より明確になります。「指導体制」では，授業に限らず児童生徒と関わるすべての機会を指
導の場と捉え，計画的に指導することが大切です。授業においても柔軟な集団編成や構造化，
スケジュールの提示など自閉症の児童生徒が学びやすいよう指導の体制を工夫する必要があ
ります。「保護者等との連携」においては，授業と連動するような，家庭や地域でできる指
導支援プログラムの提供などが，自閉症の児童生徒にとって非常に重要な取組といえます。
そのために個別の教育支援計画を作成するとともに日常的な情報交換が必要です。

○シートＢ「学校マネジメント」
　特別支援学校では自閉症の障害特性に特化した教育課程の検討とその実施が急務です。ま
ずは全教職員が自閉症の障害特性に対応した特別な指導や支援が必要であることを共通理解
し，よりよい「教育課程」の創造が求められます。「指導環境」については，自閉症のある
児童生徒にとって見通しがもちやすい環境が大切です。学校として一定の方針を立て，それ
によって校内全体を整備し統一性を保つことが望ましい指導環境といえます。「研修」で目
指すのは，全教職員が自閉症の障害特性に応じた指導について保護者に説明できる程度に理
解し，そのような共通理解に基づいて一貫した対応がとれる組織づくりです。このような学
校は，自閉症のある児童生徒にとって過ごしやすく学びの大きい学校です。「関係機関連携」
においては，関係機関と連携し一貫した支援ができることが自閉症のある児童生徒にとって
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は重要です。また，地域の特別支援教育のセンターとして自閉症教育に関する情報などの発
信を行うこともよりよい連携につながります。

４．活用のための４ポイント
（１）組織的対応が重要
　「はじめに」で述べたように，自閉症教育は学
校全体で組織的に取り組む必要があります。こ
のため，自閉症のある児童生徒への対応を学校
経営計画の中に明確に位置づけ，組織としての
チームで取り組むことを教職員で共通理解する
必要があります。もちろん，学校の教育活動は自
閉症でない児童生徒を含めすべての児童生徒を
対象に行われます。そのことを前提としつつも，
どの教員も自閉症のある児童生徒を指導する可
能性があることを考えれば，教育課程編成を始めとして，自閉症教育を組織的に推進してい
くことが大切になります。

（２）協議が重要
　今回，本リストを検討するにあたって，全国20
校700名以上の特別支援学校の教職員に事前調査
の協力をいただきました。各項目にはステップと
してそれぞれ５つの内容を記載していますが，調
査の結果，項目によっては，ステップが段階的に
はならないことがわかりました。また，特にシー
トＢでは，同じ内容であっても管理職や担任など
記入する人の立場によって意見が異なることがわ
かりました。
　チェックリストを○×化や得点化するなどして
学校の状況を数値化し客観視することも重要ですが，個々の意見を尊重し，互いの課題認識
を知り合うことが全てのスタートといえます。校内で様々に意見交換ができる環境が生まれ
ることが本リスト作成の大きなねらいの一つです。本リストを活用して数値化して活用する
場合であっても，その数値をどのように読み取るかは，一人の見解ではなく，やはり校内で
協議し，明日から何に取り組むべきか話し合うことが重要です。

（３）併せた活用が重要
　本リストの活用については，今後さらに検討が必要です。先に述べた事前調査では，項目
の表現の明確さやステップの順序などを検討するために，実施できている・できていない
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（○・×）という回答を求める調査を行いました。
その際，「チェックすることで課題を見出すこと
ができた」という意見もありました。また一方で，
明日から何に取り組むべきかについて，○・×を
つけ集計するだけでは課題が明確にならないとい
う意見もありました。立ち位置を知るために活用
する場合であっても，「不十分だが取り組んでい
る」「全体ではないが一部取り組んでいる」など
今後拡大を図りたい取組を浮かび上がらせること
ができるよう，単に「○・×」でチェックするよ
りも，「○・△・×」や「１・２・３・４・５」など取組の芽生えが見える回答の方法が有
効かもしれません。また，５つのステップのうち何項目できているかといった積み上げ方式
のチェック方法も考えられます。
　いずれにしても，具体的な方針と手だてを検討するには，本リストをもとに協議をするこ
とと併せて，自閉症教育実践ガイドブック，自閉症教育実践ケースブック，そして本マス
ターブックを活用することがよりよい取組につながるものと考えます。
　
（４）常に評価・改善していくサイクルが重要
　本リストを活用して実行・実践し，再び本リスト
を活用して取組の成果を評価することで，改善した
点や，継続的に課題になることなどが浮かび上が
り，それに取り組むことでよりよい実践につながり
ます。このように常に評価・改善に取り組むことの
できる授業が「良い授業」です。またさらに，常
に評価・改善に取り組むことができる教員集団づく
り，組織づくりこそ，自閉症教育を充実させていく
チームアプローチであり，今後の特別支援学校のよ
りよい教育の充実をささえるものになるでしょう。
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第三章 

学びを促進するための特性の理解と活用

　第三章では，最新の研究や当事者からの情報などからわかってきた障害
特性のうち，特に「学びを促進するため」に理解と活用が必要なものにつ
いてまとめました。ここでのポイントは，特性をよく理解して，配慮をしっ
かりすることに加えて，特性を「強み」として前向きに捉えて，学習を促
進するために積極的に活用をしていくという考え方です。
　まずは，チェック表を使って，子どもたち一人一人の特性を捉えましょ
う。説明や実践の方法等の詳細は，チェック表以降に記載してあります。
ただし，発達の状況や個性，年齢，環境などによって一人一人の状態は違
います。新しい研究成果やこの11項目以外の特性への理解と活用が重要な
子どももいるはずです。
　また，構造化のアイディア（自閉症教育実践ガイドブック参照）や，コ
ミュニケーションのツール，一人一人のスケジュール，課題や作業をする
のをわかりやすく機能化するタスク・オーガナイゼーションなどは，自閉
症教育における言わば「三種の神器」ですから必ず用意しましょう。
　一人一人のことをしっかり理解し，質の高い自閉症教育の実践につなげ
ましょう。
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１．特性の確かな理解が力を発揮させる
　自閉症のある子どもたちの学びを促進するためには，障害の特性理解に基づく配慮や支援
が必要不可欠です。この理解が不足すると，本来の力が発揮できなかったり，落ちついた状
態で学習に向かうことができなかったりします。

２．「学びを促進する」ための11項目
　最近では，研究や実践，自閉症のある本人からの情報などから様々な障害の特性が明らか
になってきました。これらの特性は，一般的にネガティブに捉えられがちです。しかしなが
ら，数多くの実践を積み重ねるうちに，特性を「強み」としてポジティブに捉え直し，「学
びを促進する」ために活用できることがわかってきました。本書では，現段階のアイデアと
して，11の特性の理解と活用について提案します。

３．特性に関する研究の成果に関する文献調査
　特性に関する研究などは，日進月歩であり，研究や実践成果の動向に常に注目しておく必
要があります。本書では，各項目の表現に，必要に応じてできる限り実践に役立つキーワー
ドを併記しました。そのため，各項目に参考にした研究成果をどのように反映されたのかが
わかりにくい部分があるかもしれません。そこで，巻末に各項目に関連し，その根拠となる
文献のリストを示しました。これらの文献を参考にすれば，一人一人に応じた学びを促進す
る特性の理解と活用が，より確かになると考えています。

４．一人一人に応じた「学ぶ」環境づくりを
　まずは，次のチェック表を使って，子どもたち一人一人の特性を捉えましょう。各項目の
説明や実践例等の詳細は，次ページ以降に記載してあります。ただし，発達の状況や個性，
年齢，環境などによって一人一人の状態は違います。新しい研究成果やこの11項目以外の特
性への理解と活用が重要な子どももいるはずです。
　また，構造化のアイデア（「自閉症教育実践ガイドブック」参照）や，コミュニケーショ
ンのツール，一人一人のスケジュール，課題や作業をするのをわかりやすく機能化するタス
ク・オーガナイゼーションなどは，自閉症教育における言わば「三種の神器」ですから必ず
用意しましょう。

学びを促進するための特性の理解と活用
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表１．｢学びを促進するための特性の理解と活用｣ 　チェック表

大切な11項目 説明及びチェック内容

⑴ 意思伝達の質的な困難
「適切なコミュニケーションツールを
用意しよう」

言語的，非言語的コミュニケーションの質的な困難さのことです。
気持ちを伝えるのに，適切なコミュニケーションツールを用意して
いますか？一日にどれくらい，人に何かを伝えることがありますか？

⑵  対人的相互反応における質的な困難
「人と一緒に課題に取り組むことから
はじめよう」

他者との社会的関係の形成が困難なことです。
学習を進める際に相手を意識したり，やり遂げたことを共有し
たりしますか？

⑶  行動や興味が限定され，反復的で
常同的な様式がある場合

「こだわりを生かして指導しよう」

同一性保持への強い欲求を「こだわり行動」，同じ行為や動作
を繰り返す行動を「常同行動」といいます。
なぜこだわるのか，チームで話し合いましたか？
こだわりに対応するためにどんな方法を用いていますか？

⑷  感覚の過敏，または鈍感がある場合
「よく観察して，しっかり配慮しよう」

第４の特性と言われるほど，配慮が必要なのが感覚の問題です。
音に敏感な子どもにはノイズキャンセル付きのヘッドホンなどを用意
するなど，よく観察して，一人一人に応じて配慮していますか？

⑸  手続き的な記憶の仕方が得意な場
合

「最初から最適な方法で教えよう」

一度，覚えたルール（やり方）や道順などは，変えようとしない
ことがあります。
将来にわたって有効だと思われるルールや方法を幼少期から一
貫して指導していますか？

⑹  短期記憶より，長期記憶に働きか
ける学習方法が有効な場合

「繰り返しの学習によって，基礎となる
知識を確実に定着させよう」

印象に残った出来事や，昔の出来事を覚えていることがあるなら，
これは，長期記憶に働きかける学習方法が有効だと考えられます。
繰り返せるような学習方法を用いていますか？

⑺  聞きながら学ぶより，動作・操作を
伴った学習方法が有効な場合

「動作や操作を伴った活動をとおして
学べる，教材を活用しよう」

言語理解があまり得意ではない子どもたちが多いため，学校や
家庭での学習では，鉛筆で書いたり，カードを仕分けしたりす
るなどの，手を使って何かを操作しながらの学習が有効です。
教材を用意して，手や体を使った学習に取り組んでいますか？

⑻  聴覚より，視覚的な情報処理が得
意な場合

「見せるとよくわかる！視覚的な情報
を活用しよう」

言葉などの聴覚的なものより，視覚的な情報処理の方が得意な
子どもが多い傾向があります。一人一人に応じて，絵やジェス
チャー，写真，文字などの方法を用いて伝えていますか？

⑼  特別な能力（独特の思考方法等）
を有する場合

「見逃すな！特別な能力を生かそう」

とても思いつかないようなやり方で，名前を覚えたり，計算を解い
たりしていることがあります。頭ごなしに全否定せず，独特の方
法も時に有効であると考えてみてください。見逃していませんか？

⑽  同時に複数の情報を処理することが
難しいことがある場合「モノ・トラッ
ク（シングル・フォーカス）」

「一度にひとつ！」

「モノ・トラック（シングル・フォーカス）」とは，同時に二つ
以上の事柄を意識内に捉えること（複数の情報の同時処理）が難
しいことです。例えば，一つの仕事（指示されたこと）をやり遂
げたら次の指示を出すようにしていますか？

⑾  がんばりどころや，休むべきところ
を取捨選択するのが難しいことがあ
る場合「セントラル・コヒーレンス」

「頑張ることだけでなく，休むことも
教えよう」

「セントラル・コヒーレンス」とは，「情報をまとめて，全体像を
つかむ力」のことです。情報のどの部分が必要で，どの部分が不
必要なのか判断できず，情報を捨てることができない状態にな
り，「がんばりすぎてしまう」ことがあります。休むべき時にしっ
かり休めるように指導していますか？
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５．各項目の解説及び事例（11項目）

学びを促進するための特性の理解と活用①
意思の伝達の質的な困難

「適切なコミュニケーションツールを用意しよう」

理解しよう
　相手が言っている言葉や質問を繰り返したり，自分が関心のあることを長々と話したりす
る子どもがいます。また，欲しい物があるときに，大人の手を引っ張って要求することが長
期間続く子どもがいます。
　「意思の伝達の質的な困難」とは，｢自閉症の三つ組みの症状｣ の一つです。話し言葉の獲
得が長期的に困難であったり，獲得したとしても，相手が言っている言葉を模倣しているだ
けのエコラリア（反響言語）だったりします。また，会話の仕方が形式的で，抑揚が少なく，
一方的に話すといった特徴があります１）。コミュニケーションのつまずきには，視線を合わ
せない，大人に要求することが少ない２）などの対人的な発達の障害や，時刻表など特定な
ものに強い興味を示したりするこだわりが関係していると考えられます。
　意思伝達の質的な困難は，生活面においても，情緒的な面においても大きな支障をきたす
要因となります。音声言語のある子どもであっても，言葉そのものの意味や文脈に含まれ
ている意味がわからず，表面的に受け止めてしまうことがあります。例えば「お風呂見てき
て。」と頼まれると，お風呂を眺めるだけで，「お風呂見てきたよ。」と答える子どもがいま
す。伝えたいことがあっても，適切な方法を身につけていなかったり，伝えていることが相
手に理解されなかったり，相手が言っていることが理解できなかったりすると，つばを吐い
たり，物を投げたり，人を叩いたりする場合があります。こうした行動が続くと，本人にとっ
てストレスが重なり，場合によっては，様々な問題を引き起こすきっかけになる場合があり
ます。

ポイントはここ
　時間をかけて実態把握（アセスメント）を行い，子どもにとっての適切なコミュニケーショ
ンツールを用意する必要があります。エコラリアなど言語の理解面に困難を抱えている子ど
もに指示を出す際は，音声言語のみではなく，実物や絵カードなど視覚的情報も併せて提示
すると効果的です。
　つばを吐いたり，物を投げたりといった行動で要求を伝える子どもには，なぜそのような
行動をするのかをよく観察して分析し，それに替わるコミュニケーション手段を身につける
ことで，減少することがあります３）（自閉症教育実践ガイドブック 第１章 第５節参照）。
　また，表出に課題のある子どもには，代替手段として絵カードを用意するとよいでしょう。
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実践事例 「適切なコミュニケーションツールを用意しよう」

　Aさんには，表出言語がありません。要求があるときには，指さしや，腰につけているコ
ミュニケーションカードを指差しして相手に伝えます。自分の思いが相手に伝わらない時に
は，頭を叩く等の自傷行為や他者を叩く，窓ガラスを割る等の他害行為があります。日常の
行動観察や発達検査の結果から，日常生活で使う身近な物の名前や色の名称，食べ物等を理
解できているようです。Aさんに限らず，自閉症のある人はコミュニケーションに障害があ
り，物の名前などを理解しているものの，「伝え方」を知らない場合がよくあります。Aさ
んの場合，コミュニケーションカードを指差すことはあっても，他者の注意を引いてから指
差すことはありません。その結果，相手に伝えているものの，うまく伝わらないことがあり
ます。コミュニケーションを成立させるためには，相手への意識が不可欠です。
　いろいろな代替コミュニケーション手段の中でも，より相手を意識してほしい，自発的コ
ミュニケーションを促したいという思いから，絵カード交換式コミュニケーションシステム
（PECS）を使うことにしました。自閉症のある人たちは，ある場面で特定の行動を習得した
後に，別の場面でもその行動を起こしたり，類似した行動へ変化させたりすることが苦手で
す。こうしたことから，PECSを使う場面は各授業をはじめ，学校生活全般はもちろん，家
庭とも連携して同じ方法で要求を伝えることに取り組みました。
　PECSを使った結果，現在では絵カードを文章バー
に４～５枚並べて相手に伝えることができます（写
真）。要求を伝えるための名詞のほか，大小や色，数
など，物の属性を交えて伝えることもできます。伝え
る方法を確立したことで，要求が伝わらないことが理
由で起きる自傷行為や他害行為は減少しています。A
さんにとって，コミュニケーションブック（コミュニ
ケーションに必要な絵カードが貼ってあるもの）は，
自分の思いを相手に伝えるために大切なものとなり，
教室間の移動では持ち歩く姿も見られるようになりました。
　今後の課題は，引き続き，語彙の増加やコミュニケーションする回数を確保することと考
えます。そのためには，「思わずコミュニケーションをとりたい」とAさんが思うような機会
を設定していくことが大切だと考えます。 （実践事例提供　筑波大学附属久里浜特別支援学校）

＜文献＞
１） G.S.メジボフ，L.W.アダムズ，L.G.クリンガー（1999） 自閉症の理解 ―原因・診断・治療に関
する最新情報―，佃一郎（監訳），岩田まな（訳），学苑社．

２） 伊藤英夫（2000） 自閉症の指さし行動の発達過程，児童青年精神医学とその近接領域41（1），57-70．
３） ロバート・Ｌ.・ケーゲル，リン・カーン・ケーゲル（2002） 自閉症児の発達と教育－積極的な
相互交渉を促し，学習機会を改善する方略，氏森英亞・清水直治（監訳），二瓶社．

写真　ＰＥＣＳを使って意思を伝えている場面
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第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用②
対人的相互反応における質的な困難

「人と一緒に課題に取り組むことからはじめよう」

理解しよう
　視線が合いにくく，友達と遊ぶことが苦手で，集団での活動に参加することが難しい子ど
もがいます。大人が隣にいてもいないかのように振舞ったり，大人が痛がっている場合に興
味や同情を示さなかったりする子どもがいます。
　「対人的相互反応における質的な困難」とは，「自閉症の三つ組みの症状」の一つで，社会
性の障害とも言われます。対人関係において視線，表情，身振りなどを適切に用いることが
できなかったり，あるいは情緒的な共感や興味の共有が難しかったりするので，対人関係を
十分に発達させることができないことがあります。
　対人的相互反応の基盤には，共同注意（ジョイント・アテンション）の形成があります。共
同注意とは，人と交流する場面において，注目や関心の焦点を相手と同じものへと方向付け，
対象や話題が変化したとしても，注意や関心の焦点をそれに合わせていく力のことです。こ
の共同注意は乳幼児期に発達し，｢自己と対象と他者｣ という三項関係の中で形成され，注
意を調整し他者の意図を理解することにつながる重要な発達現象です１）。通常，この三項関
係や共同注意は，生後１年半までには成立します。しかしながら，自閉症のある子どもは，
これらが成立する前の二項関係，つまり「自己と対象（物）」「自己と他者」の関係でとどまっ
ている場合があります２）。なぜなら，自閉症のある人は，感情等に特徴づけられる不明瞭な
存在の「人」よりも，変化が規則的で明瞭な存在である「対象（物）」へ関心が向きやすいた
めに，対人関係が育ちにくいと考えられるからです３）。このことが対人的相互反応を困難に
している原因の一つと考えられます。

ポイントはここ
　集団場面は人が多すぎて，かえって混乱してしまう自閉症のある子どもがいます。まずは
一対一で人と向き合えるように環境を整え，学習に取り組みましょう。人と一緒に活動する
ことの面白さを体験できるよう，本人が興味をもっている遊具や教材・教具を媒介にして活
動を組み立てます。
　特定の人とのやりとりがしっかりしてくると，他の人へと関係を広げたり，集団の中で活
動したりするなど少しずつ発展させていきます。集団活動においては，個々の発達に合わせ
た役割交代遊びやルールを伴うゲーム等，社会性を意識した指導内容を計画的に取り入れて
いくことが大切です。

－32－



自閉症教育実践マスターブック

実践事例 「人と一緒に課題に取り組むことからはじめよう」

　Ｂさんは，中学部３年生です。生徒が一人ずつ順番に取り組む課題のときは，提示された
順番を守らないで活動しようとしていました。教師から順番を守るように指導されると，思
い通りにならなったことで周囲の人を叩いたり，大声で騒いだりすることがありました。そ
こで，まずは個別の学習形態による指導の中で，教師と向き合って課題に取り組みながら，
指示に応じる力や物に注目する力をつけることから始めることにしました。
　指示に応じる力を育てるための指導では，教師から指示された位置に色を塗る課題（ぬり
絵）から始めました。自分勝手に色を塗ろうとするので，塗る場所を指示してから，マジッ
クを１本渡すようにしました。その色を塗り終えると，次の位置を指示し，違う色のマジッ
クを渡すようにして，教師とのやりとりを交えながら，指示に応じる学習を行いました。次
に，注目する力をつける指導では，順番を示すホワイ
トボード上の赤い磁石に注目できるようになること
から始めました。まず，教師と交互に行うゲーム（写
真１）を題材に用い，ホワイトボードにＢさんの写真
と教師の写真をならべ，その横に赤い丸型の磁石を１
個置き，磁石を置いてある人がゲームを行うようにし
ました。そして，Ｂさんと教師との間で交互に取り組
むことができるようになったところで，ゲームへの参
加人数を段階的に増やしていきました。
　指導を継続することで，教師からの指示を理解して，課題（ぬ
り絵）に取り組めるようになってきました。また，集団での活動
場面において，順番に取り組む活動でも，Ｂさん専用のホワイ
トボード（写真２）を見て，赤い磁石に注目することで，順番を
守り活動できることが増えてきました。そして，順番を守れな
かったときでも，ホワイトボードを確認することで，納得し，周
囲の人を叩いたり，大声を出して騒いだりすることが少なくなり
ました。
　今後は，全員に提示している順番表を見て，自分の順番がわかり，主体的に活動できるよ
うにステップアップしていきたいと思います。
 （実践事例提供　東京都立青鳥養護学校久我山分校）

写真２　順番がわかる手だて

＜文献＞
１） 大神英裕（2007） 自閉症児の早期発達支援をめざすコホート調査，発達112，ミネルヴァ書房，66-88．
２） 熊谷高幸（2006） 自閉症－私とあなたが成り立つまで ミネルヴァ書房．
３） 谷口清（2000） 自閉症の社会性障害の本質を考える－早期兆候から教育の手がかりを探る－，
自閉性障害のある児童生徒の教育に関する研究（第３集），国立特殊教育総合研究所，95-109．

写真１　教師と向き合って学習する場面
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第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用③
　行動や興味が限定され，反復的で常同的な様式がある場合

「こだわりを生かして指導しよう」

理解しよう
　昆虫など特定なものに興味関心を示したり，部屋に入ると開いている窓を閉めないと気が
すまなかったりする子どもがいます。ミニカーを色や形で一列に並べたり，自分から出した
質問に対していつも同じ回答を求めようとする子どもがいます。
　「行動や興味が限定され，反復的で常同的な様式」とは，｢自閉症の三つ組みの症状｣ の一
つです。自閉症のある人の中には，ある特定のものに著しく執着したり，何か壊れたものや
不完全なものを見ると動揺したり，また突然の予定の変更や突発的な出来事も嫌がることが
あります。これを同一性保持といい，「こだわり行動１）」ともいいます。一般に，自閉症のあ
る人に多く見られる行動です。この行動は，変化を非常に嫌い, 常に物事を一定に保とうと
するために生じる行動です。自閉症のある人は，環境の変化などの新しい刺激によって，大
きく影響され，混乱しがちで，それを避けるために,できるだけ変化が少なく，同じような
状態に保っておこうとしていると考えられます。
　また，休むことなく手をひらひらさせたり，身体を左右に動かしたりする子どもがいます。
これを常同行動といいます。一般に，自閉症のある人に多いとされていますが，知的障害の
人にも見られる行動です２）。周りの刺激をうまく処理することができないために，自ら刺激
を作って楽しむことで外の世界を遮断しているといわれます。刺激が少なすぎても（何もす
ることがない状況），この行動を見せることがあります。

ポイントはここ
　窓を閉めるなどのこだわり行動を禁止すると，パニックなどの反応を見せ，より状態が悪
くなることがあります。しかし，放っておくと行動は拡大し，生活全体を混乱させていきま
す。したがって，一方的に禁止するのではなく，場所や回数を決めて容認する場面を作った
り，社会的に認められる行動に置き換えるための方法を検討したりすることが必要です。例
えば，こだわっているものや食べものをご褒美(トークン)として活用したり，こだわってい
る活動を余暇や作業などに取り入れたりする３）などが考えられます。
　常同行動は，外部から刺激（声かけ）が与えられるとさらにそれを強化し，自傷行為へと展
開させてしまう場合があります。止めることを本人に求めるのではなく，なぜそういう行動
をするのかを生活全般あるいは環境から考え，見直していくことが必要です。
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実践事例 「こだわりを生かして指導しよう」

　Ｃさんは，蛍光灯の色に興味をもっており，特に学校の長い廊下の蛍光灯をつけたり消し
たりすることにこだわりを示していました。毎日何度も繰り返すため，なかなか次の行動に
移ることができず，登校後に長時間を費やしていました。
　「つけたり消したりしたい。大きくなったら電気屋さんになりたい」と言って，駆け足で
制止をふりきって校内にある蛍光灯のスイッチを触っていました。
　そこで，蛍光灯を点灯させることに強い興味を持っていることや，Ｃさんの強い願望であ
る「電気屋さんになる」ことを活用して，スイッチに触らないことだけを伝えるのではなく，
一つのルールに則って触ることができることを伝えました。
　廊下にある蛍光灯のスイッチに目印をつけ，目印がついているものは１回だけつけたり消
したりすることができることを一緒に体験しました。そして，それを「電気屋さん」の仕事
として行うことにしました。
　また，蛍光灯のスイッチに代わるものとして，スイッチがついた光るボールや懐中電灯な
どを余暇グッズとして用意し，Ｃさんの要求を満たす場面も設定しました。
　Ｃさんが「修行みたいだね。」と言ったので，それを参考に，「修行がんばりカード」（写真）
を作り，ルールが守れたらシールをためていくようにしました。カードにシールがたまるこ
とにより，Ｃさんは，自分の行動をコントロー
ルして「修行が足りている。」と納得し，自分
勝手にスイッチに触れたり，スイッチをつける
ために校内を駆け回ったりすることはなくなり
ました。
　Ｃさんは，興味や関心のあることが限定され
ていることが多いですが，興味や関心をもった
ことに対しては，とても集中して取り組む様子
がみられます。今後も，Ｃさんのこだわりに対
して，周りが容認できるような行動に変化させ
ながら，社会的適応を図っていきたいと考えて
います。 （実践事例提供　北海道七飯養護学校おしま学園分校）

写真　修行がんばりカード

＜文献＞
１） 石井哲夫・白石雅一（1993） 自閉症とこだわり行動，東京書籍．
２） 星野仁彦・安藤ひろ子・金子元久・八島祐子・熊代永（1980） 自閉症児の同一性保持行動につ
いて，小児の精神と神経，20巻第3,4号，47-55．
３） 服巻繁・野口幸弘・小林重雄（2000） こだわり活動を利用した一自閉症青年の行動障害の改善
－機能アセスメントに基づく代替行動の形成－，特殊教育学研究，37（5），35-43．
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学びを促進するための特性の理解と活用④　
感覚の過敏，または鈍感がある場合

「よく観察して，しっかり配慮しよう」

理解しよう
　子どもの泣き声に耳をふさいだり，特定の人や物音に反応したりする子どもがいます。ま
た，服の袖が少し濡れただけでも服を着替えたがったり，木綿のシャツしか着たがらなかっ
たりする子どもがいます。あるいは，柱に足を強くぶつけても，痛がる表情をほとんど見せ
ない子どもがいます。
　これらの行動は，自閉症の感覚特性から生じるものであり，「自閉症の三つ組みの症状」
に次ぐ第４の特性といわれるほど，支援や工夫が必要な問題です。自閉症のある人の多くは，
個人差があるものの，聴覚，視覚，嗅覚，味覚，触覚が過敏であったり，反対に鈍感であっ
たりします。
　学校生活を考えてみると，朝の学校の玄関はたくさんの人でごった返していたり，あちこ
ちで元気な挨拶の声が飛び交っていたりしています。教室に行くと，様々な展示や飾りがあ
り，子どもも教師も大声で話をしています。場合によっては，音楽がかかっていたりします。
自閉症のある人の中には，このような状況が苦手であり，不安や恐怖を感じることがありま
す。
　このような場面で自閉症のある人が困っていても，適切な支援が受けられないことがあり
ます。なぜなら，この過敏性の問題は，周囲には理解されにくいためです。さらにこの状況
が続くと，不安と苦痛，恐怖となり，自傷行動などにつながることがあります。パニックや
自傷行動の原因を探ってみると，感覚過敏の問題１）や，それによって受けた過去の不快な
経験によるフラッシュバックだったりすることがあります。

ポイントはここ
　「感覚に慣れなさい。」「我慢しなさい。」という対応ではなく，何が苦手で，何に困難を感
じているかをよく観察し，一人一人に合った支援をしていきます。例えば光に敏感な子ども
に対しては，日当たりのよい場所の窓ガラスを曇りガラスにして，日光を遮る必要がありま
す。日頃から教室の整理整頓

とん

，掲示物の精選，遮光，音などの整備･調整に心がけ，子ども
が安心して学べる環境を作らなくてはいけません。また，感覚刺激そのものが苦痛というよ
り，状況がよくわからなくて不安を感じている場合があります。予測がつくように事前に予
定を伝えて見通しがもてるようにしたり，（物音などの）理由や原因を明らかにすることで
軽減することもあります２）。これらの配慮のもとで安心できるようになったら少しずつ，刺
激への対応の仕方や柔軟性を育てていくというプロセスが大事です３）。
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実践事例 「よく観察して，しっかり配慮しよう」

　Ｄさんは，聴覚が過敏でいろいろな音に対し，耳ふさぎ
をします。特に芝刈り機の音やスピーカーから流れる音が
苦手で活動中に，動けなくなることがしばしばです。また，
選挙や工事が自宅の近くで始まると眠れない日が続き，体
調を崩すこともあります。苦手とする音が聞こえてしまうこ
とは，Ｄさんにとって苦痛であり，それが回避できない状
況下では，音が聞こえていない時であっても不安や強いス
トレスを感じていたに違いありません。
　そこで，ノイズキャンセル機能付きのヘッドフォン（写
真１）の利用を検討しました。これは，ヘッドフォンにマ
イクがついていて，周りの騒音を電気的に打ち消すものです。登下校時に使用することから
はじめました。置き場所をきめたり持ち歩くときのバッグを用意したりして，徐々に使用場
面を増やしていきました。使用の効果は，耳ふさぎの回数の減少や使用している時間が増え
ていったことでわかりました。大人が本体のスイッチを入れ忘れていてもＤさんは確実に入
れていました。そのころ通っていた歯医者さんも「治療がやりやすくなった。」とその効果
に注目していました。使用しているうちにコードが断線することもありましたが，コードレ
スタイプのものを利用することで問題はなくなりました。やがてＤさんの自主的装着によ
り，ノイズキャンセル機能付きのヘッドフォンは，ほとんどの場面で使用されるようになり
Ｄさんの不快感の軽減につながっています。
　また，別の児童は，本体で遮音するタイプのイヤーマ
フを愛用しています。バス通学をしていますが，話し声
などを気にしてイヤーマフをしていても耳をふさぎます。
そこでイヤーマフの下にイヤホンを入れて音楽を聴き，
不快な音を二重に抑えています（写真２）。感覚の問題に
ついては，個々に状況が異なる場合が多く，このような
個に応じた配慮や対応が特に大切だと思います。
 （実践事例提供　北海道教育大学附属特別支援学校）

＜文献＞
１） 杉山登志郎（2002） 21世紀の自閉症の課題：異文化としての自立との共生，自閉症スペクトラ
ム研究，Vol.1，1-8．
２） 落合みどり・東條吉邦（2004） 高機能自閉症 アスペルガー症候群への理解を広げるために，国
立特殊教育総合研究所分室，自閉性障害のある児童生徒の教育に関する研究，第７巻，5-18．
３） 国立特殊教育総合研究所（2004） 自閉症教育実践ガイドブック－今の充実と明日への展望－ 
ジアース教育新社，10-11．

写真１ ノイズキャンセル機能付きヘッドフォン

写真２ イヤーマフを活用している場面
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第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用⑤
手続き的な記憶の仕方が得意な場合

「最初から最適な方法で教えよう」

理解しよう
　朝の着替えの順番や，洗濯物のたたみ方を覚えると，そのルールややり方を厳密に守って，
そのとおりにできる子どもがいます。また，トイレでおしっこをする場合に，ズボンを膝ま
でさげることを身につけて，大きくなってもそのやり方が変えられない子どもがいます。
　行動の順番や作業の仕方などの技能を習得するために，その操作の仕方を規則的に機械的
に学習し獲得する記憶を「手続き記憶」といいます２）。繰り返しの練習で技能を習得するこ
とにより，練習する中で失敗する回数が減少し，取り組んでいる時間が短縮して３），そのう
ち意識しないでその技能を用いることができます。例えば自転車に乗るための技能であった
り，作り慣れた料理は，レシピを見たり調味料の分量を量らなくても調理できる技能は，こ
の記憶の例です。自閉症のある子どもたちにとっても，正しいルールややり方を身につける
ことは重要なことです。そのためには，最初から最適な方法で学習することが大切です。
　特に，作業に関わる技能は，正しいやり方で覚えたかどうかは重要です。なぜなら，自閉
症のある子どもたちは，一度身についてしまったやり方を変更することが苦手だからです。
　正しいやり方を学んで，守ろうとする子どもたちは，一度学んだことはしっかりと守って
くれる頼もしい存在になります。一方で，誤ったやり方については，「幼少期だから今はい
いだろう」「正しいやり方で指導すると嫌がるから」などの理由で放置すると，そのやり方
をいつまでも用いようとすることになります１）。これらのことが，時には「こだわり行動」
へ変化してしまい，家庭や学校での生活に困難をきたす場面の一つになります。

ポイントはここ
　はじめから，正しいやり方を身につけることが重要です。自閉症のある人は，学んで身に
つけたことはしっかりと実行できます。覚えたことは忘れないという解釈をすれば，自閉症
のある人が一つ一つ丁寧に正しい学びを重ねることで，豊かな生活を実現する姿が浮かび上
がってきます。そのためにも，支援者は，正しいやり方，ルールや方法を幼少期から検討し，
指導を積み重ねることが必要です。
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自閉症教育実践マスターブック

実践事例 「最初から最適な方法で教えよう」

　小学部のＥさんは，下着のシャツをズボンから出してい
たり，靴のかかとを踏んで履いていたりします。保護者
や担任が注意したときは，身だしなみを整えることがで
きるのですが，普段は，身だしなみを確認することができ
ませんでした。Ｅさんが高学年になると，シャツのはみ出
しが目立ち，また靴の履き方も直らないため，身だしなみ
チェックの指導をすることにしました。
　身だしなみチェックの指導をするため，着がえコーナー
に手順カードを用意して，シャツの裾や襟，靴のかかと
を自分で順番にチェック（写真１）できるように支援しまし
た。シャツの入れ方のモデルを示したり，身体的な支援
をしたり，上靴確認のための視覚的な支援（写真２）をし
たりして進めました。そして，チェック終了の報告後に
はＥさんと一緒にシートに○印を付けて確認をしました
（写真３）。正しくできていたときにはシールを渡してがん
ばり表に貼ることとし，見だしなみチェックの結果を視覚
的に評価するようにしました（写真４）。
　しばらくすると，自分で確認した後，教
師に「チェックできました」と報告できる
ようになり，ズボンの中にシャツを入れて
服を着たり，鏡を見て襟を整えたり，かか
とを踏まずに靴を履くことができるように
なりました。現在では，同様に手順カード
を使用して遊び道具や学習用具の片付けを
すること，おしっこをする際はズボンをさ
げないようにすることに取り組み，一人で
行えたときにはシールを渡すなど，将来の
自立に向けて，有効と思われる技能を身につけるように指導しています。
 （実践事例提供　徳島県立国府養護学校）

＜文献＞
１） 国立特殊教育総合研究所（2005） 自閉症教育実践ケースブック－より確かな指導の追究－，
ジアース教育新社，7-8．
２） 博野信次・森悦郎（1999） 手続き記憶とその障害，精神医学，41（1），41-47．
３） 濱中淑彦・仲秋秀太郎（1999） 精神科臨床と記憶研究，精神医学，41（1），6-15．

写真１　身だしなみチェックカード

写真２　上靴確認シート

写真４　がんはり表写真３　確認シート
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第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用⑥
短期記憶より，長期記憶に働きかける学習方法が有効な場合

「繰り返しの学習によって，基礎となる知識を確実に定着させよう」

理解しよう
　私たちは，かけ算の九九を覚えるために，何度も声に出して読んだり，書いたりして覚え
ます。自閉症のある人たちにも繰り返し学習することが有効であり，そのことによって多く
の知識を学ぶことができます。
　記憶とは，時間軸にしたがって短期記憶，長期記憶および感覚記憶に分類されます３）。初め
て聞いて一時的に覚えている記憶を短期記憶といい，思い出や知識となって長期的に覚えて
いる記憶を長期記憶といいます。入力された情報は，聴覚や視覚などの感覚記憶として，受
け止められ，その中から選択された情報のみが短期記憶に移動します１）。しかし，短期記憶
は，記憶できる容量に制限があるため，繰り返しの学習をすることで，知識として長期記憶
に移行しなければ，その後の想起が難しくなります２）。そのため，短期記憶が長期記憶にな
るためには，繰り返しの学習が必要であり，そうすることで「意味ある知識」として長期記
憶へ移行することになります。
　そして，長期記憶に移行し，固定化された記憶はおおよそ失われることはなく，適切な視
覚的，聴覚的手がかりがあれば，長期記憶に働きかけ，意味ある知識を想起することができ
ます。さらに，この意味ある知識を実際の生活の中で活用しながら学習する機会が大切であ
り，この学習に繰り返し取り組むことで，その知識を幅広く活用することができるようにな
ります。

ポイントはここ
　指導にあたっては，繰り返しの学習ができるよう教育内容を適切に選択し，指導を展開す
ることが大切です。また，次々と学習内容を変更させて行う授業よりも，指導のねらいや目
標に応じて，同じ内容を一定期間，取り組む必要があります。また，日常生活の中で繰り返
し取り組む内容が必要な場合もあります。そして，様々な場面で学習したことが発揮できる
よう工夫することが大切です。
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自閉症教育実践マスターブック

実践事例 「繰り返しの学習によって，基礎となる知識を確実に定着させよう」

　小学部１年生のＦさんは，４名の学級集団での朝の会
で，「名前」「日付」「天気」「予定」「給食」「歌」というプ
ログラムに沿って学習することになりました。しかし，入
学当初のＦさんは，朝の会に慣れておらず，自分はどんな
役割を果たせばいいのかがわからず，朝の会のプログラム
に注目できず離席してしまうことが目立ちました。
　そこで，Ｆさんには，朝の会の「予定」の係担当をして
もらうことにしました。指導当初は，Ｆさんの名前を呼んだ
後すぐに朝の会プログラムボード（写真１）を目の前に提示
して注目できるようにし，「よていカード」をはずすことを
手を添えてガイドしました。次に，すぐ横のグッズケースの
引き出し前面にある「よてい」の表示に「よていカード」を
マッチングさせて貼ることができるように繰り返しました。
　また，「よてい」の引き出しの中にある「一日
の活動予定カード」を貼る活動は，数字に注目
してマッチングすることにより可能となるよう
に支援しました（写真２）。カードの枚数を増や
しながら繰り返すと，「予定」係の一連の活動が
できるようになりました。また，席に座り参加
することについては，個人用の朝の会プログラ
ムを準備し，一つのプログラムが終わるごとに
自分でシールを貼る操作を繰り返すことによっ
て可能になりました。
　このように，朝の会の係活動を通して，カードの絵や数字，文字などに注目してマッチン
グすることにより一人で活動できることが増えてきました。今後は，写真や数字カードなど
のマッチングを活用することにより，移動できる範囲を広げ，本の整理や衣類の片付けのお
手伝いなどの種類を増やしていきたいと考えています。
 （実践事例提供　徳島県立国府養護学校）

＜文献＞
１） 加藤元一郎（1999） 短期記憶とその障害 －認知心理学的モデルと神経基盤－，精神医学，41（1），
17-22．

２） 十一元三・神尾陽子（1998） 自閉症の言語性記憶に関する研究，児童青年精神医学とその近接
領域，39（4），364-373．
３） 元村直靖（1999） 自伝的記憶とその障害，精神医学，41（1），29-33．

写真1　朝の会プログラム

写真２　朝の会グッズケース
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第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用⑦
聞きながら学ぶより，動作・操作を伴った学習方法が有効な場合

「動作や操作を伴った活動をとおして学べる，教材を活用しよう」

理解しよう
　私たちは漢字を覚えるために，何度も書いて文字を覚えることがあります。また，教科書
を読むだけでなく，大切な部分をノートにまとめることで理解が深まることがあります。こ
れらのように，学習に取り組む場合，書き写したり，同時にメモを取ったりすることは，一
つの学習方法です。このような学習方法は，特に自閉症のある人たちには有効であり，動作
や操作を伴う学習方法が重要になります。
　自閉症のある人の認知機能の特徴として，ＷＩＳＣ－Ⅲ等による検査を実施，分析した結
果から，動作性知能が言語性知能を上回る結果が得られています２）。この結果をさらに検討
すると，言葉や課題の意味を理解する言語性知能の検査よりも，見て課題の内容がわかり操
作することで達成することのできる動作性知能の検査の方が，高い得点結果を示しています３）。
　具体的には，手本の図形に合わせて模型を形づくる，１枚の絵を組み合わせるなどの視覚
－運動構成は得意であり，また，数字や記号のマッチングなども良好な結果です。
　このことから，言語よりもイメージ化しやすい視覚的な方法を用いながらも，同時に動作，
操作を伴った学習を進めることが必要です。ただし，高機能自閉症のある人の場合など，言
語性知能が動作性知能を上回る場合もあるため１），一人一人に合わせた認知発達から学習を
組み立てることを基本としながらも，同時に動作や操作を伴いながら学習することが重要で
す。

活用のポイントはここ
　国語，算数などの学習では，「用紙に直接書き込む」「カードを使用して仕分けする」「数
字に対応したタイルを貼る」など，操作しながら取り組むことができる学習する方法が有効
です。指導者は，これらの特性を生かすような教材を作成したり，意図的にこのような機会
を設定したりすることで，実際の指導にあたることが大切となります。
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自閉症教育実践マスターブック

実践事例 「動作や操作を伴った活動をとおして学べる，教材を活用しよう」

　小学部のＧさんは，物に名前のあることが理解できず，「～はどれ？」と聞かれても上手
に答えることができません。生活場面では繰り返し使われる簡単な指示は理解し行動できま
す。しかし状況が理解できず混乱することもしばしばあります。活動と結び付けて「くつ」
「タオル」等，意図的に物の名前を聞かせるようにしましたが，うまくいきません。そこで，
個別の課題学習でまず「物の名称の理解」を課題とし
て取り上げ，動作や操作を伴った学習方法を取ること
にしました。
　個別の課題学習では，Ｇさんにとって身近な物（はぶ
らし，靴，帽子等）の型はめを使った学習を行いました。
分類する力は育っていたので，選択する学習から入り
ました。「～はどれ？」と言いながらはめ板の絵を提示
し，Ｇさんの前に並べたピースから同じものを選んでは
める課題です（写真１）。視覚的に見比べる力のある本
児は自信を持って集中して選ぶことができました。
　次にはめ板を裏返し絵が見えないようにして身振り
（「はぶらし」なら歯を磨く動き）をつけて「～はどれ？」
と聞き（写真２），ピースを選ばせた後はめ板を表にし
てはめる課題としました。Ｇさんは身振りを模倣して
から選ぼうとするようになりました。次に身振りの手
がかりをなくし，声による名称だけを聞いてピースを
選ぶ課題としました。間違った場合は身振りによって
正解を促しました。型はめを使うことにより，正しく
選択できた時には達成感があり，正誤がＧさんに明ら
かになるので，課題を理解して取り組め，徐々に物の名称と実物とが結びついていくように
なりました。
　今後は身近な物から食べ物や人など理解できる名称を広げていくことが課題です。また，
相手に注目し模倣する力が育ってきているので，身振りでの表現や発声発語も大切な課題と
考えています。 （実践事例提供　東京都立青鳥養護学校久我山分校）

写真１　 実物をみて，同じ物を選択す
る課題学習場面

＜文献＞
１） 十一元三（2004） 高機能自閉症とアスペルガー障害，障害者問題研究，第32巻第２号，90-98．
２） 小山智典・立森久照・長田洋和・戸張美佳・石田博美・栗田広（2003） ＷＩＳＣ-Ⅲによる高機能
広汎性発達障害と注意欠陥／多動性障害の認知プロフィールの比較，精神医学，45（8），809-815．
３） 近藤裕彦・加藤孝正（1988） 年長自閉症児の社会的スキルに関する研究－ＷＩＳＣ-Ｒによる知
能構造の分析－，特殊教育学研究，26（2），9-16．

写真２　 ジェスチャーによる指示で，
選択する課題学習場面

－43－



第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用⑧
聴覚より，視覚的な情報処理が得意な場合

「見せるとよくわかる！視覚的な情報を活用しよう」

理解しよう
　学習する場所へ移動する際，写真カードを見せるとスムーズに移動できる子どもがいま
す。また，言葉の指示では難しい場合でも，トイレの絵カードを見せると，トイレに行って
教室に戻ってくる子どもがいます。これは，視覚的な情報を活用することで，言語的なコ
ミュニケーションを補い，子どもが指示を理解しやすくなったためと考えられます。自閉症
のある人たちは，このような方法を活用すると，指示が理解でき，行動が可能になる場合が
あります。
　子どもへの指示には，話しことばなど聴覚からの情報や，絵など視覚からの情報，手を
引っ張るなどの身体感覚の情報などが含まれると考えられます。これらの情報を理解する場
合，それぞれ入力された情報の意味を理解することが必要です。この情報処理の過程におい
て，これまで学習し記憶した内容を手がかりに，意味を理解して行動に移します。自閉症の
ある人が情報処理を行う際，入力された情報として言語よりも絵の方が，これまでに学習し
記憶した内容とつながりやすく，理解しやすいと考えられます。このことは，絵などの視覚
情報が，意味的処理をする上で，聴覚情報よりも優位であることを示しています１）。また，
自閉症のある人にとってこのような情報が生活上有効であることは，多くの取り組みや授業
実践からも明らかになっていることです。
　また，視覚や聴覚が発達するほど，象徴化（記名や記憶）や抽象化（意味的処理や想起）が可
能になります２）。視覚が発達することにより，外界の刺激を瞬時に正確に捉え，再び外界へ
働きかけることが可能になります。聴覚からの刺激はすぐに消えてしまうのに対し，視覚か
らの刺激は，処理をするまで消えないなど，視覚情報は，自閉症のある人たちに有効に機能
します。このように，視覚的な情報処理が得意なことは大きな強みとなるため，この特性を
指導方法や教育環境などあらゆる場面で活用することが大切です。

ポイントはここ
　指導においては環境の視覚的構造化，絵や写真などを使用したスケジュール，言語的コ
ミュニケーションを補うための視覚的情報手段を活用するなど，一人一人に応じて必要な視
覚的支援を行うことが重要です。また視覚支援および構造化には，画一化されたものは存在
しません。教育の場で使う構造化は個別化されたもので，児童生徒にとって役に立つ「オー
ダーメイドの構造化」を見つける３）ことがとても大切です。
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実践事例 「見せるとよくわかる！視覚的な情報を活用しよう」

　Ｈさんは，教室移動の際に，あらかじめ自分で考えた順路を歩いたり，走り回ったり，移
動中に出会った大人や子どもに何度も話しかけ，移動に大変時間がかかることがありまし
た。また，指導者が「教室に戻ります」と言葉をかけると，Ｈさんは「命令しないで！僕が
決めるんだから！」と大声を出したり，「わからない！もう言わないで！」といらだったり
するなどの行動もみられました。
　Ｈさんは，目で見てすぐにわかる課題に対しては，スムーズに取り組むことができました
が，行動上の問題となる場面では，特にやりとりの成立が難しくなるため，Ｈさんが興味を
持つものを使って事前にどのように行動すると良い
かを視覚的にわかりやすく伝えることにしました。
　Ｈさんは地球儀や地図，ボールペンの色に興味を
もっていることから，校舎案内図の上にボールペンで
色分けした線で順路を示し，事前に行う個別の学習の
時間に，線の上を一緒になぞったり，短い距離で行く
順路を一緒に考え，Ｈさんが活用しやすい校舎案内図
（写真１）を作成し，教室移動の仕方や順路を伝えまし
た。
　実際に教室移動する際には，案内図を見て線の色を確認し，違う
方向へ走ろうとしたときには「○○色の線だね。」と言葉をかける
だけで，「そうだった！頭の中に地図の線が見えるね。」と言って，
自ら望ましい行動に気づき，落ち着いて移動するようになりました。
　Ｈさんが情報を整理し行動に見通しをもつためには，視覚的な
手がかりを用いて伝えることが有効です。現在では，本人にとっ
ては「集中力」という説明だけではわかりにくい事項についても，
指標を図に示して伝えることで理解し，行動することができるよ
うになりました（写真２）。
　今後は，自ら指標を見て，行動を調整することが課題です。
 （実践事例提供　北海道七飯養護学校おしま学園分校）

＜文献＞
１） 神尾陽子・十一元三（1999） 高機能自閉症の意味的処理－絵と言語の関連について－，精神医
学，41（3），255-262．

２） 宇佐川浩（1998） 障害児の発達臨床とその課題－感覚と運動の高次化の視点から－，学苑社．
３） 国立特殊教育総合研究所（2004） 自閉症教育実践ガイドブック－今の展望と明日への充実－，
ジアース教育新社，65-66．

写真２　集中力の視覚支援

写真１　行動の視覚支援

－45－



第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用⑨
特別な能力（独特な思考方法等）を有する場合

「見逃すな！特別な能力を生かそう」

理解しよう
　自閉症のある人の中には，カレンダーの日付や曜日について，独自の記憶や計算方法を用
いて言い当てる人がいます。また，音楽を数回聴いただけでその曲を弾くことができる音楽
的才能を持つ人，昆虫や建物などを緻密に描画できる人たちがいます。
　このように，その人の全般的知的能力からは予測できない能力や技能，あるいは知識をも
つ人がいます。その能力が極端に高い人たちは，サバン症候群と呼ばれてきました。サバン
症候群の出現率は知的障害者の0.06％に対し，自閉症者における出現率は9.8％とする論文１）

もあり，この数値を参考にすれば自閉症者の10人に１人がそれにあたります。しかし，サバ
ン症候群でなくても，自閉症のある人はアンバランスな認知能力をもっています。従って，
高い能力や独特な認知力については見逃さないようにすることが大切です。
　特別な能力は，優れた記憶力と関係しています。人の記憶は，感覚器へ入力された情報が
「感覚記憶」となり，「短期記憶」へと転換され，その中で意味づけやイメージ化された情報
は，「長期記憶」に転送されていきます。特別な能力を有する人は，短期記憶に優れている
こと，瞬間ごとの意識集中（注意）が高く優れた記憶につながること，そして興味の範囲が局
限化され，儀式的に近い脅迫的性格をもつこと，反復的常同行動がみられること等が関連し
合っているといわれており，このため一般の人なら短期記憶として扱われるものが，長期記
憶として貯蔵されていくとされています２）。つまり，こだわり行動と密接に関係しているこ
とを理解する必要があります。

ポイントはここ
　独特な能力や興味，それに関連して生じる意欲は，経験や学習の結果として長年にわたっ
て形成されてきたものです。こだわり行動は時として弾力性がなく，切り替えの難しさを伴
うこともありますが，自閉症のある人が強く関心をもつ事柄は，大切な学習の手がかりにも
なります。子どものもつ才能を伸ばすことは，職業への道を拓く可能性を生み出し，卒業後
の余暇活動や，生きがいを作り出すことにもつながります。才能開発の視点を持って取組を
展開していくことも必要だと思われます３）。このため，特別な能力が発揮できるような社会
的活動の設定や生活づくりが必要です。
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実践事例 「見逃すな！特別な能力を生かそう」

　小学部低学年のＩさんは，手先が器用で，描いたり作ったりする活動が大好きです。作品
のほとんどは興味・関心の強い昆虫等であり，その緻密さには驚かされるものがありました。
しかし，その興味・関心の強さから，毎朝，芝生エリアで虫を探し，納得してからでないと教
室に向かえない，また休憩時間に工作を始めてしまうと，終わりの時間がきても次の活動への
切り替えが難しく，仕上げるまでは終わることができない状況でした。
　そんなＩさんの実態を踏まえて，「優れた力をもっと伸ばしたい」「朝の日常生活の時間の活
動に位置づけ，一定のルールに沿って虫捕り活動に取り組むことができるようにする」「一人
で捕れない虫がある場合は，教師に協力をお願いできるようにする」「１日の日課の中に工作
時間を確保する」という方針を立てました。
　毎日の取組を通して，Ｉさんの興味はさらに広が
り，図鑑や絵本などで得た知識や体験したことを
作品に反映させるようになっていきました。例えば
「卵や針金虫がおなかに入っているかまきり」「赤
ちゃんかまきりがいっぱい入った卵」等のユニーク
な作品です。作品を掲示することに対しては始めは
抵抗感を示しましたが，作品を見た人から声をかけ
られ，自己肯定感を持つようになり，自分から作品
を掲示することを望むようになりました。また，文
字学習においては「虫捕り絵日記」に取り組み，自
分で計画（スケジュール）を立て，それに基づいて
行動する姿や，終わる時間も守ろうとするなど自己
調整力もついていきました。さらに友達のために作
品を作る様子も見られるようになりました。今後は，
一人で完結する作品づくりだけでなく，制作過程に
おいて人からのアドバイスを受け入れながら，より
精度が高く，より好奇心を満たせることができる作
品を作り上げていけるように取り組んでいきたいと思います。
 （実践事例提供　和歌山県立紀伊コスモス養護学校）

写真２　はと

写真１　バッタを食べる土かえる

＜文献＞
１） 大塚玲・宮坂由喜子・神園幸郎（1991） 得意な暦年齢能力を示す“idiot savant”―暦計算過程の検
討―，特殊教育学研究，29（1） 13-22．
２） Treffert, D.A.（1989） Extoadinary People: Understanding Idiot Savant, Harper & Row, 
Publishers, New York, 1989．高橋健次訳（1990） なぜ彼らは天才能力を示すのか，草思社．

３） 成田滋（1982） Idiot Savants―その特殊な才能と教育的な示唆―，発達障害研究，4（3） 227-233．
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学びを促進するための特性の理解と活用⑩
同時に複数の情報を処理することが難しいことがある場合
「モノ・トラック（シングル・フォーカス）」

「一度にひとつ！」

理解しよう
　バナナの写真カードを提示されても本来注目してほしいバナナではなく，バナナに貼って
あるシールに注目してしまう子どもがいます。また，「形」「色」の二つの属性に注目して
マッチングする必要がある学習場面で混乱してしまう子どもがいます。
　複数の属性が含まれている物や写真カードが提示されても，こちらが期待する刺激でな
く，付加的な刺激に反応したり，カードの汚れに注目したりする現象は「刺激の過剰選択性」
と言われています。「モノ・トラック」とは，一つの限局した部分に過剰に意識が集中して
しまい（シングル・フォーカス），そのため二つ以上の事柄を意識内にとらえ，同時に処理す
ることが困難であるという認知特性です１）。
　つまり，二つの情報を同時に提示された時，どちらかの情報のみが認知され，片方は無視
されてしまいます。物事が同時に進行している時，集中している一つのトラック（走路）での
行動にしか意識がなく，もう一つのトラックに注目すると，意識を向けていた行動の流れが
わからなくなってしまうと言われています３）４）。ある対象に注意が向けられた時，他の情報
が遮断されたり，無視されたりすることで，単一の処理しかできない（単車線処理）状況とな
ります２）３）。「トランポリンが跳べても，縄跳びができない」「人の目を見ると話がわからな
くなる」「歩きながら人と話をすることができない」などの状態もこの困難さからきていま
す。

ポイントはここ
　子どもに何かを伝える時は，注意がしっかり向いたことを確認してから伝えることが大切
であり，指示は一度にひとつを心がけるなどの配慮が必要です。また，周囲の刺激が必要以
上に入り混乱しないために環境の構造化の工夫も必要になります。空間認知の特徴を考慮す
ると，教材全体を一度で視野に捉えられるような大きさの工夫なども求められます。
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実践事例 「一度にひとつ！」

　Ｊさんは，高等部１年生の男子です。幾何図形の対応弁別や，大・中・小の絵カード合わ
せ，色マッチングなどの課題が得意です。そこで，新しい学習として作ることの楽しさを味
わえるような取り組みはできないものかと考え，他の学習で取り組んでいたブロックを用い
て実践することにしました。
　まず，ブロックの制作工程を上から下へ示した手順
書を導入し工程がより明確になるよう工夫をしました。
ところが，Ｊさんは手順書をなかなか見ようとはせず
に手にした順に適当にブロックを積み上げるばかりで
した。ついには制作も途中であきらめてしまい，仕方
なく指導者と１対１でのジェスチャー等を交えた支援
で，（最初のうちは）組み立てることになりました。
　ここで，手順の示し方を再検討してみました。まず，
Ｊさんはブロックを探しながら組み立てることが困難
でした。そこで，組み立てる前に使うブロックを一つ
一つマッチングさせ，それぞれを個々に整理できるよ
うにしました。次に，手順書のどこに注目したらよい
かわからない様子でしたので，工程全体の流れを示す
ものから工程をひとつずつ示す，めくり式のものに変
更することにして同時に複数の処理をしないような配
慮をしました。これにより，戸惑っていたＪさんも工
程ごとに作業を確認しながら一人で完成させることが
できるようになりました。
　今後の課題としては，一つ一つマッチングさせてきたブロックの数を複数にしていくこと
を計画しています。加えて，より少ない支援で完成してほしいことから，ブロックが完成す
るごとに「出来ましたシール」を貼るなど，ブロック制作への意欲を高めるような取組も工
夫していきたいと考えています。 （実践事例提供　北海道教育大学附属特別支援学校）

＜文献＞
１） 国立特殊教育総合研究所（2005） 自閉症教育実践ケースブック －より確かな指導の追究－，
ジアース教育新社，8．

２） 杉山登志郎（2002） 21世紀の自閉症教育の課題:異文化としての自閉症との共生，The Japanese 
Journal of Autisutic Spectrum, Vol.1, 1-8．
３） テンプル・グランディン（2000） 自閉症の体験世界，発達障害研究，21（4） 279-283．
４） 熊谷高幸（2006） 自閉症－私とあなたが成り立つまで－，ミネルヴァ書房．

写真１　行程全てを示した手順書

写真２　 めくり式手順書と１つ１つ整理
されたブロック

－49－



第三章　学びを促進するための特性の理解と活用

学びを促進するための特性の理解と活用⑪
がんばりどころや，休むべきところを取捨選択するのが難しいことがある場合
「セントラル・コヒーレンス」

「頑張ることだけでなく，休むことも教えよう」

理解しよう
　人を見た時，通常は顔を見て表情を読み取ろうとしますが，自閉症のある人は，顔の一部
分や服の一部分に注目してしまい，顔や人の識別が苦手な場合があります。スーパーなどの
いろいろな刺激のある場所では目的に合った買い物が困難であったり，紐綴じでレポートを
提出することが求められた際，紐が結べないためにレポートを提出しないなどの行動が見ら
れる場合があります。
　このように，いろいろな情報を組み合わせて判断することや，状況に応じて行動するなど，
情報をまとめて全体像をつかむ力を「セントラルコヒーレンス」といいます１）。情報を統合
するには，どの部分が必要で，どの部分が不必要な情報なのかを判断し，取捨選択すること
が必要となります。しかし自閉症のある人は，部分的な認知を行う傾向が強くあらわれるた
め，隠れた図形探しや積み木模様構成が得意です。細部知覚が得意な一方で，情報全体を関
連づけて意味づける全体知覚が苦手なことがあり，統合していく力に課題があります２）。こ
のため，過去に経験したことや，学習した知識をつなぎ合わせて新しい経験を理解したり，
先を見通したりすることが難しく，これまでの経験や知識が，一つ一つバラバラな状態にあ
るために，状況判断や学んだことを般化することが困難であったりします。

ポイントはここ
　物事の目的を果たすために何が重要であるかをわかるように伝えることが大切です。ま
た，情報の意味づけが難しいので，それほど重要でない情報にも注意を払い続ける状態があ
り，どんな活動でも頑張りすぎてしまうことがあります。このため「休む」ことを教えるこ
とは，大事なことだと言えます３）。年齢の低い段階から，必要な部分と不必要な部分を判断
するのも大切です。椅子に座わり，静かに身体を休めながら興味のあることを楽しむ経験は，
将来の職業生活における「休憩」の過ごし方につながります。年齢の低い段階から，生活や
学習のスケジュールを手がかりに必要な事柄とそうでない事柄を判断する経験を積む必要が
あります。
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実践事例 「頑張ることだけでなく，休むことも教えよう」
　小学部のＫさんは，自分の１日のスケジュールを理解して，一人でどんどん活動できる意
欲的な児童です。小学部に入学する前は幼稚園に通っていました。入学当初，保護者から，
「幼稚園では，先生に言われたことやお手伝いを最後まできちんとやり遂げてとてもよく頑
張っていました。でも，だんだん幼稚園に行く前に泣くようになり，とうとう行くことがで
きなくなりました。小学部に入学して環境が変わると，登校できなくなるかもしれません。
うちの子は頑張りすぎて最後に爆発するんです。」という話がありました。確かに，入学し
てすぐのＫさんは，１日に提示されたスケジュールを確実にやり遂げ，黙々と活動に集中し
ていました。スケジュールには休憩時間を設定していま
したが，帰りには疲れた様子で，翌朝の登校も遅くなり
がちでした。
　そこで，スケジュールの中に教室内の遊びと教室外の
遊びの休憩時間を増やして，休むことを意図的に教えて
いくことにしました。教室内の遊びでは，一人で落ち着
いて座って遊べるようにＫさん専用のスペースを準備し，
大好きなお絵かきボードや絵本，家庭でよく遊ぶ物を準
備しました（写真１）。さらに，好きな場所と遊びを自分
で選択して静かに一人でリラックスできるように，パソ
コンやビデオ，ＣＤのコーナーを設けました。また，教
室外の遊びは，屋内または屋外を自分で選択できるよう
にしました（写真２）。
　今では，休憩時間を楽しみに，自分で好きな場所と種
類を選んで遊べるようになり，体調不良以外の欠席はな
く，元気に学校生活を送っています。今後は，休憩だけ
でなく，「頑張るところ」（一日の中の山場）が確認できるように，スケジュールカードを枠
で囲んで強調することで，頑張るところと休むところの強弱をつけていけるようにと思って
います。 （実践事例提供　徳島県立国府養護学校）

＜文献＞
１） 国立特殊教育総合研究所（2005） 自閉症教育実践ケースブック－より確かな指導の追究－，
シアース教育新社，8．
２） Frith,U: Autisum Explaining the Enigma. （富田真紀・清水康夫訳 自閉症の謎を解き明かす，
東京書籍）．
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第四章 

自閉症教育のキーポイント

　第四章は，自閉症教育のキーポイントです。
　自閉症教育のキーポイントとは，自閉症を併せ有する子どもたち一人一
人に応じた指導計画や授業を創造するための，中核となる教育目標・内容
です。このキーポイントは，優れた実践例の分析などによって，約2年をか
けて開発したものです。
　キーポイントは，
　■自ら学習する態勢になる力
　■自ら指示に応じる，指示を理解できる力
　■自ら自己を管理する，調整する力
　■自ら楽しいことや嬉しいことを期待して活動に向かう力
　■自ら何かを伝えようとする意欲と個に応じた形態を用いて表出する力
　■自ら模倣して，気づいたり学んだりする力
　■自ら課題解決のために注視すべき刺激に注目できる力
　の7つの項目であり，自閉症教育の「7つのキーポイント」と呼ぶことも
あります。
　自閉症教育のあり方や授業の評価・改善を検討する場合に基本的な視点
になるものと確信しています。
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１．自閉症教育の7つのキーポイントを提案します
　自閉症のある子どもたちは，一人一人の障害の状態や個性によって，示す状態像が違うと
言われます。例えばローナ・ウィングによる４つのタイプ分けでは，孤立群，受動群，積極・
奇異群，大仰な群に分けられ，自閉症のイメージはそう簡単に固定化できないことを示して
います。また，自閉症は，認知等の発達のアンバランスさゆえに学習に困難をかかえている
ことが多く，個人別の課題学習などの個に応じた教育をする際にも，正確な実態把握（アセ
スメント）を定期的に行う必要があります。
　自閉症のある子どもたちの状態像が多様であるため，一つのモデルから教育内容を導き出
すことが難しく，モデル利用型のグループ学習でも，個に応じた個人別の課題学習でも，教
育内容に優先度をつけ，実際に何を段階的に教えるべきなのかを検討する必要があります。
　本書で紹介する自閉症教育のキーポイントとは，自閉症のある子どもたち一人一人に応じ
た指導計画や授業を創造するための，中核となる教育内容を明らかにすることを目的として
開発したものです。

２．二次障害などの問題が顕在化する前に取り組むべき内容としても活用したい
　自閉症をはじめとする社会性や行動に困難をかかえている子どもたちの教育では，どうし
ても「困った行動」や「問題行動」と呼ばれる状態が顕在化してからの対応になってしまう
ことがあります。多くの「困った行動」は，本人に対する教育や支援が不足していたことに
よることが多いと考えています。例えば，ものを投げたり，他人に危害を加えたりする子ど
もの行動を分析すると，大人の注目を獲得するための行動であることがあります。つまり，
大人の注意を喚起する「表出性のコミュニケーション」のスキルが未熟であることに起因
している場合があります。親など大人に反抗する行動が目立つ思春期に他人を受け入れなく
なって，こだわり行動が顕著になってしまう自閉症のある生徒は，それまでに自らの行動を
管理し調整する「セルフマネージメント」を学んでいれば，周囲は一人で活動することを認
めやすくなって，余計な介入をしなくてすむはずです。自閉症教育のキーポイントは，この
ような子どもたちの困難さに対応できるように開発を進めました。

３．優れた実践例を収集し，膨大なサンプルの抽出から生まれたキーポイント
　「自閉症教育のキーポイント」の開発に際しては， 平成15年度からの研究による，国内外
の文献のまとめ，研究協力者の見解及び研究協力校の取組をまとめたプロジェクト研究の研
究成果などを踏まえました。さらに，筑波大学附属久里浜特別支援学校（当時，国立久里浜
養護学校）における自閉症に特化した教室の実践や，トモニ療育センター（愛媛県新居浜市で
自閉症の子どもたちへの療育を，主に一対一の学習形態で行っている）の実践から，自閉症

自閉症教育のキーポイント
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のある子どもの指導内容を分析しました。おおよそ，1,000サンプルをビデオ分析から書き
出し，同じ意味の言葉などを再構成して約50サンプルにまとめ，さらに行動管理，コミュニ
ケーション，模倣，認知の枠を設けて分類し，７つのキーポイントとしたものです（50～51
ページ「自閉症教育の７つのキーポイントと目標」参照）。なお，この研究の詳細は，国立
特殊教育総合研究所研究紀要第34巻の特集にまとめられています。

４．７つのキーポイントの用語について
　このような過程を経て，主体性を基盤とする７つのキーポイントを明らかにしました。そ
して，現場の先生や保護者に利用していただくために，よりわかりやすい用語を用いる必要
がありました。そこで，検討会議を開いて，本研究所研修員（現職の教諭）や筑波大学附属久
里浜特別支援学校の教諭，本プロジェクト研究協力校，親の会等からの参加者を募り，アド
バイスを受けました。その結果，「自ら学習する態勢になる力」「自ら指示に応じる，指示を
理解できる力」「自ら自己を管理する，調整する力」「自ら楽しいことや嬉しいことを期待し
て活動に向かう力」「自ら何かを伝えようとする意欲と個に応じた形態を用いて表出する力」
「自ら模倣して，気づいたり学んだりする力」「自ら課題解決のために注視すべき刺激に注目
できる力」の用語に統一し，自閉症教育の７つのキーポイントとしました

５．７つのキーポイントそれぞれの項目の目標について
　７つのキーポイントは，実践の場で活用されるために開発したものです。実践協力校から
は，具体例を挙げることや，ステップ（段階）を示すようなものがあるとよりわかりやすい
という提案がありました。そこで，７つのキーポイントの目標（例）として，先に述べたビデ
オ分析から抽出したサンプルを参考に，ステップ（段階）を考慮に入れた一覧表を提案しまし
た。検討から約一年半を経過したところですが，研究協力校をとおして現在も検討を重ねて
います。

６．子どもたちのアセスメントや授業に活用してほしい
　７つのキーポイントについて，目標（例）やステップ（段階）を合わせて，一覧表として提案
しました。私たちは，この目標（例）がさらに詳細になることはあまり望んでいません。なぜ
なら，自閉症があっても，子どもたち一人一人の個性は様々です。先生や保護者，その他の
支援者が協力して，想像力を豊かに，子どもたち一人一人に応じたプログラムを組む必要が
あるからです。
　活用の仕方としては，例えば，学校の先生が自ら行うアセスメントに活用することや（自
閉症教育実践ケースブック参照），授業の計画・実行・評価・改善に活用することを考えま
した。第五章では，７つのキーポイントを授業の計画・実行・評価・改善に活用するための
「授業の評価・改善シート」について述べます。
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７．今後の各地での実践に期待
　自閉症教育のキーポイントとして７つの力を提案しました。提案してから約２年が経過
し，研究協力校やその他の学校でキーポイントを活用した上での見解として，概ね，以下の
ようなことが明らかになってきました。

① 既存の知的障害のある子どもを中心にした領域・教科を合わせた指導の中で，
キーポイントを活用すると，学校の教育課程のあり方そのものに疑問が生じる
ケースが多かった。
② ７つのキーポイントに関する直接的な指導は，個人別の課題学習などの個に応じ
た指導場面で行うことが最も有効だった。
③ 研究開発校で試行している新たな領域・教科を合わせた指導や，音楽，体育，図
工などの教科学習における７つのキーポイントの活用（第五章で述べる「授業の
評価・改善シート」の活用による）に取り組むことで，自閉症のある子どもたち
に応じた授業を創造しやすい。

　今後も，各地での実践に期待しながら，具体的な指導のアイデアや実践事例などの蓄積を
進め，７つのキーポイント及び目標（例），ステップ（段階）の妥当性を高めていきたいと考え
ています。

８．まとめ　～キーポイントの可能性～
　これまで述べてきたように，自閉症教育のキーポイントの可能性について，今のところ以
下の６点を提案したいと考えています。

　（自閉症教育のキーポイントの可能性）
①問題行動の理解の視点と早期からの教育的対策
②アセスメントのツールとして～簡単なチェックから指導目標・内容の設定～
③授業の計画・実施・評価・改善に活用
④自立活動の目標と内容のエッセンス
⑤個人別の課題学習の内容
⑥「自閉症教育のための教科」開発に向けた指標として

　本章で述べた問題行動及びアセスメントへの活用のためのツールとしての可能性に加えて
（①と②），授業の計画・実施・評価・改善に活用すること（③）は次の第五章で述べます。さ
らに，自立活動の目標と内容のエッセンスとして活用すること（④），本研究所が自閉症教育
の学習形態として推進している「個人別の課題学習」での教育内容にキーポイントを活用す
ること（⑤），最後に「自閉症教育のための教科」開発に向けた指標として活用すること（⑥）
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を提案したいと思います。これらの３点については，第六章の自閉症の特性に応じた教育課
程と学校教育で詳しく述べます。

＜表の見方，使い方＞
　表は，「７つのキーポイント」（左列），「目標（例）」（中央），「６つの段階」（右列）の３列に分
かれています。７つのキーポイントの研究に関する詳細につきましては，本研究所研究紀要
第34巻を参照してください。
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第四章　自閉症教育のキーポイント
自
閉
症
教
育
の
７
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
目
標

７
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

目
標
（
例
）

１
２
３
４
５
６

自
ら
学
習
す
る
態
勢
に
な
る
力

＜
学
習
態
勢
＞

・
一
人
で
，食
事
の
時
な
ど
に
，椅
子
に
座
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
起
立
や
着
席
を
一
人
で
行
っ
た
り
，大
人
と
一
緒
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
歩
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
背
後
，横
，正
面
等
か
ら
の
ガ
イ
ド
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
姿
勢
を
一
定
に
し
て
，１
０
秒
以
上
，机
上
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
大
人
と
机
上
で
向
き
合
っ
て
，や
り
と
り
し
な
が
ら
課
題
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
最
良
の
態
勢
に
な
る
よ
う
に
，自
ら
作
業（
学
習
）し
や
す
い
環
境
を
作
っ
た
り
，改
善
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

□

自
ら
指
示
に
応
じ
る
，指
示
を

理
解
で
き
る
力

＜
指
示
理
解
＞

・
手
招
き
や
「
こ
っ
ち
に
お
い
で
」
な
ど
，人
の
働
き
か
け（
指
示
）に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
今
の
行
動
を
修
正
し
，「
～
し
て
」
や
「
も
う
一
度
し
て
」
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
指
示
に
応
じ
て（
そ
の
場
で
），
１
０
秒
以
上
，待
つ
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
絵
や
写
真
，文
字
な
ど
で
書
か
れ
て
い
る
内
容（
指
示
書
）に
そ
っ
て
，課
題
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
一
度
，感
情
が
乱
れ
た
後
で
も
立
ち
直
り
，大
人
の
指
示
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
必
要
に
応
じ
て
，指
示
し
た
人
の
意
図
を
察
し
た
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

□

自
ら
自
己
を
管
理
す
る
，調
整

す
る
力

＜
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
＞

・
着
替
え
な
ど
の
簡
単
な
日
常
生
活
動
作
が
一
人
で
で
き
る
。

□
・
５
分
以
上
，座
っ
た
り
，横
に
な
っ
た
り
し
て
休
む
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
提
示
さ
れ
た
計
画
に
そ
っ
て
，行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
選
択
肢
か
ら
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
選
び
，そ
の
と
お
り
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
自
分
に
適
し
た
計
画
を
創
り
，そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
自
分
の
役
割
や
課
題
を
理
解
し
，
さ
ら
に
他
者
に
配
慮
し
た
り
協
議
し
た
り
し
て
計
画
を
創
り
，最
後
ま

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

□

自
ら
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と

を
期
待
し
て
活
動
に
向
か
う
力

＜
強
化
シ
ス
テ
ム
の
理
解
＞

・
好
き
な
も
の
や
，好
き
な
活
動
が
２
つ
以
上
あ
る
。

□
・
好
き
な
も
の
や
，好
き
な
活
動
を
複
数
の
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
好
き
な
も
の
や
，好
き
な
活
動
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
，課
題
を
最
後
ま
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

□

・
大
人
や
仲
間
か
ら
言
語
等
で
賞
賛
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
，課
題
を
最
後
ま
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

□

・
課
題
を
成
し
遂
げ
る（
完
成
さ
せ
る
）こ
と
だ
け
を
期
待
し
て
，最
後
ま
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
困
難
な
課
題
で
も
，
一
回
の
お
手
伝
い
で
10
円
も
ら
っ
て
，
12
回
貯
め
て
か
ら
缶
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
な

ど
，一
日
以
上
の
先
を
見
通
し
た
期
待
感
を
も
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

□
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自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る

意
欲
と
個
に
応
じ
た
形
態
を

用
い
て
表
出
す
る
力

＜
表
出
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
＞

・
ど
う
し
て
も
欲
し
い
も
の
が
あ
る
時
な
ど
，ど
ん
な
形
で
あ
れ
，人
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
□

・
動
作（
指
さ
し
や
大
人
の
手
を
引
く
な
ど
）を
使
っ
て
，意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
代
替
手
段
(絵
カ
ー
ド
や
V
O
C
A
)を
利
用
し
て
，自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
，一
日
2
0
回
以
上
，伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
困
っ
た
時
に
，他
人
に
対
し
て
，援
助
を
受
け
た
い
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
代
名
詞
や
属
性（
好
み
の
色
や
，希
望
す
る
量
な
ど
）を
入
れ
た
三
語
文
以
上
の
要
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・「
何
が
ほ
し
い
の
？
」
の
問
い
か
け
に
応
じ
て
，ほ
し
い
も
の
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・「
何
を
し
て
い
る
の
？
」
や
「
何
が
見
え
る
？
」
な
ど
の
質
問
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□

自
ら
模
倣
し
て
，
気
づ
い
た
り

学
ん
だ
り
す
る
力

＜
模
倣
＞

・
身
近
な
人（
保
護
者
や
兄
弟
，ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
ど
）と
，同
じ
よ
う
な
動
作
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

□
・
鉛
筆
を
持
っ
た
り
，ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
す
る
動
作
な
ど
を
，模
倣
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
モ
デ
ル
の
人
が
す
る
一
つ
の
動
作
を
，正
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
モ
デ
ル
の
人
が
す
る
連
続
し
た
動
作
を
，同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
示
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
て
，同
じ
動
作
を
す
る（
反
復
す
る
）こ
と
が
で
き
る
。

□
・
必
要
に
応
じ
た
モ
デ
ル
を
選
択
し
，模
倣
す
る（
参
考
に
す
る
）こ
と
で
，課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□

自
ら
課
題
解
決
の
た
め
に
注
視

す
べ
き
刺
激
に
注
目
で
き
る
力

＜
注
視
物
の
選
択
＞

・
自
分
の
好
き
な
お
も
ち
ゃ
や
お
菓
子
，テ
レ
ビ
番
組
を
，注
視
し
た
り
，注
目
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
□

・
指
示
棒
や
指
さ
し
で
注
目
を
促
さ
れ
た
刺
激
を
，注
視
し
た
り
，注
目
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
少
し
離
れ
た
大
人
の
手
元
や
，机
上
に
示
さ
れ
た
刺
激
を
，注
視
し
た
り
，注
目
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
二
つ
の
刺
激
の
う
ち
，属
性（
色
や
形
，大
き
さ
，数
な
ど
）の
違
い
に
注
目
し
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
二
つ
以
上
の
刺
激
か
ら
，わ
ず
か
な
属
性
の
違
い
に
注
目
し
て
，仕
分
け
な
ど
を
素
早
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

□
・
刺
激
の
一
部（
部
品
）を
見
て
，全
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

□

主
体
性

（
人
や
活
動
に
対
し
て
注
目
し
た
り
，働
き
か
け
よ
う
と
し
た
り
す
る
意
欲
）

行
動
管
理

■
学
習
態
勢

■
指
示
に
応
じ
る

■
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

■
強
化
シ
ス
テ
ム
の
理
解

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■
表
出
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
習
得

模
倣

■
模
倣
で
き
る

認
知

■
注
視
物
の
選
択
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第四章　自閉症教育のキーポイント

７つのキーポイントの活用事例 東京都立青鳥養護学校久我山分校

１．本校での自閉症教育のキーポイントの必要性と，利用するに至った経緯
　私たち教師は普段の授業で，「音楽に合わせて手をたたく」（音楽），「紙片にのりをつけて
貼り絵をする」（図工）などのように，児童生徒の具体的な行動で目標を定め，手添えや指
さし，言語指示やマニュアルの提示などの手だてを介して指導にあたっています。
　ところが自閉症のある児童生徒の中には，見本に注目して模倣したり，指示を理解して実
行したりすることが苦手な子どもが少なからずおり，上述したような各教科等の目標を達成
させることが難しいケースが見られました。そしてここで求められている改善とは，まさし
く自閉症教育のキーポイントに関わる内容であることがわかりました。
　そこで本校では，自閉症教育のキーポイントを指導の軸に据え，キーポイントが児童生徒
個々の中でより高いレベルで達成されれば，結果的に各教科等のねらいにもスムーズに到達
できるという仮説を立て，取り組んでいくことにしました。

２．自閉症教育のキーポイント導入の経緯
　自閉症教育のキーポイントを導入するにあたり，本校ではまず教師全体でキーポイントを
読み込み，それぞれのポイントの性格を共通理解できるように図りました。その際には教師
一人一人がそれぞれのキーポイントの具体的な内容を考え，次々と付箋紙に書き出して最終
的にそれを整理する方法をとりました。
　この作業を通して「次が自分の順番であることを理解して，期待して待つことができる」
（強化システムの理解）や「注視すべき物の動きに合わせて，視線を動かすことができる」（注
視物の選択）などの例が150以上あがりました。そして，できあがった一覧を見渡すと，私
たちが指導上で大切にしたいと思っていた事柄が，案外にもこの７つのキーポイントのどこ
かに集約されることに気づきました。
　そのことにより，教師一人一人にとって自閉症教育のキーポイントを身近に感じることが
できるようになり，日々の指導の中でも意識してキーポイントの内容を扱うことができるよ
うになりました。

３．自閉症教育のキーポイントの授業への活用
　事例は小学部１年生の図工の授業シートで，貼り絵と張り子作り，ぬり絵に取り組んだ授
業の内容を表したものです。小学部１年は学校における学習の入門期と位置づけられ，この
時期に身につけた学習に対する取り組みの姿勢は，後々にまで大きな影響を及ぼします。そ
こで図工の授業においても，自由な取り組みの中から児童の創意工夫を引き出すというより
もむしろ，あらかじめ決められたやり方に沿って確実に制作し，完成して教師にほめられて
終わりになるという活動の流れを重視した授業の構成になっています。
　例えば水のりの使い方ですが，特に指導を行わないと，多くの自閉症のある小学部１年生
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自閉症教育実践マスターブック

は，水のりの筒を絞って，水のりが下にたれていく様子を楽しむようになります。ですから
正しい使い方をその子にわかるような方法で教え（キーポイント②「指示理解」），より支援
の少ない状況の下でも実行できる（キーポイント③「セルフマネージメント」）ところを目
指しています。

キーポイントに着目した
図工「モザイクパズルを作ろう」の指導事例

手順１： 紙片を左手に持ち，右手に持ったはさみで線に沿ってパーツ
を切る

キーポイント：⑦（自ら課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる）
支援の進め方
　紙片に引かれた線に注目しながら切れるようにしたい。そのために
は，右手のはさみの持ち方，左手の紙片の持ち方を手を添えて確実に
教え，注目しながら切る動きを児童が行いやすい状況を整える。

手順２： 水のりを右手に持ち，トントンと当てるような要領で，パー
ツにのりをつける

キーポイント：②（自ら指示を理解する，応じる）
支援の進め方
　「水のりは絞って，たらして遊ぶ物ではなく，トントンとつける物で
ある」という指示を，いかに理解できるようにするかがポイント。児童
が絞ろうとしたら，サッと手を添えて正しい動きに戻していく。

手順３： のりをつけたパーツを右手に持ち，台紙と同じ色の場所に
マッチングの要領で貼り付ける

キーポイント：⑦（自ら課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる）
支援の進め方
　自分の手にしているパーツと同じ色の場所を定位できるように指さ
しなどの支援を行う。やり方が分かってきた児童に対しては，キーポ
イント③（自ら自己を管理する，調整する力）に指導の視点を移し，
一定量の活動を，決まったやり方で最後までできるだけ一人で仕上げ
られるようにしていくところを目指していく。

手順４： 全て貼り終わったら，台紙を教師に渡して，りんごの張り子
（次の課題）を受け取る

キーポイント：④（自ら楽しい結果を期待して活動に取り組む）
支援の進め方
　ここでは一つ課題を仕上げると，次の課題に移れる（最後は終わり
になって好きなことをして遊べる）ことを教えることを主眼としてい
る。この段階まできたら「ここは張り直し」のような指導は行わない。
「よくできたね，次はこれだよ」「よくできたね，おしまい，遊んでい
いよ」のように，自分の取り組みの成果が，次の自分にとって楽しい
活動を生み出していることに気づけるよう，テンポよく活動を切り替
えていく。
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　張り子作りは前回貼った色紙の上から別の色紙を貼っていきます。今貼っている色と前回
貼った色との違いに自ら気がついて貼れるように（キーポイント⑦「注視物の選択」）支援
していきます。もちろん自ら貼る場所を定められない児童には，指さし等で場所を示し，そ
こに注目して貼るように促していきます。
　この流れで授業を10回繰り返しました。その結果，上述したような授業シートに記載した
キーポイントの内容は，ほとんどの項目で到達されました。その結果として水のりやはさみ
の使い方という図工の教科的なスキルもあわせて身につけることができました。

４．自閉症教育のキーポイントの導入の成果
　本校において自閉症教育のキーポイントを導入した最大の成果は，自閉症のある児童生徒
が学習を進めていく上で必要となるキーポイントの具体的な内容と，各教科等の指導内容と
を分けて考えられるようになったことです。キーポイントが十分に達成されていない児童生
徒は，主体的な学習を展開することが困難な訳ですから，逆に言えば各教科等のねらいの優
先順位を多少落としてでも，キーポイントの内容がより身につくように意識した教育活動が
展開されるようになりました。
　またチームティーチングを行う上で，一人一人の児童生徒への「指導の意図」を容易に共
有できるようになったことも成果です。キーポイント⑥「模倣力」が意図ならば，サブの
教師は児童生徒に手添えをして教示するよりも，むしろメインの教師に注目できるような支
援を考えることが求められます。一方キーポイント③「セルフマネージメント」が意図なら
ば，児童生徒ができるだけ自力でやりきれたと感じられるような支援を行わなければなりま
せん。キーポイント⑤「表出性のコミュニケーション」をねらっている場面では，児童生徒
が自らの意思を発する前に，教師が状況を整えすぎてその機会を失することがないように気
をつける必要があります。
　それぞれの場面での「指導の意図」をキーポイントによって分類することで，児童生徒一
人一人に必要な支援を教師間で共有し，実際の指導に生かすことが従前よりも容易になりま
した。

５．今後の課題
　これまで指摘されているように，自閉症教育のキーポイントの内容を身につけることで，
学習が円滑に進むようになるのは自閉症を併せ有さない知的障害の児童生徒も同様ではない
かという感触を得ています。ただ，同じような認知発達の段階にある児童生徒を比べると，
自閉症のある子どもの方がキーポイントの内容を学んでいくことに困難性を伴うケースが多
いというのが現場の実感です。
　これから授業を展開していく上で，どのような題材や手だてを用いることが，自閉症のあ
る児童生徒にとってキーポイントの内容を身につけやすいのか，さらなる事例の収集と分析
を通してモデルが示されることを期待しているところです。
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学
校
名
：
東
京
都
立
青
鳥
養
護
学
校
久
我
山
分
校

作
成
者
　
中
村
 大
介

学
年
・
教
室
　
　
小
１
－
１
組

領
域
・
教
科
名
：
図
工

平
成
　
　
　
年
度
　
　
　
期

授
業
シ
ー
ト

授
業
名
 （
単
元
名
）：
モ
ザ
イ
ク
パ
ズ
ル
と
張
り
子
を
作
ろ
う

シ
ー
ト
番
号

第
　（
　
　
　
／
　
　
　
回
）　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

・
独
創
的
な
活
動
よ
り
も
，手
順
や
工
程
が
は
っ
き
り
し
た
作
業
的
な
活
動
を
好
む
児
童
が
多
く
，そ
の
よ
う
な
活
動
を
考
え
た
。

・
錯
誤
等
に
よ
り
一
度
間
違
っ
た
や
り
方
が
身
に
つ
い
て
し
ま
う
と
，後
か
ら
修
正
が
き
き
に
く
い
児
童
が
多
い
た
め
，個
々
の
理
解
の
力
に
合
わ
せ
て
正
し
い
や
り
方
を
丁
寧
に
教
え
，確
実
に
遂
行
し
て
教
師
に
ほ

め
ら
れ
る
と
い
う
，望
ま
し
い
学
習
の
流
れ
を
で
き
る
だ
け
経
験
さ
せ
た
い
。

・
モ
ザ
イ
ク
パ
ズ
ル
，張
り
子
と
も
に
全
て
隠
れ
れ
ば
完
成
と
い
う
，視
覚
的
に
終
了
が
分
か
り
や
す
い
活
動
で
あ
り
，目
で
見
て
物
事
を
あ
る
程
度
判
断
で
き
る
児
童
に
と
っ
て
は
終
わ
り
へ
の
見
通
し
の
つ
け
や
す

い
活
動
で
あ
る
。

・
は
さ
み
，水
の
り
は
学
校
内
外
に
お
い
て
児
童
が
比
較
的
よ
く
接
す
る
こ
と
の
あ
る
器
具
で
あ
り
，不
適
切
な
使
い
方
を
覚
え
て
し
ま
う
前
に
，正
し
い
扱
い
方
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞

・
決
め
ら
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
，そ
の
日
の
分
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
，で
き
る
だ
け
一
人
で
取
り
組
ん
で
工
作
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
モ
ザ
イ
ク
パ
ズ
ル
→
張
り
子
作
り
→
ぬ
り
絵
の
活
動
の
流
れ
を
意
識
し
て
，一
つ
の
活
動
が
終
了
し
た
ら
，ス
ム
ー
ズ
に
次
の
活
動
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
正
し
い
は
さ
み
の
使
い
方
，水
の
り
の
使
い
方
を
知
り
，目
と
手
を
協
応
さ
せ
て
よ
り
き
れ
い
な
作
品
の
仕
上
げ
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）　
モ
ザ
イ
ク
パ
ズ
ル
と
張
り
子
を
作
ろ
う

キ
ー
ポ
イ
ント

評
価
と
改
善
点
（
こ
こ
で
は
，ね
ら
い
に
対
す
る
手
だ
て
を
記
載
。）

●
 モ
ザ
イ
ク
パ
ズ
ル
を
作
ろ
う
。

□
 １
 紙
片
を
左
手
に
持
ち
，右
手
に
持
っ
た
は
さ
み
で
線
に
沿
っ
て
パ
ー
ツ
を
切
る
。

⑦
□
 １
 線
に
沿
っ
て
切
る
た
め
に
，左
手
で
の
持
ち
方
を
固
定
し
て
い
く
。

□
 ２
 水
の
り
を
右
手
で
持
ち
，ト
ン
ト
ン
と
当
て
る
よ
う
な
要
領
で
，パ
ー
ツ
に
の
り
を
つ
け
る
。

②
□
 ２
 絞
っ
て
遊
ば
な
い
よ
う
に
手
を
添
え
て
教
え
，徐
々
に
支
援
を
減
ら
し
て
い
く
。

□
 ３
 の
り
を
つ
け
た
パ
ー
ツ
を
右
手
に
持
ち
，台
紙
の
同
じ
色
の
場
所
に
マ
ッ
チ
ン
グ
の
要
領
で
貼
り
付
け
る
。

⑦
□
 ３
 間
違
え
そ
う
な
時
は
指
さ
し
で
貼
る
位
置
を
示
し
て
い
く
。

□
 ４
 全
て
貼
り
終
わ
っ
た
ら
，台
紙
を
教
師
に
渡
し
て
，り
ん
ご
の
張
り
子
を
受
け
取
る
。

④
□
 ４
 ち
ょ
う
だ
い
の
サ
イ
ン
を
出
す
な
ど
，渡
し
や
す
い
よ
う
な
状
況
を
整
え
る
。

●
 り
ん
ご
の
張
り
子
を
作
ろ
う
。

□
 ５
 紙
片
の
入
っ
た
タ
ッ
パ
ー
か
ら
，自
分
の
好
き
な
色
の
紙
の
入
っ
た
タ
ッ
パ
ー
を
選
ぶ
。

⑤
□
 ５
 タ
ッ
パ
ー
の
ふ
た
を
開
け
，中
身
の
色
が
見
え
や
す
い
よ
う
に
す
る

□
 ６
 水
の
り
を
右
手
で
持
ち
，ト
ン
ト
ン
と
当
て
る
よ
う
な
要
領
で
，パ
ー
ツ
に
の
り
を
つ
け
る
。

②
□
 ６
 絞
っ
て
遊
ば
な
い
よ
う
に
手
を
添
え
て
教
え
，徐
々
に
支
援
を
減
ら
し
て
い
く
。

□
 ７
 の
り
を
つ
け
た
パ
ー
ツ
を
右
手
に
持
ち
，ま
だ
貼
ら
れ
て
い
な
い
場
所
を
探
し
て
パ
ー
ツ
を
貼
っ
て
い
く
。

⑦
□
 ７
 間
違
え
て
同
じ
場
所
に
重
ね
て
貼
る
前
に
，貼
る
べ
き
場
所
を
指
さ
し
等
で
示
す
。

□
 ８
 全
て
貼
り
終
わ
っ
た
ら
，り
ん
ご
の
張
り
子
を
教
師
に
渡
し
て
，ぬ
り
絵
の
台
紙
を
受
け
取
る
。

④
□
 ８
 ち
ょ
う
だ
い
の
サ
イ
ン
を
出
す
な
ど
，渡
し
や
す
い
よ
う
な
状
況
を
整
え
る
。

●
 ク
レ
ヨ
ン
で
ぬ
り
絵
を
塗
ろ
う
。

□
 ９
 ク
レ
ヨ
ン
を
受
け
取
り
，右
手
で
持
つ
。

②
□
 ９
  細
か
い
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
で
き
る
だ
け
正
し
い
持
ち
方
で
持
て
る
よ
う

に
手
を
添
え
る
。

□
 1
0 
教
師
の
指
さ
し
を
見
て
(お
手
本
を
見
て
)，
決
め
ら
れ
た
場
所
に
色
を
塗
る
。

⑦
□
 1
0 
個
々
の
理
解
に
合
わ
せ
た
方
法
で
，塗
る
べ
き
場
所
を
示
す
。

□
 1
1 
個
々
の
理
解
の
力
や
，手
指
の
操
作
性
に
応
じ
て
枠
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
色
を
塗
る
。

③
□
 1
1 
手
で
枠
を
囲
う
な
ど
，本
人
が
分
か
る
よ
う
な
方
法
で
範
囲
を
示
す
。

□
 1
2 
 全
て
塗
り
終
わ
っ
た
ら
台
紙
を
教
師
に
渡
し
て
エ
プ
ロ
ン
を
脱
ぎ
，好
き
な
遊
び
の
活
動
に
個
々
に
移

る
。

④
□
 1
2 
 エ
プ
ロ
ン
を
脱
い
だ
ら
好
き
な
遊
び
に
移
っ
て
い
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
守

り
，そ
こ
ま
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
促
す
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る
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７つのキーポイントの活用事例 筑波大学附属久里浜特別支援学校

「キーポイントを活用して，自立課題のステップを組もう」
　本校の小学部では，個別の課題学習と自立課題の時間を週４～５日設定しています。４年
生のAさんは，個別の課題学習の時間に教師のガイドを受け入れて学習をすることが可能で
した。しかし，自立課題の時間には，離席が多く一人で学習を続けることは難しい状況でし
た。そこで，キーポイントを活用して，まず学習態勢を整えることから開始しました。

＜ステップ１　キーポイント①学習態勢を整えよう！＞
　始めに，一定の時間一人で課題に取り組む
力をつけることをねらい，左→右のワークシ
ステム（写真１）を導入しました。教師のガ
イドを受けて，教材を机の左側に置いて，終
わった教材を机の右側に置いたかごに入れる
取組を続けました。その結果，Aさんは一人
で５分以上課題に取り組めるようになりまし
た。

＜ステップ２　キーポイント②指示に応じる力を付けよう！＞
　次に，指示に応じて課題に取り組む力をつけるため，指示書（数字カード）を使用しまし
た（写真２）。同じ数字カードを２枚用意し，１枚は指示書にはり，もう１枚は教材のかごに
はりました（写真３）。教師のガイドを受けて指示書の数字カードを持ち，同じ数字カードが
はられた教材を準備して自分の座席で学習をする取組を続けた結果，Aさんは指示書（数字
カード）に応じて一人で教材を準備して課題に取り組めるようになりました。さらに，指示に
応じる力を伸ばすため，教材の数を徐々に増やすと共に指示書（数字カード）の数も増やし
ていきました。現在Ａさんは，60種類以上の教材から指示書（数字カード）に応じて課題に
取り組んでいます。

写真１　左→右のワークシステム

写真２　指示書（数字カード） 写真３　数字カードをはった教材ケースと教材棚
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＜ステップ３　キーポイント⑤表出性のコミュニケーションの力を付けよう！＞
　Ａさんは，時々課題のやり方を間違えることが
あったため，課題が終了するごとに「できました
カード」を教師に手渡して報告するようにしまし
た（写真４）。また，カードを手渡しながら音声で
も報告をする取組を続けた結果，「できました」と
音声で報告ができるようになると共に，報告がで
きる教師や大人（実習生など）の数も増えていき
ました。

＜ ステップ４　キーポイント④強化システムを
理解しよう！＞

　１年程経過すると，Ａさんは時々離席をするこ
とがあったため，トークンカード（写真５）を導
入しました。始めは，課題終了ごとに「できまし
たカード」をトークンカードに貼り，ごほうび（好
きなおかし）をもらうことで，頑張ったら楽しい
ことがあるという強化システムを理解する段階か
ら開始しました。その結果，Ａさんは離席せずに
手早く課題を終了するようになったため，ごほうびはＡさんの好きな活動（絵本やビデオな
ど）に変更しました。

＜ステップ５　キーポイント③セルフマネージメントの力をつけよう！＞
　好きなものアセスメントを行った結果，Ａさん
は時間の経過と共に好きな活動も変化することが
わかりました。そこで，好きなもの選択ボード（写
真６）を導入しました。その結果，Ａさんは，自
立課題の終了後に好きな活動カードを選択し，そ
の活動ができる場所に移動して休憩をすることが
できるようになりました。
　キーポイントを活用して自立課題のステップを
組んだ取組により，Ａさんには，学習態勢や指示
理解，表出性のコミュニケーション，強化システ
ムの理解，セルフマネージメントの力がつきました。今後は，「時間になったら自分で課題
を始める」「決められた時間内に課題を終了する」といったセルフマネージメントの力をさ
らに伸ばしたいと考えています。

写真４　「できましたカード」を使った報告

写真６ トークンカードと好きなもの選択ボード

写真５　トークンカード
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キーポイントに着目した集団活動：中学部「ステップ」 北九州市立八幡特別支援学校
１．キーポイントの視点と中学部「ステップ」
　中学部「ステップ」は国語，数学，自立活動に関することに取り組む時間として，個別の
課題を学習する時間（ミニステップ）を毎朝20分，また，ソーシャルスキルやコミュニケー
ション能力の向上を目指したグループワークを，課題別に学部縦割りで３グループに分かれ
て週３時間取り組んでいます。
　グループワークでは，本人にとって楽しみとなる学習を繰り返す中に，コミュニケーショ
ンをとる具体的方法を組み込んでいくことが，友達との意欲的なかかわりを引き出し，ねら
いを達成するうえで最も有効だと考えました。そして，その学習意欲を高めるためには，学
習内容がわかりやすく先を見通すことができること，楽しさを期待できることが重要です。
キーポイントを活用することで，視点を明確にして指導に関連付けることができました。

２．仲間とのかかわりに着目した「ステップ」とキーポイントとの関連
　Aグループ５名のうち２名の自閉症の生徒は，仲間をつくって活動した経験に乏しく，自
分から友達にかかわることが苦手です。しかし，人とのかかわりが比較的上手な知的障害の
生徒が３名いて，自閉症のある生徒にとってよいモデルになっています。生徒たちの将来的
な自立を考えると，身近な人々とのコミュニケーションをとりながら日常生活を営むことは
欠かせないことです。紹介する単元は，表出性のコミュニケーション（キーポイント⑤）がね
らいです。同じグループの生徒に対し，自らかかわること，友達に返事をしたり，励ました
りして互いにかかわり合うことを学習内容としています。
　単元では，まず友達とのコミュニケーションの方法を教師が提示し（キーポイント②），模
倣し（キーポイント⑥），少しずつ自分のものとして実践する（キーポイント④）ことで，コ
ミュニケーションのとり方を学んでほしいと考えました。このような取組が具体的な活動と
適切なことばを伴って可能となり，経験を積み重ねていくことで，自らかかわっていくこと
ができると考えています。

３．指導の展開と実際
　単元の総学習時間は12時間です。毎時の展開は，「本時の活動提示→準備と導入（アイスブ
レイク）→主となる活動→振り返り」と毎回同じです。その上で，主となる活動を，ボール
渡し，ダンス，昔遊び，トランプ，グランドゴルフと５つの異なった活動を各２時間ずつ行
い，最後の２時間は，もう１度やりたいものをその中から選んで行いました。グループの実
態から，主となる活動を変えても１時間の学習の流れが同じであれば，戸惑いなく活動する
ことができます。逆に活動の内容を変えることによって，学習への期待だけでなく意欲を持
続することができます。また個々の好きな活動を取り上げることができ，余暇等への広がり
も期待しました。
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　１活動を２時間行ううち，
第１時間目は比較的コミュニ
ケーションのとりやすい同学
年の生徒同士で行いました。
第２時間目は，第１時間目の
学習をもとに学習活動等に必
要な工夫改善をしてグループ
全員で活動しました。
　また，場面に応じて自分か
ら相手に話しかけ，受け応え
ができるよう，友達を誘うことばやその返事のことばを掲示し（写真２），毎時間同じことば
を使う場面を組み込んだ学習展開にしました。毎時間の最後に，感想を書く活動を取り入れ，
グループ全員に，「だれと」「どんな活動をしたことが」「どうだったのか」ということを書
くプリントを準備しました。感想を書くことは，自分自身の学習の確かめになるだけでなく，
発表した生徒に学習への充実感と次の時間への意欲を持たせることができました。

４．自閉症のある生徒の指導の実際とキーポイント
　自分から相手に声をかけてかかわることが少ないＢさんの場合，ダンスでは，１回目は踊
りも誘い方も模倣が中心課題でした。２回目にはやり方がわかり，期待感を持ち続けて最後
まで活動に取り組むことが課題となりました。次に取り組んだ昔遊びでは，おはじきのゲー
ムに負け，悔しくて泣いていましたが，次のように感想文を書き，振り返ることができまし
た。
　「きょうは，かなしかったです。それは，負けそうになったからです。おはじきは勝ちた
かったからです。こないだは勝ちました。おはじきは勝てると思っていました。最後までし
たから，勝てました。今は，うれしい気持ちになりました。」
　最後に取り組んだグランドゴルフでも，１回目は模倣や観察ルールの理解を課題とし，２
回目はやりきることをねらい，ペアの友達を応援し自分も楽しむことができました。活動全
体を通して，一緒に活動する生徒を選ぶ体験ができ，グループ全体を見渡したり，前回と比
較したりして，自ら進んで色々な生徒とペアになることができました。

５．キーポイントの指導の評価
　キーポイントに着目した授業では，授業の評価改善シートとの併用により，評価も明確に
行うことができます。指示に応じる，理解する（キーポイント②）は，新しい活動や内容に入
る時の説明や課題の把握の場面で評価しました。またＢさんの場合，ペアを作って活動する
場面で，「好きな友達としたい」気持ちと，「色々な人と組まなければならない」という教師
の意図の間で迷っている様子が見られたため，自主的に色々な人と活動できるよう「前回し

写真２　誘い方，断り方写真１　Ａグループの学習
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ていない人と組もう」と指示して支援しました。単元が進むにつれて，活動を楽しみにでき
るようになり，積極的に指示を受け入れる姿がみられました。
　模倣できる，観察できる（キーポイント⑥）は，友達を誘う際，誘い方や返事の具体例をモ
デル提示し評価しました。モデルとなる生徒もおり，生徒同士の学びの機会もありました。
このことは，かかわりに自信のなかった自閉症の生徒により有効でした。繰り返すうち，最
終的に自ら誘いかけたり返答したりできるようになり，単元としてねらった自らかかわる力
の具体的な姿をうかがうことができました。
　本単元で最も重視し活用したのは楽しい結果を期待して活動に取り組む（キーポイント④）
です。「楽しかった」という満足感，達成感，成就感を強化子と考え，まずは簡単なルール
の活動から成功体験を積ませることにより，新しい課題への不安感を減少させ，意欲を育て
るようにしました。友達と競ったり協力したりする活動の楽しさを期待して活動に向かえる
よう，内容・方法を工夫して支援しました。評価は，毎回の最後に教師とともに感想をまと
めてプリントに記載し，それを発表しました。
　本単元では，集団の授業において，キーポイントをねらいとし，つけたい力と，そのため
に必要な力のステップを明確にしながら授業に取り組みました。他の集団の授業においても
キーポイントを活用し関連づけながら行うことで，授業においてつけたい力が明確になると
思います。
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第五章 

授業の評価・改善シート

　第五章は，授業の評価・改善シートについてです。
　授業の評価・改善シートは，
　　①自閉症教育の7つのキーポイントを実際に活用する
　　②授業の計画・実行・評価・改善をねらった授業づくり
　の二点をねらって開発したツールです。
　授業の評価・改善シートの大きな特徴は，授業の計画段階から「自閉症
教育の7つのキーポイント」を反映させていることです。研究協力校との約
2年間の実践により，自閉症教育のみならず，多くの授業に役立つツールと
して研究を重ねてきました。授業のねらい，本時のねらい，それぞれに「自
閉症教育の7つのキーポイント」を反映させることで，授業におけるねらい
がより充実すると考えています。
　また，後半の活用例でもふれていますが，必要に応じて各学校で設定し
ている評価の観点等を反映させることで，主体性や生活に基づいた教育内
容を一層充実させることができると考えています。
　前半は，授業の評価・改善シートの４つのシート(プラン・メモリー・
シート・カルテ)の使用方法を中心に解説しています。
　後半は，協力校からの事例です。整理方法は，以下の５点です。
　　（１）自閉症教育のキーポイントの必要性と利用するに至った経緯
　　（２）授業の評価・改善シート導入の経緯
　　（３）授業の評価・改善シートの作成と活用の実際
　　（４）授業の評価・改善シートの導入の成果
　　（５）今後の課題（まとめ）
　それぞれの実践から，読者の実践に近い事例を見つけ出し，授業の評価・
改善シートの活用を始めていただけることを期待しています。
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第五章　授業の評価・改善シート

１．「授業の評価・改善シート」の提案
　自閉症教育の７つのキーポイントを実際に活用するツールとして，また，授業の計画・実
行・評価・改善（いわゆるP-D-C-Aサイクル）による授業づくりのツールとして開発したの
が，「授業の評価・改善シート」です。
　特別支援教育では，子どもたち一人一人の実態に応じた教育プログラムの実施が必要にな
ります。そのため，自閉症教育においても様々な「専門家」との連携・協力により，障害の
特性を理解したり，外国の最新の研究成果を基にしたシステムや技法を学んだりする機会が
増えています。保護者や専門家との連携は，特別支援教育のキーワードです。
　一方で，私たち「教師」の専門性である「授業」に関する取組が，停滞していると指摘さ
れることが多くなりました。例えば，授業研究会が少なくなった，教室や学部内で授業や
チームティーチングについて話し合う時間がほとんど取れなくなった，などが挙げられま
す。このままでは，連携ではなく，「専門家」に教えを請うことになりかねません。「個別の
教育支援計画」で謳われたとおり，連携とはお互いの専門性を生かして子どもたちの支援を
充実させることと考えます。
　この「授業の評価・改善シート」の基本的な理念は，「授業こそ教師の専門性！」です。
「授業」の現状を明らかにしながら，特別支援教育時代にふさわしい授業の評価・改善のた
めのツールを開発することによって，私たち教師が改めて授業の充実を図りやすくなるよう
にと考えました。

２．授業の評価・改善シートは現場発想　～研究及び実践の経緯～
　特別支援学校（知的障害）において，主に知的障害や知的発達の遅れを伴う自閉症を対象に
した授業研究を題材に，授業の評価・改善の在り方について，検討を進めてきました。
　これまでの研究期間は，平成17年１月から現在までおよそ３年間です。協力していただい
た学校は，北海道教育大学附属特別支援学校，筑波大学附属久里浜特別支援学校，鳥取県立
米子養護学校，東京都立青鳥養護学校，東京都立青鳥養護学校久我山分校，東京都立中野養
護学校，長崎県立鶴南養護学校，北九州市立八幡特別支援学校，岐阜県立大垣特別支援学校
などです。また，本研究所の研修（長期研修，短期研修知的障害コース，及び自閉症教育推
進指導者研修）等で紹介し，研修受講者が研修レポートに題材として取り上げるなどしたこ
とから，その他10数校でも用いられています。これらの学校を対象にして，グループ学習（生
活単元学習や体育など）と個人別の課題学習の二種類の指導形態に分け，研究対象授業につ
いて，事前に「授業の評価・改善シート」を作成し，授業を観察した後，話し合いを行う方
法でデータを蓄積していきました。

授業の評価・改善シート
－これからは，評価・改善を常に行える授業を「良い授業」と呼ぼう！－
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　その際の整理方法としては，以下の５点でした。

（１）自閉症教育のキーポイントの必要性と利用するに至った経緯
（２）授業の評価・改善シート導入の経緯
（３）授業の評価・改善シートの作成と活用の実際
（４）授業の評価・改善シートの導入の成果
（５）今後の課題（まとめ）

　詳細は，本章の後半に各校からの報告としてまとめて掲載しました。
　
３．授業の評価・改善シートとは
　授業の評価・改善シートは，先述のとおり，
　①自閉症教育の７つのキーポイントを実際に活用する
　②授業の計画・実行・評価・改善をねらった授業づくり
　の二点をねらって開発したツールです。
　授業の評価・改善シートの大きな特徴は，授業の計画段階から「自閉症教育の７つのキー
ポイント」を反映させていることです。授業のねらい，本時のねらい，それぞれにも「自閉
症教育の７つのキーポイント」を反映させることで，授業におけるねらいがより充実すると
考えられます。また，後半の活用例でもふれていますが，必要に応じて各学校で設定してい
る評価の観点等を反映させることで，主体性や生活に基づいた教育内容を一層充実させるこ
とができると考えています。
　なお，自閉症教育の７つのキーポイントについては第三章で詳しく述べました。また第六
章では教育課程への位置づけについて詳しく述べています。本章では，②の授業づくりの
ツールとしての授業の評価・改善シートを中心に述べます。

（１）なぜ授業研究は減ったのか？　なぜ授業研究に積極的になれないのか？
　＜授業研究会で授業者（発表者）となった時，こんなことありませんか？＞

事例１） 「すでに取り組んでみたり，考えてみたりはしたが，上手くいかなかったこ
と，あえてしなかったことを指摘された」

＜ これは，発言した人に，授業の本当のねらい（目的）が伝わっていない可能性があ
ります＞
　→ 授業者は，学校や学級で定めた評価の観点や「自閉症教育の７つのキーポイン

ト」などを参考にして，授業のねらい（目的）を明確にし，授業者が支援してほ
しい内容を伝えてみてはどうでしょう。

　→ 参加者は，授業のねらい（目的）が達成されていたかを中心に発言し，授業者の
支援してほしい内容を，「自分ならどうするか」という視点で提案してみては
どうでしょう。
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事例２） 「本来はねらいを絞ったはずなのに，意見を聞くうちにそれもねらいだと
感じ始めた」

＜これは授業者が，授業のねらい（目的）を絞り切れていない可能性があります＞
　→ 授業者は，学校や学級で定めた評価の観点や「自閉症教育の７つのキーポイン

ト」などを参考に，授業のねらい，本時のねらいを絞って，明確に示す必要が
あります。また，授業のねらいをできる限り絞ると，授業者が支援を受けやす
い授業になります。

　→ 支援者は，「自閉症教育の７つのキーポイント」などを参考に，「私は，先生が
○○○をねらっていたように思うのですが，どうでしょう」などど，オープン
クエスチョンを心掛け，授業者が授業のねらいに気づけるように促します。ま
た，いくつもねらいがあって，論点が絞られていない場合などは，同じように
「先生が，一番ねらいたかったのは○○○のところかな？」というように問い
掛け，授業者が授業のねらいを絞ることができるように促します。

事例３） 「声の大きさとか口調とか，そういった個人評価をされてしまう」
＜ これは授業研究の趣旨に反します。授業研究では必ず司会者を立て，授業者を支
援するための授業研究であることを再確認する必要があります。＞
　→ 司会者は，授業研究の開始の際に「今日の会は，発表者の○○先生の支援を目
的にしていますので，『自分ならどうするか』といった視点で発言をお願いし
ます」などと確認することが大切です。どうしても発言が収まらない場合は，
会の雰囲気が悪化する前に，「この会が終わってから別の場を設けましょう」
などと言って，改善につながらない発言を打ち切る必要があるかもしれません。

（２）授業研究の見直しに向けて
　授業者にとって，価値があり，支援の場となる授業研究会にするためには，「自閉症教育
の７つのキーポイント」などを活用して，授業のねらいを明確にし，授業者がどんなアドバ
イスを期待しているのかを明らかにすることが必要だと考えています。

ステップ１）授業者が，どんなことに困難を感じているのかを明らかにする。
　→ そのためには，授業者自身が，授業のねらい（目的）を明確にする必要がありま

す。
　↓ 授業の評価・改善シートなどを使って授業のねらい（目的）を明確にした資料を

提示してから授業を観察してもらいます。

ステップ２）授業者のほしい情報を聞いてから授業研究等を始める。
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　→ 司会者が，授業研究会の開始時に「今日の会は，発表者の○○先生の支援を目
的にしていますので，『自分ならどうするか』といった視点で発言をお願いし
ます」と確認します。

　↓ 授業者は，支援してほしい内容をあらかじめ準備し，協議の柱にします。
　　
ステップ３）授業研究では，その他にも，以下のような展開も予想されます。
　■　 授業者が，それぞれの場面で本当に意図した「ねらい（目的）」が明確になる

ように協議する。
　■　 ねらい（目的）を明らかにし，授業者の意図を確認した上で，題材や教師の動

き（支援の仕方）が適切かどうかを協議する。
　　↓ ねらい（目的）を明らかにすれば，題材や教師の動き（支援の仕方）が改善され

ます。

（３）個に応じるための評価・改善を軸にした授業づくりへの転換を
　「評価・改善を常に行える授業を良い授業と呼ぼう！」
　これまで述べてきたように，できる限り個に応じた指導を進めるためには，従来から用い
られてきた年間指導計画などの「計画（PLAN）」に加え，「評価（CHECK）」「改善（ACTION）」
を重視した授業づくりを目指していく必要があります。その際，同僚や専門家，時に保護者
からもアドバイスを受けやすいような，常に，「誰にもわかりやすい授業」「誰でも評価しや
すい授業」を目指すことが大切な要素です。授業を進めながら，子どもたちに応じた評価・
改善を繰り返すことで，授業のねらいや支援がより確かになり，充実した授業になります。
　学校の授業場面では，個に応じた指導を目指すことが過度に強調され，授業を計画する段
階から行き詰まっていたり，グループを構成しても，一人一人のねらい（目的）が違いすぎた
りして正確に子どもの評価ができないなどの問題が明らかになりました。また，ねらい（目
的）が授業の同じ場面でいくつもあると，授業者間の視点がずれ，チームティーチングを上
手く機能させることができないことができないことも明らかです。まずは，授業の主担当者
（メイン・ティーチャー）が，授業のねらい（目的）を明確にした上で，授業の副担当者(サブ・
ティーチャー)に説明し，教師一人一人が，授業のねらい（目的）を統一して，教師の動きを
合わせて支援し，適切な評価を行い，次の授業への改善につなげることから始めることが大
切だと考えています。
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４．授業の評価・改善シートの構成
　授業の評価・改善シートは，「授業プラン」「授業メモリー」「授業シート」「授業カルテ」
の４つの書式からなっています。まずは，それぞれの概要を取り上げ，次に書き方や事例を
述べます。

「授業プラン」
■ 教科名等，必要な情報はこのシートにまとめます。
■ 授業のねらい（目標）を，評価の観点を参考にして，できるだけ簡潔に文章化します。
■  授業の一通りの流れを，課題分析します。その際，できる限り観点や評価の視点，キー
ポイントなどを含んだ評価しやすい文になるように心掛けます。

■  支援の方法，手続き，授業開始時の教材・教具など，必要な情報はこのシートにまとめ
ます。指導者向けの台本のイメージです。

「授業メモリー」
■ 今日の授業のねらい（目標）と単元のねらいとの関係（つながり）を書きます。
■  前後の授業との関連を意識しながら，本時のねらい（目的）を絞って，明確に文章化しま
す。

■  本時の評価（授業のねらいに向けた改善ができたがどうか）と，次の授業に向けた改善点
を書きます。

「授業シート」　　＊まずはここから！
■  「授業プラン」で記載した単元のねらい，目標等，「授業メモリー」で記載した本時のね
らい，目標等を複写（コピー＆ペースト）して，「授業プラン」に記載した全体の流れから
ポイントを切り取り，小見出しを４つ，下位の項目を12項目程度に絞ります。

■  小見出しの下位の「ねらい（目標）」を示す項目が最も重要であり，「授業プラン」に記載
した文を参考にして，授業の評価・改善がしやすい文に仕上げます。

■  その際に，「キーポイント」や学校独自の「観点等」を活用することが重要です。
■  授業終了後は，「授業カルテ」などを利用して，「ねらい（目標）」を示す項目を再点検し
ます。

■  授業に点数をつけるとすると，平均して60点から80点くらいが最も良い授業です。みん
なが０点の授業や，簡単すぎて100点ばかりが目立つ授業は避ける必要があります。

■  「ねらい（目標）」を示す項目を軸に，Check（評価），Action（改善）を行うことに慣れると，
時間をかけずに評価・改善が可能になります。（授業の評価・改善シートは別名「セルフ・
コーチング・シート」です。）
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「授業カルテ」
■  「授業シート」で計画した授業において，一人一人の子どもを評価する場合に利用するの
が「授業カルテ」です。

■  また，授業を評価・改善をした結果，平均して，集団としては60点から80点くらいの授
業になっても，グループの中の子どもたちの障害の程度や理解する力の幅が大きいと，
100点や０点の子どもがいる場合があります。その時は，授業シートに加えて「授業カル
テ」を使って，一事例に絞った評価をすることが必要になります。その際は，グループ
構成の変更を検討する必要があるかもしれません。

■  また，個人別の課題学習は，「授業シート」と「授業カルテ」が同じ内容になってしまう
こともあるため，「授業カルテ」を用います。課題学習では，「できて終わる」ことが次
の課題のモチベーションにつながります。そのため，授業の中で支援方法（ステップの
上げ下げなど）の変更が必要になります。変更した場合には，そのことを記載して，全
項目終了後にもう一度，「できて終わった」ステップの再評価をすると良いでしょう。ス
テップの変更が必要な項目は，12項目のうち２～４項目が最適だと考えています。
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学
校
名
：

作
成
者
　

学
年
・
教
室
　
　
　
　
－
　
　

領
域
・
教
科
名
：

平
成
　
　
　
年
度
　
　
　
期

授
業
プ
ラ
ン

授
業
名
 （
単
元
名
）：

授
業
形
態
：

第
　（
　
　
　
／
　
　
　
回
）　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

総
時
数
 （
　
　
　
　
　
コ
マ
）

児
童
生
徒
：
総
数
　
　
　
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
　
　
：
　
　
） 
／
 Ｍ
Ｔ
　
　
名
，Ｓ
Ｔ
　
　
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
分
　

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

評
価
の
観
点
 （
例
）

①
関
心
・
意
欲
・
主
体
性

②
知
識

③
社
会
性

④
技
能

評
価
の
観
点
 （
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
）

①
生
活
に
役
立
て
る
た
め
の
力

②
認
知
能
力
を
高
め
る
た
め
の
力

③
社
会
性
を
培
う
た
め
の
力

評
価
の
観
点
 （
北
海
道
教
育
大
学
附
属
養
護
学
校
）

①
く
ら
し

②
し
ご
と

③
よ
か

●
授
業
の
流
れ

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

支
援
の
方
法
・
手
続
き
・
教
材
教
具
等

●
 （
小
見
出
し
）

□
 １
 

□
 １
 

□
 ２
 

□
 ２
 

□
 ３
 

□
 ３
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 ４
 

□
 ４
 

□
 ５
 

□
 ５
 

□
 ６
 

□
 ６
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 ７
 

□
 ７
 

□
 ８
 

□
 ８
 

□
 ９
 

□
 ９
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 1
0 

□
 1
0 

□
 1
1 

□
 1
1 

□
 1
2 

□
 1
2 

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
は
別
に
，評
価

の
観
点
を
入
れ
る
こ
と
で
，
プ
ラ

ン（
計
画
）
の
段
階
で
も
，
一
層

ね
ら
い
が
明
確
に
な
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

支
援
方
法
や
教
材
教
具
は
，
授
業
プ
ラ
ン
に
の

み
記
載
し
ま
す
。
授
業
プ
ラ
ン
は
，「
台
本
」
で

す
か
ら
，
で
き
る
限
り
簡
潔
に
記
載
し
ま
す
。
ね

ら
い
の
評
価
・
改
善
に
よ
っ
て
題
材
は
変
化
し

ま
す
か
ら
，そ
の
都
度
，更
新
し
て
い
き
ま
す
。
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学
校
名
：

作
成
者
　

学
年
・
教
室
　
　
　
　
－
　
　

領
域
・
教
科
名
：

平
成
　
　
　
年
度
　
　
　
期

授
業
メ
モ
リ
ー

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
心
掛
け
る
）

授
業
名
 （
単
元
名
）：

授
業
形
態
：

第
　（
　
　
　
／
　
　
　
回
）　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

総
時
数
 （
　
　
　
　
　
コ
マ
）

児
童
生
徒
：
総
数
　
　
　
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
　
　
：
　
　
） 
／
 Ｍ
Ｔ
　
　
名
，Ｓ
Ｔ
　
　
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
分
　

１
／
　
　
　
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：

１
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

１
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
），
Ｂ
 （
再
び
同
じ
授
業
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）＞

２
／
　
　
　
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：

２
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

２
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
），
Ｂ
 （
再
び
同
じ
授
業
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）＞

す 向

障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

マ 評

今
日
の
授
業
が
全
体
の

ど
こ
に
位
置
付
い
て
い

る
の
か
記
載
し
ま
す
。

毎
回
の
授
業
の
「
本
時

の
ね
ら
い
」
は
必
ず
記

載
し
ま
す
。

今
日
の
授
業
の
重
点
は

ど
こ
な
の
か
，思
い
切
っ

て
絞
っ
て
み
ま
す
。

【
重
要
】
今
日
か
ら
明
日
の
授

業
へ
「
ね
ら
い（
目
標
）」
限
定

で
，評
価
と
改
善
点
を
記
載
し

ま
す
。
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学
校
名
：

作
成
者
　

学
年
・
教
室
　
　
　
　
－
　
　

領
域
・
教
科
名
：

平
成
　
　
　
年
度
　
　
　
期

授
業
シ
ー
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授
業
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 （
単
元
名
）：

シ
ー
ト
番
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第
　（
　
　
　
／
　
　
　
回
）　
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0
0
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●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

評
価
と
改
善
点

●
 （
小
見
出
し
）

□
 １
 

□
 １
 

□
 ２
 

□
 ２
 

□
 ３
 

□
 ３
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 ４
 

□
 ４
 

□
 ５
 

□
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□
 ６
 

□
 ６
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 ７
 

□
 ７
 

□
 ８
 

□
 ８
 

□
 ９
 

□
 ９
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 1
0 

□
 1
0 

□
 1
1 

□
 1
1 

□
 1
2 

□
 1
2 

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

こ
の
欄
は
，
終
了
後
す
ぐ
，
ね
ら
い
に
関

す
る
評
価
と
改
善
点
に
つ
い
て
記
載
し

ま
す
。

事
前
に
は
何
も
記
載
し
ま
せ
ん
。

授
業
中
か
終
了
後
す
ぐ
に
記
載
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
！！

授
業
全
体（
例
え
ば
，
始
ま
り
か
ら
，

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
ま
で
）を
評
価
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
授
業
プ
ラ

ン
」
で
作
成
し
た
小
見
出
し
の
う
ち
，

ポ
イ
ン
ト
を
４
つ
程
に
絞
っ
て
抜
き
出

し
ま
す
。
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学
校
名
：

作
成
者
　

学
年
・
教
室
　
　
　
　
－
　
　

領
域
・
教
科
名
：

平
成
　
　
　
年
度
　
　
　
期

授
業
カ
ル
テ

授
業
名
 （
単
元
名
）：

シ
ー
ト
番
号

 
第
　（
　
　
　
／
　
　
　
回
）　
2
0
0
6
年
　
　
月
　
　
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 

●
 （
氏
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
，本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
目
標
）

●
テ
ス
ト
項
目

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

ス
テ
ッ
プ
の
変
更

変
更
後
の
評
価

●
 （
小
見
出
し
）

□
 １
 

□
 １
 

□
 ２
 

□
 ２
 

□
 ３
 

□
 ３
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 ４
 

□
 ４
 

□
 ５
 

□
 ５
 

□
 ６
 

□
 ６
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 ７
 

□
 ７
 

□
 ８
 

□
 ８
 

□
 ９
 

□
 ９
 

●
 （
小
見
出
し
）

□
 1
0 

□
 1
0 

□
 1
1 

□
 1
1 

□
 1
2 

□
 1
2 

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

４ 0

し

授
業
カ
ル
テ
は
，「
個
人
別
の
課
題
学

習
」
の
時
間
と
，
グ
ル
ー
プ
学
習
の
中

で
個
人
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
の
二
通
り
の
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。 グ
ル
ー
プ
学
習
の
中
で
個

人
を
評
価
す
る
際
に
も
，
で

き
る
だ
け
「
授
業
シ
ー
ト
」

の
項
目
に
準
じ
て
記
載
し

ま
す
。

「
個
人
別
の
課
題
学
習
」
で

は
，子
ど
も
の
意
欲
を
損
な

わ
な
い
よ
う
に
流
れ
を
重

視
し
て
計
画
を
立
て
ま
す
。

こ
の
欄
は
「
個
人
別
の
課
題
学
習
」
な
ど
で

活
用
す
る
欄
で
す
。
個
人
別
の
課
題
学
習
で

は
，課
題
の
難
度
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す（
ス
テ
ッ
プ
の
変
更
）。
変
更

し
た
場
合
に
は
，
こ
の
欄
に
記
載
し
ま
す
。
必

ず
も
う
一
度
変
更
し
た
内
容
で
，
で
き
た
か
，

で
き
な
か
っ
た
か
を
確
か
め
ま
す
。
そ
の
際
，

変
更
後
の
評
価
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
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第五章　授業の評価・改善シート

５．「授業の評価・改善シート」導入時のチェックポイント　～実践校からの質問を例に～
　本研究所では，本研究の成果を基礎にして，平成17年度より，各都道府県における自閉症
教育の指導者養成のための「自閉症教育推進指導者研修」を，筑波大学附属久里浜特別支援
学校と共同で３年間行いました。このプログラムの一環である筑波大学附属久里浜特別支援
学校での演習の際に，授業の評価・改善シートを公式の書式としました。現在は，この研修
の修了者をはじめとして，授業の評価・改善シートは，全国で活用されています。
　次頁以降では，各地での実践例を紹介します。その前に，実際に授業の評価・改善シート
を取り入れた学校から出された質問を例に，授業の評価・改善シート導入時のチェックポイ
ントについて，簡単に述べます。

Q１） 「授業シート」は，グループ全体（複数の子ども）のねらいを記載すると解説されていま
すが，私たちの学校の指導案では子どもたち一人一人のねらいを記載することにしてい
ます。授業シートを書く際に，個に応じたねらいの設定や評価はどうするのでしょう？

A１）個に応じた指導には，授業カルテを活用しよう
　授業プランを作成したら，グループ学習は「授業シート」に，個人別の課題学習は「授業
カルテ」に記載するのを基本とします。ただし，グループ学習で，どうしてもその授業で
設定された目標が適切でない子どもには，特別にグループ学習であっても「授業カルテ」を
作成することがひとつの工夫です。（基本的にはグループ全体のねらいを評価・改善できる
「授業シート」の範囲でグループを構成することを推奨します。）

Q２） 「授業カルテ」の右半分にあるステップの変更と変更後の評価の書き方がわかりません。

A２）個人別の課題学習では，一人一人に応じたスモールステップの学習指導を目指そう
　授業カルテの作成に当たっては，以下のような流れにしたがって，一人一人に応じたス
モールステップを目指したいと考えています。

筑波大学附属久里浜特別支援学校での演習
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① 授業プランを基に，授業カルテの本時のねらい，小見出しと課題項目を記載します（教
材の準備等のため，前日に完成することが望ましい）。個人別の課題学習では，課題の
量や内容，導入からの展開など，子どもの実態に合わせた一連の流れがとても大切で
す。集中力を維持するために，どこで誉めるかなどをしっかり計画して課題項目を実
行していく必要があります。

↓
② 集中力や意欲を維持することが大切な個人別の課題学習では，全ての課題項目に関し
て子どもたちが「できて終わる（できないまま終わらせない）」ように，必要に応じて
人的・物的環境を変化させることが必要になります。
　＊注意！：「簡単に」するだけではなく，「難しく」する変化もあります。

↓
③ そのため，当初の授業カルテに記載した課題項目のねらいを修正し，その項目を設定
します。課題項目を変えたのですから，再評価する必要が生じることになります。
　＊ 重要！：その際の再評価とは，人的・物的環境を変化させて実行したことをもう一

度実行・評価することです。＜ねらいを修正したものをもう一度試してみる＞
↓

④ 再評価した課題項目も合わせて，全ての課題項目の結果が○か×で示されたことを確
認して，次回の課題項目を構想します（改善は，その日のうちに行いましょう）。
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第五章　授業の評価・改善シート

授業の評価・改善シートの活用事例 北海道教育大学附属特別支援学校
１．本校での自閉症教育のキーポイントの必要性と利用するに至った経緯
　本校は，在籍する子どもたちの約60%が自閉症です。子どもたちにわかりやすい環境づく
りや情報提供を学校全体で少しずつ推し進め，子どもたちが主体的に判断して学習に参加す
る様子がみられるようになってきました。ここ数年は，大学附属機関として，先進的な自閉
症教育の実践モデルを発信していく役割を担い，障害特性に応じた指導内容を整理した教育
課程の編成を進めてきました。さらにキーポイントを活用することで，多様な学び方を示す
子どもたちへ配慮した授業づくりとその専門性向上が図れると考え，また，学習活動の中心
的な課題を共有しながら実践研究を深められると考えました。

２．自閉症教育のキーポイント（授業の評価・改善シート）導入の経緯
　授業づくりでは，本校独自に知識・技能・社会性の“観点別の目標”を用いて指導計画を立
案し，学習活動の目標レベルを整理して，１年間の学習過程を具体的にイメージできるよう
に努めてきました。導入にあたり，試行的に小学部で実践を重ねながら本校における授業づ
くりでの課題を整理してから，校内研究の切り口として発展させていきました。そして，自
閉症のある子どもの学習を促進する指導要素として自閉症教育のキーポイントを導入して，
ねらいを絞った授業づくりを試み，校内研究として年間20本の授業研究を重ねてきました。

３．授業の評価・改善シートの作成と活用の実際
　ここでは，小学部で毎日行われている「体づくり」の授業での活用例を紹介します。
　授業プランの作成では，“評価の観点”を意識して立案するように努め，目標を達成するた
めに必要な知識・技能は何であるかを分析的に考えたり，全体の指導展開を見通したりしま
した。特に導入段階では，運動をイメージしたり，基礎的な動きとルールを知ったりする知
識や技能に関するねらいの設定を勧めています。“評価の観点”は，授業シートにある“小見
出し”ごとに記され，本時のねらいがどのような観点で設定されているかを明確にできまし
た。実践してみて，プランの作成段階では予測しきれなかった学習ステップが見出されるこ
ともあり，授業シートを用いた評価・改善の中で学習ステップを再構成する過程もありまし
た。その際も，“評価の観点”で整理しておくと，体づくりの運動指導において必要となった
学習内容の情報の蓄積になり，カリキュラム評価にも生かされました。
　授業シートの作成では，小見出しごとに授業評価を行い，「○」になって学習がうまくいっ
た理由と「△」や「×」になった学習のつまずきとなった理由を，“評価の観点”と“キーポ
イント”の視点から振り返ります。特に，授業評価が「○」になった学習は，指導や改善が
成功した活動でもあり，何に配慮して指導の工夫を図ったり，ねらいを絞り込んだりした
のかを振り返ることによって，「△」や「×」だった学習の改善策を発見することもありま
した。その中で，学習ステップをさらに細分化したり，学習に必要な“評価の観点”や“キー

－82－



自閉症教育実践マスターブック

ポイント”を見直したりする修正を施すこともありました。本授業は毎日実施される授業の
ため，授業者間で評価・改善の意見交換をする時間帯に合わせて，改善していく授業のアイ
ディアを出し合うことができ，翌日の授業シートを作成するといった流れで進めました。

４．授業の評価・改善シート導入の成果
　授業の評価・改善シートは，授業の目標達成にむけて必要となる学習内容や学習ステップ
が考えやすく，個々の学び方に配慮した手だてが工夫できました。また，学習のねらいと指
導の手だて，授業者の役割を整理して実践と評価をくり返せる過程は，チームで授業づくり
を進めていく上でとても効果的でした。ねらいが変われば，指導の手だてや評価するべき視
点が変わり，授業者は役割分担をしながらも共通の視点をもって指導できたようです。そし
て何よりも，細かな評価・改善の結果として，子どもの反応や活動の状況が変わった瞬間を
教師間で共有でき，授業者自身が手応えを感じながら授業づくりを進められました。

５．今後の課題
　自閉症の特性や子どもたちの個々の学び方に配慮した授業づくりが実施できると，毎日の
より良い授業づくりだけでなく，子どもの学習レディネスに応じた授業プランの評価・改善
にもつながります。今後，この授業づくりの手法を生かして，カリキュラム検討を進めるこ
とが課題であり，“キーポイント”と“評価の観点”を組み合わせた１年間の授業プランの構成
と，それに基づく授業評価・改善の実践的検証を進めたいと考えます。また，より実態に応
じた指導を展開するためには，一人一人の障害特性や学び方の理解を深めることは欠かせま
せん。一貫した教育支援の軸として，自閉症教育のキーポイントによるアセスメントを実施
した上で，授業づくりや目標設定に生かしていく流れを構築したいと考えています。
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第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
北
海
道
教
育
大
学
附
属
養
護
学
校
　
小
学
部

作
成
者
　
渡
邊

学
年
・
教
室
　
－
　

領
域
・
教
科
名
：
体
づ
く
り

平
成
　
18
　
年
度
　
前
期

授
業
プ
ラ
ン

授
業
名
 （
単
元
名
）：
チ
ー
ム
で
楽
し
む
陸
上
競
技
“バ
ト
ン
リ
レ
ー
”

授
業
形
態
：
縦
割
り
小
集
団

児
童
生
徒
：
総
数
７
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
７
：
２
） 
／
 Ｍ
Ｔ
１
名
，Ｓ
Ｔ
１
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

知
的
障
害
を
伴
う
自
閉
症
児
６
名
，ダ
ウ
ン
症
児
１
名

総
時
数
 （
14
コ
マ
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
３
０
分
　

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
陸
上
競
技
１
の
単
元
で
は
，「
障
害
物
走
を
し
よ
う
」
で
障
害
と
な
る
ハ
ー
ド
ル
板
に
親
し
み
，走
る
・
跳
ぶ
動
き
を
理
解
で
き
た
。
そ
し
て「
ハ
ー
ド
ル
走
を
し
よ
う
」
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
す
る
運
動
の
経
験
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
ら
２
種
類
の
個
人
種
目
を
通
し
て
，動
き
の
変
化
を
楽
し
め
な
が
ら「
走
る
」「
跳
ぶ
」
動
き
の
あ
る
走
運
動
が
行
え
た
。

　
本
単
元
は
，
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
，「
走
る
」「
跳
ぶ
」
運
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
団
体
種
目
と
し
て
リ
レ
ー
競
技
を
設
定
し
た
。
題
材
と
し
て
「
リ

レ
ー
競
技
」「
障
害
物
リ
レ
ー
競
技
」
を
配
列
し
，
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
意
識
し
な
が
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
つ
な
い
で
い
く
団
体
種
目
を
楽
し
む
こ
と
を
ね
ら
う
。
ま
た
，
ル
ー
ル

や
順
位（
勝
敗
）を
理
解
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
ル
ー
ル
を
守
る
行
動
が
楽
し
さ
を
深
め
る
学
習
を
目
指
す
。

評
価
の
観
点
 （
例
）　
①
関
心
・
意
欲
・
主
体
性
…
…
バ
ト
ン
の
受
け
渡
し
に
期
待
感
を
も
っ
て
走
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
 ②
知
識
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ
ト
ン
を
も
ら
う
相
手
・
渡
す
相
手
を
理
解
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
 ③
社
会
性
…
…
…
…
…
…
…
…
簡
単
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
リ
レ
ー
競
技
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
 ④
技
能
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ
ト
ン
を
受
け
と
っ
て
走
る
運
動
の
流
れ
を
行
え
る
。

●
授
業
の
流
れ

観
点

キー
ポイ
ント
支
援
の
方
法
・
手
続
き
・
教
材
教
具
等

●
 バ
ト
ン
リ
レ
ー
を
知
ろ
う
！
 （
４
時
間
）

□
 １
 バ
ト
ン
を
も
ら
う
相
手
・
渡
す
相
手
を
理
解
す
る
。

知
識

②
□
 １
 顔
写
真
の
オ
ー
ダ
ー
表
。

□
 ２
 所
属
チ
ー
ム
や
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
理
解
す
る
。

知
識

②
□
 ２
 チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
決
定（
赤
・
黄
）。
顔
写
真
の
オ
ー
ダ
ー
表
。

□
 ３
 バ
ト
ン
の
受
け
取
り
方
を
理
解
す
る
。

技
術

③
□
 ３
 実
演
．
構
え
方
の
図
示
。

□
 ４
 バ
ト
ン
の
受
け
渡
し
に
よ
る
リ
レ
ー
を
体
験
す
る
。

技
術

③
□
 ４
 実
演
．
伴
走
に
よ
る
運
動
参
。

●
 バ
ト
ン
リ
レ
ー
を
楽
し
も
う
！
 （
５
時
間
）

□
 ５
 バ
ト
ン
の
受
け
取
り
方
を
理
解
し
て
，構
え
る
。

社
会
性

③
□
 ５
 図
示
で
試
技
前
に
確
認
．
整
列
着
の
強
化
。
試
技
後
の
称
賛
。

□
 ６
 バ
ト
ン
の
受
け
渡
し
を
し
て
，競
技
す
る
。

社
会
性

④
□
 ６
 試
技
中
の
激
励（
適
切
な
運
動
の
強
化
）。
試
技
後
の
称
賛
。

□
 ７
 チ
ー
ム
の
様
子
を
み
て
，期
待
感
を
持
っ
て
走
る
。

関
心
意
欲

④
□
 ７
 状
況
の
説
明
や
共
感
．
試
技
後
の
称
賛
。

●
 障
害
物
リ
レ
ー
を
し
よ
う
 （
５
時
間
）

□
 ８
 バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え
る
。

技
術

③
□
 ８
 高
さ
の
異
な
る
２
種
類
ハ
ー
ド
ル
。

□
 ９
 ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
ハ
ー
ド
ル
越
え
を
楽
し
む
。

関
心
意
欲

④
□
 ９
 直
線
部
分
に
ハ
ー
ド
ル
を
設
置
。

□
 1
0 
チ
ー
ム
の
様
子
を
み
て
，期
待
感
を
持
っ
て
走
る
。

関
心
意
欲

④
□
 1
0 
成
功
後
パ
ー
ト
ナ
ー
が
社
会
的
強
化
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

導
入
段
階
で
は
，
リ
レ
ー
競
技
に
関
す

る
「
知
識
」「
技
能
」
の
習
得
を
め
ざ

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
，キ
ー
ポ
イ
ン
ト

は
②
③
が
目
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
運
動
経
験
の
積
み
あ
げ
，

発
展
す
る
部
分
を
生
か
し
な
が
ら
，
運

動
へ
の
期
待
感
を
高
め
て
，
新
た
な
学

習
へ
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

導
入
段
階
で
運
動
そ
の
も
の
や
ル
ー
ル

の
理
解
を
図
れ
た
後
，運
動
を
楽
し
め
る

題
材
構
成
を
し
て
い
る
。
よ
り
主
体
的

な
活
動
参
加
を
め
ざ
し
て
い
る
た
め
，観

点
別
の
評
価
は「
社
会
性
」「
関
心
意
欲
」

を
取
り
上
げ
，
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
③
④
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
学
習
の

楽
し
さ
を
味
わ
え
る
時
間
と
し
た
い
。

最
後
は
，
こ
れ
ま
で
の
陸
上
競
技
で
の

学
習（
ハ
ー
ド
ル
走
）と
リ
レ
ー
競
技
を
融

合
・
発
展
す
る
題
材
構
成
を
し
た
。
１
つ

ず
つ
の
運
動
は
経
験
済
み
だ
が
，組
み
合

わ
さ
る
こ
と
で
新
鮮
さ
と
難
易
度
へ
の
意

欲
喚
起
を
図
り
，運
動
の
楽
し
さ
を
味
わ

う
ま
と
め
の
題
材
と
し
た
。
観
点
別
評
価

で
は
，前
単
元
の
復
習
の
意
味
で「
技
能
」

と
，新
し
い
運
動
へ
の「
関
心
意
欲
」を
，

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
③
④
を
取
り
上
げ
た
。
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自閉症教育実践マスターブック

学
校
名
：
北
海
道
教
育
大
学
附
属
養
護
学
校

作
成
者
　
渡
邊

学
年
・
教
室
　
－
　

領
域
・
教
科
名
：
体
づ
く
り

平
成
　
18
　
年
度
　
１
期

授
業
シ
ー
ト

授
業
名
 （
単
元
名
）：
チ
ー
ム
で
楽
し
む
陸
上
競
技
“バ
ト
ン
リ
レ
ー
”

シ
ー
ト
番
号
　
１

 
第
　（
１
／
14
回
）　
2
0
0
6
年
７
月
４
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
陸
上
競
技
１の
単
元
で
は
，「
障
害
物
走
を
し
よ
う
」
で
障
害
と
な
る
ハ
ー
ド
ル
板
に
親
し
み
，走
る
・
跳
ぶ
動
き
を
理
解
で
き
た
。
そ
し
て「
ハ
ー
ド
ル
走
を
し
よ
う
」
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
す
る
運
動
の
経
験
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
ら
２
種
類
の
個
人
種
目
を
通
し
て
，動
き
の
変
化
を
楽
し
め
な
が
ら「
走
る
」「
跳
ぶ
」
動
き
の
あ
る
走
運
動
が
行
え
た
。

　
本
単
元
は
，こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
，「
走
る
」「
跳
ぶ
」
運
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
団
体
種
目
と
し
て
リ
レ
ー
競
技
を
設
定
し
た
。
題
材
と
し
て「
リ

レ
ー
競
技
」「
障
害
物
リ
レ
ー
競
技
」
を
配
列
し
，チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
意
識
し
な
が
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
つ
な
い
で
い
く
団
体
種
目
を
楽
し
む
こ
と
を
ね
ら
う
。
ま
た
，ル
ー

ル
や
順
位（
勝
敗
）を
理
解
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
ル
ー
ル
を
守
る
行
動
が
楽
し
さ
を
深
め
る
学
習
を
目
指
す
。

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 

・
バ
ト
ン
を
渡
す
相
手
を
理
解
し
て
，バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
理
解
し
よ
う

観
点

キー
ポイ
ント
評
価
と
改
善
点

●
 ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
走
を
２
周
す
る

□
 １
 笛
の
リ
ズ
ム
を
聞
く
。

技
術

⑦
□
 １
 ○
号
令
を
き
っ
か
け
に
動
き
出
せ
て
い
る
。

□
 ２
 笛
の
リ
ズ
ム
変
化
に
合
わ
せ
て
速
く
走
る
。

技
術

③
□
 ２
 ○
 音
の
変
化
だ
け
で
な
く
，友
達
の
動
き
に
も
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
様

子
が
あ
る
。

●
 ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
：
準
備
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

□
 ３
 リ
ー
ダ
ー
の
動
き
の
変
化
を
捉
え
る
。

社
会
性

⑦
□
 ３
 ○
 T児
は
立
ち
位
置
が
決
ま
ら
な
い
感
じ
が
あ
る
が
，他
児
は
集
中

し
て
い
る
。
→
立
ち
位
置
の
事
前
指
示
を
し
っ
か
り
。

□
 ４
 身
体
部
位
の
曲
げ
伸
ば
し
を
意
識
し
て
運
動
す
る
。

社
会
性

③
□
 ４
 △
 具
体
的
な
注
目
点
の
指
示
後
に
修
正
を
し
よ
う
と
す
る
姿
が
み

ら
れ
た
。
→
部
位
を
伝
え
る
。

●
 リ
レ
ー
競
技
を
す
る

□
 ５
 １
周
走
っ
て
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
す
。

知
識

②
□
 ５
 ○
走
っ
て
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
す
理
解
が
で
き
て
い
る
。

□
 ６
 バ
ト
ン
を
渡
す
相
手
を
知
る
。

知
識

②
□
 ６
 ×
次
走
者
近
く
に
寄
る
が
，渡
す
相
手
が
誰
か
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
×
 受
け
手
も
誰
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
る
か
自
信
が
な
い
様
子
。

　
　
　
　
→
 メ
ン
バ
ー
・
発
走
順
・
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
判
断
で
き
る
情
報
整
理
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る【
学
習
に
あ
た
っ
て
】

昨
年
，簡
単
な
U
タ
ー
ン
式
の
リ
レ
ー
運
動
な

ど
に
も
取
り
組
ん
だ
経
験
が
あ
っ
た
。
小
集

団
学
習
で
の
学
習
態
勢
が
十
分
に
習
得
さ
れ

る
。
ま
た
，
待
機
中
も
試
技
順
の
意
識
や
運

動
へ
の
期
待
を
も
っ
た
注
目
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

【
教
材
の
工
夫
】

■
 チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
合
わ
せ
た
教
材
を
準
備

し
た
。

・
赤
/黄
チ
ー
ム
の
バ
ト
ン

・
赤
/黄
チ
ー
ム
の
待
機
席

リ
レ
ー
競
技
に
必
要
な
「
知
識
」
習
得
を
ね
ら
う
。

具
体
的
に
は
指
示
を
理
解
し
て
，
活
動
遂
行
す
る
こ

と
を
適
宜
支
援
し
て
促
す
。

【
反
省
１
】
走
者
と
次
走
者
の
２
つ
視
点
で
の
課
題
分
析
が
不
足
し
て
い
た
。
両
走
者
に
と
っ
て
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
理
解
，チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

【
反
省
２
】
児
童
が
予
想
以
上
に
試
技
順
の
自
己
判
断
が
困
難
だ
っ
た
。
従
来
ま
で
は
役
割
交
代
が
分

か
り
や
す
い
運
動
だ
っ
た
が
，途
切
れ
な
く
進
行
す
る
リ
レ
ー
で
は
，状
況
判
断
が
読
み
取
り
に
く
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
，そ
の
他
に
順
番
を
確
認
す
る
手
が
か
り
情
報
が
不
足
し
て
い
た
。

－85－



第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
北
海
道
教
育
大
学
附
属
養
護
学
校

作
成
者
　
渡
邊

学
年
・
教
室
　
－
　

領
域
・
教
科
名
：
体
づ
く
り

平
成
　
18
　
年
度
　
１
期

授
業
シ
ー
ト

授
業
名
 （
単
元
名
）：
チ
ー
ム
で
楽
し
む
陸
上
競
技
“バ
ト
ン
リ
レ
ー
”

シ
ー
ト
番
号
　
２

 
第
　（
２
／
14
回
）　
2
0
0
6
年
７
月
６
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
陸
上
競
技
１
の
単
元
で
は
，「
障
害
物
走
を
し
よ
う
」で
障
害
と
な
る
ハ
ー
ド
ル
板
に
親
し
み
，走
る
・
跳
ぶ
動
き
を
理
解
で
き
た
。
そ
し
て「
ハ
ー
ド
ル
走
を
し
よ
う
」で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
す
る
運
動
の
経
験
を
重
ね
て
き
た
。
２
種
類
の
個
人
種
目
を
通
し
て
，動
き
の
変
化
を
楽
し
め
な
が
ら「
走
る
」「
跳
ぶ
」
動
き
の
あ
る
走
運
動
が
行
え
た
。

　
本
単
元
は
，
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
，「
走
る
」「
跳
ぶ
」
運
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
団
体
種
目
と
し
て
リ
レ
ー
競
技
を
設
定
し
た
。
題
材
と
し
て

「
リ
レ
ー
競
技
」「
障
害
物
リ
レ
ー
競
技
」
を
配
列
し
，
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
意
識
し
な
が
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
つ
な
い
で
い
く
団
体
種
目
を
楽
し
む
こ
と
を
ね
ら
う
。
ま
た
，

ル
ー
ル
や
順
位（
勝
敗
）を
理
解
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
ル
ー
ル
を
守
る
行
動
が
楽
し
さ
を
深
め
る
学
習
を
目
指
す
。

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 

・
部
位
の
細
か
な
動
き
に
着
目
し
た
準
備
運
動
。

・
バ
ト
ン
を
渡
す
相
手
を
理
解
し
て
，バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
理
解
し
よ
う

観
点

キー
ポイ
ント
評
価
と
改
善
点

●
 ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
：
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
走
を
２
周
す
る

□
 １
 笛
の
リ
ズ
ム
変
化
に
合
わ
せ
て
速
く
走
る
。

技
術

③
□
 １
 

●
 ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
：
準
備
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

□
 ２
 リ
ー
ダ
ー
の
動
き
の
変
化
を
捉
え
る
。

社
会
性

⑦
□
 ２
 ○
運
動
の
切
換
を
見
極
め
て
，動
作
を
変
え
て
い
る
。

□
 ３
 指
示
さ
れ
た
部
位
を
し
っ
か
り
と
伸
ば
す
。

社
会
性

③
□
 ３
 ○
 細
か
な
動
き
は
，
部
位
を
言
葉
や
指
差
し
で
伝
え
る
と
注
目
が

で
き
，修
正
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

●
 リ
レ
ー
競
技
を
す
る
×
２

□
 ４
 チ
ー
ム
と
発
走
順
を
分
か
っ
て
，ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ぶ
。

知
識

②
□
 ４
 ○
 直
前
に
提
示
し
た
情
報
を
理
解
し
て
，ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
移
動

し
て
い
た
。
→
自
己
判
断
す
る
間
を
と
る
。

□
 ５
 メ
ン
バ
ー
表
を
見
て
，バ
ト
ン
を
渡
す
次
走
者
を
知
る
。

知
識

②
□
 ５
 ○
ほ
ぼ
全
員
が
正
し
い
次
走
者
の
方
へ
近
付
け
た
。

□
 ６
 １
周
走
っ
て
き
た
走
者
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
。

知
識

③
□
 ６
 ○
バ
ト
ン
の
受
け
取
り
。

　
　
　
×
 バ
ト
ン
タ
ッ
チ
後
に
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
な
か
っ
た
。
→
バ
ト
ン
の
受

け
取
り
方
を
見
直
す
。
上
体
を
進
行
方
向
に
向
け
た
構
え
方
を
指

導
。
上
体
と
手
の
向
き
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
焦
点
化
す
る
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る【
学
習
に
あ
た
っ
て
】

リ
レ
ー
運
動
に
必
要
な
知
識
の
伝
達
が
不
十

分
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
，視
覚
情
報
を
活
用
し

て
情
報
を
整
理
し
て
伝
え
る
。
ま
た
，走
者
と

次
走
者
の
動
き
に
合
わ
せ
た
課
題
を
設
定
し

直
し
て
臨
む
。

【
教
材
の
工
夫
】

■
 ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
判
断
を
促
す
教
材
の

工
夫
。

・
床
面
に
カ
ラ
ー
テ
ー
プ
を
貼
る

■
 チ
ー
ム
と
発
走
順
を
判
断
す
る
教
材
の
工

夫
。

・
 赤
/黄
の
台
紙
と
写
真
カ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー

表
・
発
走
順
に
１
枚
ず
つ
見
せ
る
工
夫

新
た
に
次
走
者
の
課
題
を
追
加
す
る
。

誰
か
ら
受
け
取
る
か
を
知
っ
て
，
運
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

【
改
善
を
図
れ
た
点
】

ね
ら
い
に
な
る
活
動
4
.5
.6
に
お
い
て
，自
己
判
断
に
基
づ
く
活
動
参
加
が
増
え
た
。

【
反
省
】バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
後
に
，自
ら
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
な
い
児
童
が
多
く
，結
局
「
ス
タ
ー
ト
!!」

と
言
葉
掛
け
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
児
童
は
み
ん
な
走
者
を
迎
え
る
よ
う
に
正
面
を
向
き
，結
果
的

に
進
行
方
向
に
は
背
を
向
け
る
格
好
だ
っ
た
点
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
と
判
断
し
た
。

走
者
の
課
題
を
さ
ら
に
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
化
し

て
設
定
し
た
。
チ
ー
ム
と
発
走
順
を
理
解
し
て
，
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
整
列
す
る
課
題
を
追
加
し
た
。
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学
校
名
：
北
海
道
教
育
大
学
附
属
養
護
学
校

作
成
者
　
渡
邊

学
年
・
教
室
　
－
　

領
域
・
教
科
名
：
体
づ
く
り

平
成
　
18
　
年
度
　
１
期

授
業
シ
ー
ト

授
業
名
 （
単
元
名
）：
チ
ー
ム
で
楽
し
む
陸
上
競
技
“バ
ト
ン
リ
レ
ー
”

シ
ー
ト
番
号
　
３

 
第
　（
３
／
14
回
）　
2
0
0
6
年
７
月
７
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
陸
上
競
技
１
の
単
元
で
は
，「
障
害
物
走
を
し
よ
う
」
で
障
害
と
な
る
ハ
ー
ド
ル
板
に
親
し
み
，走
る
・
跳
ぶ
動
き
を
理
解
で
き
た
。
そ
し
て「
ハ
ー
ド
ル
走
を
し
よ
う
」
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
す
る
運
動
の
経
験
を
重
ね
て
き
た
。
２
種
類
の
個
人
種
目
を
通
し
て
，動
き
の
変
化
を
楽
し
め
な
が
ら「
走
る
」「
跳
ぶ
」
動
き
の
あ
る
走
運
動
が
行

え
た
。

　
本
単
元
は
，こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
，「
走
る
」「
跳
ぶ
」
運
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
団
体
種
目
と
し
て
リ
レ
ー
競
技
を
設
定
し
た
。
題
材
と
し
て「
リ

レ
ー
競
技
」「
障
害
物
リ
レ
ー
競
技
」
を
配
列
し
，チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
意
識
し
な
が
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
つ
な
い
で
い
く
団
体
種
目
を
楽
し
む
こ
と
を
ね
ら
う
。
ま
た
，ル
ー

ル
や
順
位（
勝
敗
）を
理
解
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
ル
ー
ル
を
守
る
行
動
が
楽
し
さ
を
深
め
る
学
習
を
目
指
す
。

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 

・
部
位
の
細
か
な
動
き
に
着
目
し
た
準
備
運
動
を
す
る
。

・
バ
ト
ン
を
渡
す
相
手
を
理
解
し
て
，バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。

・
進
行
方
向
を
向
い
て
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
。

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
バ
ト
ン
の
受
け
取
り
方
を
知
ろ
う

観
点

キー
ポイ
ント
評
価
と
改
善
点

●
 ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
：
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
走
を
２
周
す
る

□
 １
 笛
の
リ
ズ
ム
変
化
に
合
わ
せ
て
速
く
走
る
。

技
術

③
□
 １
 ○
 先
頭
集
団
は
リ
ズ
ム
の
変
化
を
察
し
て
い
る
。
後
方
集
団
は
教

師
の
促
し
を
う
け
て
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

●
 ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
：
準
備
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

□
 ２
 リ
ー
ダ
ー
の
動
き
の
変
化
を
捉
え
る
。

社
会
性

⑦
□
 ２
 ○

□
 ３
 指
示
さ
れ
た
部
位
を
し
っ
か
り
と
伸
ば
す
。

社
会
性

③
□
 ３
 ○
→
反
応
を
見
て
指
示
を
遅
ら
せ
る
。

●
 リ
レ
ー
競
技
を
す
る

□
 ４
 チ
ー
ム
と
発
走
順
を
分
か
っ
て
，ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ぶ
。

知
識

③
□
 ４
 ○
前
回
と
発
走
順
が
変
わ
っ
て
も
順
番
等
を
理
解
し
て
い
る
。

□
 ５
 メ
ン
バ
ー
表
を
見
て
，バ
ト
ン
を
渡
す
次
走
者
を
知
る
。

知
識

②
□
 ５
 ○
ほ
ぼ
全
員
が
チ
ー
ム
の
次
走
者
へ
近
付
け
た
。

□
 ６
  構
え
方
の
指
示
を
理
解
し
，
進
行
方
向
を
向
い
て
後
方
に
手
を

伸
ば
し
て
待
つ
。

知
識

②
□
 ６
 △
 図
示
と
実
演
を
手
が
か
り
に
，約
半
数
が
構
え
方
を
自
発
し
た
。

ま
た
は
自
己
修
正
し
た
。
→
移
動
前
に
ポ
イ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
判
断
を
促
す
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る【
学
習
に
あ
た
っ
て
】

ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
リ
レ
ー
の
た
め
に
，次
走

者
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
構
え
方
の
知
識
が

不
足
し
て
い
た
。
視
覚
情
報
で
注
目
す
る
べ

き
点
を
事
前
に
教
示
し
て
，構
え
の
実
演
と
模

倣
を
促
す
よ
う
に
指
導
す
る
方
法
を
考
え
た
。

【
教
材
の
工
夫
】

■
 実
演
の
観
察
と
模
倣
を
促
す
教
材
の
工

夫
。

・
 注
目
す
べ
き
点
を
伝
え
る
構
え
方
の
図
示

・
 ポ
イ
ン
ト
を
示
し
な
が
ら
モ
デ
ル
教
示

・
 運
動
中
の
エ
ラ
ー
は
，図
示
と
モ
デ
リ
ン
グ

を
中
心
に
修
正
を
図
る

新
た
に
次
走
者
の
運
動
を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
化

し
て
課
題
を
追
加
す
る
。
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
た
め

の
構
え
方
を
知
る
た
め
に
，指
導
法
も
工
夫
す
る
。

【
改
善
を
図
れ
た
点
】
進
行
方
向
へ
の
構
え
方
の
図
を
提
示
し
た
と
き
の
注
目
は
素
晴
ら
し
く
，実
演
の

ポ
イ
ン
ト
を
示
す
の
に
役
立
っ
た
。

【
反
省
】
前
向
き
に
な
っ
た
児
童
は
図
示
の
提
示
で
ポ
イ
ン
ト
を
想
起
し
て
修
正
を
図
る
姿
が
あ
っ
た
。

模
倣
が
で
き
な
か
っ
た
児
童
に
は
，図
示
と
身
体
プ
ロ
ン
プ
ト
で
併
用
し
た
。
半
数
は
改
善
し
た
が
，半

数
は
未
習
得
で
あ
る
。
次
回
は
席
を
立
つ
直
前
に
注
目
点
を
提
示
す
る
よ
う
に
し
，判
断
を
促
し
て
み
る
。

前
回
，
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
②
指
示
理
解
と
し
て
実
施
し

た
。
今
回
，
よ
り
主
体
的
な
判
断
に
よ
る
活
動
参
加
を

ね
ら
い
，キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
③
と
し
て
計
画
・
実
施
し
た
。
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第五章　授業の評価・改善シート

授業の評価・改善シートの活用事例 鳥取県立米子養護学校

１．はじめに
　今までの授業計画・実施などは「実態把握をどう授業計画に生かすか」「授業計画を実際
の授業にどう組み込むか」「授業でついた力をどうやって次時につなげていくか」など「実
態把握－計画－授業」の相互のつながりや評価の基準が曖昧で効果的なサイクルになってい
ませんでした（図１）。このような状況を打開していくために「自閉症教育のキーポイント」
と「授業評価・改善シート」を使って授業の見直しや改善を図りたいと考えました。そこで
授業づくりを，アセスメントも含めたＰＤＣＡサイクルとして整理し，さらに「自閉症教育
のキーポイント」と「授業の評価・改善シート」を使った見直しを行いました（図２）。

２．授業実践　「作業学習」
　本校中学部では，「将来への希望」「働くことへのあこがれ」という意識を育てるための授
業を意識して作業学習を行っています。また，生徒の実態は様々です。社会に出た時には，
いろいろな人や環境に対応しなければならないことを踏まえ，作業の単元では以下の点に注
目し授業を構成しました。

　・仕事を選択する時には様々な要素があることを知る。
　・楽しみや好きなことの段階を意識した授業の組み立て。
　・仲間と共存する中での高め合い。

　教師同士で十分な打ち合わせや授業の検討をする時間もなく，授業のねらいについても焦
点がぼやけ，教師間の授業イメージの違いにより指導方法にずれが生じることもありまし
た。そこで，「授業の評価・改善シート」を使い，教師同士の授業のねらい・進め方のイメー
ジを共通理解することと，生徒に対してぶれない授業を行うことをねらいました。
　まず，生徒の学びやすさ（視覚優位，模倣が得意等）を考慮し，キーポイントを利用して

図１ 図２

Plan Do

Assessment (
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生徒のグループを構成しました。何となく生徒同士の相性や，教師の主観でグループを構
成していた時とは違い，７つのキーポイントを柱に，どういう視点をもって評価・改善する
かがグループ構成の柱になりました。また，「授業の評価・改善シート」を利用した日々の
授業改善の積み重ねにより，「生徒の変容」に伴った「支援の変容」も，教師一人一人が意
識できるようになってきました。授業を計画した教師だけでなく，一人一人の教師が支援の
段階を意識することは，生徒の難しさを踏まえた適切な支援を行える大きな一歩であったと
思います。具体的な生徒自身の変容もみられるようになってきました。今までは，一人一人
の生徒に教師が個別に対応し，作業スキルを高めることが中心になっていました。それを，
キーポイント⑥（自ら模倣できる，観察できる）を意識して授業の中に組み入れ，改善をし
ていくことで，生徒同士が学び合う姿もみられるようになってきました。授業の流れを見直
し，一つ一つの活動をキーポイントや観点を活用してねらいをしぼることで支援や場の改善
を行い，教師が過度に支援してしまうことを減らすこともできました。

３．終わりに
　「自閉症教育のキーポイント」と「授業の評価・改善シート」を活用することで，職員間
が共通の視点をもって授業の評価や見直しをすることができました。７つのキーポイントを
使ってねらいを変化させながら子どもが伸びていったことに加え，支援の仕方の精選など教
師の質の向上にも有効であったと確信しています（図３）。また，実践を積み上げる中で，
図４で示したとおり，集団を使った授業と，個別を使った授業の良さを生かした内容の整理
をすることができました。

図３ 図４
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第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
鳥
取
県
立
米
子
養
護
学
校

作
成
者
　
米
谷
め
ぐ
み

学
年
・
教
室
　
１
　
－
　
１

領
域
・
教
科
名
：
作
業
学
習

平
成
　
19
　
年
度
　
１
　
期

授
業
プ
ラ
ン

授
業
名
 （
単
元
名
）：
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
・
・
？
！

授
業
形
態
：
集
団
学
習

児
童
生
徒
：
総
数
　
2
3
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
2
3：
12
） 
／
 Ｍ
Ｔ
１
名
，Ｓ
Ｔ
11
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

Ａ
グ
ル
ー
プ
：
自
閉
症
１
，知
的
障
害
４（
理
解
力
が
比
較
的
高
く
，創
意
工
夫
を
ね
ら
え
る
）　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
：
自
閉
症
４
，

知
的
障
害
１（
自
閉
度
高
め
，正
確
な
自
己
評
価
を
ね
ら
う
）　
Ｃ
グ
ル
ー
プ
：
知
的
障
害
２
，自
閉
症
１
，
ダ
ウ
ン
症
２（
知
的

に
低
め
，即
時
評
価
と
わ
か
り
や
す
い
提
示
で
理
解
を
促
す
）　
重
複
グ
ル
ー
プ
：
自
閉
症
５
，知
的
障
害
２
，
ダ
ウ
ン
症
１

（
知
的
に
低
い
，集
中
時
間
が
少
な
い
，即
時
評
価
と
繰
り
返
し
の
活
動
有
効
）

総
時
数
 （
10
コ
マ
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
１
０
０
分
　

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
仕
事
へ
の
理
解
，
お
金
や
社
会
へ
の
理
解
や
興
味
も
実
態
は
様
々
で
あ
り
，動
作
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
差
が
あ
る
。
つ
き
た
い
職
業
や
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒
も
い
れ
ば
，職

業
に
対
し
て
知
識
が
乏
し
い
生
徒
も
い
る
が
，実
際
に
自
分
が
ど
う
い
う
力
を
身
に
つ
け
た
ら
そ
の
夢
に
近
づ
く
の
か
具
体
的
な
展
望
は
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
，

本
授
業
で
は
大
人
に
な
る
こ
と
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
・
仕
事
へ
の
あ
こ
が
れ
を
持
つ
・
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
単
元
と
し
た
い
。
ま
た
，
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
②
と
⑥
を
中
心
に
ス
キ

ル
Ｕ
Ｐ
を
ね
ら
う
。
即
時
評
価
に
よ
り
，働
い
た
ら（
が
ん
ば
っ
た
ら
)良
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
ト
ー
ク
ン
シ
ス
テ
ム
の
理
解
を
促
し
た
い
。
そ
し
て
将
来
の
自
立
に
向
け
，自
己
選
択
・

自
己
決
定
す
る
機
会
を
設
け
る
。
学
び
の
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
，
２
日
間
ず
つ
３
種
の
仕
事
を
経
験
し
，最
終
的
に
自
分
が
し
た
い
仕
事
を
選
択
す
る
。
ど
の

生
徒
も
，将
来
に
向
け
，自
立
に
向
け
て
，中
学
部
１
年
段
階
で
目
指
す
こ
と
を
し
ぼ
り
，学
習
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
設
定
し
た
。

●
授
業
の
流
れ

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

支
援
の
方
法
・
手
続
き
・
教
材
教
具
等

●
  （
小
見
出
し
）ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
を
す
る

□
 １
 ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
注
目
す
る
。

①
⑦

□
 １
 ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
。
教
師
の
立
ち
位
置
。

□
 ２
 教
師
の
指
示
に
合
わ
せ
て
，自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
操
作
す
る
。

④
②

□
 ２
 生
徒
に
見
や
す
い
よ
う
前
面
に
拡
大
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
準
備
。

□
 ３
 頑
張
る
と
こ
ろ
や
楽
し
み
な
と
こ
ろ
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
見
つ
け
て
印
を
付
け
，活
動
す
る
。

①
④

□
 ３
 実
態
に
あ
っ
た
教
材
を
準
備（
シ
ー
ル
，色
，キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
）。

●
 （
小
見
出
し
）職
業
を
知
り
，自
分
が
な
り
た
い
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
(6
/1
1)
Ａ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

□
 ４
 身
近
な
人
の
仕
事
を
す
る
姿
に
注
目
す
る
。

①
⑦

□
 ４
 保
護
者
や
身
近
な
人
を
紹
介
。
見
た
く
な
る
よ
う
な
教
材
を
準
備
。

□
 ５
 紹
介
さ
れ
た
数
種
の
仕
事
の
中
か
ら
，自
分
が
な
り
た
い
仕
事
を
選
ぶ
。

②
②

□
 ５
 仕
事
に
対
し
て
の
理
解
度
や
関
心
を
事
前
に
リ
サ
ー
チ
す
る
。

□
 ６
 紹
介
さ
れ
た
職
業
か
ら
，な
り
た
い
仕
事
を
選
ぶ
。

③
⑤

□
 ６
 個
々
の
表
現
の
仕
方
や
ね
ら
い
を
明
確
に
し
て
お
く
。

●
 （
小
見
出
し
）店
の
ロ
ゴ
カ
ー
ド
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
(6
/1
1)
重
複
グ
ル
ー
プ

□
 ７
 好
き
な
ロ
ゴ
を
見
つ
け
た
り
貼
り
付
け
た
り
し
て
，活
動
に
参
加
す
る
。

①
⑦

□
 ７
 選
択
し
や
す
く
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
教
材
を
準
備
。

□
 ８
 ２
択
の
中
か
ら
ロ
ゴ
を
選
ら
び
，シ
ー
ト
に
貼
る
。

④
⑦

□
 ８
 選
択
用
の
ロ
ゴ
と
選
択
し
た
ロ
ゴ
が
お
け
る
シ
ー
ト
の
準
備
。

□
 ９
 提
示
さ
れ
た
お
店
の
ロ
ゴ
を
選
択
し
，正
し
い
場
所
に
貼
る
。

①
③

□
 ９
 過
支
援
に
な
ら
な
い
声
か
け
や
提
示
の
仕
方
を
Ｓ
Ｔ
で
共
通
理
解
。

●
 （
小
見
出
し
）３
つ
の
作
業
種
ご
と
に
，活
動
場
所
に
移
動
す
る

□
 1
0 
Ｍ
Ｔ
の
指
示
に
よ
り
，移
動
を
始
め
る
。

④
②

□
 1
0 
Ｍ
Ｔ
の
指
示
を
聞
い
て
か
ら
動
く
と
い
う
ル
ー
ル
を
一
定
に
す
る
。

評
価
の
観
点

　
①
関
心・
意
欲・
主
体
性

　
②
知
識

　
③
社
会
性

　
④
技
能
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自閉症教育実践マスターブック
□
 1
1 
グ
ル
ー
プ
の
友
達
と
一
緒
に
，移
動
す
る
。

③
⑥

□
 1
1 
モ
デ
ル
と
な
る
友
達
を
意
識
で
き
る
よ
う
移
動
順
を
決
め
る
。

□
 1
2 
活
動
場
所
を
理
解
し
て
，自
分
で
移
動
す
る
。

①
③

□
 1
2 
移
動
の
始
点
・
終
点
に
Ｓ
Ｔ
が
立
つ
。
終
点
に
顔
写
真
を
提
示
。

●
 （
小
見
出
し
）今
日
の
目
標
を
立
て
る
(6
/1
2
～
）Ａ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

□
 1
3 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
特
に
頑
張
り
た
い
活
動
を
選
ぶ
。

①
③

□
 1
3 
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ヒ
ー
レ
ン
ス
が
意
識
で
き
る
よ
う
色
分
け
を
。

□
 1
4 
昨
日
の
で
き
や
自
分
の
で
き
そ
う
な
個
数
を
ふ
ま
え
，今
日
の
目
標
個
数
を
決
め
る
。

②
⑦

□
 1
4 
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
確
か
め
や
す
い
表
を
準
備
。

□
 1
5 
今
日
の
活
動
の
中
か
ら
「
ど
ん
な
ふ
う
に
」「
ど
れ
く
ら
い
」
の
目
標
を
立
て
る
。

①
③

□
 1
5 
抽
象
的
な
言
葉
を
避
け
，評
価
し
や
す
い
目
標
に
。

●
  （
小
見
出
し
）作
業
を
す
る（
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
）

□
 1
6 
教
師
の
指
示
に
よ
り
作
業
を
行
う
。

①
②

□
 1
6 
Ｍ
Ｔ
と
Ｓ
Ｔ
が
役
割
を
意
識
。
Ｍ
Ｔ
へ
の
注
目
を
促
す
。

□
 1
7 
友
達
の
様
子
を
参
考
に
し
て
作
業
を
行
う
。

③
⑥

□
 1
7 
模
倣
す
る
時
間
や
場
所
を
意
図
的
に
作
る
。

□
 1
8 
自
分
で
考
え
た
り
判
断
し
た
り
し
て
作
業
を
行
う
。

②
③

□
 1
8 
曖
昧
な
判
断
で
は
な
く
，数
字
や
状
態
を
判
断
基
準
に
す
る
。

●
 （
小
見
出
し
）授
業
の
振
り
返
り
，自
己
評
価
(6
/1
2
～
）Ａ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
　

□
 1
9 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
特
に
頑
張
っ
た
活
動
を
選
ぶ
。

①
⑤

□
 1
9 
授
業
始
め
に
使
用
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
い
，確
か
め
る
。

□
 2
0 
目
標
数
と
実
際
で
き
た
個
数
を
比
べ
る
。

②
⑦

□
 2
0 
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
教
材
の
準
備
。

□
 2
1 
能
率
が
上
が
り
そ
う
な
工
夫
を
考
え
る
。

②
③

□
 2
1 
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と
い
う
背
景
が
あ
る
こ
と
を
知
識
と
し
て
教
え
る
。

●
 （
小
見
出
し
）ト
ー
ク
ン
シ
ス
テ
ム
の
理
解

□
 2
2 
好
き
な
物
を
選
ぶ
。

①
④

□
 2
2 
希
望
人
数
や
程
度
で
好
子
に
段
階
を
つ
け
る
。

□
 2
3 
シ
ー
ル
と
好
き
な
物
を
交
換
す
る
。

②
④

□
 2
3 
シ
ー
ル
数
と
交
換
で
き
る
好
子
を
変
え
る
。

□
 2
4 
次
回
を
楽
し
み
に
，今
日
は
我
慢
し
て
シ
ー
ル
を
次
回
に
た
め
る
。

③
④

□
 2
4 
シ
ー
ル
を
た
め
た
ほ
う
が
段
階
の
高
い
好
子
と
変
更
で
き
る
。

●
 （
小
見
出
し
）仕
事
場
を
見
学
し
た
り
体
験
し
た
り
す
る
(6
/2
0）

□
 2
5 
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
行
動
で
き
る
。

③
①

□
 2
5 
生
徒
の
実
態
を
考
慮
し
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
を
決
め
る
。

□
 2
6 
話
を
す
る
店
の
人
を
見
た
り
，話
を
聞
い
た
り
す
る
。

③
②

□
 2
6 
見
学
，質
問
時
の
ル
ー
ル
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

□
 2
7 
自
分
の
思
い
を
発
表
し
た
り
，疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
り
す
る
。

②
⑤

□
 2
7 
見
た
り
思
っ
た
り
し
た
こ
と
は
す
ぐ
に
表
記
で
き
る
用
紙
の
準
備
。

●
  （
小
見
出
し
）自
分
で
し
た
い
仕
事
を
選
ん
で
，仕
事
を
す
る
(6
/2
１
）

□
 2
8 
３
つ
の
仕
事
か
ら
１
つ
を
選
ん
で
仕
事
を
す
る
。

④
⑦

□
 2
8 
選
び
や
す
い
よ
う
３
つ
の
仕
事
の
特
徴
を
は
っ
き
り
提
示
。

□
 2
9 
自
分
が
し
た
い
仕
事
を
理
由
を
添
え
て
発
表
す
る
。

②
⑤

□
 2
9 
生
徒
な
り
の
理
由
が
引
き
出
せ
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
紹
介
。

□
 3
0 
自
分
で
選
ん
だ
仕
事
を
最
後
ま
で
す
る
こ
と
で
，満
足
感
を
感
じ
る
。

①
④

□
 3
0 
仕
事
は
楽
し
い
と
い
う
思
い
が
膨
ら
ん
だ
か
教
師
全
員
で
判
断
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る
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第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
鳥
取
県
立
米
子
養
護
学
校

作
成
者
　
米
谷
め
ぐ
み

学
年
・
教
室
　
　
１
　
－
　
１

領
域
・
教
科
名
：
作
業
学
習

平
成
　
19
　
年
度
　
１
　
期

授
業
メ
モ
リ
ー

授
業
名
 （
単
元
名
）：
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
・
・
？
！

授
業
形
態
：
集
団
学
習

児
童
生
徒
：
総
数
　
　
2
3
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
2
3：
12
） 
／
 Ｍ
Ｔ
１
名
，Ｓ
Ｔ
11
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

Ａ
グ
ル
ー
プ
：
自
閉
症
１
，知
的
障
害
４
　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
：
自
閉
症
４
，知
的
障
害
１
　
Ｃ
グ
ル
ー
プ
：
知
的
障
害
２
，自
閉
症

１
，ダ
ウ
ン
症
２
　
重
複
グ
ル
ー
プ
：
自
閉
症
５
，知
的
障
害
２
，ダ
ウ
ン
症
１

総
時
数
 （
　
　
　
10
　
コ
マ
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
１
０
０
分
　

１
／
１
０
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
身
近
な
働
く
人
や
働
く
っ
て
こ
と
を
知
ろ
う
！
 （
働
く
こ
と
へ
の
あ
こ
が
れ
を
持
つ
）

１
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係

　
授
業
導
入
　
生
徒
が
身
近
に
感
じ
る
職
業
や
，
あ
こ
が
れ
そ
う
な
職
業
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
し
，意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
す
る
。
集
中
し
て
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
，
ロ
ゴ
マ
ッ
チ
ン

グ
や
ク
イ
ズ
を
入
れ
る
。

◎
身
近
な
職
業
・
興
味
を
持
つ
職
業（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
，ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
，デ
パ
ー
ト
，お
も
ち
ゃ
屋
，本
屋
　
等
）

◎
 紹
介
し
た
い
職
業（
保
護
者
か
ら
は
，働
い
て
い
る
風
景
・
友
達
が
で
き
て
楽
し
い
職
場
・
仕
事
の
楽
し
み
や
や
り
が
い
・
給
料
を
も
ら
っ
て
好
き
な
物
を
買
う
等
の
話
を
し
て
も
ら
い
，意
欲
付
け
に
す
る
。
ま
た
，

学
校
清
掃
委
託
業
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
仕
事
風
景
を
ビ
デ
オ
に
て
紹
介
す
る
。）

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

　
前
に
立
つ
教
師
の
話
や
提
示
す
る
資
料
に
注
目
し
，興
味
を
持
っ
て
話
を
聞
く
。
ま
た
，
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
習
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
，
こ
れ
か
ら
の
授
業
を
楽
し
み
に
す
る（
①
関
心
・
意
欲
・
態
度
）。

今
後
の
日
程
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
知
る
。
明
日
・
こ
の
後
，自
分
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
わ
か
る（
②
知
識
）。
自
分
の
思
い
を
言
葉
や
選
択
に
よ
り
表
現
す
る（
③
社
会
性
）。
お
茶
タ
イ
ム
で
，自
分
に
決
め

た
れ
た
役
割
活
動
を
行
う（
④
技
能
）。

１
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
），
Ｂ
 （
再
び
同
じ
授
業
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）＞

　
Ｂ（
Ｓ
Ｔ
の
支
援
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
検
討
）

　
支
援
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
集
中
時
間
も
差
が
あ
り
，興
味
の
幅
や
内
容
が
違
う
こ
と
も
考
慮
し
た
授
業
作
り
が
必
要
。
Ｍ
Ｔ
は
注
目
で
き
る
教
材
に
つ
い
て
さ
ら
に
準
備
。
Ｓ
Ｔ
は
，生
徒
が
Ｍ
Ｔ
へ
集
中
す
る
た
め
の

支
援
を
徹
底
。
集
中
時
間
に
つ
い
て
は
，差
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
，教
材
の
提
示
を
す
る
。
→
次
回
よ
り
授
業
の
最
初
の
１
０
分
の
み
で
意
欲
付
け
と
し
て
行
う
。

２
／
１
０
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
を
模
倣
し
て
，紙
す
き
を
し
よ
う
①

２
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係

　
３
つ
の
仕
事
を
経
験
す
る
最
初
の
授
業
と
い
う
こ
と
か
ら
，丁
寧
な
指
導
を
心
が
け
る
。
最
初
に
仕
事
内
容
に
つ
い
て
，困
っ
た
時
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
，何
を
ど
う
す
れ
ば
終
わ
り
に
な
る
の
か
等
の
情
報
を
伝

え
て
く
れ
る
の
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
Ｍ
Ｔ「
社
長
」
で
あ
る
と
い
う
ル
ー
ル
の
理
解
を
促
す
。

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

　
教
師
を
模
倣
し
た
り
動
き
に
注
目
し
た
り
し
て
作
業
の
内
容
を
知
る
。
そ
し
て
，作
業
の
流
れ
や
困
っ
た
時
の
対
処
を
ル
ー
ル
や
パ
タ
ー
ン
で
知
り
，実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
，即
時
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
，

自
分
が
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
い
う
成
功
経
験
を
高
め
，次
回
も
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る
。（
①
関
心
・
意
欲
・
態
度
）。
紙
す
き
の
工
程
を
手
順
書
や
案
内
番
号
，教
師
の
指
示
に
よ
り
知
り
，作
業
を
行

う
。（
②
知
識
）。
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
，上
手
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
り
す
る
と
き
に
，友
達
や
教
師
の
真
似
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
づ
く（
③
社
会
性
）。
牛
乳
パ
ッ
ク
の
加
工

か
ら
紙
を
す
く
工
程
の
中
で
，自
分
の
得
意
な
部
分
を
見
つ
け
，自
分
な
り
の
方
法
を
見
つ
け
作
業
を
行
う（
④
技
能
）。

２
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
），
Ｂ
 （
再
び
同
じ
授
業
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）＞

　
Ａ
　
導
入
部
分
で
は
，昨
日
に
比
べ
て
集
中
し
て
画
面
を
見
た
り
話
を
し
た
り
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｔ
の
支
援
タ
イ
ミ
ン
グ
も
適
切
で
あ
る
と
生
徒
の
動
き
や
集
中
に
変
化
が
あ
る
こ
と
を
Ｓ
Ｔ
同
士
も
実
感
し
あ
え
た
。

　
Ｂ
　
紙
す
き
の
全
工
程
を
ま
ず
全
員
が
体
験
。
し
か
し
，移
動
を
す
る
こ
と
で
集
中
が
途
切
れ
る
の
で
，明
日
は
ひ
と
つ
の
場
所
で
ひ
と
つ
の
活
動
が
じ
っ
く
り
模
倣
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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自閉症教育実践マスターブック

３
／
１
０
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
を
模
倣
し
て
，紙
す
き
を
し
よ
う
②

３
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係

　
紙
す
き
の
仕
事
２
日
目
　「
紙
を
す
く
・
自
分
が
ま
か
さ
れ
た
仕
事
を
行
う
」
こ
と
を
よ
り
細
か
く
理
解
し
て
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
，

　
◎
模
倣
し
て
習
得
で
き
る

　
◎
困
っ
た
と
き
に
聞
く

こ
と
が
よ
り
意
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

　
教
師
を
模
倣
し
た
り
動
き
に
注
目
し
た
り
し
て
作
業
の
内
容
を
知
る
。
そ
し
て
，作
業
の
流
れ
や
困
っ
た
と
き
の
対
処
を
ル
ー
ル
や
パ
タ
ー
ン
で
知
り
，実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
，即
時
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
，自
分
が
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
い
う
成
功
経
験
を
高
め
，次
回
も
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る（
①
関
心
・
意
欲
・
態
度
）。
紙
す
き
の
工
程
を
手
順
書
や
案
内
番
号
，教
師
の
指
示
に
よ
り
知
り
，作
業

を
行
う（
②
知
識
）。
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
，上
手
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
り
す
る
と
き
に
，友
達
や
教
師
の
真
似
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
づ
く（
③
社
会
性
）。
牛
乳
パ
ッ
ク
の

加
工
か
ら
紙
を
す
く
工
程
の
中
で
，自
分
の
得
意
な
部
分
を
見
つ
け
，自
分
な
り
の
方
法
を
見
つ
け
作
業
を
行
う（
④
技
能
）。

３
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
），
Ｂ
 （
再
び
同
じ
授
業
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）＞

　
Ａ
　
得
意
な
仕
事
や
苦
手
に
感
じ
る
仕
事
を
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
仕
事
の
違
い
を
意
識
し
，友
達
の
模
倣
を
し
よ
う
と
し
た
り「
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
場
面
も
見
ら
れ
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
い
か
し
，即

時
評
価
す
る
こ
と
で
よ
り
意
識
が
高
ま
る
よ
う
に
す
る
。
次
回
，清
掃
の
仕
事
に
移
行
す
る
こ
と
も
考
え
，模
倣
の
し
や
す
い
立
ち
位
置
や
説
明
の
仕
方
，補
助
具
等
に
つ
い
て
も
引
き
継
ぐ
。

４
／
１
０
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
を
模
倣
し
て
，清
掃
を
し
よ
う
①

４
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係

　「
新
し
い
仕
事
」
を
体
験
。
前
回
の
紙
す
き
で
の
「
学
び
や
す
さ
」
を
元
に
，知
識
や
技
術
を
高
め
る
。
上
手
く
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
た
り
，
ル
ー
ル
や
強
化
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
意
識
し
た
り

す
る
。

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

　
教
師
を
模
倣
し
た
り
動
き
に
注
目
し
た
り
し
て
作
業
の
内
容
を
知
る
。
そ
し
て
，作
業
の
流
れ
や
困
っ
た
と
き
の
対
処
を
ル
ー
ル
や
パ
タ
ー
ン
で
知
り
，実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
，即
時
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
，自
分
が
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
い
う
成
功
経
験
を
高
め
，次
回
も
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る（
①
関
心
・
意
欲
・
態
度
）。
掃
除
を
す
る
と
き
の
注
意
点
や
や
り
方
を
，教
師
の
や
り
方
に
注
目
し
て
気

づ
い
た
り
模
倣
し
た
り
し
て
知
り
，作
業
を
行
う（
②
知
識
）。
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
，上
手
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
り
す
る
と
き
に
，友
達
や
教
師
の
真
似
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

気
づ
く（
③
社
会
性
）。
モ
ッ
プ
等
の
掃
除
道
具
の
使
い
方
を
知
り
，正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（
④
技
能
）。

４
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
），
Ｂ
 （
再
び
同
じ
授
業
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）＞

　
Ｂ
　
Ｍ
Ｔ
の
師
範
を
見
る
時
の
姿
勢
→
い
す
に
座
る（
⑦
注
視
し
に
く
い
た
め
と
，次
の
自
分
の
順
番
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
）に
変
更
。
ま
た
，
ず
っ
と
集
中
し
て
自
分
よ
り
前
の
友
達
を
見
て
模
倣
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
，直
前
の
友
達
を
模
倣
し
た
ほ
う
が
よ
り
意
識
が
高
ま
る
よ
う
な
の
で
，直
前
の
友
達
を
見
る
よ
う
に
支
援
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
す
る
。
見
せ
方
の
仕
方
を
変
え
る
→
ポ
イ
ン
ト
で
立
ち
止
ま
る
，正
し
く
姿

勢
を
模
倣
で
き
て
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
。
評
価
は
即
時
評
価
を
多
く
す
る
。
活
動
が
終
わ
っ
た
直
後
に
行
い
，表
情
や
そ
の
後
の
様
子
に
つ
い
て
を
観
察
す
る
。
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
，「
き
れ
い
に
で
き
た
か
」

で
は
，判
断
が
難
し
か
っ
た
の
で
，わ
か
り
や
す
い
数
で
自
分
で
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
鳥
取
県
立
米
子
養
護
学
校

作
成
者
　
米
谷
め
ぐ
み

学
年
・
教
室
　
　
被
服
室
・
2
F廊
下
領
域
・
教
科
名
：
作
業
学
習

平
成
　
19
　
年
度
　
１
　
期

授
業
シ
ー
ト

授
業
名
 （
単
元
名
）：
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
・
・
？
！

シ
ー
ト
番
号
　
２

 
第
　（
４
／
１
０
回
）　
2
0
0
7
年
６
月
18
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
仕
事
へ
の
理
解
，
お
金
や
社
会
へ
の
理
解
や
興
味
も
実
態
は
様
々
で
あ
り
，動
作
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
差
が
あ
る
。
つ
き
た
い
職
業
や
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒
も
い
れ
ば
，職
業
に
対
し
て
知
識
が
乏
し
い
生

徒
も
い
る
が
，実
際
に
自
分
が
ど
う
い
う
力
を
身
に
つ
け
た
ら
そ
の
夢
に
近
づ
く
の
か
具
体
的
な
展
望
は
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
，本
授
業
で
は
大
人
に
な
る
こ
と
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
・

仕
事
へ
の
あ
こ
が
れ
を
持
つ
・
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
単
元
と
し
た
い
。
ま
た
，
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
②
と
⑥
を
中
心
に
ス
キ
ル
Ｕ
Ｐ
を
ね
ら
う
。
即
時
評
価
に
よ
り
，働
い
た
ら（
が
ん
ば
っ
た
ら
)良
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
ト
ー
ク
ン
シ
ス
テ
ム
の
理
解
を
促
し
た
い
。
そ
し
て
将
来
の
自
立
に
向
け
，自
己
選
択
・
自
己
決
定
す
る
機
会
を
設
け
る
。
学
び
の
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
，２
日
間
ず
つ
３
種
の
仕
事
を
経
験

し
，最
終
的
に
自
分
が
し
た
い
仕
事
を
選
択
す
る
。
ど
の
生
徒
も
，将
来
に
向
け
，自
立
に
向
け
て
，中
学
部
１
年
段
階
で
目
指
す
こ
と
を
し
ぼ
り
，学
習
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
設
定
し
た
。

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 

　
教
師
を
模
倣
し
た
り
動
き
に
注
目
し
た
り
し
て
作
業
の
内
容
を
知
る
。
そ
し
て
，作
業
の
流
れ
や
困
っ
た
と
き
の
対
処
を
ル
ー
ル
や
パ
タ
ー
ン
で
知
り
，実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

即
時
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
成
功
経
験
を
高
め
，次
回
も
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る（
①
関
心
・
意
欲
・
態
度
）。
掃
除
を
す
る
と
き
の
注
意
点
や
や
り
方
を
，教
師
の
や
り
方
に

注
目
し
て
気
づ
い
た
り
模
倣
し
た
り
し
て
知
り
，作
業
を
行
う（
②
知
識
）。
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
，上
手
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
り
す
る
時
に
，友

達
や
教
師
の
真
似
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
づ
く（
③
社
会
性
）。
モ
ッ
プ
等
の
掃
除
道
具
の
使
い
方
を
知
り
，正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（
④
技
能
）。

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
を
模
倣
し
て
，清
掃
を
し
よ
う

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

評
価
と
改
善
点

●
 （
小
見
出
し
）教
師
の
話
を
聞
き
，作
業
の
順
番
を
知
る

□
 １
 教
師
の
師
範
に
注
目
で
き
た
か
。

②
⑦

□
 １
 

□
 ２
 教
師
の
呼
び
か
け
に
答
え
，移
動
や
向
き
の
変
更
が
で
き
た
か
。

①
②

□
 ２
 

□
 ３
 自
分
の
前
の
順
番
の
人
に
注
目
し
，作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
⑦

□
 ３
 順
番
の
理
解
と
注
視
し
や
す
い
よ
う
イ
ス
を
使
っ
て
待
機
。

●
 （
小
見
出
し
）モ
ッ
プ
の
扱
い
に
慣
れ
る

□
 ４
 教
師
を
模
倣
し
て
，正
し
く
モ
ッ
プ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
。

④
⑥

□
 ４
 

□
 ５
 教
師
の
示
す
注
意
点
を
理
解
し
，準
備
し
た
り
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
②

□
 ５
 

□
 ６
 褒
め
ら
れ
る
こ
と
に
動
機
づ
け
ら
れ
，モ
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

①
④

□
 ６
 即
時
評
価
が
有
効
。

●
 （
小
見
出
し
）よ
ご
れ
，ゴ
ミ
，落
と
し
物
に
注
意
し
て
清
掃
す
る

□
 ７
 よ
ご
れ
や
落
と
し
物
に
気
が
つ
き
，対
応
を
変
え
ら
れ
た
か
。

④
⑦

□
 ７
 

□
 ８
 教
師
の
師
範
や
友
達
の
様
子
を
見
て
，清
掃
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

③
⑥

□
 ８
 

□
 ９
 チ
ェ
ッ
ク
表
で
チ
ェ
ッ
ク
し
，自
己
評
価
で
き
た
か
。

②
③

□
 ９
 評
価
基
準
を
「
言
葉
」
か
ら
確
認
し
や
す
い
「
数
」
に
す
る
。

●
 （
小
見
出
し
）シ
ー
ル
数
を
考
慮
し
て
好
子
と
交
換
し
た
り
次
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
り
す
る

□
 1
0 
シ
ー
ル
を
好
き
な
物
と
交
換
で
き
た
か
。

①
②

□
 1
0 

□
 1
1 
シ
ー
ル
の
数
に
よ
り
，好
き
な
物
を
も
ら
え
る
こ
と
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
か
。

①
④

□
 1
1 

□
 1
2 
今
日
交
換
せ
ず
，た
め
る
こ
と
で
明
日
を
楽
し
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
④

□
 1
2 
○
○
さ
ん
O
K
。
そ
の
様
子
を
△
△
さ
ん
見
て
い
た
の
で
明
日
評
価
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

評
価
の
観
点

　
①
関
心・
意
欲・
主
体
性

　
②
知
識

　
③
社
会
性

　
④
技
能
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学
校
名
：
鳥
取
県
立
米
子
養
護
学
校

作
成
者
　
米
谷
め
ぐ
み

学
年
・
教
室
　
　
１
　
－
　
１

領
域
・
教
科
名
：
作
業
学
習

平
成
　
19
　
年
度
　
１
　
期

授
業
カ
ル
テ

授
業
名
 （
単
元
名
）：
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
・
・
？
！

シ
ー
ト
番
号
　
２

 
第
　（
４
／
１
０
回
）　
2
0
0
7
年
６
月
18
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 

　
教
師
を
模
倣
し
た
り
動
き
に
注
目
し
た
り
し
て
作
業
の
内
容
を
知
る
。
そ
し
て
，作
業
の
流
れ
や
困
っ
た
と
き
の
対
処
を
ル
ー
ル
や
パ
タ
ー
ン
で
知
り
，実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
即
時
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
成
功

経
験
を
高
め
，次
回
も
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る（
①
関
心
・
意
欲
・
態
度
）。
掃
除
を
す
る
と
き
の
注
意
点
や
や
り
方
を
，教
師
の
や
り
方
に
注
目
し
て
気
づ
い
た
り
模
倣
し
た
り
し
て
知
り
，作
業
を
行
う（
②

知
識
）。
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
，上
手
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
り
す
る
時
に
，友
達
や
教
師
の
真
似
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
づ
く（
③
社
会
性
）。
モ
ッ
プ
等
の
掃
除
道
具
の
使

い
方
を
知
り
，正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（
④
技
能
）。

●
 （
氏
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
，本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
目
標
）

　
◎
自
分
の
前
の
順
番
の
友
達
に
注
目
し
，作
業
内
容
を
知
る
。
自
分
の
順
番
が
き
た
ら
，す
ぐ
に
そ
の
作
業
が
開
始
で
き
る
。

　
◎
汚
れ
(絵
の
具
→
雑
巾
で
拭
く
　
ご
み
→
モ
ッ
プ
　
落
し
物
→
保
管
し
て
報
告
)に
応
じ
て
作
業
内
容
を
変
更
で
き
る
。

　
◎
自
分
の
活
動
評
価
に
よ
り
シ
ー
ル
を
も
ら
い
，自
分
の
好
き
な
も
の
と
交
換
・
ま
た
は
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
テ
ス
ト
項
目

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

ス
テ
ッ
プ
の
変
更

変
更
後
の
評
価

●
  （
小
見
出
し
）教
師
の
話
を
聞
き
，作
業
の
順
番
を
知
る

□
 １
 教
師
の
説
明
や
師
範
に
，一
定
時
間
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
⑦

□
 １
 

□
 ２
 教
師
の
呼
び
か
け
に
答
え
，移
動
し
た
り
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

①
②

□
 ２
 

□
 ３
 直
前
の
友
達
に
注
目
し
，移
動
や
作
業
開
始
が
で
き
た
か
。

③
⑦

□
 ３
 

●
 モ
ッ
プ
の
扱
い
に
な
れ
る

□
 ４
 教
師
を
模
倣
し
て
，正
し
く
モ
ッ
プ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
。

④
⑥

□
 ４
 

□
 ５
 教
師
の
示
す
注
意
点
を
理
解
し
，準
備
し
た
り
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
②

□
 ５
 

□
 ６
 賞
賛
さ
れ
る
こ
と
に
動
機
づ
け
ら
れ
，モ
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
た
か
。

①
④

□
 ６
 賞
賛
の
機
会
を
１
回
か
ら
３
回
以
上
に
増
や
す
。

●
 （
小
見
出
し
）よ
ご
れ
，ゴ
ミ
，落
と
し
物
に
注
意
し
て
清
掃
す
る

□
 ７
 絵
の
具
の
汚
れ
に
気
づ
き
，雑
巾
で
拭
く
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
⑦

□
 ７
 

□
 ８
 ご
み
に
気
づ
き
，モ
ッ
プ
を
使
っ
て
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

④
⑦

□
 ８
 

□
 ９
 落
し
物
に
気
づ
き
，保
管
し
て
か
ら
教
師
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
②

□
 ９
 指
示
書
で
確
認
を
し
て
か
ら
活
動
を
始
め
る
。

●
 （
小
見
出
し
）シ
ー
ル
数
に
応
じ
て
，欲
し
い
物
と
交
換
す
る

□
 1
0 
好
き
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
。

①
④

□
 1
0 

□
 1
1 
た
め
る
意
味
を
知
り「
今
日
我
慢
す
る
」
こ
と
が
で
き
た
か
。

②
③

□
 1
1 
理
解
を
促
す
た
め
観
点
を
③
に
変
更
。

□
 1
2 
シ
ー
ル
数
に
よ
り
，好
き
な
物
を
も
ら
え
る
こ
と
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
か
。

①
④

□
 1
2 

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る
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第五章　授業の評価・改善シート

授業の評価・改善シートの活用事例 長崎県立鶴南養護学校

１．本校での自閉症教育のキーポイントの必要性と利用するに至った経緯
　中学部では，自閉症のある生徒の在籍が30%を越え，職員のアンケートでは，自閉症のあ
る生徒の指導方法の充実が課題として挙がっていました。そこで，平成17年度より２年間，
「自閉症のある生徒の指導の充実」をキーワードにした実践研究を行いました。有効だった
指導場面やそうでなかった指導場面を書き出して整理し，“視覚情報を整理して提示しよう” 
“こだわりにはこだわりすぎない”などの職員間で共通理解した「自閉症教育のキャッチフ
レーズ」を基本として，アセスメントを生かした課題設定に取り組みました。また，プロジェ
クト研究や「自閉症教育推進指導者研修」等で「キーポイント」「授業の評価・改善シート」
に触れ，これによって，生徒のねらいの焦点化や手だての具体化が容易になり，目標や評価
基準を共通理解した上で指導ができると考え，中学部でも活用することにしました。

２．自閉症教育のキーポイント（授業の評価・改善シート導入）の経緯
　学部研究会で，「キーポイント」や「授業の評価・改善シート」について研修会をして，
基本的な考え方について理解を深めました。そして作業学習の授業改善に取り組み，「キー
ポイント」を用いて課題設定した学習指導案を作成しました。また，しいたけ班では，「授
業の評価・改善シート」を用い，事前の打ち合わせと事後のミーティングを継続的に行い，
ねらいを絞り込んで指導を改善する取組を行い，これを研究授業として他学部にも公開しま
した。
　さらに，作業学習以外にも授業対象を広げ，体育「バスケットボール」，生活単元学習「昼
ご飯を作ろう」「写真立てを飾ろう」等で，学習グループ全体の授業の流れ（シート），対象
生徒を絞った授業の流れ（カルテ）を継続的に作成し，実践を重ねています。

３．授業の評価・改善シートの作成と活用の実際
　これまでバスケットボールの単元は，学部全体の合同授業としてパスやドリブルの練習の
後，学級対抗の試合という流れで行われていました。しかし，生徒間で参加意欲や能力，ルー
ルの理解などが様々であり，自分でドリブルやシュートができる生徒もいれば，学習の構え
ができていないためパスを受け取れない，パスを受け取ってもボールをどうすればよいかわ
からない，敵にボールを取られたらあきらめる，試合の流れに関心を示さない等の生徒もい
ました。
　そこで，生徒の能力や特性を考慮して，グループを編成し，グループごとに，シュートや
パス，試合など，生徒集団に合わせて活動を絞り込んだ授業を行うことにしました。
　ここで取り上げている5・6班の生徒は，10名中９名が自閉症のある生徒で，バスケット
ボールの試合に参加するのは困難でした。「キーポイント」で生徒の実態を概観すると，こ
のグループでは「②指示の理解」，「⑥模倣」，「⑦注視物の選択」が課題であることがわかり
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ました。そこで，これらの力を育てることを意図して，試合形式ではなく，教師の手に注目
してパスをすることや，シュートが終わった友達から名前を呼ばれてパスを受け取り，箱に
シュートし，次の友達にパスをするという２チーム対抗の得点を競うゲームを行うようにし
ました。

４．授業の評価・改善シート導入の成果
【自閉症教育のキーポイント】
　「キーポイント」を通して生徒たちを概観することで，どのような力が身についていない
ために課題をクリアできないでいるのかという視点を持つことができました。教師が生徒を
見立てる力が高まり，それが手だてをより具体化することにつながりました。
　「キーポイント」は，自閉症以外の生徒にも活用でき，目標の絞り込みに効果的であるこ
とがわかりました。職員間で打ち合わせをする際にも，「今日は⑥をねらう」というように
共通の視点を持って授業に臨み，共通の視点で振り返り，改善することができています。
【授業の評価・改善シート】
　「授業の評価・改善シート」を用いることで，その時間にねらいたい内容を整理すること
ができました。カルテ２のように，チェストパスを「教師や友達からの呼びかけに反応し相
手の手に注目する」「モデルと同じようにボールを胸の位置から両手でパスする」「ボールの
行方に注目する」というように課題分析することにより，一連の活動の中のどこでつまづき
が見られ，どのような手だてを組めばよいかを考えることができました。さらに，授業後の
評価では，「○」がつかなかった項目をできるようにするために，達成に向けた手だてのよ
り一層の工夫や，活動の再検討などについて，共通の視点で深めることができました。

５．今後の課題
　自閉症生徒の学びの困難性，例えば「⑦注視物の選択」が課題になる背景には，モノトラッ
クやセントラルコヒーレンスがある，というような関係性を考慮しながら，「７つのキーポ
イント」「授業の評価・改善シート」「学びを促進するための11項目」を活用して，より学び
の多い授業を創造し，教育課程の改善につなげていきたいと考えています。
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第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
長
崎
県
立
鶴
南
養
護
学
校

作
成
者
　
西
川
　
崇

学
年
・
教
室
　
中
学
部
５
・
６
班

領
域
・
教
科
名
：
体
育

平
成
　
18
　
年
度
　
３
学
期

授
業
プ
ラ
ン

授
業
名
 （
単
元
名
）：
「
５
人
で
つ
な
ご
う
，パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！
」

授
業
形
態
：
体
育

児
童
生
徒
：
総
数
　
10
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
10
：
４
） 
／
 Ｍ
Ｔ
１
名
，Ｓ
Ｔ
３
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

M
R
を
伴
う
自
閉
症
９
名
，M
R１
名

総
時
数
 （
５
コ
マ
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
５
０
分
　

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
本
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
た
ち
は
１
０
名
中
９
名
が
自
閉
症
の
生
徒
で
，
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
に
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
な
生
徒
た
ち
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
を
操
作
す
る
面
に
お
い

て
は
，投
げ
る
，転
が
す
，受
け
取
る
な
ど
の
経
験
が
あ
り
，教
師
と
生
徒
の
１
対
１
の
場
面
で
は
相
手
を
意
識
し
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
，ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
入
れ
よ
う
と
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
，集
団
に
な
る
と
難
し
く
な
る
。「
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
で
生
徒
の
実
態
を
概
観
す
る
と
，
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
「
②
指
示
の
理
解
」「
⑥
模
倣
」「
⑦
注
視
物
の
選
択
」

が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
，
こ
れ
ら
の
力
を
育
て
る
こ
と
を
意
図
し
て
，試
合
形
式
で
は
な
く
，教
師
の
手
に
注
目
し
て
パ
ス
を
す
る
こ
と
や
，
シ
ュ
ー
ト
が
終
わ
っ
た

友
達
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
て
パ
ス
を
受
け
取
り
，箱
に
シ
ュ
ー
ト
し
，次
の
友
達
に
パ
ス
を
す
る
と
い
う
２
チ
ー
ム
対
抗
の
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
，結
果
と
し
て
，体
育
本
来
の
目
標
で
あ
る
「
運
動
ス
キ
ル
」
や
「
体
力
の
向
上
」
な
ど
も
併
せ
て
計
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
授
業
の
流
れ

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

支
援
の
方
法
・
手
続
き
・
教
材
教
具
等

●
 第
１
回
　
１
月
１
７
日（
水
）　
５
人
で
順
番
に
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
し
よ
う

□
 １
 教
師
か
ら
の
パ
ス
を
受
け
取
る
。

ア
⑦

□
 １
 注
視
や
指
示
理
解
，技
能
面
の
実
態
を
把
握
す
る
。

□
 ２
 教
師
に
パ
ス
を
す
る
。

ア
⑦

□
 ２
 必
要
に
応
じ
て
，後
方
か
ら
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
が
支
援
す
る
。

□
 ３
 段
ボ
ー
ル
箱
に
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
。

ア
⑦

□
 ３
 壁
に
段
ボ
ー
ル
箱
を
設
置
し
，視
覚
的
情
報
を
限
定
す
る
。

●
 第
２
回
　
１
月
２
２
日（
月
）　
教
師
や
友
達
に
注
目
し
て
，パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！

□
 ４
 教
師
や
友
達
の
方
を
向
い
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
受
け
取
る
。

イ
②

□
 ４
 呼
名
に
よ
り
生
徒
の
視
線
を
確
認
し
て
，パ
ス
を
す
る
。

□
 ５
 教
師
や
友
達
に
向
か
っ
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る
。

イ
⑥

□
 ５
 横
で
S
Tが
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
動
き
を
示
範
す
る
。

□
 ６
 箱
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
，入
っ
た
ボ
ー
ル
を
取
る
。

エ
⑦

□
 ６
 教
師
が
箱
を
指
差
し
，注
視
し
や
す
く
す
る
。

●
 第
３
回
　
１
月
２
９
日（
月
）　
順
番
に
シ
ュ
ー
ト
！
，そ
し
て
，パ
ス
！

□
 ７
 教
師
と
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
や
り
と
り
を
，５
回
ず
つ
す
る
。

エ
⑥

□
 ７
 対
面
し
て
い
る
教
師
が
腕
の
動
き
を
示
範
す
る
。

□
 ８
 ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
，ド
リ
ブ
ル
を
し
な
が
ら
近
付
く
。

イ
⑦

□
 ８
 箱
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
を
貼
り
，分
か
り
や
す
く
す
る
。

□
 ９
 ゴ
ー
ル
を
決
め
，次
の
友
達
を
見
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
す
る
。

エ
⑦

□
 ９
 次
の
友
達
だ
け
を
立
た
せ
，視
覚
情
報
を
限
定
す
る
。

●
 第
４
回
　
１
月
３
１
日（
水
）　
パ
ス
を
も
ら
っ
て
ド
リ
ブ
ル
！
シ
ュ
ー
ト
！
パ
ス
！

□
 1
0 
教
師
と
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
や
り
と
り
を
，５
回
ず
つ
す
る
。

エ
⑥

□
 1
0 
対
面
し
て
い
る
教
師
が
腕
の
動
き
を
示
範
す
る
。

□
 1
1 
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
，ド
リ
ブ
ル
を
し
な
が
ら
近
付
く
。

ア
③

□
 1
1 
指
示
は
控
え
て
，自
分
で
動
く
よ
う
に
見
守
る
。

□
 1
2 
ゴ
ー
ル
を
決
め
，次
の
友
達
を
見
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
す
る
。

エ
⑦

□
 1
2 
次
の
友
達
だ
け
を
立
た
せ
，視
覚
情
報
を
限
定
す
る
。

●
 第
５
回
　
２
月
５
日（
月
）　
パ
ス
を
も
ら
っ
て
ド
リ
ブ
ル
！
シ
ュ
ー
ト
！
パ
ス
！

□
 1
3 
教
師
と
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
や
り
と
り
を
，５
回
ず
つ
す
る
。

エ
⑥

□
 1
3 
対
面
し
て
い
る
教
師
が
腕
の
動
き
を
示
範
す
る
。

□
 1
4 
自
分
の
番
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
，シ
ュ
ー
ト
を
し
に
行
く
。

ア
③

□
 1
4 
フ
ー
プ
の
中
に
立
っ
て
順
番
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

□
 1
5 
ゴ
ー
ル
を
決
め
，次
の
友
達
を
見
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
す
る
。

エ
⑦

□
 1
5 
次
の
友
達
だ
け
を
立
た
せ
，視
覚
情
報
を
限
定
す
る
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

評
価
の
観
点

　
ア
関
心・
意
欲・
主
体
性

　
イ
知
識

　
ウ
社
会
性

　
エ
技
能
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自閉症教育実践マスターブック

学
校
名
：
長
崎
県
立
鶴
南
養
護
学
校

作
成
者
　
西
川
　
崇

学
年
・
教
室
　
中
学
部
５
・
６
班

領
域
・
教
科
名
：
体
育

平
成
　
18
　
年
度
　
３
学
期

授
業
メ
モ
リ
ー

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
心
掛
け
る
）

授
業
名
 （
単
元
名
）：
「
５
人
で
つ
な
ご
う
，パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！
」

授
業
形
態
：
体
育

児
童
生
徒
：
総
数
　
10
人
 ／
 児
童
生
徒
：
教
師
 （
10
：
４
） 
／
 Ｍ
Ｔ
１
名
，Ｓ
Ｔ
３
名

（
障
害
名
等
の
特
記
事
項
）

M
R
を
伴
う
自
閉
症
９
名
，M
R１
名

総
時
数
 （
５
コ
マ
）

１
コ
マ
あ
た
り
の
授
業
時
間

 
５
０
分
　

2
／
５
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
に
注
目
し
て
，パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！

2
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係
   
変
更
な
し

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

○
教
師
や
友
達
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
，そ
の
方
向
を
向
い
て
，パ
ス
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
師
や
友
達
の
方
を
向
い
て
，誰
に
投
げ
る
か
を
意
識
し
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
的
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
，ボ
ー
ル
が
入
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ
 （
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
）＞

　
生
徒
が
扇
形
に
並
び
，「
教
師
が
名
前
を
呼
ん
で
教
師
や
ボ
ー
ル
に
意
識
を
向
け
て
パ
ス
す
る
」，
「
生
徒
が
教
師
に
返
す
」，
と
い
う
流
れ
で
取
り
組
ん
だ
。
ボ
ー
ル
の
受
け
取
り
方
や
パ
ス
の
返
し
方（
チ
ェ
ス
ト
パ

ス
）が
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
り
，
そ
の
場
で
適
当
に
し
た
り
し
て
い
る
様
子
が
あ
っ
た
の
で
，「
②
指
示
の
理
解
」
や
，「
⑥
模
倣
」
を
ね
ら
い
，示
範
者
の
モ
デ
リ
ン
グ
や
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
に
よ
る
身
体
補
助
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
，言
葉
が
あ
る
生
徒
に
は
，「
②
指
示
の
理
解
」
や
「
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
表
現
」
を
ね
ら
い
，次
に
パ
ス
す
る
友
達
の
名
前
を
教
師
が
指
示
し
て
意
識
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
，名
前
を
呼
ん
で
，友
達
の

態
勢
や
意
識
を
自
分
に
向
け
る
こ
と
，な
ど
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。

3／
５
コ
マ

今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
に
注
目
し
て
，パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！

3
-１
　
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 と
の
関
係
   
変
更
な
し

本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
こ
の
コ
マ
の
目
的
を
明
確
に
，文
章
で
記
載
す
る
。）

○
教
師
の
手
に
注
目
し
，教
師
の
腕
の
動
き
を
模
倣
し
て
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
，ド
リ
ブ
ル
を
し
て
ゴ
ー
ル
に
近
付
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
ゴ
ー
ル
に
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
，ボ
ー
ル
を
次
の
友
達
に
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
-２
　
本
時
の
評
価
と
，次
の
授
業
へ
の
改
善
点
　
＜
評
価
の
基
準
；
Ａ（
授
業
の
ね
ら
い
に
向
け
た
改
善
が
で
き
た
）＞

　
１
週
間
あ
い
て
い
た
の
で
，
ま
た
教
師
と
の
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
や
り
と
り
か
ら
始
め
，「
⑥
模
倣
す
る
こ
と
」「
⑦
注
視
物
の
選
択
」
を
ね
ら
っ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
投
げ
る
，受
け
取
る
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
と
り
か

た
や
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
腕
の
伸
ば
し
方
の
模
倣
に
上
達
が
見
ら
れ
た
。

　
本
時
は
「
④
強
化
シ
ス
テ
ム
の
理
解
」「
⑦
注
視
物
の
選
択
」
を
主
と
し
て
，
ド
リ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
行
っ
た
。
交
錯
し
な
い
よ
う
に
一
人
ず
つ
順
番
に
行
っ
た
こ
と
，呼
名
と
段
ボ
ー
ル
の
指
さ
し
で
「
⑦

注
視
物
の
選
択
」
を
徹
底
し
た
こ
と
は
，
ね
ら
い
が
伝
わ
り
，効
果
的
だ
っ
た
。
順
番
に
並
ん
で
い
る
の
で
，次
の
友
達
へ
の
パ
ス
も
意
識
し
や
す
か
っ
た
。「
次
は
○
○
君
の
番
だ
よ
」
と
声
を
か
け
て
お
き
，「
②

指
示
の
理
解
」
を
お
さ
え
，
シ
ュ
ー
ト
し
た
生
徒
に
も
「
○
○
君
に
や
り
な
さ
い
」
と
伝
え
る
こ
と
で
，「
②
指
示
の
理
解
」「
③
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」「
⑦
注
視
物
の
選
択
」
を
ね
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
の
指
導
は
，引
き
続
き
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
，全
体
の
授
業
計
画
で
得
点
表
が
出
て
き
て
，
５
・
６
班
の
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
た
め
，試
合
で
は
な
く
，発
表
形
式
で
実
施
し
た
。
発
表
は
な
る
べ
く
練
習
と
同
じ
よ
う
な
形
式
で
行
い
，
５
分
間

で
，５
・
６
班
同
時
進
行
で
何
点
入
れ
る
か
と
い
う
，P
K
戦
の
よ
う
に
し
た
。
こ
の
５
分
と
い
う
時
間
が
長
す
ぎ
た
た
め
，後
半
は
や
や「
②
指
示
」
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
回
か
ら
は
３
分
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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第五章　授業の評価・改善シート
学
校
名
：
長
崎
県
立
鶴
南
養
護
学
校

作
成
者
　
西
川
　
崇

学
年
・
教
室
　
中
学
部
５
・
６
班

領
域
・
教
科
名
：
体
育

平
成
　
18
　
年
度
　
３
学
期

授
業
シ
ー
ト

授
業
名
 （
単
元
名
）：
「
５
人
で
つ
な
ご
う
！
パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！
」

シ
ー
ト
番
号
　
バ
ス
ケ
２

 
第
　（
２
／
５
回
）　
2
0
0
7
年
１
月
2
2
日

●
授
業
の
ね
ら
い
 ＜
シ
ラ
バ
ス
＞
 （
単
元
設
定
の
理
由
，本
単
元
の
ね
ら
い
等
）

　
本
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
た
ち
は
１
０
名
中
９
名
が
自
閉
症
の
生
徒
で
，
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
に
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
な
生
徒
た
ち
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
を
操
作
す
る
面
に
お

い
て
は
，投
げ
る
，転
が
す
，受
け
取
る
な
ど
の
経
験
が
あ
り
，教
師
と
生
徒
の
１
対
１
の
場
面
で
は
相
手
を
意
識
し
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
，
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
入
れ
よ
う
と
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
，集
団
に
な
る
と
難
し
く
な
る
。「
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
で
生
徒
の
実
態
を
概
観
す
る
と
，こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
「
②
指
示
の
理
解
」「
⑥
模
倣
」「
⑦
注
視
物

の
選
択
」
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
，
こ
れ
ら
の
力
を
育
て
る
こ
と
を
意
図
し
て
，試
合
形
式
で
は
な
く
，教
師
の
手
に
注
目
し
て
パ
ス
を
す
る
こ
と
や
，
シ
ュ
ー

ト
が
終
わ
っ
た
友
達
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
て
パ
ス
を
受
け
取
り
，箱
に
シ
ュ
ー
ト
し
，次
の
友
達
に
パ
ス
を
す
る
と
い
う
２
チ
ー
ム
対
抗
の
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
，結
果
と
し
て
，体
育
本
来
の
目
標
で
あ
る
「
運
動
ス
キ
ル
」
や
「
体
力
の
向
上
」
な
ど
も
併
せ
て
計
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 

○
教
師
や
友
達
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
，そ
の
方
向
を
向
い
て
，パ
ス
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
師
や
友
達
の
方
を
向
い
て
，誰
に
投
げ
る
か
を
意
識
し
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
的
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
，ボ
ー
ル
が
入
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
今
日
の
授
業
名
 （
テ
ー
マ
）：
教
師
や
友
達
に
注
目
し
て
，パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

評
価
と
改
善
点

●
 （
小
見
出
し
）教
師
や
友
達
の
方
を
向
い
て
，パ
ス
を
受
け
取
る
。

②
③
⑦

□
 １
 教
師
や
友
達
か
ら
の
呼
び
か
け
に
反
応
し
て
，注
目
す
る
。

イ
②

□
 １
 

□
 ２
 パ
ス
す
る
相
手
の
動
き
と
ボ
ー
ル
に
注
目
す
る
。

ア
⑦

■
 ２
 ど
こ
を
注
目
す
る
の
か
不
明
確
。
腕
の
動
き
と
ボ
ー
ル
に
注
目
さ
せ
る
べ
き
。

□
 ３
 ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
，パ
ス
を
受
け
取
る
。

エ
③

□
 ３
 

●
 （
小
見
出
し
）教
師
や
友
達
に
向
か
っ
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る
。

⑤
⑥
⑦

□
 ４
 パ
ス
す
る
相
手
に
「
○
○
く
ん
」
と
呼
び
か
け
る
。

ウ
⑤

■
 ４
 呼
び
か
け
と
同
時
に
投
げ
る
こ
と
が
あ
り
両
方
ね
ら
う
の
は
困
難
。

□
 ５
 モ
デ
ル
と
同
じ
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
両
手
で
突
き
だ
し
て
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る
。

イ
⑥

□
 ５
 

□
 ６
 相
手
が
受
け
取
っ
た
か
ど
う
か
，ボ
ー
ル
の
行
方
に
注
目
す
る（
違
う
方
向
に
投
げ
た
ら
，や
り
直
し
）。

ア
⑦

□
 ６
 

●
 （
小
見
出
し
）箱
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
，入
っ
た
ボ
ー
ル
を
取
る
。

②
⑦

□
 ７
 箱
に
注
目
し
て
，近
付
い
て
い
く（
ド
リ
ブ
ル
が
可
能
な
ら
ド
リ
ブ
ル
で
）。

エ
⑦

□
 ７
 

□
 ８
 箱
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
。

エ
⑦

□
 ８
 

□
 ９
 箱
に
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
取
る
。

エ
②

■
 ９
 箱
の
底
が
な
か
っ
た
の
で
「
ボ
ー
ル
を
拾
う
」
に
変
更
。

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

評
価
の
観
点

　
ア
関
心・
意
欲・
主
体
性

　
イ
知
識

　
ウ
社
会
性

　
エ
技
能

－100－



自閉症教育実践マスターブック

学
校
名
：
長
崎
県
立
鶴
南
養
護
学
校

作
成
者
　
酒
井
　
美
和

学
年
・
教
室
　
中
学
部
５
・
６
班

領
域
・
教
科
名
：
体
育

平
成
　
19
　
年
度
　
３
学
期

授
業
カ
ル
テ

授
業
名
 （
単
元
名
）：
「
５
人
で
つ
な
ご
う
！
パ
ス
！
シ
ュ
ー
ト
！
」

シ
ー
ト
番
号
　
バ
ス
ケ
２

 
第
　（
２
／
５
回
）　
2
0
0
7
年
１
月
2
2
日

●
本
時
の
ね
ら
い
 ＜
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
＞
 

○
教
師
や
友
達
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
，そ
の
方
向
を
向
い
て
，パ
ス
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
師
や
友
達
の
方
を
向
い
て
，誰
に
投
げ
る
か
を
意
識
し
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
的
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
，ボ
ー
ル
が
入
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
 （
氏
名
）　
M
さ
ん
，本
時
の
ね
ら
い
 （
目
標
）

○
教
師
や
友
達
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
，そ
の
方
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
パ
ス
す
る
相
手
や
相
手
の
手
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
シ
ュ
ー
ト
す
る
箱
に
注
目
し
，シ
ュ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
テ
ス
ト
項
目

観
点

キ
ー
ポ
イ
ント

ス
テ
ッ
プ
の
変
更

変
更
後
の
評
価

●
 （
小
見
出
し
）教
師
や
友
達
の
方
を
向
い
て
，パ
ス
を
受
け
取
る

②
③
⑦

□
 １
 教
師
や
友
達
か
ら
の
呼
び
か
け
に
反
応
し
て
，相
手
を
見
る
。

イ
②

□
 １
 

□
 ２
 パ
ス
す
る
相
手
の
動
き
と
ボ
ー
ル
に
注
目
す
る
。

ア
⑦

□
 ２
 

□
 ３
 ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
，パ
ス
を
受
け
取
る
。

エ
③

□
 ３
 

●
 （
小
見
出
し
）教
師
や
友
達
に
向
か
っ
て
，チ
ェ
ス
ト
パ
ス
を
す
る

②
⑥
⑦

□
 ４
 教
師
や
友
達
か
ら
の
呼
び
か
け
に
反
応
し
，相
手
の
手
に
注
目
す
る
。

イ
②

■
 ４
 友
達
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
難
。
教
師
に
限
定
。

○

□
 ５
 モ
デ
ル
と
同
じ
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
胸
の
位
置
か
ら
両
手
で
パ
ス
す
る
。

イ
⑥

■
 ５
 再
度
同
じ
活
動
を
ね
ら
う
。

○

□
 ６
 パ
ス
し
た
ボ
ー
ル
の
行
方
に
注
目
す
る
。

ア
⑦

□
 ６
 

●
  （
小
見
出
し
）箱
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
，入
っ
た
ボ
ー
ル
を
取
る

②

□
 ７
 箱
に
注
目
し
て
，近
付
い
て
い
く
。

イ
②

□
 ７
 教
師
の
ガ
イ
ド
が
必
要
。

○

□
 ８
 箱
を
ね
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
。

イ
②

□
 ８
 教
師
の
指
さ
し
と
声
か
け
が
必
要
。

○

□
 ９
 箱
か
ら
出
て
き
た
ボ
ー
ル
を
取
る
。

イ
②

□
 ９
 教
師
の
ガ
イ
ド
が
必
要
。

○

自
閉
症
教
育
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
：
①
学
習
態
勢
　
②
指
示
を
理
解
す
る
，応
じ
る
　
③
自
己
管
理
能
力（
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　
④
楽
し
い
結
果
を
期
待
し
て
活
動
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
自
ら
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
表
現
す
る
力
　
⑥
模
倣
で
き
る
，観
察
で
き
る
　
⑦
課
題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
刺
激
に
注
目
で
き
る

評
価
の
観
点

　
ア
関
心・
意
欲・
主
体
性

　
イ
知
識

　
ウ
社
会
性

　
エ
技
能

－101－



第五章　授業の評価・改善シート

授業の評価・改善シートの活用事例 岐阜県立大垣特別支援学校
１．本校での自閉症教育のキーポイントの必要性と利用に至った経緯
　本校では，自閉症を併せ有する児童生徒の在籍比率が過半数を超え，今までの教育内容や
指導方法では対応することが困難となり，新たな自閉症教育の取り組みを探ることになりま
した。平成18年度から，自閉症のある児童の在籍比率の高い，しかも低年齢である小学部２
年生に「自閉症学級」を２学級，今年度は２年生に１学級，３年生に２学級をモデル的に設
置しました。
　そこでは，先行研究で明らかになっている環境整備（構造化）や特性に応じた自立活動及び
各指導内容を教育実践に取り入れ検証を行っています。その礎となる自閉症の特性に応じた
指導の概念として，「自閉症教育のキーポイント」を用い，より充実した教育になるよう日々
授業実践，改善を行っています。

２．自閉症教育のキーポイント（授業の評価・改善シート）導入の経緯
　研究テーマ「自閉症の特性に応じた教育課程及び個々への支援を探る～主体的に学校生活
を送る姿をめざして」において，自閉症教育のキーポイントをねらいにおいて指導を行うこ
とにより，主体性が育ち，自閉症のある児童が主体的に生活できるだろうという仮説を立て
研究を行っています。
　自閉症教育のキーポイントを導入する以前は，心理・発達検査によるアセスメントと行動
観察などのアセスメントを行ってきました。特に，行動観察などのアセスメントでは観点が
曖昧ということで，アセスメント－個別指導計画の目標－各授業での取組がつながらない問
題がありました。
　自閉症教育のキーポイントの活用を，アセスメント－個別指導計画の目標－その目標に迫
る授業づくりというつながりの構築を図ること，そして自閉症の特性に応じた授業づくりを
目的として導入をしました。各授業で，自閉症教育のキーポイントを活用し，各学年・教科
の重点課題を検証しています。

３．授業の評価・改善シートの作成と活用の実際
　各教科及び教科・領域を合わせた指導において，それぞれの教科の目標と自閉症教育の
キーポイントで目標を設定し，授業を組み立てています。
　特に，自立活動では自閉症の特性に迫ることができるように毎時間授業シートを活用し，
PDCAサイクルを重視した実践を心がけています。自立活動の時間を本校では，「いきいき
タイム」と名付け，個別の課題学習，小集団（学級）活動を行っています。個別の課題学習で
は，一人一人の興味・関心をもとに課題を設定し，自閉症教育のキーポイントに照らし合わ
せ，どのようなねらいなのかを吟味しています。そして，そのねらいに迫るための支援，手
続きを明らかにした上で，実践を行っています。児童の取組の様子から次の授業の支援，課
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題設定の在り方を再検討し，授業改善を図っています。

４．授業の評価・改善シート導入の成果
　自閉症教育のキーポイントを活用したことにより，自閉症のある児童にどんな力をつけて
いくことが必要なのかが明らかになり，特性に応じた授業の組み立てがなされたことが大き
な成果としてあげられます。また，授業シート等を活用したことにより，授業に関わる教師
間でねらいを共有し，共通した支援ができるようになってきました。それに伴い，自閉症の
ある児童の誤学習が少なくなり，学習のねらいの定着を図ることができるようになってきま
した。

５．今後の課題
　自閉症教育のキーポイントの導入により，授業の組み立てが変われば，児童の様子に変化
をもたらすということ，そして主体性を育成できるということを実感しました。まだまだ発
展途上にある本校の自閉症教育の充実のためにも，自閉症教育のキーポイントを今後も活用
し，自閉症のある子ども一人一人の特性に応じた授業づくり，学校生活づくりをしていけれ
ばと考えています。また，今後の課題として，学年や発達段階，キーポイントの段階などを
踏まえた自閉症のある子どもの発達段階を発展的にまとめていきたいと考えています。
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第六章 

自閉症の特性に応じた教育課程と学校教育

　自閉症教育の指導目標・内容のエッセンスである「キーポイント」を柱
にして，その考え方と実践を紹介してきました。このキーポイントの教育
課程上の位置づけが明確になることによって，本当の意味で自閉症教育の
充実が図られると考えます。
　第六章では，自閉症の特性に応じた教育課程について，個人別の指導が
重要という視点で検討しました。個別の目標設定を行い､ 授業を改善して
いく際にも，キーポイントは有効です。また，個別の目標設定を踏まえ展
開していく領域・教科を合わせた指導としての「個人別の課題学習」が重
要になります。
　加えて，自閉症の特性に応じた特色ある教育課程を編成している学校の
取組をまとめました。自閉症の特性に応じた質の高い教育を実践している
先駆的な取組を知るとともに，その成果と課題を考察しました。これによっ
て各地，各校での実践のスタートラインが明らかになったと考えています。
　我々の提言をもとにして，各地で様々な検討が行われ，自閉症の特性を
踏まえた教育課程の構築に向けた取組が始まることを期待しています。
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第六章　自閉症の特性に応じた教育課程と学校教育

　自閉症教育の「キーポイント」は，自閉症教育の指導目標・内容のエッセンスであり，指
導内容・方法を検討する上では重要な概念と位置づけてきました。そして，自閉症教育にお
ける学習の基本構造を手がかりに，第一章の図１に示したように，①一般的な学習内容，②
学習を支える学び（キーポイント），③特性に応じた工夫（エチケット），④学校・教育環境，
の視点で指導内容・方法を検討することを提案しました。
　本書で取り上げた「自閉症教育のチェックリスト」は，④学校・教育環境の整備を含め，
すべての内容に該当します。学校が組織として，自閉症教育を共通理解し，教員独りでなく，
チームで取り組むことが重要です。また，本書で紹介した「学びを促進するための特性の理
解と活用」は，③特性に応じた工夫（エチケット）であり，その特性を考えれば，手だてを工
夫することが当然と考えられる項目です。
　ここでは，自閉症の特性に応じた教育課程と学校教育に関して，重要になる指導内容・方
法の「個別化」，そして改めて学習を支える学びである「キーポイント」，効果的な指導の形
態である「個人別の課題学習」を取り上げます。

１．教育課程を考える視点
（１）一人一人の特性に対応した個別化，そして集団化や社会化を
　知的障害を伴う自閉症の児童生徒の多くは，特別支援学校（知的障害）において，知的障害
のある児童生徒と一緒に教育を受けています。第一章でも述べたように，自閉症と知的障害
は全く異なる障害であり，知的障害のバリエーションとして対応すべきではないことを強調
してきました。この視点から指導内容・方法を検討し，集団場面で「自発性」や「創造性」
を重視した指導の方法は，自閉症のある児童生徒には適切でないという結論に至りました。
　なぜなら，「アンバランスな認知発達」と三つ組の症状や感覚・知覚の過敏性などが組み
合わされ，一人一人の状態像が異なり，それぞれの学習が成立するための手だてが多様にな
るからです。また，自閉症の特性として，「自発性」「創造性」を重視する授業の展開は苦手
な場合があり，学習活動は見通し及び課題が明確で，具体的であることが必要だからです。
  つまり，集団における学び合い等に重点をおいた授業ではなく，まずは個別の目標に取り
組む授業が基本と考えます。言い換えれば，自閉症のある児童生徒の個々のニーズは多様で
あり，そのニーズに応じた個別の取り組みが重要です。そして特に小学校段階の低学年の場
合には，可能であれば１対１の個別の課題学習の時間を設定することが望ましいと考えま
す。それが難しい場合であっても，グループ学習の中で，個々の実態に応じて目標を設定し
た授業を基本とすることが必要であると考えます。
　そして，さらにこのような個別化の取組を基礎として，そこで培った力を集団での活動に
生かすような授業計画が必要になります。

　　　　　　自閉症の特性に応じた教育課程と学校教育

－106－



自閉症教育実践マスターブック

（２）キーポイントとその機能
　自閉症教育の指導目標・内容のエッセンスがキーポイントであり，指導内容・方法を検討
する上では重要な概念です。このキーポイントの機能については，第四章で取り上げました。
ここでは，教育課程の視点からキーポイントについて取り上げます。

１ ．自閉症教育における学習の基本構造（第一章図１参照）の「学習するための学び」
の要素であり，自閉症の自立活動の目標・内容と重なる。
２．「個人別の課題学習」を計画する際，課題設定の重要な視点である。
　個別の課題学習，グループによる学習，集団での授業をつなぐ機能がある。
３ ．自閉症の児童生徒が身につけたい力を考えた場合に，その指導内容を適切に選
択・組織していく重要な観点である。

　第１に，自立活動とのつながりについてです。従来の自立活動の５区分に加えて，新たな
区分として「人間関係の形成（仮称）」を設けることが提案され，しばらくの間は，自閉症の
自立活動のあり方が話題となります。キーポイントは，自閉症の障害特性から生じる困難さ
を整理したものであり，学習の基本構造の「学習するための学び」の要素です。それは，ま
さに自閉症の一人一人の自立活動の内容に重なる目標・内容です。言い換えると，キーポイ
ントは自閉症の自立活動にとって，中核となる目標・内容とも言えます。さらにまた，大人
として生活する上で必要となる力の基本となるものです。
　第２の意義は，キーポイントは「個人別の課題学習」を計画する際に，課題設定の重要な
視点又は軸となるものです。「個人別の課題学習」は領域・教科を合わせた指導です。つま
り，その指導内容については各教科又は領域の内容が主たる内容となります。その主たる内
容に取り組む場合においても，学習につまづきやすい部分については，キーポイントが学習
の目標・内容になると考えられます。例えば，「注意が他に向いてしまい，課題に取り組む
時間が短い」「課題解決に必要な情報でない部分に注意がむく」等がつまずく要因になりま
す。
　この「個人別の課題学習」については，「個別の課題学習」だけでなく，「小グループでの
学習」「集団での学習」といくつかのタイプが想定されます。これらの学習において，個々
の児童生徒の指導目標・内容の一貫性やつながりをどう把握するかが大きな課題になりま
す。その際の軸としてのキーポイントを活用することで共通性が確保されると考えられます。
　第３に，自閉症の児童生徒が身につけたい力を考えた場合に，北海道教育大学附属養護学
校（平成18年度）が，その学習内容を「くらし・しごと・よか」として整理したように，指導
内容を適切に選択・組織していく際の重要な観点と考えることも可能です。
　このように教育課程におけるキーポイントは，自立活動の指導目標・内容に該当するだけ
に留まらず幅広い機能があります。単に指導目標や内容ではなく，自閉症の児童生徒にとっ
ての確かな力を身につけることを検討する際の観点であり，さまざまな学習形態の連続性を
確保する視点でもあります。
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（３）個人別の課題学習を
　本書では，教育課程に関して「個人別の課題学習」を提案しています。その前提には，次
の三つのことがあります。

１ ．知的障害を伴う自閉症のある児童生徒とは，「自閉症を伴う知的障害」ではな
く，「知的障害を伴う自閉症」であり，自閉症と知的障害とはその特性は明確に
異なること，そして自閉症の特性は，知的発達の程度にかかわらず共通のものが
あり，その教育の基本原理を明確にする必要がある。
２ ．集団活動を前提とした学習場面において個別化を図る方法よりは，一人一人の
特性に対応した目標を明確にした上で，個別化した学習を基本とする方法が効果
的である。
３ ．個別学習を積み上げて，それを小グループ，集団での活動に生かせるように指
導を展開し，それぞれの指導をつなぐ視点がキーポイントである。

　このキーポイントに象徴される自閉症教育のエッセンスを核とした教科・領域を合わせた
指導としての「個人別の課題学習」をどのように展開していくのかについて，今後はその実
践を積み重ねていくことが求められます。

（４）教育課程編成上の位置づけについて
　図１は現行の特別支援学校（知的障害）の教育課程を前提とした自閉症の特性に応じた教育
課程編成の構造です。自閉症の特性に応じた効果的な指導の形態として，自立活動又はキー
ポイントの指導目標・内容を核とし，各教科等の内容を関連づけて指導を構成する「個人別
の課題学習」を提案しました。この指導は，図１に示されるように，指導の形態としては領
域・教科を合わせた指導として教育課程に位置づけることが適切であると考えます。
　なお，この「個人別の課題学習」は，教育課程上では，従来の特別支援学校（知的障害）の
領域・教科を合わせた指導であり，「遊びの指導」「生活単元学習」等と同じですが，質的に
異なることを理解することが重要です。
  指導方法や指導体制などの指導の形態の改善に当たっては，このような考え方を踏まえ，
自閉症のある児童生徒等の特性に応じた「授業づくり」の視点から具体的な検討を重ねるこ
とが必要となります。
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２．特色ある教育課程を実践している学校の取組
　自閉症の特性に応じて特色ある教育課程を実践してきたいくつかの学校があります。これ
らは，①自立活動の視点から自閉症の特性に対応する指導内容を明確にする取組，②自閉症
の特性に対応する効果的な指導方法（指導の形態）を展開する取組に分けられます。ここで
は，以下の３つの学校の取組を紹介します。

（１）筑波大学附属久里浜特別支援学校の教育課程について
（２）東京都立青鳥養護学校久我山分校の教育課程について
（３）北海道教育大学附属特別支援学校の教育課程について

図１　自閉症の特性に応じた教育課程編成の構造
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（１）筑波大学附属久里浜特別支援学校

①学校の概要
　本校は，平成16年４月１日に，知的障害を併
せ有する自閉症児を教育対象とした幼稚部と小
学部を置く筑波大学附属久里浜養護学校（現在
は「筑波大学附属久里浜特別支援学校」）とし
て創設されました。
　筑波大学や隣接する独立行政法人国立特別支
援教育総合研究所と連携・協力しながら，指導
内容・方法，教育課程の開発をはじめ，様々な
活動に取り組んでいます。

②自閉症教育の考え方と特色ある点

・ 「評価のための個別セッション」を柱としてアセスメントを行い，一人ひとりの
子どもをしっかり理解することに努めています。
・ アセスメントから得られた情報を総合的に分析して子どもの現在の状態を評価
し，一人ひとりの子どもの実態に即した適切な指導課題を設定し，個別の指導計
画にまとめて個に応じた指導実践を目指しています。
・ 日常生活にいかしていく視点から，環境整備，教材・教具の開発，教師のかかわ
り方などに工夫，配慮をして，一定の支援や援助を受けながらも，主体的に活動
に取り組める子どもの育成を目指しています。

③教育課程

幼　児　児　童　数

部 年齢学年
現　員

自閉症 自閉症以外

幼
稚
部

３歳 ０人 ０人
４歳 ６ ０
５歳 ３ ０
小計 ９ ０

小
学
部

１年 ６ ０
２年 ６ ０
３年 ７ ０
４年 13 ０
５年 ４ ０
６年 ４ １
小計 40 １

合計 49人 １人

幼稚部では， 遊び活動として，
「室内・外遊び」「音楽遊び」「運
動遊び」「素材遊び」を設定して
います。平成19年度から教師や友
達とのかかわりの中で，取り組め
る活動の広がりを目指した「なか
よしタイム」の時間を設けまし
た。また，個別の課題学習を毎日
行い，早期からの認知面の向上も
図っています。

＜幼稚部：日課表＞
月

9:00

9:15
9:30
9:50
10:00

10:30

11:30
11:50
12:40
13:00

10:45

火 水
登校

朝の会

なかよしタイム なかよしタイム音楽遊び 素材遊び

移動・休憩

個別の課題学習

運動遊び

外遊び・室内遊び
排せつ，手洗い，移動  等

着替え，排せつ等，帰りの会
下　校

排せつ，手洗い，準備，移動  等
準備，給食，片付け，移動，歯磨き  等

着替え，排せつ

木 金
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④実施しての評価
　平成16年度～18年度の３年間にわたって，文部科学省から研究開発学校の指定を受け「自
閉症児のための教育課程の研究開発」の研究開発課題に取り組んできました。その研究成果
の一つとして，「養護学校における知的障害を伴う自閉症児を教育する場合の自立活動」を
開発しました。現行の５区分22項目の自立活動に，自閉症の特性に応じた指導内容として，
「社会的適応」「自律的活動」の２区分を追加し，７区分28項目として整理，再編成したもの
で，それらを軸とした教育課程を編成して取り組んできました。「社会的適応」では，場や
状況に応じて適切に行動する力を養い，社会参加を円滑にする基盤を培う観点から内容を示
しました。また「自律的活動」では，状況に応じて自律的に行動する力を養い，質の高い生
活を行えるようにする基盤を培う観点から内容を示しました。特徴的な授業としては，小学
部においては，自立活動の時間の指導としての「のびのびタイム」や，領域・教科を合わせ
た指導としての「社会生活の指導」が挙げられます。
　「のびのびタイム」では，一人ひとりの実態に即したコミュニケーションスキル，動作の
模倣，体の動きのぎこちなさ等の改善，「社会生活の指導」では，交通機関や公共施設の利
用等を通して，社会の基本的なルールやマナーの習得，生活経験の拡大など，自閉症の障害
特性に伴う種々の困難を改善・克服するために必要な指導内容を効果的に実践することがで
き，子どもたちの成長が着実に見られてきています。
　平成19年度からは，新たに３年間の研究開発学校の指定を受け，「社会参加と自立を促す
幼稚部，小学部一貫した教育課程の編成」の研究開発課題に取り組んでいます。幼稚部では
「なかよしタイム」，小学部では「よかタイム」の時間を新たに設け，集団での活動や余暇活
動についての指導にも取り組んでいます。

小学部では，個別の課題学習の時間
を，１～２年生は週５日，３～６年
生は週４日帯状にとっています。ま
た，自閉症の障害特性に応じた自立
活動の時間（のびのびタイム），社
会参加と自立を目指した活動に継
続的に取り組む「社会生活の指導」
「よかタイム」の時間を特設して指
導に取り組んでいます。

9:00-9:25

9:30-9:50

9:55-10:55

11:00-11:45

11:50-12:05

12:05-12:50

12:55-13:10

13:10-13:55

14:00-14:45

9:00-9:20

9:25-9:45

9:55-11:35

11:50-12:05

12:05-12:50

12:55-13:10

13:10-13:55

14:00-14:45

＜日課表：小学部3年生＞
月 火 水

着替え・朝の会
朝の運動

給食準備

後片付け・歯磨き

着替え・帰りの会

給食

のびのび
タイム

のびのび
タイム

個別の課題学習

音楽

体育 図画工作

着替え・
帰りの会

よかタイム

体育

社会生活
の 指 導

木 金
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（２）東京都立青鳥養護学校久我山分校

①学校の概要
　本校は東京都世田谷区を通学区域とする小学部と中学部からなる特別支援学校です。青鳥
養護学校の分校として久我山盲学校の敷地内にあります。
　平成19年度の学級数は25学級，児童生徒は105名（５月１日現在）です。児童生徒の障害の状
況として，自閉症を併せ有する児童生徒（以下自閉症の児童・生徒と称す）もしくは，広汎性発
達障害のある児童生徒の占める割合は，普通学級で71％です。一方，重度重複学級の児童生
徒の障害状況は，歩行が不安定な肢体不自由を併せ有する児童生徒が過半数を占めています。

②自閉症教育の考え方と特色
１．自閉症教育の考え方　
　自閉症の児童生徒の増加と障害の重度・多様化から，平成17年度より障害特性に応じた教
育の推進を学校の最重要課題としています。障害特性とは，知的障害プラスαで，このαと
は自閉症・てんかん・ダウン症などで，このαを大切にした教育を推進しています。平成18
年度から東京都自閉症教育推進校の指定を受け，自閉症の教育課程を編成しています。自閉
症の教育課程の試行的な取組とともに，従来の知的障害の教育課程と重度重複学級の教育課
程の見直しを図り，３つの教育課程全てにおいて，授業方法・内容の改善や底上げを目指し，
学校全体で取り組んでいます。
２．ＥＢＥと５Ｗ１Ｈの教育
　EBEとはEvidence Based Education（証拠に基づいた教育・指導方法）を意味します。ま
た５W１Hとは，児童生徒について，①特定の発達状態にある児童生徒（Who）が，②今，こ
の時期（When）に，③この環境（Where）で，④必要な知識や技能や情報（What）を，⑤どの
ような仕方や手段（How）で，そして⑥なぜそれを学ぶのか（Why）を明確にして，学校とし
ての説明責任を果たしていくことです。これは本校の学校運営連絡協議会評価委員長坂爪一
幸早稲田大学教育・総合科学学術院教授の提言によるものです。
　EBEと５W１Hの柱になるものが，保護者が同席した上でのアセスメントの実施です。学
校として共通に取り組んでいるアセスメントツールには言語機能アセスメント（坂爪一幸教
授制作）があります。
　具体的な取組は，夏季休業中にアセスメント面談試行期間を４日間設定しました。実際の
面談では，言語機能アセスメントと太田ステージ評価（LDT-R），メパアール（MEPA）ムー
ブメント教育プログラムアセスメント等を組み合わせながら，子どもたちの課題等を保護者
へ説明できるようにしています。主な学校としての取組は下記のものです。

①児童生徒の視点からの教室環境整備　　②授業シート・カルテを活用した授業改善
③保護者が同席した上でのアセスメント面談の実施　
④授業評価項目の作成と保護者評価の導入

③教育課程
　知的障害と自閉症の週時程及び教育課程別週時数比較を以下に示しました。「社会性の学
習」は，平成18年度から東京都教育委員会が研究推進校にて，領域・教科を合わせた指導の
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新しい形態として，導入したものです。

④実施しての評価
　実施している中で評価すべき点については，支援の方法の明確化があげられます。教師が
どのように支援するのか，一人一人の実態に合わせて明確化できるようになりました。さら
に，ティームティーチングにおいて，
同一の課題に対して支援の方法が異な
らないように，それぞれの場面で，
個々に合わせて「マニュアル・レシピ
等を見ながら，できるだけ一人で取り
組むように促す」「教師が全体に示す
見本を見て模倣する」「教師が個別に
示す見本を見て模倣する」「手を添え
る等による支援を行いながら，少しず
つ自分で取り組める部分を増やしてい
く」など，支援の方法を具体的に確認
した上で授業を考えることができるよ
うになりました。
　なお，自閉症の児童生徒には試行錯
誤をしながら何かを学ぶことをあまり得
意としないケースが多く，これに対して
多くの知的障害の児童生徒は，試行をし
ながら体験して学ぶケースが多いようで
す。
　３つの教育課程を比較すると，自閉
症の教育課程では，知的障害の教育課
程における生活単元学習の一部の時間
に替えて，自閉症の教育に特化した学
習として，「社会性の学習」を行って
いることになり，自閉症と知的障害の
教育課程との違いは「生活単元学習」
と「社会性の学習」の違いになっています。久我山分校では，２年間積み重ねてきた授業実
践から，「社会性の学習」として必要な５要素（試案）についてまとめています。

久我山分校が考える「社会性の学習」5要素　試案

①人間関係の構築　②社会的なルールの形成　③日常的に活用できる内容を題材とする
④集団で取組む活動（児童生徒２名以上）　⑤明確な成功体験を通して身につける

　この試案の中の「社会性の学習」は，児童生徒が２名以上の学習集団で身につけていくも
のと捉えています。さらに，個別の学習形態による人との相互交渉を中核に据えた学習内容
を「自立活動」に位置付ける教育課程試案について，次の学習指導要領の改訂に合わせて校
内で検討を始めたところです。

小学部４年　自閉症／知的障害の教育課程

教育課程別授業時数比較と校内試案

月 火 水

日常生活の指導

日常生活の指導

日常生活の指導

日常生活の指導
生活単元学習 生活単元学習生活単

元学習
生活単元学習

普通学級
（自閉症の教育課程）

社会性
の学習

生活
単元
学習

社会
性の
学習

社会
性の
学習

社会性
の学習

集団での社
会性の学習

個別での社
会性の学習

生活単元学習

生活単元学習

生活単元学習 自立活動

自立
活動

生活
単元

日常生活の指導

日常生活の指導

日常生活の指導

日常生活の指導

国語算数

校内試案
（自閉症の教育課程）

重度重複学級

普通学級
（知的障害の教育課程）

生活単元学習 生活単元学習
日常生活指導 日常生活指導 日常生活指導

日常生活の指導

給食

休憩

下校指導

下校指導

下校指導

14:00

15:20
下校指導
15:20

下校指導
15:20

13:45

国語算数

音楽 体育
生活単元学習
（歩行）図工

日常生活の指導
木 金

体
育

体
育

音
楽
図
工

国語算数体
育

遊
び

音
楽
図
工

国語
算数

音
楽
図
工

国語算数 音楽
図
工
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（３）北海道教育大学附属特別支援学校

①学校の概要
　北海道最南部函館市は，人口およそ30万人で，市内および近郊には，道立の特別支援学校
（盲・聾・知的・肢体不自由）が設置され，また福祉の分野でも社会福祉法人等の活動に歴
史と実績のある地域です。
　本全校児童生徒数は60名であり，内訳は小学部２学級18名，中学部3学級18名，高等部3
学級24名で（Ｈ19.4.1現在），その内，自閉症のある児童生徒は，小学部12名70％，中学部13
名72％，高等部12名50％となっています。学校全体における自閉症のある児童生徒は37名
61.6％となり，全学部において自閉症のある児童生徒の多い状況です。また，障害の重度・
重複化が進み，近年は自閉症に重度の知的障害を併せもつ児童生徒が増えてきています。

②自閉症教育の考え方　
　教育目標を「人とかかわり合いながら自分の良さを発見し拡げ，地域で生きる児童生徒を育
成する」として，各学部における生活年齢を意識した具体目標を掲げて支援にあたっています。
　■「学びの支援」を重視した実践
　「わかりやすさ」をキーワードに学習環境や学習教材のあり方，教授方法を工夫してい
ます。具体的には，構造化のアイデアを導入して，自立的に学校生活を送れ，環境の把握
ができ，落ち着いて学習に参加することを前提に，学習集団構成や，環境や情報の整理，
操作を伴う学習などを工夫しています。
　■社会参加を目指した実践的な教育の推進
　各学部のライフステージに応じた社会参加のあり方や地域資源の活用と発展性を重視し
た指導内容を工夫しています。各学部毎週金曜日に校外学習を設定して障害特性に応じた
課題を明確にして行っています。
　■人とかかわり合う力の育成
　コミュニケーションの楽しさや期待感を育むことを基本として，自分に合った表現方法
を身につける指導を工夫しています。また自己肯定感を高めるために，成功経験を積み重
ねることを重視して，自己選択や自己決定の機会を多く設けるようにしたり評価を子ども
にフィードバックしたりする工夫をしています。
＜特色＞
　子ども一人一人の能力や特性に応じて支援していくために指導内容や指導方法を保護者と
共有していくことを重視しています。具体的には，外部の協力者（関係機関）を招き，年に
２回の「支援ミーティング」を開き，担任や保護者，外部協力者が一堂に会して指導方針や
内容，方法，評価について話し合います。
　この「支援ミーティング」で設定された課題は，課題学習（自立活動の時間の指導）の時
間に重点的に指導していくことになっています。
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③教育課程(週時程と学習指導要領の位置づけ)
　本校では，自閉症のある子どもに対して「豊かな社会生活を送るために」の視点から，平
成18年度に教育内容を再整理して３区分「くらし，しごと，よか」にまとめ，教育内容表を
６段階で表しました。さらに，障害特性に応じた課題に対して，指導プログラムを立案して
指導する「課題学習」の時間を設けました。

④実施しての評価
　成果としては，①障害特性に応じた指導の機会を時間枠のある指導と位置づけたことで，
個別の教育的ニーズに応じた指導を受ける機会が全員に設けられた。また，個別学習と小集
団学習へのステップを明確にすることができた，②指導の形態の主たるねらいを３区分のい
ずれか一つに焦点化することで，授業のねらいが共有化され，教育課程をよりどころとして
新任の教師も授業実践がより容易になった，などです。
　課題としては，①内容一覧表は表記の具体性やカテゴリーの幅があり，統一性をもたせる
ことも早急な課題の一つである，②障害特性に応じた指導内容のさらなる整理が必要であ
り，それには自閉症のキーポイントをアセスメントとしても生かす工夫が大切である，です。

学習指導要領との対応表

　〈小学部４年生　時間割〉
月

１

２

３

４

５

６

昼

中

火 水
身支度
会活動

音楽活動

進路・作業

進路・作業 進路・作業

進路・作業 進路・作業

進路・
作業

課題
学習

進路・
作業

課題
学習進路・

作業

課
題
学
習

進路・作業 地域活動

健　康

給　食
昼休み

選択

区分 内容 項目 指導形態名 学習指導要領
体育・保健体育
生活・道徳
社会
特別活動

国語・算数・数学
理科・社会
情報・外国語
職業・家庭
道徳・特別活動

社会・特別活動
道徳・図画工作
美術・音楽
体育
自立活動

家庭

身支度・生活実践・体つくり
生活実践・健康

進路作業・課題学習・会活動

進路作業

造形活動・音楽活動・表現（高）
体育活動・スポーツ（高）

遊び活動（小）
地域活動（総合的な学習の時間）

附特タイム

地域活動（小）生活実践

調理活動（小）生活実践

保健
運動
移動方法

読み書き
図形・数量
量と測定
時計や暦
金銭
自然
情報

職業知識
職業技能
職業行動

その他

遊び方
地域

施設の役割
（利用）

健康

移動

家事

職業

あそび

表現
スポーツ

障害特性に応じた課題 課題学習

教科別

身辺自立くらし

しごと

よか　

選択

中休み
附特タイム

生活実践

体つくり

中休み

給食

地域活動

昼休み

身支度

会活動

課題学習/調理活動

課題学習/調理活動

遊び活動/制作活動

木 金 月

１

２

３

４
５
昼

６

７

８

火 水 木 金
　〈高等部〉
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３．教育課程上の課題と研究成果の意義
　ここでは，特色ある教育課程を実践している学校の取組を振り返り，教育課程上の課題と
研究成果の意義をまとめます。

（１）自閉症の特性に応じた教育課程を編成しよう
　筑波大学附属久里浜特別支援学校は，自閉症のある幼児児童の学校として，独自に自閉症
の特性に応じた教育課程の開発に取り組んでいます。また，東京都立青鳥養護学校久我山分
校は，東京都自閉症教育推進校として，自閉症の教育課程を編成していす。さらに，北海道
教育大学附属特別支援学校は，自閉症のある児童生徒に対して「豊かな社会生活を送るため
に」という視点で，学校としてその教育内容を整理し，教育課程を検討しています。
　ここで紹介した各学校は，独自の教育課程を編成し，その教育成果をあげている学校です。
自閉症のある幼児児童生徒の確かな学びのために，自閉症と知的障害の障害特性の違いやそ
の学びの困難さの違いを認識し，特別な教育課程を編成することが必要です。
　つまり，従来の知的障害の児童生徒を主とした教育課程で，自閉症のある児童生徒の指導
を展開するのではなく，学校として自閉症教育を柱とした教育課程を編成することが特性に
応じた授業を展開するための前提であり，それは自閉症教育の充実に向けた第一歩です。

（２）個人別の課題学習を展開しよう
　それぞれの学校は，一人一人の課題に対応した個別的な学習に取り組んでいます。筑波大
学附属久里浜特別支援学校は，「個別の課題学習」の時間を帯状にとっています。東京都立
青鳥養護学校久我山分校は，個別の学習形態による人との相互交渉を中核に据えた指導を検
討しています。また，必要に応じて個別学習を実施し，小集団学習へのステップを検討して
います。この個別の課題学習については，教科の指導に位置づけるものと，自立活動の指導
に位置づけるものがありました。本書では，この一人一人の課題に応じる個別の学習は，領
域・教科を合わせた指導の形態である「個人別の課題学習」と位置づけています。なぜなら，
自立活動の取組の多くは，国語科や算数科などの教科の内容も同時に指導していて，まずは
その実態を教育課程上で整理する必要があるからです。また，自閉症の特性を踏まえると，
自立活動の内容のみを時間を設けて指導するよりも，各教科の内容を生活体験と関連づけな
がら自立活動を中心に合わせて指導する方が，自閉症の困難さのひとつである般化の難しさ
に対応できるのではないかと考えるからです。つまり，個別の課題学習は，自立活動として
の位置づけではなく，領域・教科を合わせた指導である「個人別の課題学習」とする方が教
育課程上で理解しやすく，ねらいや目標が明確になり，身につけた力を幅広く活用しやすい
と考えます。
　またグループや集団での授業として，「社会生活の指導」「よかタイム」「社会性の学習」
「生活単元学習」「日常生活の指導」等の領域・教科を合わせた指導と考えられる授業が各学
校で取り組まれていました。これらの取組については，どのように指導を展開するかという
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方法論，または形態論の視点での検討が中心です。一方，北海道教育大学附属特別支援学校
は，独自の視点で教育内容を整理しており，内容論の取組といえます。
　自閉症の特性に応じた指導内容・方法を充実させていくためには，この方法論と内容論の
視点が必要です。本書では，内容論として「７つのキーポイント」と，効果的に指導する方
法として「個人別の課題学習」を提案しています。この両者を有機的につながりを持たせて
活用することが，特性に応じた授業を開発する上で必要なことです。

（３）キーポイントの視点で授業の評価・改善を
　自閉症の特性に応じた授業をどう展開していくかの工夫が必要です。
　筑波大学附属久里浜特別支援学校は，自閉症の自立活動の開発に取り組み，それを手がか
りに授業に取り組んでいます。また，東京都立青鳥養護学校久我山分校は，実態把握（アセ
スメント）に基づく支援方法の明確化に取り組んでいます。さらに，北海道教育大学附属特
別支援学校は，整理した教育内容を学習指導要領と対応させ，授業のねらいを共有する取組
を展開しています。
　これらの取組について，授業レベルの評価・改善に関しては，これからの課題と考えられ
ます。本書では，指導内容の核としてキーポイントを示し，それを授業につなげて，授業を
改善するためのツールとして「授業の評価・改善シート」を提案しました。学校として「授
業の評価・改善シート」などの具体的なツールを活用し授業を改善することが，自閉症教育
の充実のためには必要です。そして，目標設定し評価して改善する過程を検討する視点が，
「７つのキーポイント」となります。

４．今後の方向性として
　ここでは，特別支援学校及び小・中学校での自閉症教育の充実のための方向性について，
これまでの議論を踏まえて検討します。

（１）自閉症教育と教育課程とのつながり
　研究の目的は，特別支援学校における自閉症の特性に応じた指導内容・方法を明らかにす
ることでした。そして，自閉症の特性に応じた独自の教育課程はどのようなものか，という
課題設定に関して，その前提に特別支援学校（知的障害）の教育課程を踏まえ検討してきまし
た。その意味で，今回の教育課程の検討は，知的障害のある子どもを教育する学校の教育課
程が前提になっています。知的障害のある子どもを教育する学校の教育課程について，法令
上は，小・中学校における教育課程を基本としつつ，特例によって教育課程が編成されてい
ます。前提を特例による教育課程としたために，検討の経緯で多くの課題が生じました。
　他方，この研究において知的障害を伴う自閉症は，知的障害の程度にかかわらず，自閉症
を軸に考えることが適切であるとしてきました。つまり，自閉症を一つの障害のまとまりと
捉えた場合，視覚障害などの独自な障害カテゴリーに該当します。さらに，学習のための学
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びの困難さを考えれば，教育課程はより独自なものにする必要があると考えられます。
　これらの点を考慮すると，今後の自閉症教育の教育課程の検討においては，知的障害の程
度に関係なく，その前提を小・中学校の教育課程において，自閉症の特性に応じて，どのよ
うな学習内容のまとまり，及び指導方法が適切なのかを検討することが重要と考えます。そ
の際には，児童生徒の特性や発達の程度に応じて，複数の類型を想定する場合も生じると考
えられます。
　さらに，そうすることで特別支援学校だけでなく，小・中学校で学ぶ自閉症のある児童生
徒の豊かな学びにつながる提案が可能となります。

（２）学びの内容とその順序性
　自閉症の特性に応じた指導内容を検討する中で，自閉症の児童生徒が学びやすい内容があ
るのではないか，という指摘がありました。例えば，自閉症のある幼児では，文字や数に興
味がある場合が多く，幼児期からでもその指導を展開することが適切な場合もあるのではな
いかという議論です。また，自閉症のある児童生徒は，曖昧な状況の理解が難しく，自由に
自発的にという場面設定は苦手な部分があります。
　幼稚園教育においては，教科という枠組みでなく，領域で学習内容が整理されていて，ま
た，知的障害の場合にも生活につながる具体的，体験的な活動を重視しています。そこでは，
幼児児童の創造性や自発性が尊重され，「遊び」の活動が重視されます。
　しかしながら，自閉症の特性を考えると，この創造性や自発性が大切なものであることに
は違いありませんが，困難さを伴う活動でもあります。
　自閉症の特性を考慮すると，明確な課題性，手続きの明確さ，具体的な動作を伴う内容が
重要になります。つまり「創造的，自発的な学び」より「課題解決志向型の学び（課題オリエ
ンティッド）」が重要であると推測されます。このような視点で，その学びの内容と学びやす
さの段階をイメージしたものが図２です。
　ここで重要な点は，「課題解決志向型
の学び」を優先することを第一とする場
合，その前提に他者に注意を向ける，他
者に関心を示す，他者の援助を受け入れ
る等，すべての学習の土台となる活動と
して位置づける必要があるということで
す。これらの内容は自閉症のある児童生
徒には困難さを伴う内容であり，「７つ
のキーポイント」に該当するものと考え
ます。より豊かな学びを構築する上で
は，他者とのやりとりは欠かすことので
きない要素と考えたからです。ここで 図２　自閉症の特性に応じた学習内容のピラミッド

創造
あそび

道徳、歴史、
生物等

課題に応じて身体を動かす

支援を受け入れ人から学ぶ

ことば、かず
理科、地理、
算数、図工等

お手伝い
自立課題学習
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は，一つの考え方として，このような図を示しましたが，今後の検討課題と考えています。

（３）自閉症者を教育する場合の各教科の可能性
　自閉症の特性を踏まえると，学びの内容とその順序性は，知的障害の場合とは異なると考
えられます。知的障害のある児童生徒を教育する場合には，小・中学校の各教科とは異なる
目標及び内容の教科が学習指導要領に規定されています。つまり，特別支援学校においては，
自閉症の特性と知的障害の特性とは明らかに異なるにも関わらず，多くの場合，知的障害の
ある児童生徒を教育する場合の教科で指導が行われています。
　自閉症の特性に応じた学びの内容や順序性があると仮定すれば，知的障害のある児童生徒
を教育する場合の教科とは異なる「自閉症者を教育する場合の教科」の目標及び内容につい
て検討することが重要な課題となります。そのような検討を踏まえることで，自閉症の特性
に応じた学びの内容や順序性がより明確になると考えます。この点が，第四章でキーポイン
トの可能性の一つに挙げた「自閉症教育のための教科」の開発に関することです。

（４）新たな授業の創造を
　本書では「個人別の課題学習」として「よかタイム」「社会性の学習」等を紹介しました。
これらの授業は，自閉症の特性を踏まえて必要と考えられた授業です。またこれらは従来の
発想にない新たな授業といえるでしょう。
　また，実際の授業について「授業の評価・改善シート」を活用して，授業計画を作成して
いく取組も紹介しました。従来の授業で設定している目標をキーポイントに当てはめるので
なく，キーポイントの視点で活動を再検討すると，新たな目標設定ができるようになったと
の報告も複数ありました。新たな目標が設定されれば，当然その教育的手だても変化してい
きます。これは，キーポイントの視点を導入することで，従来にない新しい授業が開発され
たことになります。
　これまでの特別支援教育では，多様な形態のさまざまな授業が展開されてきました。例え
ば，知的障害教育においては「遊びの指導」「生活単元学習」などがあります。これらの授
業においてもキーポイントの視点を導入しつつ，「授業の評価・改善シート」を活用するこ
とでこれまでに積み上げてきた良さを生かしながら，従来にない新たな授業を展開できると
考えます。その意味で，自閉症教育の「７つのキーポイント」が新たな授業を創造し，自閉
症のある人にとっての充実した未来をひらくと考えています。

　本書では「７つのキーポイント」「個人別の課題学習」などを提言しました。自閉症教育
の充実に向けては，まだまだ多くの課題が残されています。今後，これらの提言をもとに，
各地で様々な実践が積み重ねられ，検討が行われていくことを期待しています。そして，自
閉症の特性に応じたよりよい教育課程が構築され，自閉症のある人たちの豊かな生活につな
がることを願っています。
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Ⅲ　授業の実践演習を取り入れた自閉症教育研修の開発

１．研修開発の趣旨
　本研究では，自閉症教育を推進するための指導パッケージの開発に加え，より広く研究成果の
普及を図るために，自閉症教育に関する研修プログラムを開発することに取り組んだ。研究開発
を推進しつつ，より広く研究成果を普及させるためには，次の点が重要と考えられる（国立特殊
教育総合研究所，2004�a及び2006�a）。
①�研究成果が実践的であり学校現場の意見を反映させつつ，実践的な授業を通して研究成果の
質を高めること
②�研究成果を学ぶことが，単に知識の獲得に留まらず，授業に活用できる実践力につながること
③�その実践力を教師一人のものとしないで，チームの構成員に影響を与え，チームで協議し共
有することを通して，実践力をさらに高め合うこと

　プロジェクト研究の成果を反映させた研修プログラムとして，これらの要素を含むものを開発
することを目的とした。
　そこで，平成15年度から３年間の「養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特
性に応じた教育的支援に関する研究－知的障害養護学校における指導内容，指導法，環境整備を
中心に－」の研究では，３年目の最終年度（平成17年度）に，「NISE自閉症教育実践セミナー」
として北海道，大阪，福岡の３会場で研究成果の普及活動を行った（国立特殊教育総合研究所，
2006�b）。また，平成17年度に，「自閉症教育推進指導者講習会」として，当時の国立特殊教育総
合研究所（現国立特別支援教育研究所，以下本研究所）及び当時の筑波大学附属久里浜養護学校
（現筑波大学附属久里浜特別支援学校，以下久里浜特別支援学校）の共催で，授業の実践演習を
取り入れた研修を企画し実施しつつ，研修プログラムを検討した。
　なお，継続研究として位置づけた平成18年度からの本プロジェクト研究の研究期間においては，
「自閉症教育推進指導者研修」と名称を改め，その後２年間も研修プログラムの効果を検討した。

２．自閉症教育推進指導者研修について
（１）開催にあたって
　この自閉症教育推進指導者研修(以下研修)は，自閉症教育を推進する立場から，日本で唯一の
自閉症学校として発足した久里浜特別支援学校との共催であった。
　研修の開催にあたって，様々な立場からの要請に応える研修プログラムとするために，本プロ
ジェクト研究の協力者からの助言，全国の当事者団体等からの意見を集め，検討を重ねた。これ
らの集められた意見には以下のものがあった。
○自閉症親の会事務局長Ａさん

　スタートとしては，学校の先生にこんな専門性を・・・・ということよりも，学校の先生方が
求めている内容に答えていくことが先決かもしれませんね。そして，研修修了後のフォローアッ
プの方が大切かもしれません。楽しみにしています。自閉症・発達障害支援センターとの連携に
よって，研修機能を強化できるかもしれませんね。
→�このアドバイスを受けて，講義よりも協議を中心にしたプログラム，また平成18年度の研修
講師に自閉症・発達障害支援センターの担当者を加えた。
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○自閉症療育の専門家Ｂさん
　教育委員会主催でということでしたら，数年前にＣ教育委員会が２年間程度TEACCHプログ
ラムをモデルとした実践演習型研修セミナーをして，�そのときは，Ｄ大学の先生，Ｆ大学の先生
らが講師だったと聞いています。
　実践演習型研修セミナーは講師と研修者の比率の関係で，どうしても経費がかかり，NPO主
催の本格的なものだと参加費が20万，研究会の３日間コースで4万円くらいかかります。�教育委
員会のもっている研修予算では，なかなか続けて実施することは難しいといえます。さらに，講
師の人材も非常に限られていることも課題です。
　Ｅ市は，今年に文科省の幼稚園のモデル事業も指定を受け，その予算で，幼稚園の先生に限定
した２日間コースの実践演習型研修セミナーを実施しました。
　Ｆ法人主催で養護学校での実践演習型研修セミナーを，２年間，養護学校を会場にして実施し
ました。�これは，Ｇ教育委員会の予算ではなくて，Ｆ法人の事業として実施しました。Ｆ法人
では，自閉症理解のための連続講座，テーマ別の実技研修，�巡回相談のプログラムで研修をして
います。やはり，実践演習型セミナーは，知識を実践力につなげるための研修としてとても有効
だと思います。ただし，それだけでは，一発花火に終わってしまう危険性もあるので，巡回相談，�
テーマ別の実技研修で，フォローしていく必要があると思います。
　特別支援教育の展開のためには，人材育成が非常に大きなポイントになると思いますし，本研
究所が継続的に実施することができればいいですね。�
→�このアドバイスを受けて，実践演習型の研修を柱として，事前レポート，研修，事後レポート
（研修の成果をどのように反映したか，実践演習を取り入れた研修をどのように行ったか）の
提出を研修の一環として位置づけた。

（２）趣旨，主催，対象者，実施期間
　研修を企画する段階の条件としては，①自閉症教育推進の指導的立場にある者を対象とするこ
と，②各都道府県及び政令指定都市に募集をすること，③実施期間を２週間程度とすることであ
り，研修の趣旨や研修内容等は以下のものであった。
１）研修の趣旨
　各都道府県及び政令指定都市において自閉症教育推進の指導的立場にある者に対して，専門的
知識及び技能を高め，各学校に在学する自閉症のある子どもに対する指導力の向上を図る。
２）主催
　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（平成17年，18年は独立行政法人国立特殊教育総合
研究所），国立大学法人筑波大学附属久里浜特別支援学校（平成17年，18年は国立大学法人筑波
大学附属久里浜養護学校）の共催とする。
３）対象者
　自閉症教育推進の指導的立場にあり，特別支援学校で自閉症の子どもの指導を担当し，自己の
指導事例について研究協議で発表が可能な者とする。
　平成17年度：35名
　平成18年度：48名
　平成19年度：49名が研修に参加した。
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写真１　課題別協議の様子

４）実施期間
　平成17年度　平成17年11月21日（月）から12月２日（金）９日間
　平成18年度　平成18年10月16日（月）から11月27日（金）10日間
　平成19年度　平成19年11月19日（月）から11月30日（金）９日間
５）研修内容
　研修は，本研究所と久里浜特別支援学校が共同で企画・実施するもので，基礎的な知識・技能
を踏まえ，「授業の実践演習」として班別に各教室の授業に参加するなど，演習，研究協議，講
義を行った。主な内容は以下のものであった。�
Ａ　自閉症のある子どもに関する個別の指導計画の作成・実践・評価について�
Ｂ　関係者との連携・協力による自閉症のある子どもの支援について�
Ｃ　自閉症のある子どもの教育課程の編成について�
Ｄ　自閉症のある子どもの行動上の問題への対応について

３．研修プログラム
　研修は，上記の趣旨や研修内容を踏まえて，学校現場で生じている課題や問題点に応じるため
に，本プロジェクト研究の研究成果を中心に学び，チームで課題解決に取り組みつつ，授業の実
践力を高めることをめざしたプログラムを構成した。（資料１，資料２，資料３）
　例えば，平成18年度の研修プログラムは，研修１週目の前半の10月16日，17日，18日及び26日
が講義であった。そして，研修の中間部分が課題別協議と授業の実践演習であった（資料４）。
それらも含めて特徴として以下の点が挙げられる。
１）課題別協議（表１及び写真１，写真２）
　各地の自閉症教育に関する現状と課題を明らかにし，協議をとおしてその解決策をとりまとめ
ることを目的とする（資料４）。
　協議の際には，会議の技法（ブレーンライティング法やファシリテーション，コーチングなど）
を積極的に活用する。そのための講義をこの時間の前半に行った。
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写真２　課題別協議の発表の様子

表1　課題別協議及びまとめ

題　　�目 内　　　　　　　　容
課題別協議
各地域における自閉症教育
をめぐる現状と課題に関す
る協議
（班別）

研修者から事前に提出されたレポート
（１）自閉症教育に関する現状と課題について（特に教育課程，指
導内容・方法に視点を当てて）
（２）上記（１）に基づいて，現在，改善・工夫を行っている事柄
について，概ね６つの程度の課題を設定し，課題毎に班編制された
研修者が各地域における各課題をめぐる現状を協議して整理し，課
題解決のための方策をとりまとめる。

課題別協議のまとめ
各地域における自閉症教育
をめぐる現状と課題
（全体）

課題別協議で整理した現状と課題解決のための方策を報告し，それ
らを基に協議することで自閉症教育をめぐる今後の方向性について
考え方を共有する。
（各班報告15分，質疑10分，まとめ15分程度を予定）

２）授業の実践演習及び班別協議
　わが国で唯一の自閉症学校として発足した久里浜特別支援学校における授業の実践演習を行う
ことで，実際的な環境整備，指導方法，教育内容の在り方を学び，各地，各人の今後の課題を明
らかにすることを目的とする。
　本プロジェクト研究の研究所担当研究職員が，約８ヶ月前から１ヶ月に１度の頻度で，久里浜
特別支援学校の担当教室の授業を見学し，放課後のミーティングに参加し，幼児児童の実態把握
や課題設定，授業展開を共有して研修に備えた。
　実践演習（表２）では，研修者は，事前に，オリエンテーション（学校の説明），実地研修（授
業の見学と協議）等に参加し，授業の評価方法の講義(講義名「自閉症教育におけるアセスメン
トと個別の指導計画」)において，評価のための個別セッション，自閉症教育のキーポイント，
授業の評価・改善シートの解説及び活用方法について学ぶこととした。
　実践演習は，３日間行い，担当教室教員の協力を得ながら，研修者が授業の担当者として実際
に授業を行った（写真３及び写真４，資料５）。
　授業後の協議の際には，授業の評価・改善シートを活用し評価を行い，その評価を踏まえた授
業改善を行った上で，次の日の授業の計画を立てた。最後に，３日間の実践演習と班別協議から
得られた知見のポイントを班ごとにポスターに整理し，それらを班ごとに発表して，各班の知見
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写真３　授業の実践演習の様子

写真４　授業の班別協議及び発表の様子

を全体で共有した。

表2　授業の実践演習

題　　�目 内　　　　　　　　容

久里浜養護学校における
自閉症教育（実地研修）

　わが国で唯一の自閉症学校として発足した筑波大学附属久里
浜養護学校における自閉症教育の実際を日課の流れに沿って実
地研修し，その教育の在り方を考える機会とするともに，研修
者が配属する各教室（幼稚部うさぎ組，幼稚部りす組，小学部
１年１組，同２年１組，同３年１組，同３年２組，同高学年１
組，同高学年２組の８教室）の指導の概要を理解する。

授業の実践演習オリエン
テーション

　「授業の実践演習」で参加する教室ごとに分かれ，各教室の
在籍幼児児童の実態，日課，授業のねらい等について教室担当
教員から説明を受け，「授業の実践演習」で各研修者が分担す
る役割や具体的手順を協議する。

授業の実践演習１～３ 　研修者６～７名，本研究所担当研究職員で班を構成し，幼稚
部２教室，小学部６教室の授業に班別に参加し，個別の課題学
習，集団での学習等における自閉症の子どもの指導を体験し，
併せて授業記録をとる。
　３名の研修者が１チームとなり１事例を担当する。３名の研
修者は，１名が指導担当者，１名が授業の記録，１名が対象幼
児児童の行動観察を担当し，それぞれの役割を３日間で交代す
る。
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班別協議１～３ 　研修者と本研究所担当研究職員，教室担当教員が，担当事例
ごとに「授業の実践演習」での記録に基づいて授業実践を振り
返り，指導内容，教材・教具，指導方法，環境整備，関わり等
の視点から，翌日の授業改善の方策を具体的に立てる。（２日
目以降はその方策の効果を評価する。）

協議のまとめ１，２ 　３日間の実践演習と班別協議から得られた知見のポイントを
班ごとにポスターに整理し，それらを基に協議することで，各
班の知見を全体で共有する。

４　研修の成果
（１）各グループによる発表ポスター作成及びグループ発表
　課題別協議及び授業の実践演習を踏まえた班別協議では，まとめとして各グループでポスター
を作成しグループ発表を行った（資料６）。これらは，プロジェクト研究の成果，及び３日間の
実践演習の成果を踏まえ，今後の各地域における自閉症教育の充実に資するエッセンスがまと
まったものとなっており，研修者が研修成果を各自の地域に還元するための計画である。

（２）研修終了後のアンケート結果
　毎年，研修修了時にアンケートを行ってきた。平成19年度自閉症教育推進指導者研修では，
98％の参加者から回答を得た（48/49名）。結果は次の表３の通りである。また，それぞれの自由
記述については，意見を抜粋し，後半に資料としてまとめた（資料７）。

表３　アンケート結果

本研修は指導者研修として有意
義か

プログラムは，指導者研修とし
て，必要な知識や技術を習得す
る上で，あるいは，そのための手
がかりを得る上で役立つものか

本プログラムの内容や編成は，
指導者研修として，適切である
か

とても有意義
有意義
どちらかといえば有
意義なものではない
有意義なものではない
無　回　答

68.8%
31.2%

0.0%
0.0%
－

とても役立つ
役立つ
どちらかといえば役
立たない
役立たない
無　回　答

62.5%
35.4%

0.0%
0.0%
2.1%

とても適切
適切
どちらかといえば適
切ではない
適切ではない
無　回　答

50.0%
50.0%

0.0%
0.0%
－

　アンケートからの結果，及びその結果から示唆されたことは次の点であった。
・研修者より非常に高い満足度を得ることができた。
・知識と経験をある程度有する指導者研修では，演習や協議を中心にすることが有効であった。
・�各地域の課題を共有することで，各地域の全国的な位置がわかるとともに，先進地域の取組
から今後の取組方策を検討することができた。
・�キーポイントや授業の評価・改善シートなど，共通ツールとして活用できる具体的なコンセ
プトと方向性を示すことで，主催者，研修者が今後の課題について共通の認識をもつことが
できた。
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（３）事後レポート
　研修者は，受講前に「研修成果の活用等に関する事前計画書」を作成するとともに，受講後は，
「事後レポート」（資料８）を作成した。この事後レポートにより，本研修の効果を知ることがで
きる。また，事後レポートは同時に，研修者間の専用ネットワーク上で公開しており，研修者が
互いの取組状況を確認し，さらなる今後の手がかりを得ることができた。このように単に研修期
間のみの取組だけでなく，受講の計画書や事後レポートを作成し，その共有を図ることにより，
研修内容を行動に移すための仕組みを工夫した点は，意義が大きいと考えられる。

（４）筑波大学附属久里浜特別支援学校における成果
　筑波大学附属久里浜特別支援学校では，文部科学省研究開発学校の指定を受け，平成19年度よ
り３年計画で「自閉症児のための教育課程の研究開発Ⅱ　－社会参加と自立を促す幼稚部，小学
部一貫した教育課程の編成－」に取り組んでいる。その中において，授業の評価・改善の取組で
は，本研究所プロジェクト研究の研究成果が活用されてきた（資料９）。また自閉症教育推進指
導者研修においては自閉症教育のキーポイントと授業の評価・改善シートの有効性を検証する貴
重な機会となった。

５　研修開発のまとめ
（１）授業実践演習の重要性～やりながら学ぶこと
　指導者研修は，研修者が既に一定の知識や経験を有し各地域で活躍していることから，単なる
講義ではなく，久里浜特別支援学校のような実践レベルの高いところでの演習と協議を中心に据
えることで，互いの知識や経験を共有し，さらに高め合うことができたと考える。また，本プロ
ジェクト研究が提案する「理解と活用のための11項目」「自閉症教育のキーポイント」「授業の評
価・改善シート」などの内容は，机上での講義を最低限にし，演習の中で実感しながら活用し，
協議することで研修者の理解を深めて，今後の教育に活用できる実践力を習得する機会となった
と考える。
　このことについて，アンケートでは，「授業実践，改善を重ねる中で，自分たちが学んだばか
りの知識や技術を出し合うことと，研修中に教えていただいた内容をとり入れることで，実体験
にもとづいた研修の機会となりました。」という記述もあった。話したことを明日の授業に生か
し，実際に授業者となって取り組むことは，学校での授業と同じで効果的な研修あり，さらにプ
ロジェクト研究の成果という同じ考え方，モデルを踏まえての授業改善であり，実践に生きる力
を体得できることにつながったと考える。

（２）チームアプローチの重要性～チームで思考し，モデル図を描くことでの考えの共有
　特別支援学校の授業の多くはチームティーチングで行われており，チームとして最大限の力を
発揮しながら授業に臨むことが重要である。チームだからこそ個人で考えるよりも，よりよい思
考ができる利点がある。つまり，教師には，個人としての専門性ある知識や技術とともに，チー
ムの一員として必要な調整力やファシリテーション力が求められる。研修においても多くの時間
を費やす「課題別協議」「班別協議」「協議のまとめ」はすべてチームで取り組む内容である。こ
のなかで，アイスブレイキング法や，ブレーンライティング法などを紹介しながら，チームとし
ての課題の共有や，チームメンバーの意見を大切にすること，明確なゴールを定めてチーム一丸

－135－



となって時間内に協議を進めることなどチームアプローチの重要性を体験する機会を設定した。
　実際に協議を何度も繰り返す中では，自分で発言するなかでの気づきがあったり，研修者同士，
実践演習を行った学校の学級担任とアイデアを出し合ったりしながら互いの考えも尊重するな
ど，チームとして力量を高めることができた。一方，本研究所担当研究職員は，チームアプロー
チの重要性を事前に共通認識し，チームによる協議を補助する支援に徹した。このことにより，
本研修ではどのチームもチームとしてのまとまりと成長がみられた。
　研修においては協議した内容をポスターにまとめることを大切にした。ポスターにモデル図を
描くことは，協議した意見や考えを見える形で１つにする作業であり，またポスターを作り発表
する過程には，役割分担が自然に生じ，そのことを各自が主体的に担うことで一層チームのまと
まりが強化された。さらに，ポスターを手がかりにプレゼンテーションすることで，より理解を
深めることができたと考える。

（３）研修でつけた力，実践で使える力
　研修者が各地域に戻り指導者として活躍することを前提とした研修であった。そのためには，
まずは，研修で学んだことを伝える場，実際に指導する場が想定される。指導者には，実践上で
課題になっていることに答えていくことと，プレゼンする力そのものも求められる。本研修では，
実践上での課題と結び付けその解決策を探る「課題別協議」や，学んだことを的確に伝えること
ができるよう「班別協議のまとめ」を設定し，それぞれの場でプレゼンテーションを行った。
　また，本研修の研修内容のエッセンスは，プロジェクト研究で取り組んでいる「自閉症教育実
践ガイドブック」「自閉症教育実践ケースブック」「自閉症教育実践マスターブック」に掲載さ
れている。研修者は，研修の内容をこれらの刊行物で再確認することができるとともに，これら
をもとに各地域で研修会や指導助言を行うこともできる。プロジェクト研究の研究成果と教育実
践，そして研修が密接にリンクしたものであり，大きな成果をもたらすことができたと考える。

　以上，まとめとして，３点のポイントを示した。本研修は，指導者研修として実際的で効果的
な画期的研修プログラムと考える。今後，本研修を受講した方が，各地域において指導者として
自閉症教育を強力にリードすることを期待するとともに，自閉症教育の水準の向上を願っている。

� （齊藤宇開・内田俊行・小澤至賢・徳永豊）
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特集　自閉症のある子どもの教育課程研究

国立特殊教育総合研究所研究紀要編集委員会

＜特集の趣旨＞
　当研究所は，昭和52（1977）年以来，自閉症教育に関する多くのプロジェクト研究に取り組んできた。平
成15（2003）年度から３年計画で開始したプロジェクト研究「養護学校等における自閉症を併せ有する幼児
児童生徒の特性に応じた教育的支援に関する研究－知的障害養護学校における指導内容，指導法，環境整備
を中心に－」では，当研究所におけるこれまでの自閉症研究や国内外の先行研究の成果を踏まえ，養護学校
等の教育現場における自閉症教育の充実に役立つ「自閉症教育実践ガイドブック」や「自閉症教育実践ケー
スブック」をとりまとめるとともに，全国の盲・聾・養護学校を対象とする悉皆調査から，在籍者の約25％
が自閉症の診断あるいは疑いがあると推測されること，そうした自閉症の子どもの多さにもかかわらず組織
として自閉症教育に取り組んでいる学校は４校に１校程度であることを明らかにした。さらに，３年間の研
究から，自閉症のある子どもに有効な指導法や環境整備については成果の蓄積が見られるが，自閉症の子ど
もに適切な教育課程の検討はまだ不十分であることも明らかになった。そこで，本研究紀要では，「自閉症
のある子どもの教育課程研究」と題した特集を組み，今後の特別支援学校における自閉症の特性に応じた教
育課程研究の促進を図ることとした。なお，本特集は本研究紀要編集委員会が企画し，平成１８年度から開
始されたプロジェクト研究「特別支援学校における自閉症の特性に応じた指導パッケージの開発研究－総合
的アセスメント方法及びキーポイントとなる指導内容の特定を中心に－」の研究分担者に依頼し，その研究
計画に位置付けて執筆されたものである。

　最初の齊藤・内田論文「自閉症教育のキーポイントとなる指導内容－７つのキーポイント抽出の経緯と内
容を中心に－」は，前プロジェクト研究で自閉症教育のキーポイントとして提案された７つの力について，
その抽出プロセスと妥当性について報告するとともに，それらの力に基づくアセスメント及び授業の在り方
について提案している。
　２番目の佐藤・涌井・小澤論文「自閉症教育における指導のポイント－海外の４つの自閉症指導プログラ
ムの比較検討から－」は，機軸反応訓練，幼児自閉症プロジェクト，ＴＥＡＣＣＨプログラム，発達・個人
差・関係を基盤としたアプローチ（ＤＩＲ）という海外の４つの自閉症指導プログラムを比較検討し，自閉
症教育において重要な指導内容の要素を見いだそうとしている。
　３番目の徳永・木村論文「自閉症の特性に応じた教育課程の在り方に関する考察－我が国における知的障
害養護学校の実践とイギリスにおける取組からの考察－」は，我が国における自閉症の特性に応じた教育課
程を研究してきた研究開発校等の実践について報告するとともに，イギリスの自閉症学校における教育課程
と比較検討し，自閉症の子どもたちに必要な特別な教育課程の在り方について提案している。

資料　自閉症のある子どもの教育課程研究
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Ⅰ．はじめに

　平成15年度から17年度までの自閉症プロジェクト研
究「養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児
童生徒の特性に応じた教育的支援に関する研究」で
は，教育内容，教育方法，環境整備について自閉症
教育実践ガイドブック（2004）や自閉症教育実践ケー
スブック（2005）としてまとめたところである８）９）。
ガイドブックに記載したとおり，自閉症の診断基準
としてDSM-Ⅳ（2002）で示されている，いわゆる三
つの症状（コミュニケーション，社会性，こだわり）
に加えて，過敏性などの感覚の問題，パニックなど
の情動のコントロールの問題，二つ以上の情報を処
理することが困難なモノ・トラック（シングルフォー
カス）の問題，いろいろな情報をまとめて全体像を
つかむ力が弱いセントラルコヒーレンスの問題など
への十分な配慮が必要であることが分かってきた。
これらの障害特性に応じた教育内容，教育方法，環

境整備について実践に基づいた研究の結果，物理的
構造化など，教育方法を中心にその対応（配慮）の
具体化は進みつつあるものの，教育内容については
さらに検討を進める必要があることが明らかになっ
た。
　また，本プロジェクト研究と同時期に，教育内容
に関する文部科学省の研究開発校の指定を受けた鳴
門教育大学附属養護学校（2003）や，自閉症に特化
した佐久間ら（2004）の研究成果として，「社会性」
や「コミュニケーション」の重要性が挙げられ，教
育課程への明確な位置づけが提案された11）13）。東
京都教育委員会（2006）は，領域・教科を合わせた
指導の新たな形態として「社会性の学習」の設定を
明示した上で，すでに平成18年度より，実際に教育
課程に位置づけて具体的な指導事例の蓄積に取り組
んでいる14）。
　齊藤（2004）は，知的障害教育の内容や方法だけ
では自閉症を併せ有する子どもたちに適切な指導が
なされない理由として，行動的側面における自閉症

自閉症教育のキーポイントとなる指導内容

－７つのキーポイント抽出の経緯と内容を中心に－

齊　藤　宇　開＊  ・  内　田　俊　行＊＊

（＊教育支援研究部）（＊＊企画部）

要旨：平成15年度から17年度までの自閉症プロジェクト研究「養護学校等における自閉症を併せ有する幼児
児童生徒の特性に応じた教育的支援に関する研究」では，自閉症を併せ有する子どもたち一人一人に応じた
指導計画や授業を創造するための，中核となる教育内容を明らかにすることを目的の一つとした。Koegel
ら（2006）が，一度獲得されると，自閉症を併せ有する子どもにとって広範かつ，持続的・長期的な改善を
もたらすものと定義している「機軸行動」（Pivotal Response Treatments）を参考に，文献研究と合わせて，
国内の研究協力機関における個人別の課題学習やグループ別学習の「ねらい（目的）」の収集，分析を行った。
その結果，「自閉症教育の７つのキーポイント」として，「学習する態勢になる力」や「自己を管理する，調
整する力」，「自ら何かを伝えようとする意欲と個に応じた形態を用いて表出する力」などの７項目を抽出し
た。「７つのキーポイント」の活用方法として，アセスメントや授業の評価・改善について研究を継続して
いる。
見出し語：自閉症教育，７つのキーポイント，アセスメント，授業の評価・改善 
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た。
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に関する文部科学省の研究開発校の指定を受けた鳴
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した佐久間ら（2004）の研究成果として，「社会性」
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育課程への明確な位置づけが提案された11）13）。東
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なされない理由として，行動的側面における自閉症
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もたらすものと定義している「機軸行動」（Pivotal Response Treatments）を参考に，文献研究と合わせて，
国内の研究協力機関における個人別の課題学習やグループ別学習の「ねらい（目的）」の収集，分析を行った。
その結果，「自閉症教育の７つのキーポイント」として，「学習する態勢になる力」や「自己を管理する，調
整する力」，「自ら何かを伝えようとする意欲と個に応じた形態を用いて表出する力」などの７項目を抽出し
た。「７つのキーポイント」の活用方法として，アセスメントや授業の評価・改善について研究を継続して
いる。
見出し語：自閉症教育，７つのキーポイント，アセスメント，授業の評価・改善 

特 集 の特性を挙げた。コミュニケーション（対人的相互
反応）の質的な障害は，双方向のやりとりで授業を
展開していく指導方法が困難なことを意味し，こだ
わり（反復的で常同的な）行動は，しばしば着席や
移動などの学習態勢の基本を成立させることさえ困
難にしている場合もある。また，自閉症を併せ有す
る子どもたちは，言語や想像力を必要とする教科に
比べ，算数の計算や図形，絵画配列等の能力が卓越
しているなど，自閉症を併せ有さない子どもたちに
比べて知的水準のアンバランスが認められることが
ある。この卓越した能力は，障害の特性に応じた配
慮等が少ない状態でも発揮されることがあるため，

「やればできる。特別な配慮がなくても，こんなこ
とまでできるのだから。」と，かえって障害の特性
に応じた配慮等を行うことを否定的に見てしまう場
合もある12）。
　また，齊藤（1998）は，社会性や行動につまずき
のある子どもたち（自閉症等）が現段階で受けてい
る教育的アプローチの多くは，「困った行動」また
は「問題行動」として顕在化してからの対応になっ
ていると指摘した10）。この対応方法では，子ども一
人一人の特性をありのままに受け入れ，理解して配
慮するレベル（トップダウン・アプローチ）か，子
どもたち自身に対して，経験の補充や指導を行って
社会のルール（社会的規範）を守るように指導する
レベル（ボトムアップ・アプローチ）の二極化が起
こってしまう傾向がある。そこで，図１のように，
中枢神経系の機能障害又は機能不全（一次的な障害）
に基づき，認知能力の歪みや情動のコントロールの
困難など（二次的な障害）から生起するとされた社
会性や行動のつまずき（三次的な障害）の間に，「自
閉症教育のキーポイント」（表１）という概念を持
ち込むことが必要ではないかと考えた。
　この「自閉症教育のキーポイント」の創案に関し
ては， Koegelら（2006）が，一度獲得されると自閉
症を併せ有する子どもにとって広範かつ持続的・長
期的な改善をもたらすものと定義している「機軸行
動」（Pivotal Response Treatments）４）を参考に（表
２），プロジェクト研究での3年間の研究協力者及び
研究協力校との研究成果８）９）や，Schoplerら（1995
他）の文献研究２）３），国立久里浜養護学校での指

導内容を分析した。これらに基づき，自閉症のある
子どもの教育を行うにあたって，個人別の課題学習
や自閉症の特性に応じたグループ別学習などで授業
の「ねらい（目的）」となるものとして「７つのキー
ポイント」を提案した。
　本報告では，自閉症教育のキーポイント提案の過
程，キーポイントの条件や７つのキーポイント抽出
の方法，内容，使用方法の順に報告する。

表2　機軸行動の五つの領域（Koegelら2006）

表1　自閉症教育のキーポイント

図1　社会性につまずきのある子ども

1

•

• •
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Ⅱ．自閉症教育のキーポイント提案の過程

　７つのキーポイントの提案まで，約２年間を要し
た。その過程について順を追って記載する。

１ ．個人別の課題学習から指導のポイントを抽出
（約400サンプルを抽出）

　抽出のためのビデオ分析の作業に半年ほど費やし
た。サンプルとなる指導のポイントを導き出すため
には，文献研究などにより仮説を立ててから検証を
進めたり，学習指導要領に即して「自立活動」の区
分を参考に考察したりする演繹的方法をとることも
可能であった。しかし，実践に役立つキーポイント
を導き出すためには，実践の場のデータを重視した
方が有効であると考えたことや，分析するにあたっ
て先入観にとらわれないために，実践の場のサンプ
ルを集めてからキーポイントを導き出す帰納的方法
を取った。
　そこでトモニ療育センター（河島淳子所長）６）及
び国立久里浜養護学校（現筑波大学附属久里浜養護
学校；平成15年度当時，自閉症クラス）13）における
個人別の課題学習の「ねらい」について，サンプル
となる指導のポイントを書き出す作業を行った。そ
の際，課題学習場面を直接観察して記録する方法，
及びビデオテープをおこして，指導者の働き掛け及
び行動，子どもの働き掛け及び行動を比較していく
方法を用いた。 
事例対象は以下のとおりである。
　①トモニ療育センターにおける個人別の課題学習
　・ 事例数８名（知的な遅れを伴う自閉症ある子ど

も６名，他２名）
　・幼児２名，児童６名
　②国立久里浜養護学校における個人別の課題学習
　・ 事例数7名（知的な遅れを伴う自閉症ある子ど

も７名）
　・児童７名
　（平成15年度，国立久里浜養護学校に，自閉症に特
化した教室を一クラス組織した。そこでは，個別の
課題学習を中心に指導を進めた。研究の詳細は「自
閉症教育実践ガイドブック」８）に反映されている。）
　自閉症教育のキーポイントを抽出する方法として，

それぞれの機関に対応した巻末資料１，２のような表
を作成し，それを基にサンプルを集約した。その結
果，約400サンプルを明らかにすることができた。
　（トモニ療育センターにおける個人別の課題学習
の分析のための資料は巻末資料１，国立久里浜養護
学校における個人別の課題学習の分析のための資料
は巻末資料２のとおりである。）

２ ．類似のサンプルを再構成（約50サンプルに集約）
　本研究所で研修中の長期研修員（現職の教諭）及
び国立久里浜養護学校の教諭ら（10名強）で３～４
チームを構成し，類似のサンプルを再構成する作
業を行った。その際，約400サンプル全てに番号を
付け，カードにして，類似のカードを集める作業を
行った。各チームが全てのサンプルを担当したが，
この段階では大きな相違は出なかった。各チームで
結果を持ち寄ったところ，約50サンプルに集約する
ことができた。

３ ．ブレーンライティング法や，インシデントプロ
セス法を用いた，新たな自閉症教育のキーポイン
ト抽出のためのサンプルの検討（約30サンプル
の追加）

　類似のサンプルを再構成すると同時に，各チーム
で，ブレーンライティング法（付せんなどに一人一
人が意見を書き出し，全体で分析を進めながら問題
解決，もしくは目標達成に向けての可能性のある方
針等を導く）や，インシデントプロセス法（事例と
して実際に起こった出来事（インシデント）をもと
に，参加者が出来事の背景にある事実を収集しなが
ら，問題解決の方策を考えていく）を用いて，新た
にサンプルとなる指導のポイントを検討した。先の
トモニ療育センター及び国立久里浜養護学校におけ
る指導のポイント等から明らかになったサンプルに
加わるものとして，「自立的に動く」，「代替えの手
段を使ってコミュニケーションする」，「見通しがつ
いた状態で活動に取り組む」など，約30サンプルを
追加した。
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Ⅱ．自閉症教育のキーポイント提案の過程
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て先入観にとらわれないために，実践の場のサンプ
ルを集めてからキーポイントを導き出す帰納的方法
を取った。
　そこでトモニ療育センター（河島淳子所長）６）及
び国立久里浜養護学校（現筑波大学附属久里浜養護
学校；平成15年度当時，自閉症クラス）13）における
個人別の課題学習の「ねらい」について，サンプル
となる指導のポイントを書き出す作業を行った。そ
の際，課題学習場面を直接観察して記録する方法，
及びビデオテープをおこして，指導者の働き掛け及
び行動，子どもの働き掛け及び行動を比較していく
方法を用いた。 
事例対象は以下のとおりである。
　①トモニ療育センターにおける個人別の課題学習
　・ 事例数８名（知的な遅れを伴う自閉症ある子ど

も６名，他２名）
　・幼児２名，児童６名
　②国立久里浜養護学校における個人別の課題学習
　・ 事例数7名（知的な遅れを伴う自閉症ある子ど

も７名）
　・児童７名
　（平成15年度，国立久里浜養護学校に，自閉症に特
化した教室を一クラス組織した。そこでは，個別の
課題学習を中心に指導を進めた。研究の詳細は「自
閉症教育実践ガイドブック」８）に反映されている。）
　自閉症教育のキーポイントを抽出する方法として，

それぞれの機関に対応した巻末資料１，２のような表
を作成し，それを基にサンプルを集約した。その結
果，約400サンプルを明らかにすることができた。
　（トモニ療育センターにおける個人別の課題学習
の分析のための資料は巻末資料１，国立久里浜養護
学校における個人別の課題学習の分析のための資料
は巻末資料２のとおりである。）

２ ．類似のサンプルを再構成（約50サンプルに集約）
　本研究所で研修中の長期研修員（現職の教諭）及
び国立久里浜養護学校の教諭ら（10名強）で３～４
チームを構成し，類似のサンプルを再構成する作
業を行った。その際，約400サンプル全てに番号を
付け，カードにして，類似のカードを集める作業を
行った。各チームが全てのサンプルを担当したが，
この段階では大きな相違は出なかった。各チームで
結果を持ち寄ったところ，約50サンプルに集約する
ことができた。

３ ．ブレーンライティング法や，インシデントプロ
セス法を用いた，新たな自閉症教育のキーポイン
ト抽出のためのサンプルの検討（約30サンプル
の追加）

　類似のサンプルを再構成すると同時に，各チーム
で，ブレーンライティング法（付せんなどに一人一
人が意見を書き出し，全体で分析を進めながら問題
解決，もしくは目標達成に向けての可能性のある方
針等を導く）や，インシデントプロセス法（事例と
して実際に起こった出来事（インシデント）をもと
に，参加者が出来事の背景にある事実を収集しなが
ら，問題解決の方策を考えていく）を用いて，新た
にサンプルとなる指導のポイントを検討した。先の
トモニ療育センター及び国立久里浜養護学校におけ
る指導のポイント等から明らかになったサンプルに
加わるものとして，「自立的に動く」，「代替えの手
段を使ってコミュニケーションする」，「見通しがつ
いた状態で活動に取り組む」など，約30サンプルを
追加した。

４ ．自閉症教育のキーポイント抽出のためのサンプ
ルを再構成（約80サンプルから五区分を仮説と
して分類）

　トモニ療育センター及び国立久里浜養護学校にお
ける指導のポイント等から抽出した50サンプルと追
加した30サンプルを再構成した。同じチームで，合
わせて約80サンプルをカードにして，同じ意味の言
葉などを再構成する作業を行った。作業を進めてい
く中で，約50サンプル程度には集約されたが，それ
以上の分類が難しかった。
　そこで，前述したKoegelや，Schopler，国立特殊
教育総合研究所（1988）など，国内外の研究成果７）

を参考に，「主体性」，「行動管理」，「認知」，「コ
ミュニケーション」，「模倣」，の五区分を設定し，
それに即して，サンプルを分類する試みを行った。  

５．自閉症教育のキーポイントの条件を設定
　キーポイントを選ぶ際の条件として，Koegelら
の機軸行動に関する文献研究を参考に，表３にある
ような以下の三つの条件を設定した。

表3　自閉症教育のキーポイントの条件

６．７つのキーポイントの提案
　「主体性」，「行動管理」，「認知」，「コミュニケー
ション」，「模倣」，の五区分による分類・再構成を
進めていく過程で，「主体性」については，ほぼ全
ての項目に該当すると言って良いという結論に至っ
た。そこで「主体性」は全ての指導のポイントの基
盤として位置づけた（図２）。
　残りの四区分に該当すると考えられるサンプルを
分類して，さらに分かりやすく実際的な用語（キー
ポイント）を抽出していった（表４）。その結果，

「行動管理」は複数のキーポイントになった。項目
としては，「学習する態勢になる力」，「指示に応じ
る，指示を理解できる力」，「自己を管理する，調整
する力」，「楽しいことや嬉しいことを期待して活動
に向かう力」を設定することが分かりやすく実際
的であると考えられた。次いで「コミュニケーショ
ン」のサンプル数が多かったが，「自ら何かを伝え
ようとする意欲と個に応じた形態を用いて表出す
る力」という一つの項目に集約することができた。

「模倣」，「認知」も同様に「模倣して，気づいたり
学んだりする力」，「課題解決のために注視すべき刺
激に注目できる力」のそれぞれ一つの項目に集約す
ることができた。以上の７つの項目を「キーポイン
ト」と名付け，五区分と７つのキーポイントの関係
を図２にまとめた。
　さらに，主体性を除いた四区分と７つの下位キー
ポイントに，実際に分析したサンプルの例を加えたも

図２　五区分（仮説）と７つのキーポイント

－153－



表4　主体性を除いた残り四区分と７つの項目（キーポイント）の内容分類（抜粋）
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表4　主体性を除いた残り四区分と７つの項目（キーポイント）の内容分類（抜粋）

のを表４に示した。また，これまで述べてきた７つの
キーポイント提案までのプロセスを表５にまとめた。

Ⅲ．自閉症教育の７つのキーポイント

 １．７つのキーポイントの用語について
　以上の過程を経て，表６に示すような，主体性を
基盤とする７つのキーポイントを明らかにすること
ができた。

表6　自閉症教育のキーポイント（案）

　現場の先生たちや保護者に利用していただくため
に，より分かりやすい用語を用いて表６の内容を表
現するための検討を行った。その際，検討会議を開
いて，本研究所研修員（現職の教諭）や筑波大学附
属久里浜養護の教諭，本プロジェクト研究協力校，
親の会等からの助言を受けた。その結果，「自閉症
教育の７つのキーポイント（表１）」の用語に変更
し，自閉症教育の７つのキーポイントを提案した

（表６と表１の各項目は対応している）。

２．７つのキーポイントの内容
　７つのキーポイントが実践の場で活用されるため
には，具体例（下位項目に該当する内容）を挙げる
ことが必要であり，研究協力校をとおして，現在
も，検討を進めているところである。研究協力校で
の検討のために，案として提示した内容は，表７に
示すとおりである。

Koegel 2006 Schopler 1995

表５　7つのキーポイント提案までのプロセス
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表７　自閉症教育の７つのキーポイントの内容（案）
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表７　自閉症教育の７つのキーポイントの内容（案） Ⅳ ．自閉症教育のキーポイントの活用

　キーポイントは以下のような現場のニーズに応え
ることができると考えている。
　① 個に応じた指導内容を導き出すためのアセスメ

ント（チェックリスト，指導資料）ができる
　② 授業の目的（ねらい）となったり，評価・改善

に役立ったりする

１．アセスメントへの活用
　自閉症教育の７つのキーポイントを活用するこ
とで，指導内容を導き出すためのアセスメント

（チェックリストや指導資料）が作成できると考え
ている。特に個人別の課題学習やグループ学習など
の授業を構成する際の資料として，「７つのキーポ
イント」のアセスメントを行うことで，適切な指導
内容が導き出せると考えている。現在，アセスメン
ト名を「評価のための個別セッション」として，実
践的応用に向けての研究を進めているところである
９）（図３）。

図３　評価のための個別セッション

２．授業の評価・改善への活用
　授業を行うにあたって，チーム・ティーチングを
より有効にするためには，授業者が授業の目的（ね
らい）を明示した上で，PDCAサイクル（計画→実
施→評価→改善→計画→・・・）を念頭に，常に評

価・改善することが必要であると考えられる。その
際，指導者が，授業場面で意図した「目的（ねら
い）」をチームで確認していく作業を繰り返すこと
で，題材や教師の動きも改善されていくと考えてい
る。「目的（ねらい）」を「７つのキーポイント」を
参考に作成していくことで，適切な「ねらい（目的）」
を導き出すことができ，授業の評価・改善に結びつ
くと考える。現在，「授業評価・改善シート」（図
４，５）として，研究を進めているところである。

Ⅴ．今後の課題

　自閉症教育の「７つのキーポイント」を提案した。
研究協力校（筑波大学附属久里浜養護学校，北海道
教育大学附属養護学校　他）を中心に，アセスメン
ト及び，授業の評価・改善のための活用に取り組み
はじめている。今後は，個人別の課題学習等，個に
応じた指導場面で７つのキーポイントに関する直接
的な指導を行ったり，領域・教科を合わせた指導や，
音楽，体育などの教科学習の目的の一つとして用い
たりするなどの活用が期待される。
　研究協力校からは，７つのキーポイントは自閉症
の診断がある子どもたち以外にも十分に利用できる
という意見が報告されている。養護学校等に在籍す
る子どもたちには「社会性や行動のつまずきのある
子ども」も多く，７つのキーポイントを使った授業
改善や，教育内容の見直しを促進できないかと考え
ている。そのためには，７つのキーポイントを再度
見直すことも含め，指導のアイディアや具体的な事
例などの検討を始めたいと考えている。
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図４　授業評価・改善シート（抜粋）

図５　授業評価・改善シート（記入例）
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図４　授業評価・改善シート（抜粋）

図５　授業評価・改善シート（記入例）
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資料１　トモニ療育センターにおける個人別の課題学習（ねらい）のビデオ分析データ（例）

－160－



資料１　トモニ療育センターにおける個人別の課題学習（ねらい）のビデオ分析データ（例）
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資料２　国立久里浜養護学校（現筑波大学附属久里浜養護学校）（平成14年度当時，自閉症クラス）における個人別
　　　　の課題学習の「ねらい」
　　　＊国立久里浜養護学校では，三つの観点（「生活」，「社会性」，「認知」）でねらいを分類した。自閉症教育のキー
　　　　ポイントでは，その中の「社会性」に注目して，サンプリングを行った。
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Guidance Contents which Become Key Points of Education for Autistic 
Children: Extraction Process and Contents of Seven Key Points 

SAITO Ukai*, UCHIDA Toshiyuki**

（*Department of Educational Support Research） （**Department of Policy and Planning）

Abstract: From 2003 to 2005 , I clarified the fundamental educational curriculum for a guidance plan 
and classes that can be tailored to individual autistic children and completed the “Effective Educational 
Support based on the Special Needs of Children with Autistic Disorders - Focused on teaching contents, 
teaching methods and managing strategies of school and/or classroom environment- ”. Koegel, ( 2006 ) 
states that once “Pivotal Response Treatments” are successfully completed a child with autism, exhibits 
extensive and continuous long-term improvement. Keeping this in mind, I surveyed relevant literature as 
well as domestic cooperative studies on the aims of individual task learning and group leaning. 
As a result, I extracted “seven key points of autistic education”, for example, the “ability to be able to 
learn” and “ability to coordinate and manage oneself”, “ability to be able to communication oneself”. 
Work is continuing on methods of applying these “seven key points” to the assessment, evaluation and 
action of classes in education for autistic children.
Key Words: autism education, seven key points，assessment, evaluation of a class 
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Ⅰ．はじめに

　近年，国内外ともに自閉症のある児童生徒の教育
や指導が注目されている。アメリカでは，National 
Research Councilが，Lord,C. ら14名の自閉症研究
の専門家により「自閉症のある子どもの教育的介入
に関する委員会」を立ち上げ，これまでの研究を網
羅して，現状と課題について検討した22）。本委員会
において検討した事項は多岐にわたっているが，早
期教育及び指導プログラムに関して検討した内容を
見ると，①２歳で信頼できる診断が可能であり，早
期の診断が重要であること，②家族を指導に巻き込
んだり，家族のメンタルヘルス等の支援を実施する
ことが重要であること，③自閉症スペクトラムが疑
われたら，すぐに個別化され，特別化された目標と
計画に基づいた教育的サービスが開始される必要が
あること，④十分な個別的対応が必要であること，
⑤介入において優先される事柄に，幼少期の教育に
おける機能的な自発的コミュニケーション，母親の

模倣や仲間との共同的な活動など社会的な指導，遊
びのスキルの指導，自然な文脈での般化や維持に関
する指導，問題行動への介入方略，機能的な学業ス
キルがあることなどが示されている。
　一方我が国では，「21世紀の特殊教育の在り方に
ついて～一人一人のニーズに応じた特別な支援の在
り方について～（最終報告）」24）において，「知的障
害教育の内容や方法だけでは適切な指導がなされ
ない場合もあり，知的障害と自閉症を併せ有する児
童生徒等に対し，この二つの障害の違いを考慮しつ
つ，障害の特性に応じた対応について今後も研究が
必要である」と指摘されている。
　独立行政法人国立特殊教育総合研究所は，プロ
ジェクト研究「養護学校等における自閉症を併せ有
する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支援に関す
る研究」を平成15年度から17年度まで実施した。本
研究の成果から，我が国の養護学校の指導内容で
は，「意思伝達」と「生活習慣」が最も重視されて
おり，「行動調整」と「余暇・自立」は，学部が上
がるにつれ重視される傾向がみられること35），「偏っ

特 集

自閉症教育における指導のポイント

－海外の４つの自閉症指導プログラムの比較検討から－
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討した結果，重要な指導内容の要素として，活動に従事すること（活動を動機づけること，人や環境からの
働きかけに適切に反応すること，一定時間活動を維持すること，独力で遂行できるように行動を調整するこ
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Ⅰ．はじめに
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たコミュニューケーション」「常同・こだわり行動」
「特異な認知特性」「想像性の欠如」といった自閉症
の特性に関して考慮した指導が多いことが指摘され
た36）。また，実証については今後の課題となってい
るが，これまでの研究成果やKoegelらの機軸行動に
関する考え方，また久里浜養護学校等での自閉症の
指導内容を分析し，身に付いて欲しい力として７つ
の力（以下キーポイント）を提案している。34）

　前述したプロジェクト研究で実証した指導内容
に関する成果は，教員側の意識に関する結果であ
り，また現状で実施されている指導内容を分析した
ものである。今後，キーポイントとして提案された
身につけて欲しい力を実証するために，個に応じて
自閉症の児童生徒がどのようなことを身に付けてい
くと，将来的に社会参加やその後の学習が促進され
るのか，どのような指導をどの段階で行うことが求
められるのかなどについて，幼少期から継続して評
価し，指導内容を整理することが求められる。本研
究の目的は，前述したプロジェクト研究で提案され
たキーポイントの妥当性を検討する一つの方法とし
て，自閉症に特化した海外の４つの指導プログラム
を展望し，自閉症の特性に応じた指導内容の要素を
抽出することを通して，自閉症教育において優先す
べき指導内容について検討することである。

Ⅱ．比較に用いた訓練プログラムと比較項目

１．比較に使用したプログラムについて
　自閉症を対象としたプログラムであること，コ
ミュニケーションのように一つの領域に限定した
プログラムではなく，複数領域の指導を含んだプ
ログラムであること，幼児期からの対応である
こと，プログラムの背景にある理論が異なること
などを選択基準とし，①機軸反応治療プログラム

（Pivotal Response Treatments：以下ＰＲＴｓ），
②ＵＣＬＡ幼児自閉症プロジェクト（ＵＣＬＡ　
Young Autism Project：以下ＹＡＰ），③ＴＥＡ
ＣＣＨプログラム（Treatment and Education of 
Autistic and related Communication handicapped 
CHildren：以下ＴＥＡＣＣＨ），④発達・個人差・
関係を基盤にしたプログラム（The Developmental, 
Individual-difference, relationship-based model：以
下ＤＩＲ）の４プログラムを取り上げることとし
た。各プログラムの概要を表１に示した。
　(1)　ＰＲＴｓ
　ＰＲＴｓはカリフォルニア大学サンタバーバラ校
のKoegel夫妻によって開発された指導プログラムで
ある15）。このアプローチの特徴は，自閉症の子ども
をより正常な発達過程に引き戻すために，障害の中

表１　各プログラムの概要
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核領域すなわち機軸領域に介入のねらいを定めてい
るということである。Koegelら14）15）は，自閉症その
ものはこれまで疑われてきたものよりもかなり軽微
な障害で，一見重篤な障害の様相として考えられて
きた事柄は，異常な発達の結果として出た副作用と
考えており，もしこれが早期に修正されれば，とて
も有益な成果を得ることが可能になるだろう，とい
う仮説を立てている。この仮説に基づき，自閉症の
子どもを正常な発達過程に引き戻すために，障害の
中核領域に狙いを定めた指導を行うことによって，
一見重篤に見える副作用を消失させ，広範で迅速な
介入結果を生み出すことができると主張している。
　また，これら３つの機軸領域の介入に当たって
は，次の４点を重要視している。１つは，介入の計
画と実施において家族を巻き込むこと，２つめは，
自然な環境で介入を行うこと。３つめは，鍵となる
機軸の標的行動の治療を第一にして，個人の行動の
修正を二次的な目標にすること，４つめは，家庭と
学校の双方の文脈（場面）において介入を実行する
ことである15）。
　ＰＲＴｓでは，介入成果の般化注１）と維持注２）は，
中核領域（機軸領域）の介入の核心部分である。Ｐ
ＲＴｓにおける自然言語パラダイム注３）（ＮＬＰ）
による介入は，正反応率と正確度の増加，自発的
な発語の増加，クリニック場面以外での言語の般
化に効果を上げている。さらに，自然言語パラダイ
ム（ＮＬＰ）と動機付け手続きを組み合わせた指導
パッケージでは，標的でなかった行動の共変的な改
善と反応領域の般化が見られたという効果が上がっ
ている15）。なお，標的でなかった行動の共変的な改
善と反応領域の般化には，以下のものが含まれてお
り，標的とした行動以外の共変的な改善と反応領域
の般化も評価する。
　ア　 まとまりのない混乱した行動（disruptive 

behave）の減少
　イ 子どもの情動の改善
　ウ 発話明瞭度の改善
　エ 教科的な学習の改善
　オ ステレオタイプで限定的な行動の減少
　カ 社会性の領域での改善

　(2)　ＹＡＰ
　ＹＡＰは， LovaasによってＵＣＬＡで開発された
プログラムである。このプログラムは，年長もしく
は青年期の自閉症に関する初期の研究を基にしてい
る17）。1970年代に，発達に遅れのある幼児を対象と
て適用されたプログラムであり，自閉症の幼児への
介入に対して留意されている。応用行動分析の原理
と手法が用いられ，行動を，過剰な行動（例えば，
自己刺激行動，自傷行動，攻撃，脅迫行動，かん
しゃくなど）と，未習得の行動（言語，ソーシャル
スキル）に分け，行動療法の技法を用いて過剰な行
動を減少させ，未習得の行動を習得することを目指
すものである６）。基本的に初期の指導では指導者と
子どもが１対１のセッティングで，指導者から明確
な指示を呈示し，一試行ずつ呈示するなど，刺激を
制御した指導形態（Discrete Trial）が採用される17）。
　(3)　ＴＥＡＣＣＨ
　ＴＥＡＣＣＨプログラムは，1972年にSchoplerと
Mesibovによってアメリカのノースカロライナで開
発された。自閉症の認知特性である視覚能力を利用
して，指示を理解するのを助ける，構造化の原理に
基づいたアプローチである26）。親がセラピスト助手
になってスタートからプログラムに関わり，１日を
通して子どもに，指示と期待を視覚的に，はっきり
と示しながら，自閉症の子どもが自分で作業に取り
組めるなることを主な目的としている６）。また，プ
ログラムは，成人後も続けられ，ジョブ・コーチと
してサポートする。
　ＴＥＡＣＣＨの基本原理には，①自閉症の特性を
理論よりも実際の子どもの観察から理解する，②親
と専門家の協力，③子どもに新たなスキルを教える
ことと，子どもの弱点を補うように環境を変えるこ
とで子どもの適応能力を向上させる，④個別の教育
プログラムを作成するために正確に評価する，⑤構
造化された教育を行う，⑥認知理論と行動理論を重
視する，⑦現在のスキルを強調するとともに弱点を
認める，⑧ジェネラリストとしての専門家，⑨生涯
にわたるコミュニティに基盤をおいた援助の９つが
ある30）。
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　ア　 まとまりのない混乱した行動（disruptive 

behave）の減少
　イ 子どもの情動の改善
　ウ 発話明瞭度の改善
　エ 教科的な学習の改善
　オ ステレオタイプで限定的な行動の減少
　カ 社会性の領域での改善

　(2)　ＹＡＰ
　ＹＡＰは， LovaasによってＵＣＬＡで開発された
プログラムである。このプログラムは，年長もしく
は青年期の自閉症に関する初期の研究を基にしてい
る17）。1970年代に，発達に遅れのある幼児を対象と
て適用されたプログラムであり，自閉症の幼児への
介入に対して留意されている。応用行動分析の原理
と手法が用いられ，行動を，過剰な行動（例えば，
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スキル）に分け，行動療法の技法を用いて過剰な行
動を減少させ，未習得の行動を習得することを目指
すものである６）。基本的に初期の指導では指導者と
子どもが１対１のセッティングで，指導者から明確
な指示を呈示し，一試行ずつ呈示するなど，刺激を
制御した指導形態（Discrete Trial）が採用される17）。
　(3)　ＴＥＡＣＣＨ
　ＴＥＡＣＣＨプログラムは，1972年にSchoplerと
Mesibovによってアメリカのノースカロライナで開
発された。自閉症の認知特性である視覚能力を利用
して，指示を理解するのを助ける，構造化の原理に
基づいたアプローチである26）。親がセラピスト助手
になってスタートからプログラムに関わり，１日を
通して子どもに，指示と期待を視覚的に，はっきり
と示しながら，自閉症の子どもが自分で作業に取り
組めるなることを主な目的としている６）。また，プ
ログラムは，成人後も続けられ，ジョブ・コーチと
してサポートする。
　ＴＥＡＣＣＨの基本原理には，①自閉症の特性を
理論よりも実際の子どもの観察から理解する，②親
と専門家の協力，③子どもに新たなスキルを教える
ことと，子どもの弱点を補うように環境を変えるこ
とで子どもの適応能力を向上させる，④個別の教育
プログラムを作成するために正確に評価する，⑤構
造化された教育を行う，⑥認知理論と行動理論を重
視する，⑦現在のスキルを強調するとともに弱点を
認める，⑧ジェネラリストとしての専門家，⑨生涯
にわたるコミュニティに基盤をおいた援助の９つが
ある30）。

　(4)　ＤＩＲ
　ＤＩＲプログラムは，Greenspanらによって開発さ
れた自閉症やこれに類する発達障害のある子ども達
の心と脳の発達を促すことを目的としたプログラム
である。彼らは，自閉症の中心となる困難を，①親
密さと暖かさの確立に関する困難，②ジェスチャー
や情緒的表現を伴ったコミュニケーションの困難，
③情緒や要求を伴う意味のある言葉やシンボルの使
用に関する困難であるとしている４）。そのため，Ｄ
ＩＲのアプローチでは，情緒・発達的能力を発達段
階に応じ，子どもの情報の処理の仕方に基づいた個
人差と保護者や家族との相互交渉に留意した介入プ
ログラムを個人に合わせて作成し実施することで，
発達を促すことをねらいとする。このねらいは主と
してフロアタイムで実施されており，ＤＩＲはしば
しば同義で議論されることが多いが，フロアタイム
以外にも，半構造化問題解決活動，言語プログラム，
仲間との遊びの機会，行動分析（重度の問題行動へ
の対応），生物医学的対応などがあり，同時並行的に
子どもの状態や課題に応じて実施される４）。

２．比較する項目
　上記の４つのプログラムについて，比較分析に用

いた項目を表２に示した。以下では本項目に基づい
て各プログラムを比較分析し，自閉症の特性に応じ
た指導内容の要素について検討する。

表２　比較分析に用いた項目

Ⅲ．各プログラムの実際について

１．指導内容に関する比較検討
　表３に各プログラムで重視される指導内容等を示
した。
　(1)　ＰＲＴｓ
　Koegelらは，機軸行動とは他の沢山の行動に効
果を及ぼし，効果的に広範囲な改善と般化の改善を
産出し続けるものであると定義している12）。
　ＰＲＴsでは，自閉症の障害の中核領域，すなわ
ち機軸となる領域として，「社会的－コミュニケー

表３　指導内容に関する比較

－167－



ション的相互交渉に従事するための動機付け」，
「（子どもから開始される）社会的始発」，「行動の自
己統制（self-regulation）」の３つを挙げている。
　「社会的－コミュニケーション的相互交渉に従事
するための動機付け」がなぜ機軸領域であるのかに
ついて，次のように説明している。Koegelら９）11）

は，自閉症の子どもは反応－結果随伴性を学習する
のが困難であるのは学習性無力感が引き起こってい
るためであると述べている。自閉症の子どもの学習
性無力感の状態を消去するには，その子どもが好む
活動10）や行動しようとする試みも強化すること11）

などを指導手続きに組み込むことによって，反応す
ることに対する動機付けを高めることが有効である
ことがわかっている。そして，学習性無気力感を減
少させることによって，自閉症の子どもの意図的な
コミュニケーションに関連した能力を伸ばすことが
できると述べている。
　さらに，健常の子どもの意図的コミュニケーショ
ンの発達においては，共同注意の出現が決定的な特
徴であること，そして，共同注意は全般的な社会認
知的な過程に寄与しているだけでなく，将来の言語
発達や語彙の量を予測するものとして重要である1）

20）ということから，自閉症の子どもの共同注意の
欠陥は危機的な欠陥20）21）であり，早期介入すべき
重要な標的目標として取り上げている。Koegelら15）

は動機付けの指導によって，共同注意が増えるとい
う共変的な（Collateral）変化が起こり，自然な環
境で社会的コミュニケーションをすることの動機付
けをさらに高めることができると述べている。
　なお，この動機付けを高めるための指導（技法）
は，学習性無力感の消去や共同注意の改善だけに限
らず，様々な行動の指導（例えば自然言語パラダイ
ムによる自発的な言語指導や，家庭で宿題に取り組
むなど）に際しても取り入れられ，般化効果が示さ
れたり，標的行動だけでなく他の行動に共変的な改
善が示されている15）。
　また一方，自閉症の子どもの共同注意の欠陥は，

「刺激の過剰選択性」16）注４）とも関係している。多次
元的な手がかりに反応することの指導によって，刺
激の過剰選択性が減少し，加えて共変的な変化とし
て共同注意が増える。さらにこのことによって，自

然な環境で社会的コミュニケーションへの動機付け
がさらに高まるという結果が得られる。
　次に，「（子どもから開始される）社会的始発」に
ついては，次のような発達研究などを引用して，機
軸領域として重要であると述べている。伝達的な相
互交渉でも，対人的な相互交渉でも，どちらもその
中核的特徴は始発である27）。始発とは，人が他者に
直接向けた言語的または非言語的行動であり，しか
も話しかけなさいと先に指示されていない行動であ
ると定義されている。自閉症の子どもの言語の特徴
として，質問を尋ねることが全く見られないか，ま
たはその頻度が低いこと，好奇心が明白に乏しいレ
ベルにあること，欲しい事物を要求するときにだけ
しか言語を使わないこと37），会話を始発しないこと
が挙げられる。
　これとは対照的に健常の子どもでは，様々なタ
イプの自己始発を言語の学習や社会的相互交渉を
引き起こすために頻繁に使用する。L. K. Koegel, 
Koegel, Shoshan, & McNerney７）の研究から，自己
始発は，自閉症の子どもの好ましい長期的な介入成
果の予測指標となることが明らかになっている。ま
た，自己始発は，大人が始発する介入の必要なし
で，自閉症に限らない全ての子どもの一日を通して
自然な環境で広範な自発的な学習の機会を提供でき
る可能性を持っている。こうしたことから，自己始
発は機軸行動として取り上げられている。
　「行動の自己統制（self-regulation）」に関しては，
自己管理（self-management）セルフマネージメン
トが問題行動の低減や対人的コミュニケーションに
効果を及ぼす機軸的スキルとして考えられている。
Koegelら14）は，自閉症の子どもが自立的に反応す
ることを高め，新たに学習した行動が自然な環境の
中でも広く使用されるよう般化を促すことも大切で
あるとし，そのためには機軸行動を自己管理するこ
とが理想的であると述べている。その理由として，
自己管理は介入を行う人がいない時間帯でも使用で
きるし，また様々な自然な環境（特にインクルー
ジョン環境）の中で容易に用いることができること
を挙げている。自己管理を行うことによって，外的
な介入に対する依存度が低減し，自閉症の子どもの
自主性を改善することが可能となり，監督なしで他
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ション的相互交渉に従事するための動機付け」，
「（子どもから開始される）社会的始発」，「行動の自
己統制（self-regulation）」の３つを挙げている。
　「社会的－コミュニケーション的相互交渉に従事
するための動機付け」がなぜ機軸領域であるのかに
ついて，次のように説明している。Koegelら９）11）

は，自閉症の子どもは反応－結果随伴性を学習する
のが困難であるのは学習性無力感が引き起こってい
るためであると述べている。自閉症の子どもの学習
性無力感の状態を消去するには，その子どもが好む
活動10）や行動しようとする試みも強化すること11）

などを指導手続きに組み込むことによって，反応す
ることに対する動機付けを高めることが有効である
ことがわかっている。そして，学習性無気力感を減
少させることによって，自閉症の子どもの意図的な
コミュニケーションに関連した能力を伸ばすことが
できると述べている。
　さらに，健常の子どもの意図的コミュニケーショ
ンの発達においては，共同注意の出現が決定的な特
徴であること，そして，共同注意は全般的な社会認
知的な過程に寄与しているだけでなく，将来の言語
発達や語彙の量を予測するものとして重要である1）

20）ということから，自閉症の子どもの共同注意の
欠陥は危機的な欠陥20）21）であり，早期介入すべき
重要な標的目標として取り上げている。Koegelら15）

は動機付けの指導によって，共同注意が増えるとい
う共変的な（Collateral）変化が起こり，自然な環
境で社会的コミュニケーションをすることの動機付
けをさらに高めることができると述べている。
　なお，この動機付けを高めるための指導（技法）
は，学習性無力感の消去や共同注意の改善だけに限
らず，様々な行動の指導（例えば自然言語パラダイ
ムによる自発的な言語指導や，家庭で宿題に取り組
むなど）に際しても取り入れられ，般化効果が示さ
れたり，標的行動だけでなく他の行動に共変的な改
善が示されている15）。
　また一方，自閉症の子どもの共同注意の欠陥は，

「刺激の過剰選択性」16）注４）とも関係している。多次
元的な手がかりに反応することの指導によって，刺
激の過剰選択性が減少し，加えて共変的な変化とし
て共同注意が増える。さらにこのことによって，自

然な環境で社会的コミュニケーションへの動機付け
がさらに高まるという結果が得られる。
　次に，「（子どもから開始される）社会的始発」に
ついては，次のような発達研究などを引用して，機
軸領域として重要であると述べている。伝達的な相
互交渉でも，対人的な相互交渉でも，どちらもその
中核的特徴は始発である27）。始発とは，人が他者に
直接向けた言語的または非言語的行動であり，しか
も話しかけなさいと先に指示されていない行動であ
ると定義されている。自閉症の子どもの言語の特徴
として，質問を尋ねることが全く見られないか，ま
たはその頻度が低いこと，好奇心が明白に乏しいレ
ベルにあること，欲しい事物を要求するときにだけ
しか言語を使わないこと37），会話を始発しないこと
が挙げられる。
　これとは対照的に健常の子どもでは，様々なタ
イプの自己始発を言語の学習や社会的相互交渉を
引き起こすために頻繁に使用する。L. K. Koegel, 
Koegel, Shoshan, & McNerney７）の研究から，自己
始発は，自閉症の子どもの好ましい長期的な介入成
果の予測指標となることが明らかになっている。ま
た，自己始発は，大人が始発する介入の必要なし
で，自閉症に限らない全ての子どもの一日を通して
自然な環境で広範な自発的な学習の機会を提供でき
る可能性を持っている。こうしたことから，自己始
発は機軸行動として取り上げられている。
　「行動の自己統制（self-regulation）」に関しては，
自己管理（self-management）セルフマネージメン
トが問題行動の低減や対人的コミュニケーションに
効果を及ぼす機軸的スキルとして考えられている。
Koegelら14）は，自閉症の子どもが自立的に反応す
ることを高め，新たに学習した行動が自然な環境の
中でも広く使用されるよう般化を促すことも大切で
あるとし，そのためには機軸行動を自己管理するこ
とが理想的であると述べている。その理由として，
自己管理は介入を行う人がいない時間帯でも使用で
きるし，また様々な自然な環境（特にインクルー
ジョン環境）の中で容易に用いることができること
を挙げている。自己管理を行うことによって，外的
な介入に対する依存度が低減し，自閉症の子どもの
自主性を改善することが可能となり，監督なしで他

者と相互交渉したり，望ましい活動に従事する機会
をもっと提供することができるようになる７）。さら
に，Koegelら14）は自己管理技法を使用することで，
療育過程における自閉症の子どもの役割が著しく増
え，親や大人達への依存性が少なくなると考えてい
る。そして，自閉症の子どもの自立性が高まるこ
とは，その子どもを抱える家族のストレスを少なく
し，家族の地域社会とのやりとりが正常化すること
と関係しており，自閉症の子どもが直接得る利得を
はるかに凌ぐ利得を得られることが示唆されている
と指摘している。
　(2)　ＹＡＰ
　ＹＡＰは，127のサブプログラムから構成されてい
る。Lovaasは18），指導プログラムは包括的である必要
があり，急激に全ての機能領域で，広く進歩をもた
らす機軸もしくは重要な行動の存在は証明されてい
ないと述べている。例えば，言語スキルの改善は仲
間との遊びや学業成績など，後で学ぶスキルを促進
させる効果をもたらすかもしれないが，遊びや日常
生活スキルに共変的な変化をもたらすことはないと
いうことである。また，治療効果は状況特定的なも
のであるため，全ての重要な環境に（例えば，家庭，
コミュニティー，学校）全ての重要な人（家族，教
師，友人）が対応することが重要であること，治療
が中断されると元に戻ってしまうことなどを指摘し
ており，指導が包括的である必要性を述べている18）。
　ＹＡＰでは，課題に従事すること，簡単な指示に
応じることなどを通して行動と強化の関係を理解さ
せることから開始し，次に弁別や粗大運動の模倣，
衣服の着脱など，基本的スキルを教え，その後，音
声模倣や身辺自立スキル，遊びのスキルなどを増や
すといった順序で指導が進められる６）。話し言葉を
獲得できない子ども達に対しては，視覚的コミュニ
ケーション（PECS注５）またはR＆W注６））を用いた
方法が取り入れられる４）。
　(3)　ＴＥＡＣＣＨ
　ＴＥＡＣＣＨプログラムが重視している指導内容
には，職業スキル，自立機能，余暇スキル，職業行
動，機能的コミュニケーション，対人行動，コミュ
ニティ・インテグレーションの７領域がある33）。自
閉症の年少の子どものカリキュラムの例をみると，

職業スキルには，分類や皿洗いなどを完了するの
に必要となるスキル，自立機能には日常生活技能
や移動など，余暇スキルには，個人的な興味や趣味
もしくは単純なゲームやスポーツなど，職業行動に
は，一人で仕事をするのに妨害とならないためのス
キル（例えば，仕事が完了するまで座っている，強
化を学び，仕事の概念を理解するなど），機能的コ
ミュニケーションには，基本的な要求を伝えたり，
指示に従うことなど，対人行動には，挨拶をする，
グループで行動するなど，コミュニティ・インテグ
レーションには，上述した６つの機能をコミュニ
ティの自然な場面で訓練することなど，が含まれて
いる。
　(4)　ＤＩＲ
　ＤＩＲプログラムにおいて示されている６段階の
情緒・発達的能力とその段階での通常自閉症が示す
状態像を表４に示した。フロアタイムは前述したよ
うにＤＩＲの全てのアプローチではないが，ＤＩ
Ｒのプログラムの根幹となるプログラムである。こ
こではフロアタイムの内容を示す。ここで示した情
緒・発達的能力の段階とは，情緒的な能力と認知的
な能力を同時に獲得することが含まれている。この
情緒・発達的能力の段階は，障害のない子どもの生
態学的な変化に基づいて作成されており，どの段階
においても自閉症が示す初期サインが関連づけられ
ている。フロアタイムは，６段階の基礎的な情緒・
発達的能力を促す，情緒的で意味のある学習の相互
交渉を作り出すことに焦点が当てられる３）４）。
　以下にWieder & Greenspan38）が報告した事例の
フロアタイムにおける活動例の概略を示す。

　Joeyと父親が“飛行機遊び”をしている場面である。
Joeyは父親のおなかの上にのり父親が持ち上げてくれ
るのを待っている。父親は「準備いいかい？」と聞き，
Joeyが飛ぶこと（父親が手とひざで持ち上げる）に対
して何らかの始発を行った後，飛行機が離陸する。父
親はJoey が何らかの合図をするまで飛行機のエンジン
になり，見つめ合ったり，共同注意を行たりする時間
を引き延ばす。Joeyは目的地に到着するまで，高くし
たり速くしたりすることをジェスチャーや言語で父親
に始発し，父親はJoeyの要望に応じる。
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　このような活動のねらいは，子どもの始発と見つ
め合う時間や共同注意が生じる時間を伸ばすこと，
子どもの発達段階に応じた働きかけに対して父親が
どのように支援したらいいのかを学ぶこと，父親と
子どもの関係性を深めることなどが含まれている。

２．指導方法に関する比較検討
　表５に各プログラムの指導方法の概略を示した。

　(1)　ＰＲＴｓ
　PRTの指導技法には，次の８つがある。①子ど
もの注意を引きつけること（指導のタイミングは必
ず子どもの注意を引きつけた後であること），②明
確な機会の設定（子どもに対する質問・指示・指導
機会，すなわち行動分析で言う弁別刺激は課題に対
してはっきりしていて適切でなければならない），
③維持課題の挿入（既に子どもが習得した課題が新
しい課題の間に所々挿入されるべきである），④多

表４　情緒・発達的能力の段階とＤＩＲにおける対応及び自閉症の初期サイン

表５　指導方法に関する比較
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　このような活動のねらいは，子どもの始発と見つ
め合う時間や共同注意が生じる時間を伸ばすこと，
子どもの発達段階に応じた働きかけに対して父親が
どのように支援したらいいのかを学ぶこと，父親と
子どもの関係性を深めることなどが含まれている。

２．指導方法に関する比較検討
　表５に各プログラムの指導方法の概略を示した。

　(1)　ＰＲＴｓ
　PRTの指導技法には，次の８つがある。①子ど
もの注意を引きつけること（指導のタイミングは必
ず子どもの注意を引きつけた後であること），②明
確な機会の設定（子どもに対する質問・指示・指導
機会，すなわち行動分析で言う弁別刺激は課題に対
してはっきりしていて適切でなければならない），
③維持課題の挿入（既に子どもが習得した課題が新
しい課題の間に所々挿入されるべきである），④多

表４　情緒・発達的能力の段階とＤＩＲにおける対応及び自閉症の初期サイン

表５　指導方法に関する比較

次元的な手がかりの使用（子どもの発達レベルに合
わせて，例えば色の学習で青いボールが欲しいかど
うか尋ねるなど，複数の次元の手がかりを使用する
こと），⑤子どもの選択の尊重（子どもが選んだ課
題や活動に従うこと。ただし，自傷行動など危険な
活動や自己刺激行動などの不適切な行動については
制限する。もし子どもが課題に興味を示さなかった
ら，指導者は活動を変更するべきである。），⑥強
化随伴性注７）（子どもの行動に必ず強化を与えるこ
と。），⑦自然な強化子の使用（子どもの行動に対す
る結果（強化）はその場面や文脈にとって自然で，
かつ直接的な物でなければならない），⑧行動しよ
うとするどんな試みも強化すること（質問や指示や
指導機会に対して正反応しようとする試みはどんな
ものも強化されるべきである。合理的な理由があれ
ば，そのような試みは必ずしも修正される必要はな
い）。
　例えば，機軸領域の中でも特に重要視されている
動機付けの指導手続きでは，特に子どもの選択の尊
重，行動しようとする試みを強化すること，維持課
題の挿入，自然な強化子の使用が用いられている
15）。これらの指導手続きによって，自閉症児は反応
－強化の随伴性にさらされることになり，これは意
図的コミュニケーション，初語，表出言語の発達へ
とつながっていく。
　(2)　ＹＡＰ
　通常ＹＡＰはのトレーニングは，家庭でLovaas・
プログラムの訓練を受けたセラピスト，親，ボ
ランティアと１対１で行われる。指導者から明確
な指示を呈示するなど，刺激を制御した指導形態

（Discrete Trial）を基本とし，基本的に行動療法で
用いられる技法を用いて指導される。
　Lovaas18）はよい行動療法プログラムのために，
少なくとも80％の正反応を示し続けるようにする

（すなわちプロンプトが導入されており，それを
徐々にフェイドアウトしていく），最初は類似性の
少ない刺激を使用し，徐々に類似した刺激に変えて
いく，といった手続きを用いることを推奨する。同
時に，正反応を多く生起させる技法を用いているこ
とから，子どもが誤反応を示した時には“No”と
フィードバックすることで間違いから学習する機

会を与える技法を採用している。また，対象となる
子どもがスキルを獲得したら，自然な環境でスキル
が般化するように指導することが取り入れられた
り，教室での活動に移行できるように指導者が学校
に伴って指導したりするといった方法も用いられる
18）。
　ＹＡＰは，準備されたカリキュラムに応じた評価
を実施しており，指導課題において，通常５回中５
回，もしくは10回中９回以上の正反応を示した場合
などに，次の指導課題が導入される。所定の記録帳
に，呈示した刺激に対応させて正解，不正解，プロ
ンプトの３段階で記録し，もし，指導がうまくいっ
ていないときには，データを見直し，手続きを修正
する18）。
　Lovaas18）は，理想としては，指導が生後42ヶ月
以前に開始することを薦めており，通常指導は，２
歳から３歳10ヶ月の間に開始され，週当たり20～40
時間行われる。集中的な指導を幼児期に行うこと
で，自閉症の子どもが改善するという指導効果を実
証しており，幼児期の集中的な指導の重要性を指摘
している。
　(3)　ＴＥＡＣＣＨ
　ＴＥＡＣＣＨの主要技法は，自閉症の人たちが混
乱や不安に陥ることを最小限にくいとめ，学習がス
ムーズに出来て一人で取り組めるようにしていくこ
とを目標としたものである33）。技法には，活動と場
所を１対１対応させ，ワークエリアやプレイエリア
を棚やしきりなどを用いて境界線をはっきりさせる
物理的構造化，全体もしくは個別に，いつ，何をす
べきかを子どもに示すスケジュールの呈示，何を，
どのくらいの時間行うべきで，そのあとどうなるか
を個別的に知らせるワーク・システム，場面や前後
関係を示す，使用する教材を子どもに見せる，１対
１対応のマッチングを用いる，ジグを利用するなど
の課題の組織化がある26）33）。
　(4)　ＤＩＲ
　ＤＩＲの基本的な対応は，子ども主導型で保護
者がそれに応じる対応であるが，これは単に自閉症
の子どもに付き従うことを意味しているのではな
い。Wieder & Greenspan38）は，重要なことは大人
と自閉症の子どもとの相互交渉が活性化することで
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あると述べている。前述したように，事例の活動例
をみると自閉症の子どもの始発を促すために環境を
調整したり，子どもに始発するように働きかけたり
しながら，子どもの始発に対応することで相互交
渉を活性化させようとする試みがみられる。また，
Greenspan & Wieder４）は，学校や家庭で象徴的考
えの発達にフロアタイムを用いる時のポイントを示
している。このポイントを見ると，興味や好奇心に
基づいた遊びが重要であること，子どもが興味のあ
ることに参加し，相互交渉を通して考えを広めたり
深めたりすること，遊んでいるときに，子どもがお
なかが空いたようであったら，ピザのおもちゃやア
イスクリームなどのおもちゃを渡したり，床やベン
チに横になったら，枕と毛布を渡し，電気を消して
子守歌を歌ったりする，といった自閉症の子どもの
要望に象徴的な活動やジェスチャーと小道具で対応
するなどのことが示されている。単に付き従うこと
ではなく，始発を促す環境の設定や象徴的な考えと
行動のモデル呈示と始発の誘導などを意図した対応
であると考えられる。

４．指導内容，方法の比較から
　以上４つのプログラムについて，指導内容，方法
について比較した。
　本比較から，指導内容について，重視するター
ゲットには，自閉症の中核となる障害と考えられる
内容にアプローチするプログラム（ＰＲＴsとＤＩ
Ｒ）と社会適応のために必要と考えられる内容にア
プローチするプログラム（ＹＡＰとＴＥＡＣＣＨ）
に分けられると考えられる。前者は指導内容を社会
的・相互交渉的内容に主として焦点を当てており，
後者は比較的広範な内容を扱っている。社会的・相
互交渉的内容には，反応することに対する動機付け
を高めたり（反応－結果随伴性の学習や多次元的な
手がかりに反応することなど：ＰＲＴs），社会的な
始発を増加させたり（ＰＲＴs，ＤＩＲ），相互交渉
を活性化させたりする（ＤＩＲ）ことが含まれてい
た。ただし，ＹＡＰの最も初期の指導は，反応－結
果随伴性の学習に焦点を当てており，内容として課
題に従事することや簡単な指示に応じることなどを
ターゲットとしていた。また，ＴＥＡＣＣＨでは機

能的コミュニケーションに指示に従う，職業スキル
に課題を完遂するために必要なスキル，職業行動に
強化を学ぶといった内容が取り扱われており，反応
－結果随伴性の学習に関連する内容であると考えら
れる。また，どのプログラムにおいても機能的なコ
ミュニケーションをターゲットにした内容が含まれ
ていた。
　指導方法では，ＰＲＴs，ＹＡＰ，ＴＥＡＣＣＨ
の３つのプログラムが行動理論を取り入れており，
大枠としては共通する指導方法であろう。しかしな
がら，ＰＲＴsが自然な環境で指導を行い，般化を
容易にすることを意図しているのに対し，ＹＡＰで
は，初期の指導において，１対１の指導で一試行ず
つ実施し，指導者から明確な指示を呈示するなど，
刺激を制御した指導形態を基本としている。これは
このような指導形態を用いることで子どもがスキル
を獲得しやすいこと，指導者が評価しやすいことな
どの理由がある。
　ＹＡＰは，般化について，多様な刺激を用いるこ
と，機会利用型の学習注８）や地域の学校での学習な
ども取り入れることで対応しているが，個別で学習
した後のことであり，当初から般化を容易にするこ
とを意図したＰＲＴsと大きく異なる。ＴＥＡＣＣ
Ｈについては，行動理論を取り入れた指導を行って
いるが，それ以上に視覚支援や構造化など弱点を補
うように環境を変えることで，独力で遂行したり，
自立したりする方法が採用される。
　一方，唯一行動理論を採用していないＤＩＲに
は，明確な指導技法があるわけではない。しかしな
がら，ねらいとする相互交渉の活性化のために，子
どもの始発を促す環境調整を行ったり，始発を誘導
したりする方法が用いられており，単純に付き従う
わけではない。
　各プログラムの指導内容，指導方法について比
較検討した結果，それぞれにおいて，重視するター
ゲットや方法論の違いに関連した違いが認められ
た。
　各プログラムの重視するターゲットや方法論ま
た，用いている用語の違いから，単純に共通する内
容を抽出することは困難であるが，指導内容や方法
を総合的に見て共通して適用していると思われる事
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あると述べている。前述したように，事例の活動例
をみると自閉症の子どもの始発を促すために環境を
調整したり，子どもに始発するように働きかけたり
しながら，子どもの始発に対応することで相互交
渉を活性化させようとする試みがみられる。また，
Greenspan & Wieder４）は，学校や家庭で象徴的考
えの発達にフロアタイムを用いる時のポイントを示
している。このポイントを見ると，興味や好奇心に
基づいた遊びが重要であること，子どもが興味のあ
ることに参加し，相互交渉を通して考えを広めたり
深めたりすること，遊んでいるときに，子どもがお
なかが空いたようであったら，ピザのおもちゃやア
イスクリームなどのおもちゃを渡したり，床やベン
チに横になったら，枕と毛布を渡し，電気を消して
子守歌を歌ったりする，といった自閉症の子どもの
要望に象徴的な活動やジェスチャーと小道具で対応
するなどのことが示されている。単に付き従うこと
ではなく，始発を促す環境の設定や象徴的な考えと
行動のモデル呈示と始発の誘導などを意図した対応
であると考えられる。

４．指導内容，方法の比較から
　以上４つのプログラムについて，指導内容，方法
について比較した。
　本比較から，指導内容について，重視するター
ゲットには，自閉症の中核となる障害と考えられる
内容にアプローチするプログラム（ＰＲＴsとＤＩ
Ｒ）と社会適応のために必要と考えられる内容にア
プローチするプログラム（ＹＡＰとＴＥＡＣＣＨ）
に分けられると考えられる。前者は指導内容を社会
的・相互交渉的内容に主として焦点を当てており，
後者は比較的広範な内容を扱っている。社会的・相
互交渉的内容には，反応することに対する動機付け
を高めたり（反応－結果随伴性の学習や多次元的な
手がかりに反応することなど：ＰＲＴs），社会的な
始発を増加させたり（ＰＲＴs，ＤＩＲ），相互交渉
を活性化させたりする（ＤＩＲ）ことが含まれてい
た。ただし，ＹＡＰの最も初期の指導は，反応－結
果随伴性の学習に焦点を当てており，内容として課
題に従事することや簡単な指示に応じることなどを
ターゲットとしていた。また，ＴＥＡＣＣＨでは機

能的コミュニケーションに指示に従う，職業スキル
に課題を完遂するために必要なスキル，職業行動に
強化を学ぶといった内容が取り扱われており，反応
－結果随伴性の学習に関連する内容であると考えら
れる。また，どのプログラムにおいても機能的なコ
ミュニケーションをターゲットにした内容が含まれ
ていた。
　指導方法では，ＰＲＴs，ＹＡＰ，ＴＥＡＣＣＨ
の３つのプログラムが行動理論を取り入れており，
大枠としては共通する指導方法であろう。しかしな
がら，ＰＲＴsが自然な環境で指導を行い，般化を
容易にすることを意図しているのに対し，ＹＡＰで
は，初期の指導において，１対１の指導で一試行ず
つ実施し，指導者から明確な指示を呈示するなど，
刺激を制御した指導形態を基本としている。これは
このような指導形態を用いることで子どもがスキル
を獲得しやすいこと，指導者が評価しやすいことな
どの理由がある。
　ＹＡＰは，般化について，多様な刺激を用いるこ
と，機会利用型の学習注８）や地域の学校での学習な
ども取り入れることで対応しているが，個別で学習
した後のことであり，当初から般化を容易にするこ
とを意図したＰＲＴsと大きく異なる。ＴＥＡＣＣ
Ｈについては，行動理論を取り入れた指導を行って
いるが，それ以上に視覚支援や構造化など弱点を補
うように環境を変えることで，独力で遂行したり，
自立したりする方法が採用される。
　一方，唯一行動理論を採用していないＤＩＲに
は，明確な指導技法があるわけではない。しかしな
がら，ねらいとする相互交渉の活性化のために，子
どもの始発を促す環境調整を行ったり，始発を誘導
したりする方法が用いられており，単純に付き従う
わけではない。
　各プログラムの指導内容，指導方法について比
較検討した結果，それぞれにおいて，重視するター
ゲットや方法論の違いに関連した違いが認められ
た。
　各プログラムの重視するターゲットや方法論ま
た，用いている用語の違いから，単純に共通する内
容を抽出することは困難であるが，指導内容や方法
を総合的に見て共通して適用していると思われる事

柄を抽出すると，次の２点に集約することができる
と考えられる。
　一つは，「ターゲットとした内容に従事すること」
を意図した指導である。この指導には，反応－結果
随伴性の学習（ＰＲＴs，ＹＡＰ，用語は用いてい
ないがＴＥＡＣＣＨでは，機能的コミュニケーショ
ン，職業スキル，職業行動の一部の指導内容）や多
次元的な手がかりに反応すること（ＰＲＴs，ＹＡ
Ｐでも方法の中で呈示する刺激の段階制が重視され
ている），相互交渉に従事するための動機付け（Ｐ
ＲＴs，ＤＩＲ），課題や人に注目することと活動を
維持すること（ＤＩＲ），自己統制（ＰＲＴs），独力・
自立的な遂行（ＴＥＡＣＣＨの主要な指導方法）な
どが含まれるだろう。「ターゲットとした内容に従
事すること」を意図した指導に含まれる要素を再度
言い換えて整理すると，「活動が動機づけられてい
ること」，「人や環境からの働きかけに適切に反応す
ること」，「一定時間活動を維持すること」，「独力で
遂行できるように行動を調整すること」の４点に絞
ることができるかもしれない。
　もう一つはコミュニケーションに関する始発や相
互交渉のスキルの向上に関する指導である。コミュ
ニケーションに関する指導は，すべてのプログラム
が取り上げている。相互交渉には，「コミュニケー
ションを始発すること」，「人や環境からの働きかけ
に適切に反応すること」，「一定時間活動を維持する
こと」が含まれる。前述した「ターゲットとした内
容に従事すること」を意図した指導以外で捉え直す
と「コミュニケーションを始発すること」に絞るこ
とが可能であると考えられる。

Ⅲ．自閉症の予後に関する検討　

１．各プログラムの予後について
　(1)　ＰＲＴs
　ＰＲＴsに関しては，L. K. Koegel, Koegel, Shoshan, 
and McNerney８）は介入前の自己始発の状態がどう
であったかによって，介入後の長期予後が異なるか
どうかについて検討した結果，自己始発が介入の予
後を予測する指標となることと，幼少期に自己始発
が全くあるいはほとんどない自閉症の子どもでも，

自己始発を指導することが可能で，それによって
好ましい予後を導くことができることを明らかにし
た。
　この研究は，①介入前の自発的な自己始発の存在
が好ましい介入成果と関連しているかどうかの分析
についての研究と，②自己始発に欠陥のある自閉症
の子どもに機軸行動としての自己始発を指導するこ
とができるかどうか，またそれによって，介入後の
好ましい成果が得られるのかどうかを検証する研究
の２つから構成されていた。
　研究①も研究②のどちらも，対象児は，介入前の
年齢が３歳代で，言語年齢が２歳代であり，特殊教
育のサービスを受けており，取り出し指導が必要
で，また州の特殊教育サービスの基準で重度障害の
範疇に認定されている自閉症の子どもであった。
　研究①では，上記の条件を満たし，同じ介入を
約４年間（幼稚園から小学校低学年まで）受けた６
名の自閉症を対象にした。なお，彼らの受けた介
入は，動機付け技法を組み合わせた修正された一
試行ずつおこなう刺激を明確に制御した指導形態

（modified discrete trial format）によるやり方に基
づいていて，さらに，般化と維持の改善のために親
教育とセルフマネージメント手続きも組み込まれて
いた。
　まず，対象児の介入終了後，数年後の時点におけ
る適応状況について分析したところ，(a)馴染みの
ある場所（例えば居間）における両親との相互交渉
場面のビデオについての行動の適切性の評定，(b)
対人的側面及び地域生活における状態（学校措置，
学業到達度，対人的なサークル，生活状況，放課後
の活動），(b)適応行動尺度，という３つの観点で良
好な予後を示した３名と，劣弱な予後を示した３名
に分かれた。なお，良好な予後を示した３名は，通
常教育に措置され，学校の成績も平均以上のレベル
を示し，友達の誕生パーティに行ったり，友達に電
話をかけたり，放課後にはサッカーチームに所属し
たり，陸上競技大会に参加したりするなどの様子が
報告された。一方，劣弱な予後を示した３名は通常
教育に措置されている者はなく，学校の成績も生活
年齢以下だったり，特別な指導や配慮が必要で，障
害のない仲間との関わりはなかったり，自傷行動や
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攻撃的な行動を示したり，放課後の活動は全くない
という状況にあった。
　さて次に，介入終了から数年後に良好な予後を示
した者とそうでなかった者とで介入前の状態に何か
違いがあるのかどうかについて分析を行った。その
結果，どちらも介入前の言語年齢に違いはなく，ま
た適応行動尺度の年齢も生活年齢以下であったが，
良好な予後を示した者は劣弱な予後を示した者に
比べて，介入前における自己始発の頻度や介入終了
数年後の相互交渉の実際的な適切性の評定が高かっ
た。
　研究②では，研究①と同様の特徴を持つ自閉症の
子ども４名に対して，平均２年６ヶ月間の介入が行
われた。この介入は，言語的な始発に関する介入に
焦点を当てるという点を除いて，研究①とほとんど
同じであった。研究①の介入では大人からの始発に
よる言語的相互交渉指導手続きが用いられたが，研
究②では子どもからの始発による言語的相互交渉指
導手続きが用いられた。その結果，研究②の対象児
は，介入前に研究①で劣弱な予後を示した者と同
様の言語年齢と始発頻度の状態を示していた。しか
し，介入終了数年後には，研究②で良好な予後を示
した者と同様に，相互交渉の実際的な適切性の評定
は高く，対人的活動や地域生活での参加状況は良好
で，外部機関の診断によると誰もが自閉症でないと
診断され，対象児全員が州機関の発達障害児童のリ
ストからの外されるという結果が示された。
　このような介入が自閉症の子どもの中でもどのよ
うなタイプに最も効果的であるのかについてはまだ
検討が必要である８）が，子どもからの始発を指導
することが，自閉症の子どもの予後を好ましい状態
へ導くために機軸行動として大変重要であることが
示された。
　(2)　ＹＡＰ
　ＹＡＰでは，実験群の子どもたち19人と２つの統
制群の子どもたち40人が参加した予後に関する研究
を実施している17）19）。この３群は，介入開始前は
診断名や精神年齢や遊びや話し言葉などいくつかの
重要な測度において類似していたが，実験群の子
どもたちは１対１の行動的治療を平均週40時間２年
またはそれ以上の期間受け，統制群の子どもたちは

週10時間かそれ以下であった。結果は，実験群の
子どもたち９人（47％）は，平均IQが107まで向上
したが，統制群の子どもたちでほぼ同等の改善を示
すことができたのは，わずか１人（2％）に過ぎな
かったことを示した。実験群の子どもたちの改善群
９人は，公立小学校の普通学級に統合され，第一
学年を無事終了して翌年も普通学級措置が維持され
た。さらに改善群の９人のうちの８人は，平均11歳
６ヶ月のフォローアップ時においても治療の効果が
維持されていることが実証された。また，その後の
Swallows and Graupner 30）の研究でも同様の結果
が示されており，23名の自閉症の子ども（インテー
ク時２才～３才６ヶ月）に対して，４年間の集中的
なLovaasのプログラムを実施した結果，11名の参
加者はIQが健常域に達し，指導の効果が示された
という報告がある。
　(3)　ＴＥＡＣＣＨ
　ＴＥＡＣＣＨプログラムは，上述したような成果
についての調査はほとんどない。MesibovがＴＥＡ
ＣＣＨの正式および略式の評価法を発表している
が，それを使っての大がかりな調査は，行われてい
ない。しかしながら，追跡調査研究の結果から，Ｔ
ＥＡＣＣＨに参加した対象児が５％しか施設に入所
していないことを示し，効果的な指導プログラムで
あると報告している33）。
　(4)　ＤＩＲ
　ＤＩＲプログラムでは，Greenspan and Wieder３）４）

及びWieder and Greenspan39）が８年間指導やコンサ
ルテーションに参加した200事例，そのうち「顕著な
改善」を示した20事例の長期の予後について整理し
ている。
　Greenspan and Wieder３）４）は，予後の結果を

「顕著な改善」，「中程度の改善」，「現在も困難が
続く」の３段階で整理し，58％が「顕著な改善」，
25％が「中程度の改善」，17％が「現在も困難が続
く」であったことを報告した。「顕著な改善」とし
た群は，暖かで相互交渉的，適切なやり取りを楽し
む，長時間従事することができる，社会的，認知
的，運動的な課題において目的的・社会的な問題解
決を行い，注意を共有することができる，創造的・
論理的にシンボルや言葉を使用することができる等
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攻撃的な行動を示したり，放課後の活動は全くない
という状況にあった。
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なLovaasのプログラムを実施した結果，11名の参
加者はIQが健常域に達し，指導の効果が示された
という報告がある。
　(3)　ＴＥＡＣＣＨ
　ＴＥＡＣＣＨプログラムは，上述したような成果
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あると報告している33）。
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及びWieder and Greenspan39）が８年間指導やコンサ
ルテーションに参加した200事例，そのうち「顕著な
改善」を示した20事例の長期の予後について整理し
ている。
　Greenspan and Wieder３）４）は，予後の結果を
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続く」の３段階で整理し，58％が「顕著な改善」，
25％が「中程度の改善」，17％が「現在も困難が続
く」であったことを報告した。「顕著な改善」とし
た群は，暖かで相互交渉的，適切なやり取りを楽し
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的，運動的な課題において目的的・社会的な問題解
決を行い，注意を共有することができる，創造的・
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の特徴を示した群である。また，「顕著な改善」群
の子どもたちは，初期のCARSにおいて，43％が重
度，37％中度，20％軽度の自閉症として診断された
子どもたちであったが，予後では全ての子ども達が
初期と比べれば改善されており，聴覚的・視空間の
困難，粗大もしくは微細運動に困難がある評価され
たものの，自閉症ではないと評価されたことを報告
した。
　「顕著な改善」を示した20事例（２歳から４歳に
指導を開始し，５歳から10歳の時の評価）について
より詳細な評価を行った研究では，全ての子どもが
通常のクラスに在籍し，友人との関係を楽しみ，地
域の活動に参加し，認知能力に関する標準化された
テストでは優れている範囲に評価された。機能的情
緒・発達アセスメント尺度の結果は，ビデオ録画さ
れた15分以上の保護者との相互交渉場面で障害のな
い統制群と同等の評価を示した。ヴァインランド適
応行動尺度の結果は，コミュニケーションの領域に
おいて60％の評定で当該年齢よりも１年から２年高
く，社会性の領域で90％の子どもが２歳から３歳程
度年齢水準よりも高い値を示したことを報告した。
総合的な適応行動尺度は１名を除いて年齢平均以上
であり，不適応行動は示していなかった４）39）。
　(5)　各プログラムの予後に関するまとめ
　ＰＲＴsでは自己始発に関する指導を実施するこ
とで，予後の良好さ，相互交渉の実際的な適切性が
向上することを示し，ＹＡＰでは幼児期の集中的な
指導により約半数の児童がIQが健常域に達し，普
通学級措置が維持されること，ＤＩＲにおいても約
半数が社会性やコミュニケーションにおいて著しい
改善が認められ，自閉症の診断基準を満たさなくな
ることなどが示めされた。幼児期の自閉症への指導
が知的水準，社会性，コミュニケーションの改善に
有効であることが示唆される。ＹＡＰは多様な指導
内容を含んでいるため，知的水準の向上に影響した
可能性がある。ＰＲＴsやＤＩＲは主として社会的
な相互交渉と関連する言語能力の向上に焦点が当て
られており，社会性，コミュニケーションの改善と
これに関連する行動の適切性の向上に有効であった
と考えられる。

２．その他の自閉症の予後に関する研究から
　自閉症スペクトラムの幼児に対する予後を予測す
る要因に関する研究が，いくつか実施されている。
　 言 語 能 力 を 予 測 し た 研 究 で は，Stone, and 
Yoder27）が，２歳代の自閉症もしくは広汎性発達障
害のある幼児の２年後の話しことばの発達は，動作
模倣と言語治療をうけた時間により予測できるこ
とを示し， Sigman and McGovern28）は，青年期の
言語能力と幼児期の機能的遊びスキル，ジョイント
アテンションへの反応，始発する要求行動に有意な
相関が示されたことを指摘した。また，Szatmari, 
Bryson, and Boyle et al31）は，早期の言語能力と非
言語性能力から適応行動とコミュニケーション（何
れもヴァインランド適応行動尺度の下位項目）が予
測できることを示し，特に初期の言語能力において
説明できる割合が高いことを報告している。
　一方，Swallows and Graupner30）は，４年間の集
中的なLovaasらのプログラムを実施した後の，Ｉ
Ｑ値を予測する指標として，初期の言語模倣とコ
ミュニケーション能力（ＡＤＩ―Ｒ）を抽出し，指
導において改善した子どもの11名中10名の子ども及
び全ての子ども23名中21名でこの変数を用いた予測
式が当てはまることを指摘している。
　さらに，Ingersoll and Schreibman５）は，５名の
自閉症と診断された幼児に対して，多層ベースライ
ンデザインを用いて，自然な文脈での相互的な模倣
をターゲットにした指導を行った結果，模倣の増加
と般化が認められたこと，加えて全ての幼児の言語
模倣及び２名の幼児では自発的な言語，５名中４名
の幼児でごっこ遊び，自発的に対象物と大人を見る
調整された共同注意に関して，共変的な改善が見ら
れたことを報告しており，自然な文脈における模倣
の指導が，社会的伝達的な障害を示す幼児の重要な
指導内容となることを示唆した。
　これらの結果から，初期の言語もしくは模倣への
アプローチが予後の話ことばや適応行動もしくは知
的能力に影響する可能性を示唆しており，幼児期に
優先的に指導すべき内容となる可能性が示唆され
る。

－175－



Ⅳ．まとめと今後の課題

　自閉症のある幼児に対する４つの指導プログラム
の比較から，幼児期からの自閉症に対する指導が効
果的であり，良好な予後を示す事例がいること，指
導として，「ターゲットとした内容に従事すること」
を意図した指導，「コミュニケーションを始発する
こと」，加えて自閉症の予後を予測する研究から，
模倣に関することの３領域が重要であることが示唆
された。また，従事することに関する指導には，活
動を動機づけること，人や環境からの働きかけに適
切に反応すること，一定時間活動を維持すること，
独力で遂行できるように行動を調整することの４つ
が含まれる可能性があり，これらの内容は学業スキ
ルや日常生活スキル，社会的スキルなど実際に学習
すべき内容の学習を促進するための基礎的なスキル
となると考えられる。
　齊藤・内田（2006）は，自閉症のキーポイント
として，「学習する態勢になる力」「指示に応じる，
指示を理解できる力」「自己を管理する，調整する
力」「楽しいことや嬉しいことを期待して活動に向
かう力」「自ら何かを伝えようとする意欲と個に応
じた形態を用いて表出する力」「模倣して，気づい
たり学んだりする力」「課題解決のために注視すべ
き刺激に注目できる力」を抽出している34）。これら
のキーポイントと本論文において抽出された「ター
ゲットとした内容に従事すること」，「コミュニケー
ションを始発すること」，「模倣に関すること」の整
合性を表６に示した。「学習する態勢になる力」「指
示に応じる，指示を理解できる力」「自己を管理す

る，調整する力」「楽しいことや嬉しいことを期待
して活動に向かう力」「課題解決のために注視すべ
き刺激に注目できる力」は，「ターゲットとした内
容に従事する」ために，自閉症の子どもが身につけ
ておくべき要素としての分類となっていると思われ
る。「ターゲットとした内容に従事すること」の下
位要素は，ターゲットとした内容に従事するため
に，必要な要素の分類であり，異なった文言が用い
られているが，全体のまとまりとしては同じことを
示すと考えられる。
　今後，自閉症教育において優先すべき指導内容
であり，自閉症の子どもが身につけるべき力となる
キーポイントが，真にキーポイントとなることを示
すためには，学業スキルや日常生活スキル，社会的
スキルなど実際に学習すべき内容に対して，共変的
な影響を及ぼすのかどうか，また自閉症の予後との
関連において，キーポイントを身につけることで，
学びやすくなったり，適応しやすくなったりするの
かどうかなどを検討しながら，キーポイントとなる
指導内容に関する実証的な研究を積み重ねる必要が
あるだろう。

用語説明
注１）般化
　般化とは，最初に行動を獲得した指導場面以外の
場面でもその行動が生起したり，同じ指導場面でそ
の行動と類似した行動が生起したりすること。

注２）維持
　維持とは，系統的な指導が終了し，時間が経過し

 
表６　自閉症教育において優先すべき指導における文献及びキーポイントの整合性
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Ⅳ．まとめと今後の課題
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合性を表６に示した。「学習する態勢になる力」「指
示に応じる，指示を理解できる力」「自己を管理す

る，調整する力」「楽しいことや嬉しいことを期待
して活動に向かう力」「課題解決のために注視すべ
き刺激に注目できる力」は，「ターゲットとした内
容に従事する」ために，自閉症の子どもが身につけ
ておくべき要素としての分類となっていると思われ
る。「ターゲットとした内容に従事すること」の下
位要素は，ターゲットとした内容に従事するため
に，必要な要素の分類であり，異なった文言が用い
られているが，全体のまとまりとしては同じことを
示すと考えられる。
　今後，自閉症教育において優先すべき指導内容
であり，自閉症の子どもが身につけるべき力となる
キーポイントが，真にキーポイントとなることを示
すためには，学業スキルや日常生活スキル，社会的
スキルなど実際に学習すべき内容に対して，共変的
な影響を及ぼすのかどうか，また自閉症の予後との
関連において，キーポイントを身につけることで，
学びやすくなったり，適応しやすくなったりするの
かどうかなどを検討しながら，キーポイントとなる
指導内容に関する実証的な研究を積み重ねる必要が
あるだろう。

用語説明
注１）般化
　般化とは，最初に行動を獲得した指導場面以外の
場面でもその行動が生起したり，同じ指導場面でそ
の行動と類似した行動が生起したりすること。
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表６　自閉症教育において優先すべき指導における文献及びキーポイントの整合性 た後でも同一の行動が生じること。

注３）自然言語パラダイム
特別に環境を整えた特定の場面ではなく，自然な文
脈の中で言語行動を指導する枠組み。

注４）刺激の過剰選択性
　複合刺激が同時に呈示された場合に，ある特定の
刺激のみに制御される（正誤に関係なく反応するな
ど）現象を示す。

注５）PECS（Picture Exchange Communication System）
　PECS（Picture Exchange Communication 
System）は，アメリカデラウエア自閉症プログラム
において開発された拡大・代替コミュニケーション
法の一つで，自分からはじめる機能的コミュニケー
ション・システムを自閉症の子どもに迅速に教える
ために開発された訓練システムである。子どもに社
会的な文脈の中でコミュニケーション的な相互作用
を自発することを教えること目的としている。18）41）42）

注６）R&Wプログラム（Reading & Writing Program）
　UCLAで開発されている視覚型学習者と呼ばれる
子ども達に対する拡大・代替コミュニケーション法
の一つである。音声言語を獲得できない子ども達
に，絵カードと文字カードによる代替的コミュニ
ケーション・システムを獲得させ，活用させること
と音声言語の獲得に困難を示す子ども達に，絵カー
ドを取る行為と文字カードを取る行為を教えること
を通じて，音声言語の獲得を促進することを目的と
している。18）43）

注７）強化随伴性
　行動の直後に行動の頻度が上昇する刺激を与える
こと。

注８）機会利用型学習
　特別に環境を整えるのではなく，自然な文脈の中
で，ターゲットとする行動が生じた際に，強化もし
くは消去の手続きを計画的に実施することで，学習
させていく指導方法。
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Ⅰ．はじめに

　平成17年12月に示された「特別支援教育を推進す
るための制度の在り方について（答申）」では，「知
的障害と自閉症を併せ有する幼児児童生徒に対し，
この２つの障害の違いを考慮しつつ，障害の特性に
応じた対応について，引き続き研究を進める必要が
ある。」とされている13）。それ以前に示された「21世
紀の特殊教育の在り方について（最終報告）」1）等に
おいても，知的障害養護学校等における自閉症の児
童生徒の教育を充実させることが重要な課題として
指摘されている。
　本稿では，プロジェクト研究「養護学校等におけ
る自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた
教育的支援に関する研究」の成果を踏まえつつ，自
閉症の特性に応じた教育課程の在り方について検討
することを目的とする。
　具体的には，まず，自閉症の特性に応じた学校教
育の現状と課題を整理し，我が国で実践されている

自閉症の特性に応じた教育課程とその成果及び提言
をまとめる。さらに，イギリスの自閉症学校（自閉
症協会）の教育課程について検討し，自閉症の特性
に応じた教育課程の基本と今後の課題について考察
する。

Ⅱ．  自閉症の特性に応じた学校教育の現状
と課題

　ＤＳＭ-Ⅳの自閉性障害，いわゆる 自閉症とは，
①対人的相互反応における質的な障害，②意志伝達
の質的な障害，③強いこだわりや固執行動・常同行
動，の３つの行動特徴を併せもつ一種の症候群と定
義される。これらの行動特徴は，個人差があり，発
達レベルや年齢と共に大きく変化することもあり，
この他にも，感覚知覚の過敏性や特異な認知的な特
性があるとされている。

１．盲・聾・養護学校における自閉症の児童生徒
　自閉症で明らかな知的障害を併せ有する児童生徒

特 集

自閉症の特性に応じた教育課程の在り方に関する考察

－我が国における知的障害養護学校の実践とイギリスにおける取組からの考察－

徳　永　豊*  ・  木　村　宣　孝**

（*企画部）（**教育支援研究部）

要旨：プロジェクト研究「養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支援
に関する研究」の成果を踏まえつつ，自閉症の特性に応じた教育課程の在り方について検討することを目的
とした。我が国における自閉症の特性に応じた学校教育の現状と課題を整理し，これまで実践されている自
閉症の特性に応じた教育課程とその成果及び提言をまとめた。そこでは，自閉症の特性に応じた自立活動の
指導内容の整理と領域・教科を合わせた指導形態が共通の課題となっていた。さらに，イギリスの自閉症学
校（自閉症協会）の教育課程について検討し，「学習することを学ぶ」こと，「学習することを可能とする」
ためのスキルが重視されていた。また，学びやすさや般化を目指した「統合した指導」等が取り上げられて
いた。これらの検討を踏まえ，①教育課程の在り方，②指導内容と指導形態について，③子どもの学びの基
本と個別の指導計画の改善，が重要な検討課題であることを指摘した。
見出し語：自閉症，教育課程，自立活動，領域・教科を合わせた指導，個人別の課題学習

自閉症の特性に応じた教育課程の在り方に関する考察

－我が国における知的障害養護学校の実践とイギリスにおける取組からの考察－
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の多くは，知的障害養護学校においてその教育を受
けている。国立特殊教育総合研究所（2005）が全国
の盲・聾・養護学校を対象に自閉症教育に関するア
ンケート調査を実施した結果からは，全国の盲・聾・
養護学校で「自閉症の診断のある幼児児童生徒」の
割合は全体の約15％程度，「自閉症の可能性のある
幼児児童生徒」を含めた割合は推計で約25％程度で
あるとされている。また，全国の知的障害養護学校
に在籍する自閉症の診断のある，又は可能性のある
幼児児童生徒は，小学部で47.5％，中学部で40.8％
と非常に高い割合が示されている５）。

２．特性に応じた指導について
　このように高い割合を示す自閉症の児童生徒に，
その特性に応じた指導を学部全体として取り組ん
でいる割合は，それぞれ小学部は24%，中学部は
26%，高等部は18%と高くない５）。自閉症の特性を
理解しつつ，その特性に応じた組織としての専門性
を高め，教職員の連携による指導を展開することの
重要性が強調されている８）。

３．知的障害養護学校の教育課程の現状と課題
　知的障害養護学校の教育課程は，学校教育法施行
規則及び学習指導要領によって，各教科，道徳，特
別活動，自立活動及び総合的な学習の時間（小学部
を除く）によって編成するものとされている。実際
の授業としては，児童生徒の生活に結びつけながら
実際的な状況下で体験的に学習するための効果的な
指導の形態である「日常生活の指導」「生活単元学
習」等の領域・教科を合わせた指導等が行われてい
る。
　一方，前に述べたように知的障害養護学校におい
て，自閉症の児童生徒の占める割合が高くなってき
ている。しかしながら，知的障害養護学校では，一
般的に自閉症の特性は考慮されることが少なく，知
的障害のみの児童生徒と同様な指導内容や指導方法
が自閉症の児童生徒に実施されてきた。また，自閉
症について個々の特性を検討することなく，知的障
害の児童生徒と一緒に集団で指導してきた経緯があ
る。
　知的障害を併せ有する自閉症とは，自閉症を併せ

有する知的障害として理解するのでなく，知的障害
を併せ有するＤＳＭ-Ⅳの３つの行動特徴，感覚過
敏，特異な認知発達等を示す自閉症として理解し，
その指導方法や指導内容を工夫することが重要であ
るとされている９）。
　さらに，知的障害養護学校の教育課程と自閉症の
特性に応じた指導については，以下の点が指摘され
ている９）。
　⑴　 知的障害養護学校の各教科として指導内容が

整理されているが，基本的には領域・教科を
合わせた指導が展開されている。

　⑵　 知的障害養護学校においては，自立活動の指
導の積み重ねが少なく，自立活動の指導，自
立活動の時間における指導の位置づけが曖昧
である。

　⑶ 　 知的障害養護学校の各教科でなく，「生きる
力」や「自立していく力」の観点から，指導
内容を領域に分け整理する試みがある。

　⑷ 　 教育課程の整理に加えて，個別の指導計画を
作成することが定着してきているが，学校ご
とでその取扱に違いが生じている。

　⑸ 　 児童生徒個々の実態に応じた目標設定，評価
のサイクルの考え方が普及して，個別的な対
応が必要となっている。

　このような現状を踏まえ，知的障害養護学校に
おける自閉症の特性に応じた指導が充実するために
は，①自閉症の行動特性を考慮する，②指導内容や
方法の再整理，③組織としての専門性の確保，④実
践によって蓄積された経験を記述し，知識としてま
とめ，関係者間で共有することが必要である。
　ここでは，教育課程の在り方を検討することに
よって，学校の教育課程の基準である学習指導要領
への提言や学校の教育課程を編成する際の配慮事項
について考察する。

Ⅲ． 我が国の自閉症の特性に応じた教育課
程に関する実践と提言

　本項では，我が国における自閉症の特性に応じた
教育課程に関する研究を概観する。
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の多くは，知的障害養護学校においてその教育を受
けている。国立特殊教育総合研究所（2005）が全国
の盲・聾・養護学校を対象に自閉症教育に関するア
ンケート調査を実施した結果からは，全国の盲・聾・
養護学校で「自閉症の診断のある幼児児童生徒」の
割合は全体の約15％程度，「自閉症の可能性のある
幼児児童生徒」を含めた割合は推計で約25％程度で
あるとされている。また，全国の知的障害養護学校
に在籍する自閉症の診断のある，又は可能性のある
幼児児童生徒は，小学部で47.5％，中学部で40.8％
と非常に高い割合が示されている５）。

２．特性に応じた指導について
　このように高い割合を示す自閉症の児童生徒に，
その特性に応じた指導を学部全体として取り組ん
でいる割合は，それぞれ小学部は24%，中学部は
26%，高等部は18%と高くない５）。自閉症の特性を
理解しつつ，その特性に応じた組織としての専門性
を高め，教職員の連携による指導を展開することの
重要性が強調されている８）。

３．知的障害養護学校の教育課程の現状と課題
　知的障害養護学校の教育課程は，学校教育法施行
規則及び学習指導要領によって，各教科，道徳，特
別活動，自立活動及び総合的な学習の時間（小学部
を除く）によって編成するものとされている。実際
の授業としては，児童生徒の生活に結びつけながら
実際的な状況下で体験的に学習するための効果的な
指導の形態である「日常生活の指導」「生活単元学
習」等の領域・教科を合わせた指導等が行われてい
る。
　一方，前に述べたように知的障害養護学校におい
て，自閉症の児童生徒の占める割合が高くなってき
ている。しかしながら，知的障害養護学校では，一
般的に自閉症の特性は考慮されることが少なく，知
的障害のみの児童生徒と同様な指導内容や指導方法
が自閉症の児童生徒に実施されてきた。また，自閉
症について個々の特性を検討することなく，知的障
害の児童生徒と一緒に集団で指導してきた経緯があ
る。
　知的障害を併せ有する自閉症とは，自閉症を併せ

有する知的障害として理解するのでなく，知的障害
を併せ有するＤＳＭ-Ⅳの３つの行動特徴，感覚過
敏，特異な認知発達等を示す自閉症として理解し，
その指導方法や指導内容を工夫することが重要であ
るとされている９）。
　さらに，知的障害養護学校の教育課程と自閉症の
特性に応じた指導については，以下の点が指摘され
ている９）。
　⑴　 知的障害養護学校の各教科として指導内容が

整理されているが，基本的には領域・教科を
合わせた指導が展開されている。

　⑵　 知的障害養護学校においては，自立活動の指
導の積み重ねが少なく，自立活動の指導，自
立活動の時間における指導の位置づけが曖昧
である。

　⑶ 　 知的障害養護学校の各教科でなく，「生きる
力」や「自立していく力」の観点から，指導
内容を領域に分け整理する試みがある。

　⑷ 　 教育課程の整理に加えて，個別の指導計画を
作成することが定着してきているが，学校ご
とでその取扱に違いが生じている。

　⑸ 　 児童生徒個々の実態に応じた目標設定，評価
のサイクルの考え方が普及して，個別的な対
応が必要となっている。

　このような現状を踏まえ，知的障害養護学校に
おける自閉症の特性に応じた指導が充実するために
は，①自閉症の行動特性を考慮する，②指導内容や
方法の再整理，③組織としての専門性の確保，④実
践によって蓄積された経験を記述し，知識としてま
とめ，関係者間で共有することが必要である。
　ここでは，教育課程の在り方を検討することに
よって，学校の教育課程の基準である学習指導要領
への提言や学校の教育課程を編成する際の配慮事項
について考察する。

Ⅲ． 我が国の自閉症の特性に応じた教育課
程に関する実践と提言

　本項では，我が国における自閉症の特性に応じた
教育課程に関する研究を概観する。

１ ．自閉症の特性に応じて必要となる教育内容について
（文部科学省研究開発学校における教育課程研究から）
　１）鳴門教育大学附属養護学校（平成13～15年度）
　鳴門教育大学附属養護学校は，自閉症の児童生徒
の障害特性に応じた指導内容や方法を明らかにする
ため，「自閉症の障害特性に応じた自立活動の内容・
方法の考察」，「獲得した行動の般化を促進するこ
と」，「教育内容・方法の一貫性をはかること」の三
つの観点から「自閉症の指導プログラム」について
検討を行った。自閉症の障害特性に応じた指導内容・
方法に関しては，自閉症の特性に対応する指導内容
を自立活動の５区分22項目との関係において整理し，

「自閉症自立活動内容表」を作成した10）。この中で，
自閉症の障害特性として特徴的な「社会性の障害」
に対応する指導内容を「社会とのかかわり」（内容項
目として，「社会生活を送る上で必要となる能力に関
すること」，「社会生活上のルールの理解に関するこ
と」）を設定し，新区分として提言している。また，

「自閉症自立活動内容表」では，他の区分・項目にお
いても，自閉症の特性との関連や必要となる指導内
容（考え方や例）を具体的に記載している。
　さらに，行動の般化を促進するために，個別の指
導計画に「行動形成シート」及び「行動修正シート」
を位置づけ，これらの有効性の分析のもと「指導計
画立案シート」及び「目標設定シート」へと改善を
図り，これらの指導計画作成・実施・評価手続きが，
様々な情報の収集と教師間の共通理解の促進，目標
の一貫性の確保，般化場面を意図した目標設定，標
的行動の具体化などに効果が認められたことを挙げ
ている。
　２）筑波大学附属久里浜養護学校（平成16～18年度）
　筑波大学附属久里浜養護学校は，平成16年度から
知的障害を伴う自閉症児の教育内容・方法等の研究
開発を行うために設置された学校である。
　研究開発学校として平成16～18年度の３か年の教
育課程開発研究に取り組んでいるが，研究の２年次
までの成果として，自閉症の障害特性に応じた自立
活動の内容の整理と再編成を行っている。
　自立活動の内容検討に当たって，便宜的に，現行
の５区分22項目を「自立活動Ａ」，自閉症の障害特性
に応じた自立活動の内容を「自立活動Ｂ」とし，幼

児児童個々の実践記録カードの蓄積及び分析を行い，
区分及び内容の整理を行った。その結果，自閉症の
児童生徒を教育する場合の自立活動の区分及び内容
として，第２区分「心理的な安定」を「心理的適応」
に，第３区分「環境の把握」に「⑸危険な状況の認
知と回避に関すること」を付け加え，新区分として

「６　社会的適応」（新項目「日常生活における円滑
な活動の遂行に関すること」，「日常生活における感
覚の特性を理解した適切な対応に関すること」の２
項目）及び「７　自律的活動」（新項目「身近な人へ
の支援の依頼に関すること」「自己の心情の理解と対
応に関すること」「生活に必要な計画と遂行に関する
こと」の３項目）を提言している16）17）。
　これらの新区分・項目については「養護学校にお
ける知的障害を伴う自閉症児を教育する場合の自立
活動の目標と内容の解説」として整理され，28項目
のそれぞれについて自閉症の特性に即した具体的な
指導内容や配慮事項等を解説している。
　また，指導に当たって「自立活動の時間における
指導」が有効であるという仮説のもと，自閉症の特
性に応じた内容に焦点をあてて指導する「自立活動
の指導の時間」（「のびのびタイム」など）の時間設
定を行い，実践研究を行っている。その検証方法と
効果及び提案した自立活動の内容の検証については
今後の課題としている。
　３）千葉県立野田養護学校（平成15～17年度）２）

　千葉県立野田養護学校では，養護学校の総合化を
視野に入れ，自閉性障害，視覚障害，聴覚障害，肢
体不自由等，多様な障害のある児童生徒の教育的
ニーズに対応するための教育課程編成について検討
している。障害種の異なる児童生徒とともに学習す
ることを念頭におきながら，その教育的ニーズを明
らかにするために，自閉性障害のある児童生徒への
取組として「自閉性障害に特化した自立活動」を試
案として設定している。
　一方，今後の課題として，個別の指導計画におけ
る自立活動の指導・支援内容の表記方法，自立や社
会参加の視点からの自立活動の内容の吟味，評価方
法の検討，個々の項目の関連性を総合的にとらえる
視点の検討等が必要であるとしている。
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２ ．自閉症の特性に応じた効果的な指導の形態について
（国立特殊教育総合研究所プロジェクト研究研究協
力校の実践から）
　１）富山大学人間発達科学部附属養護学校８）

　富山大学人間発達科学部附属養護学校では，児童
生徒一人一人に設定される課題を児童生徒自らが主
体的に実現するための指導の形態として「チャレ
ンジタイム」を設定している。「チャレンジタイム」
は，教育課程上自立活動に位置づけているが，取り
扱う個々の課題には各教科，領域の内容が多様に含
まれ，生活で活用していくことを重視している。こ
れは，領域・教科を合わせた指導としての特徴を有
する指導の形態として捉えることも可能である。
　個々に設定される指導目標・内容を，子どもの主
体的・自立的活動として展開する上で，「支援ツール」
と名付けられている活動支援方法が一人一人に具体
化され，指導の効果が実践的に検証されている。
　「チャレンジタイム」の時間設定は，障害の状態に
かかわらず，すべての児童生徒にとって必要な指導
の形態として教育課程に位置づけられているが，個
のニーズを起点とした学習活動を行う授業の特徴か
ら，自閉症児にとっても有効な指導の形態と考えら
れる。
　２）筑波大学附属久里浜養護学校
　研究開発学校としての教育内容の研究成果につい
ては先に触れたが，効果的な指導の形態の在り方に
関する実践としていくつかのタイプの授業づくりを
試みている。
　研究の２年次の取組としては，個々の自立活動及
び各教科（こくご・さんすう）の個別課題を個別指
導の形態で指導する「個別の課題学習」と，個々の
自立活動の目標を集団において指導する「のびのび
タイム」の指導の形態において実践研究を展開して
いる。また，研究の３年次には，自閉症の障害特性
に応じた自立活動の内容として提言した区分・項目
を指導する「社会生活の学習」としての試みが行わ
れている。「のびのびタイム」や「社会生活の学習」
は，生活への般化の観点から各教科の内容を含めた
指導として行われていることから，これらの指導に
ついても領域・教科を合わせた指導として捉えるこ
とも可能である。

　研究の２年次に行われた自閉症教育実践研究協議
会（2006）16）において，個々の課題について個別指
導の形態で重点的に指導し，そこで学習した内容
を集団活動の場で生かす指導の事例が報告されてお
り，教育課程の在り方を検討するための実践的成果
として活用されることが期待される。
　３）北海道教育大学附属養護学校８）

　北海道教育大学附属養護学校では，児童生徒一人
一人の課題に対応する時間として「課題学習」の時
間を設けている。この時間では，児童生徒個々の自
閉症の特性を考慮し，まず一対一の個別指導を前
提に指導を展開し，この指導で培った学習態度，意
欲，知識・技術等を次の指導段階である小グループ
での学習展開の流れによって指導を行っている。
　自閉症児の場合，個別指導が必要で小グループへ
の適応に個々で違いがあるため，この取組は個別の
課題への対応と般化としての集団活動への広がりを
工夫した授業づくりであると考えられる。
　また，自閉症の特性と集団活動への参加のための
支援を基本として，「体育」（又は「音楽」）の内容
を合わせて指導する時間として「きりのめタイム」
の時間を設けている。
　さらに，各教科，領域の内容を，自閉症の特性に
応じた指導内容のまとまりを「くらし」「しごと」「よ
か」「生きる力に関する指導内容」として再整理し，
教育課程上の位置づけについて検討を行っている。

３．東京都の提言とその実践15)

　東京都は平成18年３月に「自閉症の児童・生徒の
ための教育課程の編成について」を報告している。
そこでは，自閉症の特性を配慮した指導内容につ
いて，「社会性の学習」「般化の学習」「認知の学習」

「自立活動」として整理し，領域・教科を合わせた
新たな指導の形態としての「社会性の学習」を設定
し，「般化の学習」「認知の学習」は，各教科・領域
等の指導内容として取り扱うとしている。
　なお，「社会性の学習」の適用に当たっては，知
的障害養護学校の普通学級の教育課程は一つとし，
自閉症に対応した教育課程を編成する場合は，自閉
症ではない児童生徒についても同様に指導すること
としている。
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２ ．自閉症の特性に応じた効果的な指導の形態について
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　１）富山大学人間発達科学部附属養護学校８）

　富山大学人間発達科学部附属養護学校では，児童
生徒一人一人に設定される課題を児童生徒自らが主
体的に実現するための指導の形態として「チャレ
ンジタイム」を設定している。「チャレンジタイム」
は，教育課程上自立活動に位置づけているが，取り
扱う個々の課題には各教科，領域の内容が多様に含
まれ，生活で活用していくことを重視している。こ
れは，領域・教科を合わせた指導としての特徴を有
する指導の形態として捉えることも可能である。
　個々に設定される指導目標・内容を，子どもの主
体的・自立的活動として展開する上で，「支援ツール」
と名付けられている活動支援方法が一人一人に具体
化され，指導の効果が実践的に検証されている。
　「チャレンジタイム」の時間設定は，障害の状態に
かかわらず，すべての児童生徒にとって必要な指導
の形態として教育課程に位置づけられているが，個
のニーズを起点とした学習活動を行う授業の特徴か
ら，自閉症児にとっても有効な指導の形態と考えら
れる。
　２）筑波大学附属久里浜養護学校
　研究開発学校としての教育内容の研究成果につい
ては先に触れたが，効果的な指導の形態の在り方に
関する実践としていくつかのタイプの授業づくりを
試みている。
　研究の２年次の取組としては，個々の自立活動及
び各教科（こくご・さんすう）の個別課題を個別指
導の形態で指導する「個別の課題学習」と，個々の
自立活動の目標を集団において指導する「のびのび
タイム」の指導の形態において実践研究を展開して
いる。また，研究の３年次には，自閉症の障害特性
に応じた自立活動の内容として提言した区分・項目
を指導する「社会生活の学習」としての試みが行わ
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指導として行われていることから，これらの指導に
ついても領域・教科を合わせた指導として捉えるこ
とも可能である。
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　平成18年度に東京都立青鳥養護学校久我山分校
（小・中学部）は，次のような教育課程を編成して
いる18）。学校の教育課程は，普通学級の教育課程と
重度重複学級の教育課程の二種類である。自閉症に
対応した小・中学部の普通学級の教育課程では，新
たに領域・教科を合わせた指導の形態として「社会
性の学習」を設定している。小学部では１単位時間

（週45分）で，中学部では1.2単位時間（週60分）を
設定し，ソーシャルスキルや対人関係のスキルを身
につける学習として位置づけている。

４．国立特殊教育総合研究所の提言
　国立特殊教育総合研究所（2006）9）は，平成17年
度に実施した「NISE自閉症教育実践セミナー」に
おいて，自閉症の特性に応じた教育課程の在り方と
して，次の点を指摘している。
　⑴　 「知的障害」と「自閉症」は異なる障害とし

て区別し，その特性に応じて指導内容・指導
形態を検討することが必要である。

　⑵　   自立活動は重要な領域であり，表１に示す特
性に対応した指導目標とその内容を検討した。
その結果，自閉症の特性に応じた「偏ったコ
ミュニューケーション」「常同・こだわり行動」
等の目標や内容が挙げられたが，従来の５区
分に分類できるものがほとんどであった。自
立活動の指導目標として「社会性」に関する
ものはあげられなかったが，「社会性」につい
ては，各教科，領域に示されている内容との
関連で検討する必要がある。

表１　自閉症の特性（項目だけ抜粋）９）

　⑶　 自閉症の特性に応じた効果的な指導の形態と
して，自立活動の指導を核とし，各教科等の
内容を関連づけて授業を構成する「個人別の
課題学習」（仮称）を領域・教科を合わせた指
導として教育課程に位置づける，等である。

　この「個人別の課題学習」の位置づけについては，
図１に示した。「個人別の課題学習」としては，筑
波大学附属久里浜養護学校で取り組まれている「個
別の課題」や「のびのびタイム」，北海道教育大学
附属養護学校で取り組まれている「課題学習」，富
山大学教育学部附属養護学校で取り組まれている

「チャレンジタイム」等が，その基本イメージとさ
れている。

５．まとめとして
　これらの研究及び実践から，自閉症の特性に応じ
た教育課程を検討するにあたり，第１に自立活動の
視点から自閉症の特性に対応する指導内容を明確に
し，個に応じて具体化すること，第２に，自閉症の
特性に対応する効果的な指導方法（指導の形態）を
明らかにすることの２点について検討することが必
要である。
　１）自立活動の内容の検討
　自閉症の特性に対応する指導内容を明確にする研
究については，文部科学省研究開発学校の取組にみ
られるように，自立活動の指導内容を自閉症の特性
に応じて具体化し，再整理することに焦点が当てら
れている。その中でも，３校共通して提言している
内容として「社会性」に関する項目が挙げられる。
　自立活動の内容は，人間としての基本的な行動を
遂行するために必要な要素と，障害に基づく種々の
困難を改善・克服するために必要な要素を五つの区
分に分類・整理したものとされている。人間とし
ての基本的な行動を遂行するための要素を自閉症の
障害特性から考えると，社会や集団における諸活動
で，通常，他者とのかかわりにおいて自然に獲得さ
れていくことが想定される対人認識や社会的な行動
規範の学習については，自閉症児の場合，特別な指
導が必要であると言うことができる。
　一方で，研究開発学校が提言している社会性に関
する内容項目をみると，社会生活に必要となる諸能
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力の育成やスキルの獲得，日常生活における行動の
遂行，自己の心情の理解，職業的活動や余暇活動な
ど，自立活動における内容，各教科・領域の内容と
重なり合うと考えられる項目が含まれている。これ
らのことから，自閉症と特性に応じて必要となる内
容を，自立活動及び各教科，道徳，特別活動全体の
内容との関連で整理することが必要であろう。
　また，北海道教育大学附属養護学校が検討してい
るように，各教科・領域の内容を，自閉症の特性に
応じて再整理する取組（「くらし」「しごと」「よか」

「生きる力に関する指導」等）もあり，今後はこの
ような考え方も含め検討が必要であろう。
　２）効果的な指導の形態の在り方の検討
　自閉症の教育課程を検討する上で必要となるもう

一つの点は，効果的な指導の形態の開発である。
　領域・教科を合わせた指導は，学校教育法施行規
則第73条の11第２項において，知的障害者の授業を
行う際の特例として規定されているものである。知
的障害教育においては，知的障害の学習上の特性を
踏まえ，各教科及び領域の内容を児童生徒の生活に
結びつけながら実際的な状況下で体験的に学習する
ための効果的な指導の形態であり，一般的には「日
常生活の指導」「生活単元学習」「遊びの指導」「作
業学習」などが行われている。
　知的障害を併せ有する（知的発達の遅れを伴う）
自閉症児の場合においても，学習内容の般化の視点
から各教科等の内容を関連づけ，生活上の諸課題に
密着した学習活動を行う必要性が考えられることか

図１　自閉症の特性に応じた教育課程編成の構造（案）
（知的障害養護学校の場合）９）　　　　　　　　　　
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ら，領域・教科を合わせた指導は効果的な指導の形
態の一つとして考えられる。
　自閉症の特性に応じた指導の形態の開発研究とし
ては，国立特殊教育総合研究所が提言している「個
人別の課題学習（仮称）」や東京都が提言している

「社会性の学習」があり，これらは領域・教科を合
わせた指導として位置づけられている。
　教育課程上の位置づけを検討するに当たっては，
この指導がどのようなコンセプトを有する指導なの
かを明確にする必要がある。東京都が提言した「社
会性の学習」では，対人関係のとり方やソーシャル
スキルを身に付けることを重点的に取扱う形態であ
るとし，国立特殊教育総合研究所が提言した「個人
別の課題学習」では，自立活動の指導を核とし，集
団活動を前提とせず各教科等の内容を生活的に取扱
う形態であるとしており，領域・教科を合わせた指
導の特例を用いた指導である点で共通しているが，
指導の形態のコンセプトには，視点の当て方の違い
もみられる。
　今後，このタイプの指導が一般化するためには，
個々の自閉症の特性に応じた指導目標・内容を具体
化し，学習形態としての個別指導や小集団による指
導などの集団構成，単元・題材等の学習活動のまと
まり，学習環境への十分な配慮等を踏まえた指導計
画の作成が必要となる。これらの個のニーズを起点
とした指導計画とその指導上の効果については，こ
れから実践的検証が行われようとしている段階であ
り，今後，授業としての具体化と実践に基づいた分
析が必要であろう。

Ⅳ． イギリスの自閉症学校（自閉症協会）
の教育課程から

　イギリスにおける自閉症の特性に応じた教育を
提供している代表的な組織のひとつに自閉症協会

（The National Autistic Society）がある。この自閉
症協会は，自閉症の教育として，その基本理念に表
２に示すようなSPELLを掲げ，６つの学校を運営
している12）。
　それぞれの学校は，子どもの年齢や寄宿舎等の
有無に違いがある。ここでは，養護学校の小学部に

おける教育課程を検討するために，小学部の子ど
もを対象とするラドレット・ロッジ学校（Radlett 
Lodge School）とヘレン・アリソン学校（Helen 
Allison School）を取り上げ，その教育課程につい
て検討する。

１．特別学校における教育課程の基本構造について
　自閉症学校は，特別学校（special school）の位
置づけであり，その教育課程を考える場合に，イギ
リスにおける特別学校の教育課程がその基本にな
る。イギリスにおける特別学校を含めた特殊教育
の教育課程については，教育の目標，及びナショナ
ル・カリキュラム（国で定められた教育課程の基準）
があり，特別学校においても通常学校と同じとされ
ている（国立特殊教育総合研究所，2004７））。英語，
算数，科学等の教科を基本として，個別の指導計画

（Individual Education Plans）により，個々の特別
な教育的ニーズに応じた教育が展開されている。ナ
ショナル・カリキュラムを適用しない場合の条件
とその手続きが規定されているが，可能な限りはナ
ショナル・カリキュラムに従うことが求められてい
る14）。

２ ．ラドレット・ロッジ学校とその教育課程について
　３歳から11歳の自閉症の子どもの学校であり，
2005年１月で，49人が７学級に在籍していた。寄宿
舎があり，在籍者の内の14名が活用していた。１教
室で，子ども６名と教職員３名（教師１名，介助員
２名）が基本的な学級の構成であった11）。
　１）学校のカリキュラム
　学校要覧には学校のカリキュラムについて，以
下のような記述がある。学校のカリキュラムとして
は，「コミュニケーション」と「社会スキル」を重
視し，個別の指導計画を基本に，通常の学校での教
育内容と関連性を保ちながら，適切な範囲で，ナ
ショナル・カリキュラムの内容を指導する。
　小学部段階においてすべての生徒は，ナショナ
ル・カリキュラムに従う。しかしながら，それらの
内容を学ぶ前に，「学ぶことを学ぶツール（learning 
to learn tools）」を身につけることが必要である。

「期待されていることを知る（what is expected of 
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them）」「異なる社会状況でどのように行動するか
(how to behave in different social situations)」を学
ぶことが必要である。
　入学した生徒は，「わずかの時間いすに座る」「短
い時間課題に注意を向ける」「他者の接近に我慢す
る」などの基本的なスキルを学習する必要がある。
多くの生徒たちは，基本的日常生活スキルに関し
て，固定的なルーチン（rigid routines）を身につ
けてきている。初期の段階で，これを解決（tackle）
しないと，学習する環境にアクセスすることに関し
て，自分で壁をつくり（entrench），厳しく拒否す
る可能性がある。
　自閉症の生徒は，年齢を重ねる中で，自然に
日常生活のスキルを拾い上げ（pick up)，日常化

（generalise）することが難しい。だから，職員は

生徒たちが学ぶことが可能なように，体系的な一定
（systematic and consistent）の教授戦略(teaching 
strategies)を 活 用(employ)す る。 特 別 な ル ー ル

（specific rules）を教えることで，「期待されている
ことを理解し」たり，「より適切なルーチンを身に
つけ」たりすることができる。
　２）授業展開上の工夫
　生徒が教科等の内容を学ぶには，特異な方法が必
要である。例えば，カリキュラムの内容を学ぶため
に，学校の学習全体を通して，単純な基本スキルを
教えること，さらに，行動形成や社会的コミュニ
ケーション，意図，アドボカシー，レジャー等に関
する個々の目標を設定し，自閉症の３つ組に対応す
る手立てを準備する等である。
　ナショナル・カリキュラムの内容を学びやすい

SPELL

Structure

Positive Positive Attitudes and
appropriate expectation

strengths

Empathy

Low arousal

Links

表２　SPELLの枠組み11）
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them）」「異なる社会状況でどのように行動するか
(how to behave in different social situations)」を学
ぶことが必要である。
　入学した生徒は，「わずかの時間いすに座る」「短
い時間課題に注意を向ける」「他者の接近に我慢す
る」などの基本的なスキルを学習する必要がある。
多くの生徒たちは，基本的日常生活スキルに関し
て，固定的なルーチン（rigid routines）を身につ
けてきている。初期の段階で，これを解決（tackle）
しないと，学習する環境にアクセスすることに関し
て，自分で壁をつくり（entrench），厳しく拒否す
る可能性がある。
　自閉症の生徒は，年齢を重ねる中で，自然に
日常生活のスキルを拾い上げ（pick up)，日常化

（generalise）することが難しい。だから，職員は

生徒たちが学ぶことが可能なように，体系的な一定
（systematic and consistent）の教授戦略(teaching 
strategies)を 活 用(employ)す る。 特 別 な ル ー ル

（specific rules）を教えることで，「期待されている
ことを理解し」たり，「より適切なルーチンを身に
つけ」たりすることができる。
　２）授業展開上の工夫
　生徒が教科等の内容を学ぶには，特異な方法が必
要である。例えば，カリキュラムの内容を学ぶため
に，学校の学習全体を通して，単純な基本スキルを
教えること，さらに，行動形成や社会的コミュニ
ケーション，意図，アドボカシー，レジャー等に関
する個々の目標を設定し，自閉症の３つ組に対応す
る手立てを準備する等である。
　ナショナル・カリキュラムの内容を学びやすい
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Positive Positive Attitudes and
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Empathy
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表２　SPELLの枠組み11） ように，統合した指導（Integrated Schemes of 
Work, Briars 1990）を活用する。その際の出発点
は「科学」（Science）である。通常教育のように，
３学期制で，その内容を決める。科学，技術，地
理，芸術の要素も混ぜながら，合わせた指導を展開
し，ナショナル・カリキュラムにある内容を学習す
る。英語や算数の内容は特異的であり，高度に構造
化した形式で教える必要がある。これらの領域につ
いての生徒の能力は幅が大きく，個々に特異な強
さの違いがある。よって，授業は個々の違いを基本
に，個々の生徒のニーズに応じることが求められ
る。
　自閉症の生徒は学習を異なる状況で般化すること
が難しい，限定された状況でのみ活用可能である。
それゆえ，統合した指導は学んだ内容について教科
を越えて，様々な状況で活用する機会を提供する。
このように，活動につながりを持たせ，関連する課
題に取り組むことで，共通のタイトルやテーマとし
て，学んだことを生活において活用できる点が重要
とされている。

３．ヘレン・アリソン学校とその教育課程について
　1968年に開校された学校であり，５歳から19歳の
自閉症の子どもの学校である。2005年１月で，70人
が８学級と継続教育施設（３グループ）に在籍して
いた。寄宿舎が４か所にあり，28名の子どもが活用
していた４）。
　１）学校のカリキュラム
　自閉症の子どもの個々のニーズに応じた幅広い，
バランスのいいカリキュラムを提供している。ナ
ショナル・カリキュラムに従うよう努力しているが，
それは生徒が必要としているカリキュラムの一部
であると理解している。自閉症の子どもは，ナショ
ナル・カリキュラムにアクセスするために，異なる
スキルを身につけることが必要である。多様なカリ
キュラムの内容は，個別のプログラムに基づき，１
対１の形態で指導を展開している。
　カリキュラムの領域としては，英語，算数，科
学，デザイン技術，地理，歴史，体育，音楽，外国
語，芸術，情報技術，宗教教育である。個人・社会・
健 康 教 育（Personal, social and health education; 

PSHE）が重要であり，性教育は健康教育に含まれ
る。キャリア・ガイダンスは，移行の段階で実施さ
れる。
　２）特性に応じた工夫
　生徒は自閉症の診断があり，学習における困難さ
を示している。学習した内容を他の場面で活用する
般化が難しく，カリキュラムの内容を全て学ぶに
は，モチベーションが限定されていて，内容を選択
する必要がある。
　社会的及びコミュニケーション・スキルを学び，
学校の内外，コミュニティにおいて適切に行動する
仕方を学ぶ。可能な限り幅広くスキルを身につけ，
興味を広げる。そして，新しい体験を増やし，世界
を広げることが必要である。社会的に適切に行動す
ることを学ぶことは，社会的インクルージョンを進
め，自立を高める上でも重要である。

４．イギリスの自閉症学校の教育課程からの考察
　自閉症の特性に応じた養護学校の小学部における
教育課程を検討するために，イギリスの自閉症協会
が運営する学校の教育課程を取り上げた。ここで
は，その特徴をまとめるとともに，我が国の自閉症
の特性に応じた教育課程の在り方への示唆を検討す
る。
　１）ナショナル・カリキュラムとその運用
　イギリスにおける特別学校の教育課程に関して，
教育の目標，及びナショナル・カリキュラム（国で
定められた教育課程の基準）は，特別学校において
も通常学校と同じとされている。自閉症協会の学校
においても，英語，算数，科学等の教科を基本とし
て，個別の指導計画（Individual Education Plans）
により，個々の特別な教育的にニーズに応じた教育
が展開されていた。そこではコミュニケーションや
社会スキル等の指導が実施され，適切にその内容が
編成されていた。
　ナショナル・カリキュラムに従いつつ，ラドレッ
ト・ロッジ学校では，「期待されていることを知る」
等の「学習することを学ぶ」ツールを身につけるこ
とが重視されていた。
　これに関連するものとして，著しく学習の困難が
大きい子どもにとっての，学習の基盤となるスキル
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であるキー・スキル（key skill：コミュニケーショ
ンスキル，ICTスキル等）や「学習することを可能
とする」ためのスキル（enable skill：感覚・探索
スキル，知覚スキル，思考スキル等）が提案されて
いる３）。学校における学習内容について，このよう
に整理することの有効性について検討する必要があ
る。
　これらの内容については，我が国の自立活動の
内容にあたるものと考えられ，自立活動の内容を
整理する上で参考となろう。今後は，自閉症の特
性に応じた内容をこれらの項目として整理できる
のかについて検討する必要があろう。また，「自然
に日常生活のスキルを拾い上げ（pick up)，日常化

（generalise）することはない」との指摘は重要で
ある。これらの点は国立特殊教育総合研究所が提案
している「自閉症教育のキーポイント」９）の「学習
する態勢になる力」「指示に応じる，指示どうりに
行う力」等との関連性についても検討する必要があ
ろう。
　２）自閉症の特性に応じたまとまりとして
  自閉症の特性に応じたまとまりとして，我が国の
実践では，「社会性」や「般化」，またイギリスの実
践では「コミュニケーション・スキル」「社会スキル」

「行動管理」「モチベーション」「般化」等が取り上
げられていた。特に「社会性」の行動要素にどのよ
うなものが考えられるかの整理が必要である。
　これらは，自閉症の特異的な障害から，想定され
る学習内容と考えられる。これらの指導の内容とナ
ショナル・カリキュラム及びその基本となるスキル
等の内容がどのような関係にあるかの整理も必要で
ある。
　３）授業展開の工夫として
　学習形態について，ラドレット・ロッジ学校では，
学びやすい工夫として，「統合した指導（Integrated 
Schemes of Work）」が重視されていた。他の自閉
症協会の学校であるロベルト・オーガン学校（The 
Robert Odgen School）においては，キー・スキ
ルは中心的(central)なものであり，また学校の教
育課程の統合された部分(integral part)であり，そ
れらは，「教科等を統合した学習（cross-curricula 
approach）」として授業が展開されている12）。

　その「統合した指導」の出発点は「科学」
（Science）とされていて，我が国では知的障害養護
学校の「生活科」と類似する内容と考えられる。単
に学びやすさだけでなく，般化の難しさを考慮すれ
ば適切な授業展開の工夫と考えられる。

Ⅴ．教育課程の基本として

  Ⅲにおいて自閉症の特性に応じた学校教育の現状
と課題を整理し，我が国で実践されている自閉症の
特性に応じた教育課程とその成果及び提言を検討し
た。そこでは，自閉症の特性に応じた自立活動の指
導内容の整理と「社会性」に関する内容の必要性及
び領域・教科を合わせた指導の形態の活用が共通の
課題となっていた。さらに，Ⅳにおいてイギリスの
自閉症学校の教育課程について検討し，「学習する
ことを学ぶ」こと，「学習することを可能とする」
ためのスキルが重視され，学びやすさや般化を目指
した「統合した指導」等が取り上げられていた。
  ここでは，これらの比較検討をもとに，自閉症の
特性に応じた教育課程の基本的な視点について考察
する。

１．自閉症の特性に応じるとは
　イギリスにおける特別学校の教育課程について，
教育の目標，及びナショナル・カリキュラムは，特
別学校においても通常学校と同じとされている。
  今後の教育課程の在り方について，国立特殊教育
総合研究所（2004b）６）は，イギリス等の海外の教
育課程を比較検討しつつ，障害の枠を越えた教育課
程の在り方を提案している。このような動向を踏ま
えながら，自閉症の特性に応じた教育課程につい
て，基本的には小・中学校の教育課程に準じること
を前提に，特性に応じた学校の教育課程編成上の工
夫をどう行うかという視点が重要であろう。また，
知的障害養護学校の教育課程と小・中学校の教育課
程との連続性について整理することが今後の課題で
あろう。

２．自立活動の内容の整理
　我が国における自閉症の特性に応じた教育課程に
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であるキー・スキル（key skill：コミュニケーショ
ンスキル，ICTスキル等）や「学習することを可能
とする」ためのスキル（enable skill：感覚・探索
スキル，知覚スキル，思考スキル等）が提案されて
いる３）。学校における学習内容について，このよう
に整理することの有効性について検討する必要があ
る。
　これらの内容については，我が国の自立活動の
内容にあたるものと考えられ，自立活動の内容を
整理する上で参考となろう。今後は，自閉症の特
性に応じた内容をこれらの項目として整理できる
のかについて検討する必要があろう。また，「自然
に日常生活のスキルを拾い上げ（pick up)，日常化

（generalise）することはない」との指摘は重要で
ある。これらの点は国立特殊教育総合研究所が提案
している「自閉症教育のキーポイント」９）の「学習
する態勢になる力」「指示に応じる，指示どうりに
行う力」等との関連性についても検討する必要があ
ろう。
　２）自閉症の特性に応じたまとまりとして
  自閉症の特性に応じたまとまりとして，我が国の
実践では，「社会性」や「般化」，またイギリスの実
践では「コミュニケーション・スキル」「社会スキル」

「行動管理」「モチベーション」「般化」等が取り上
げられていた。特に「社会性」の行動要素にどのよ
うなものが考えられるかの整理が必要である。
　これらは，自閉症の特異的な障害から，想定され
る学習内容と考えられる。これらの指導の内容とナ
ショナル・カリキュラム及びその基本となるスキル
等の内容がどのような関係にあるかの整理も必要で
ある。
　３）授業展開の工夫として
　学習形態について，ラドレット・ロッジ学校では，
学びやすい工夫として，「統合した指導（Integrated 
Schemes of Work）」が重視されていた。他の自閉
症協会の学校であるロベルト・オーガン学校（The 
Robert Odgen School）においては，キー・スキ
ルは中心的(central)なものであり，また学校の教
育課程の統合された部分(integral part)であり，そ
れらは，「教科等を統合した学習（cross-curricula 
approach）」として授業が展開されている12）。

　その「統合した指導」の出発点は「科学」
（Science）とされていて，我が国では知的障害養護
学校の「生活科」と類似する内容と考えられる。単
に学びやすさだけでなく，般化の難しさを考慮すれ
ば適切な授業展開の工夫と考えられる。

Ⅴ．教育課程の基本として

  Ⅲにおいて自閉症の特性に応じた学校教育の現状
と課題を整理し，我が国で実践されている自閉症の
特性に応じた教育課程とその成果及び提言を検討し
た。そこでは，自閉症の特性に応じた自立活動の指
導内容の整理と「社会性」に関する内容の必要性及
び領域・教科を合わせた指導の形態の活用が共通の
課題となっていた。さらに，Ⅳにおいてイギリスの
自閉症学校の教育課程について検討し，「学習する
ことを学ぶ」こと，「学習することを可能とする」
ためのスキルが重視され，学びやすさや般化を目指
した「統合した指導」等が取り上げられていた。
  ここでは，これらの比較検討をもとに，自閉症の
特性に応じた教育課程の基本的な視点について考察
する。

１．自閉症の特性に応じるとは
　イギリスにおける特別学校の教育課程について，
教育の目標，及びナショナル・カリキュラムは，特
別学校においても通常学校と同じとされている。
  今後の教育課程の在り方について，国立特殊教育
総合研究所（2004b）６）は，イギリス等の海外の教
育課程を比較検討しつつ，障害の枠を越えた教育課
程の在り方を提案している。このような動向を踏ま
えながら，自閉症の特性に応じた教育課程につい
て，基本的には小・中学校の教育課程に準じること
を前提に，特性に応じた学校の教育課程編成上の工
夫をどう行うかという視点が重要であろう。また，
知的障害養護学校の教育課程と小・中学校の教育課
程との連続性について整理することが今後の課題で
あろう。

２．自立活動の内容の整理
　我が国における自閉症の特性に応じた教育課程に

関する研究を整理すると，自立活動の指導内容を自
閉症の特性に応じて具体化し，再整理する取組が示
めされた。イギリスの学校では，自閉症の特性に応
じた内容として「コミュニケーション・スキル」「社
会スキル」「行動管理」「モチベーション」「般化」
等が挙げられた。これらの指導内容のつながりにつ
いて，今後比較検討することも重要であろう。
　また，学校における自立活動の内容整理におい
て，提案されている「社会性」に関する項目に関し
ては，その内容について，各教科，道徳，特別活動
等の全体の内容との関連で整理することが課題とな
るであろう。
　しかしながら，障害のある児童生徒の指導におい
て，自立活動は重要な領域であり，自閉症の児童生
徒の指導においても，その特性に応じた内容が自立
活動の解説書等において適切に記述される必要があ
ろう。
　なお，自立活動の五つの区分について，自閉症の
特性を考慮して，新たなその区分を追加するという
意見もあるが，慎重な検討が必要であろう。

３．領域・教科を合わせた指導
　自閉症の特性に応じた指導の形態の開発研究とし
ては，国立特殊教育総合研究所が提言している「個
人別の課題学習（仮称）」や東京都が提言している

「社会性の学習」があり，これらは領域・教科を合
わせた指導として位置づけられていた。
　また，イギリスの学校では学びやすさだけで
なく，般化の難しさを考慮して，「統合した指導

（Integrated Schemes of Work）」が重視されてい
た。これは，我が国における領域・教科を合わせた
指導である「生活単元学習」等と類似した形態であ
ろう。
　領域・教科を合わせた指導は，個々の自閉症の特
性に応じた指導目標・内容を具体化し，学習形態と
しての個別指導や小集団による指導などの集団構成
や単元・題材等の学習活動のまとまり，学習環境に
十分に配慮した指導が有効であると考えられる。
　これらの指導上の効果については，これから実践
的検証が行われようとしている段階であり，今後，
授業としての具体化と実践に基づいた分析が必要で

あろう。

４．授業改善のための個別の指導計画の充実
　－自閉症教育のキーポイントの活用－
  自閉症の特性に応じた教育課程を編成し，実際の
授業に展開していく上で鍵となるのは，個別の指導
計画である。個別の指導計画に基づく授業の目標設
定，指導内容・方法の選択が課題となろう。
　国立特殊教育総合研究所は，この授業改善の観点
として「学習する態勢になる力」「指示に応じる，
指示どおりに行う力」等の「自閉症教育のキーポイ
ント」を提案している９）。
　イギリスの学校では，「学習することを学ぶ」こ
と，「学習することを可能とする」ためのスキルが
重視されていた。
　これらに共通する点は，教科等の内容を学ぶ際に
必要な力であり，「わずかの時間，いすに座る」等
の学習上の基本的スキルである。また，自閉症の子
どもにとって，これらは，年齢を重ねる中で，自
然に身につけることが困難な力という点も共通であ
る。
　これらの力については，適切な指導計画や指導方
法を工夫する中で，「『期待されていることを理解
し』たり，『より適切なルーチンを身につける』こ
と」が重要となろう。
  自閉症の特性に応じた授業の改善においては，こ
のような自閉症教育のキーポイント等を活用するこ
とが鍵となろう。

５ ．教育課程チェックリスト，個別の指導計画
チェックリスト

　プロジェクト研究「養護学校等における自閉症を
併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的支援
に関する研究」の研究成果５）８）９）及び本稿におけ
る自閉症の特性に応じた教育課程の比較検討をとお
して，自閉症の特性に応じた教育課程の在り方につ
いて考察してきた。
　表３に，これらの検討を踏まえて，教育課程と個
別の指導計画を作成する際に考慮する必要がある点
をチェックリスト（試案）として示した。学校の特
色を踏まえつつ，その教育課程を編成する必要があ
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るが，これらの点については，それを採用するか否
かは別にして，学校として検討する必要のあるポイ
ントと考えられる。

Ⅵ．教育課程に関する課題

　自閉症の特性に応じた教育課程の比較検討を踏ま
え，自閉症の特性に応じた教育課程の在り方につい
て考察した。ここでは，今後の検討課題について取
り上げる。

１．教育課程の基準に関する検討
　現行の学習指導要領によれば，特殊教育に関する

学校の教育課程は，小・中学校の教育課程に準ずる
としながらも，知的障害養護学校の各教科があり，
また特例により，自立活動を主とした教育課程が編
成できることになっている。
  国立特殊教育総合研究所（2004b）６）が指摘してい
るように，これらの教育課程と小・中学校の教育課
程とのつながりについて，その整理を行うことが課
題となっている。
　そして，その報告書は，盲・聾・養護学校の教育
課程の基準を共通のものにするモデル，また，可能
であれば小・中学校の教育課程を基本として，盲・
聾・養護学校の教育課程の基準は示さず，柔軟な運
用で，特性に応じた指導を展開していくモデルを提

1
2
3
4
1
2
1
2

表３．自閉症の特性に応じた教育課程と個別の指導計画に関するチェックリスト（試案）
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表３．自閉症の特性に応じた教育課程と個別の指導計画に関するチェックリスト（試案） 案して，今後の検討課題としている。
　また，平成19年４月から，盲・聾・養護学校が「特
別支援学校」となるが，障害の枠を越えた学校とな
る際に，その学校の教育課程をどのように編成する
かが大きな課題となっている。
　「場による教育」から「ニーズに応じる教育」に
視点を変換したことを契機に，長年にわたる変遷で
複雑化した教育課程の構造について，根本から見直
しを行うことが大きな課題であろう。
　このような教育課程全体の検討を踏まえながら，
自閉症の特性に応じた教育課程をどのように編成し
ていくが検討課題である。

２．教育課程の評価・改善，実践の積み重ね
　この数年に，我が国においても自閉症の特性に応
じた教育課程に関する研究が実施され，いくつかの
提案が示されてきた。
　しかしながら，これらの提案はひとつの考え方
であり，これからは，各学校での実践を踏まえなが
ら，それらの教育課程を評価し，提案が妥当なもの
か否かの検討が必要となろう。その際には，編成・
実施された教育課程の中で，自閉症の児童生徒が
どのような力をつけたかの評価が基本的な情報にな
る。これらの評価の取組は，今後の重要な課題であ
る。

３．自閉症の特性と子どもの学びの基本
　自閉症の特性に応じた自立活動の指導内容の整
理，領域・教科を合わせた指導形態，さらに具体的
な指導を改善していくツールとしての自閉症教育の
キーポイントについて考察してきた。ところで，自
閉症の子どもに必要な指導内容は，他の子どもの指
導内容と異なるのであろうか。
  このことを考えることは，自閉症の指導にとっ
て，「自閉症の特性」「自閉症の症状」を，どのよう
に考えるかにつながることがらである。視点を変え
れば，自閉症の特性といわれる行動は，ある領域の
内容が学習されていない，又は誤って学習した結果
として，その行動が顕著になると考えることも可能
である。
　つまり，学習として成立しなかった部分を再度学

習したり，学習として成立するような方法の工夫が
必要になる。そのような取組を充実させることが

「自閉症の特性が顕著にならないために」，また「厳
しい自閉性をゆるやかに」するための指導であろ
う。そして，学習として成立しなかった行動の要素
は，行動の基本的な要素と考えられる。
　この点について，プロジェクト研究で取り上げて
いる自閉症教育のキーポイントについても類似する
議論があった。自閉症の特性に応じた授業改善の視
点としてキーポイントについて，このポイントは

「自閉症の特性に応じた」ともいえるし，「行動の調
整が難しく，社会性が弱いことに応じた」ともいえ
る。また，自閉症教育のキーポイントは「すべての
子ども」に対応する概念ではないかという指摘もあ
る。これらのポイントは，人が学ぶ上で欠かすこと
のできない力であり，自閉症の場合には，特に学ぶ
ことが困難で，誤って学習し易いものと考えること
で，新たな指導の手だてに繋がる可能性が高いであ
ろう。

Ⅵ．おわりに

　自閉症の特性に応じた学校教育について比較検討
し，教育課程の基本的な視点と今後の課題について
考察した。自閉症に関する研究については，多くの
蓄積があるものの，学校教育や教育課程との関連性
を検討した研究は少ない。本稿で取り上げてた研究
がこの数年取り組み始められたところである。知的
障害養護学校において，自閉症を併せ有する児童生
徒の割合が高い現状においては，これらの学校教育
の課題について早急に整理し，解決策を提案するこ
とが求められている。このような状況で，本稿は教
育課程の在り方のひとつの提案と考えられる。今後
は各学校の実践を積み重ね，教育課程を評価し，改
善していく中で，ここでの提案の妥当性を吟味する
ことが必要であろう。
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A Comparative Study of Practical Curricula in Japan and England
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Abstract: The purpose of this study was to examine the curriculum for children with autistic disorders 
and intellectual disabilities based on the NISE project research “Effective Educational Support based on 
the Special Needs of Children with Autistic Disorders-Focused on teaching contents, teaching methods 
and managing strategies of school and/or classroom environment-( 2003 -2005 )”.  The present situation 
and issues concerning school education to meet the educational needs of children with autistic disorders 
and intellectual disabilities were reviewed. The outcomes and recommendations of practical curriculum 
projects in special schools were summarized.  As the result, educational activity to promote independence 
(jiritsu katudo) and educational methods of “Instruction combining learning areas and subjects (Integrated 
Schemes of Work)” were Pointed out to need to be discussion. 　In addition,  educational practices in 
schools for children with autistic disorders founded by The National Autistic Society, England, were 
introduced.  As a result of this comparative examination of the curriculum for children with autistic 
disorders and intellectual disabilities, the following discussion points were recommended: 1. rethinking of 
curriculum for children with disabilities, 2 . improvement of educational content to promote jiritsu katudo 
and educational methods of integrated schemes of work, and 3. basic concept of learning and improving 
daily lessons.
Key Words: Autism, Curriculum, Activities to Prmote Independence, Integrated Learning Areas and 
Subjects, Individual Task Learning
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